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長  岡  市 

（令和 3 年 6 月末時点） 



２次基本計画の体系 

人権・男女共同参画課  

基本目標 主要施策 № 事 業 推進課 
Ⅰ 男女平

等 の 実 現

に 向 け た

社 会 環 境

を 整 備 す

る 

(1) 社会制度・慣行の見

直しと意識啓発 
01 広報の手引きの修正と活用 広報課、人権・男女共同参画課

02 メディア・リテラシー（情報読解能力）の学習機会提供 人権・男女共同参画課 
03 男女平等推進センター「ウィルながおか」での意識啓発事業 人権・男女共同参画課 
04 家庭教育・地域人材教育活動事業 中央公民館、子ども・子育

て課 
(2) 学校などにおける男

女平等教育の推進 
05 小・中学校の児童生徒への男女共同参画学習 学校教育課 
06 小・中学校の教職員を対象とした男女共同参画に関する研修 学校教育課 
07 幼児への男女共同参画教育 保育課 
08 幼稚園・保育園の保護者を対象とした男女共同参画の意識啓発 保育課 

(3) 審議会などへの女性

の参画推進 
09 政策方針決定過程への女性参画割合向上 人権・男女共同参画課 
10 女性職員の管理職登用の推進 人事課 
11 自治会役員への女性の参画促進 市民協働課 
12 コミュニティでの女性の参画促進 市民協働課 
13 防災分野での女性の参画促進 危機管理防災本部 
14 農業分野での女性の参画促進 農水産政策課 

(4) 企業・団体などでの

女性の参画推進 
15 男女の均等な機会と待遇の確保【女性活躍】 産業立地課 
16 女性活躍推進事業【女性活躍】 産業立地課、人権・男女共同参画課

(5) 農林水産業・商工業の

分野での女性の参画推進 
17 活き活き農らいふ支援事業【女性活躍】 農水産政策課 
18 家族経営協定の締結促進【女性活躍】 農水産政策課 

(6) 防災活動への女性の

参画推進 
19 地域の防災訓練の充実 危機管理防災本部 
20 女性のための防災講座の実施 人権・男女共同参画課 
21 女性消防団員の育成 消防本部総務課 

(7) 男女の生涯を通じた

健康支援 
22 ながおかヘルシープラン 21 推進事業 健康課 
23 子宮がん・乳がん検診 健康課 
24 妊娠・出産期における健康支援 子ども・子育て課 
25 思春期・青少年相談 子ども・子育て課 
26 青少年育成活動 子ども・子育て課 
27 介護予防事業 長寿はつらつ課 

(8) 貧困等により困難を

抱えた人々が安心して

暮らせる環境の整備 

28 ひとり親家庭への支援【女性活躍】 生活支援課 
29 自立支援策の充実【女性活躍】 生活支援課 
30 生活困窮者自立相談支援事業【女性活躍】 生活支援課 
31 生活困窮者学習支援事業【女性活躍】 生活支援課 

Ⅱ あらゆ

る 分 野 に

お け る 仕

事 と 生 活

の調和（ワ

ーク・ライ

フ・バラン

ス）の普及

を図る 

(9) 市民・事業者への広

報・啓発 
32 仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）や男女共同参画

の情報提供【女性活躍】 
人権・男女共同参画課、産

業立地課 
33 ワーク・ライフ・バランス普及の意識醸成【女性活躍】 人権・男女共同参画課、産業立地課

(10) 働きやすい職場環

境づくり 
34 働きやすい職場環境推進事業【女性活躍】 産業立地課、工業振興課 
35 ハッピー・パートナー企業登録促進【女性活躍】 人権・男女共同参画課、産

業立地課、契約検査課 
36 男女の介護・育児と仕事の両立の支援【女性活躍】 産業立地課 
37 相談機能の充実【女性活躍】 人権・男女共同参画課 

(11) 女性の就業支援 38 再就職準備セミナー【女性活躍】 人権・男女共同参画課 
(12) 地域・社会活動で

の男女共同参画推進 
39 コミュニティ推進事業 市民協働課、人権・男女共

同参画課 
40 まちなかキャンパス長岡管理・運営事業 市民協働課 
41 コミュニティセンターの整備 市民協働課 

(13) 子育て支援体制の

整備・充実 
42 職員の育児・家事参加に関する意識啓発【女性活躍】 人事課 
43 ファミリー・サポート・センター事業【女性活躍】 子ども・子育て課 
44 こんにちは赤ちゃん訪問【女性活躍】 子ども・子育て課 
45 ブックスタート事業【女性活躍】 子ども・子育て課 
46 子育て家庭からの相談に対する支援の充実【女性活躍】 子ども・子育て課 
47 子育ての駅の運営【女性活躍】 子ども・子育て課 
48 親の子育て力をつける親育ち事業【女性活躍】 子ども・子育て課 
49 児童クラブの充実【女性活躍】 子ども・子育て課 
50 母子保健推進員活動【女性活躍】 子ども・子育て課 
51 保育園における育児相談窓口の充実【女性活躍】 保育課 
52 多様なニーズに応じた保育の実施【女性活躍】 保育課 

(14) 介護支援体制の整

備・充実 
53 高齢者や介護者の相談窓口の運営【女性活躍】 長寿はつらつ課 
54 在宅介護者への支援の充実【女性活躍】 長寿はつらつ課 



基本目標 主要施策 № 事 業 推進課 
Ⅲ 配偶者

な ど か ら

の 暴 力 を

根絶する 

(15) あらゆる暴力の根

絶に向けた意識啓発 
55 ＤＶ防止の意識啓発の推進と相談窓口の周知 人権・男女共同参画課 
56 外国人、障害者、高齢者に配慮した相談窓口の周知 国際交流課、福祉課、長寿

はつらつ課 
57 学校におけるセクシュアル・ハラスメントの防止 学校教育課 

(16) 相談・保護体制の

充実 
58 安全・安心な相談窓口の体制整備 人権・男女共同参画課 
59 職場におけるハラスメント相談への対応 人権・男女共同参画課 
60 相談従事者の研修の充実 人権・男女共同参画課 
61 配偶者暴力相談支援センターの運営 人権・男女共同参画課 
62 関係機関と連携した相談の実施 国際交流課、長寿はつらつ課、

福祉課、子ども・子育て課 
(17) 自立のための支援

の充実 
63 ひとり親支援家庭への支援（№28 の再掲） 生活支援課 
64 自立支援策の充実（№29 の再掲） 生活支援課 
65 ＤＶ被害者の心身の健康回復支援 人権・男女共同参画課 

(18) 関係機関や民間支

援団体との連携強化 
66 関係機関・民間支援団体との連携・協力体制の強化 人権・男女共同参画課 
67 ＤＶ防止計画推進のための体制づくり 人権・男女共同参画課 

Ⅳ 男女共

同 参 画 の

推 進 体 制

を 充 実 す

る 

(19) 庁内推進体制の充

実 
68 男女共同参画審議会の開催 人権・男女共同参画課 
69 男女共同参画施策に対する苦情への対応 人権・男女共同参画課 
70 基本計画の進捗管理と公表 人権・男女共同参画課 
71 男女共同参画に関する調査・研究 人権・男女共同参画課 
72 男女共同参画政策推進会議の開催 人権・男女共同参画課 
73 市職員への研修などの実施 人権・男女共同参画課、人

事課 
74 支所との連携の充実 人権・男女共同参画課 

(20) 市民との連携・協

働 
75 ウィルながおかの充実 人権・男女共同参画課 

(21) 国・県などとの連

携・協働 
76 国・県および周辺市町村などとの連携 人権・男女共同参画課 

※事業名に【女性活躍】と付してある事業は、女性活躍推進法第６条第２項に規定する「女性の職業生活における活躍の推進に関する施策に

ついての計画」に該当する事業 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （１）社会制度・慣行の見直しと意識啓発 

事業№ 01 事業名 広報の手引きの修正と活用 

内 容 ＳＮＳを活用した情報発信など、社会情勢の変化に対応した見直しや活用を進めます。 

推進課 広報課、人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

 ＳＮＳなど多様化する

情報発信手段にあわせ

て、新たな広報活動の手

引きとなる「長岡市ソー

シャルメディア活用ガイ

ドライン」について、職

員への周知徹底を図りま

す。 

 また、ＳＮＳの活用に

かかる相談窓口として、

各課との調整を行いま

す。 

－ 

・各課でＳＮＳのアカウント

を作成する際は、ガイドライ

ンに沿って、差別的な情報を

発信しないよう周知を図りま

した。 

・またＳＮＳに限らず、イン

ターネット上では情報が瞬く

間に拡散されるため、情報発

信する際はその点に留意する

よう職員ポータル上に掲載

し、注意喚起を図りました。

・引き続きガイド

ラインの活用を職

員へ周知徹底を図

ります。 

・新規アカウント

取得課について

は、不適切な表現

が掲載されていな

いか定期的に確認

を行います。 

－ 

平成 30 年度 

・職員へ「長岡市ソーシ

ャルメディア活用ガイド

ライン」の周知徹底を図

るとともに、職員ポータ

ル上でも差別的表現を使

わないよう注意喚起を掲

載します。 

・また、ＳＮＳの活用に

かかる相談窓口として、

各課との調整を行いま

す。 

－ 

・ガイドラインは定例的に年

１回（改定があった場合はそ

の都度）、職員ポータルの全

庁的連絡により全職員に周知

し注意喚起を図りました。 

・また、ＳＮＳに限らず、イ

ンターネット上は、情報が瞬

時に拡散されるため、情報発

信の際はよく留意するよう職

員ポータル上に全文を掲載

し、いつでも確認できるよう

配慮しています。その結果、

不適切・問題となる事象の発

生及び外部からのご指摘はあ

りませんでした。 

・引き続きガイド

ラインの活用を職

員へ周知徹底を図

ります。 

・新規アカウント

取得課について

は、不適切な表現

が掲載されていな

いか定期的に確認

を行います。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・昨年に引き続き、職員
へ「長岡市ソーシャルメ
ディア活用ガイドライ
ン」の周知徹底を図ると
ともに、職員ポータル上
でも差別的表現を使わな
いよう注意喚起を掲載し
ます。 
・また、ＳＮＳの活用に
かかる相談窓口として、
各課との調整を行いま
す。 

－ 

・ガイドラインは定例的に年１回

（改定があった場合はその都

度）、職員ポータルの全庁的連絡

により全職員に周知し注意喚起を

図りました。 

・また、ＳＮＳに限らず、インタ

ーネット上は、情報が瞬時に拡散

されるため、情報発信の際はよく

留意するよう職員ポータル上に全

文を掲載し、いつでも確認できる

よう配慮しています。 

・新規アカウント取得課について

は、ガイドラインの遵守を指示し

ました。また、新規を含め、開設

のアカウントに対しては、不適切

な表現が掲載されていないか定期

的に確認を行いました。（ＳＮＳ

アカウント開設数３６件、うち令

和元年度新規開設１件） 

・その結果、不適切・問題となる

事象の発生及び外部からのご指摘

はありませんでした。 

・引き続きガイド

ラインの活用につ

いて職員へ周知徹

底していきます。

・新規アカウント

取得課については

ガイドラインの遵

守を指示します。

・新規を含め、開設

済みのアカウント

に対しては、不適切

な表現が掲載され

ていないか定期的

に確認します。不適

切な表現があった

場合は、修正を指示

します。 

－ 

令和２年度 

・昨年に引き続き、職員へ

「長岡市ソーシャルメディア

活用ガイドライン」の周知徹

底を図るとともに、職員ポー

タル上でも、男女共同参画の

視点に欠けた表現を使わない

よう注意喚起を掲載します。 

・また、ＳＮＳの活用にかか

る相談窓口として、各課との

調整を行います。併せて、現

在運用されているアカウント

に対して不適切な表現がない

か確認します。 

・ＳＮＳに限らず広報全般に

関する「広報活動の手引き」

改訂版を職員ポータルに掲載

し、男女共同参画の視点での

情報発信の重要性や留意点を

全庁に周知します。 

－ 

・「長岡市ソーシャルメディア活

用ガイドライン」は職員ポータル

に掲載し、いつでも確認できるよ

う配慮しています。 

・ＳＮＳの新規アカウント取得課

に対して、ガイドラインの遵守を

指示し、各アカウントで不適切な

表現が掲載されていないか随時確

認しました。不適切・問題となる

事象の発生及び外部からのご指摘

はありませんでした。（ＳＮＳア

カウント数３７件、うち令和２年

度新規開設１件） 

・「広報活動の手引き」改訂版を

職員ポータルに掲載し、男女共同

参画の視点での情報発信の重要性

や留意点について全庁的に周知し

ました。 

・引き続きガイド

ラインの活用につ

いて職員へ周知徹

底していきます。

・新規アカウント

取得課については

ガイドラインの遵

守を指示します。

・新規を含め、開

設済みのアカウン

トに対しては、不

適切な表現が掲載

されていないか定

期的に確認しま

す。不適切な表現

があった場合は、

修正を指示しま

す。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和３年度 

（最終年度） 

・昨年に引き続き、職員へ

「長岡市ソーシャルメディア

活用ガイドライン」の周知徹

底を図るとともに、職員ポー

タル上でも、男女共同参画の

視点に欠けた表現を使わない

よう注意喚起を掲載します。 

・また、ＳＮＳの活用にかか

る相談窓口として、各課との

調整を行います。併せて、現

在運用されているアカウント

に対して不適切な表現がない

か確認します。 

・引き続き「広報活動の手引

き」を職員ポータルに掲載す

るとともに、男女共同参画の

視点での情報発信の重要性や

留意点について、庁議などを

通じて全庁職員に周知してい

く。 

－ 

・「長岡市ソーシャルメディア活

用ガイドライン」は職員ポータル

に掲載し、いつでも確認できるよ

う配慮しています。 

・ＳＮＳの新規アカウント取得課

に対して、ガイドラインの遵守を

指示することとしており、各アカ

ウントで不適切な表現が掲載され

ていないか随時確認しています。

・「広報活動の手引き」の職員ポ

ータル掲載に加え、年度当初の庁

議や通知文を通じて、改めて男女

共同参画の視点での情報発信の重

要性や留意点について全庁的周知

を図りました。 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・「広報活動の手引き」を社会情勢の変化に対応して適宜見直しを行い、随時全庁的な周知を行うこと

で男女共同参画の視点による情報発信の意識付けをすることができた。また、「長岡市ソーシャルメ

ディア活用ガイドライン」の周知徹底や、運用中のアカウントにおいて不適切な表現がないかなど随

時確認することにより、ＳＮＳ発信における問題は生じていない。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ＳＮＳは継続して運用されるものであるため、

担当職員の異動などにより運用が変わらないよう

に継続して確認及び周知していく必要がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （１）社会制度・慣行の見直しと意識啓発 

事業№ 02 事業名 メディア･リテラシー（情報読解能力）の学習機会提供

内 容 
メディアからの情報を主体的に読み解き、自ら発信する能力を養うための学習機会など

を提供します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

男女共同参画施策の効果

的な情報発信に関する取

り組みとあわせ、メディ

アリテラシーについても

学習します。（事業№71

参照）  

― 

・庁内のソーシャルメディア

を活用した情報発信を行って

いる課・施設を対象に、「ソ

ーシャルメディアを活用した

発信力向上及び人権に配慮し

た情報発信研修」を実施しま

した。 

開催日：10月 31 日／会場：

市民センター／参加：16課 24

名／講師：(株)情報文化総合

研究所 代表取締役 佐藤佳

弘さん 

・効果的な情報発信の仕方や

発信の際の留意点などについ

て学びました。  

・人権・男女共

同参画の視点に

配慮した情報発

信の仕方につい

て、まずは市職

員が学び、その

後市民向けに拡

大して実施して

いきます。（令

和元年度以降） 

・メディア・リ

テラシーを調査

研究事業として

も実施していき

ます。 

― 

平成 30 年度 

・市が発行した公的刊行

物が男女共同参画の視点

に配慮して作成されてい

るかどうかを調査しま

す。今年度は市政だより

及び同時配布文書につい

て、イラストや写真など

を中心に男女共同参画の

視点でどうであるか調査

します。   

― 

・平成 30年 1月～12月に配

付の「市政だより及び同時配

付文書」について、掲載情報

を種別（1写真、2 図表（イラ

ストも）、3文章）に分け、

男女共同参画の視点、人権啓

発の視点でチェックしまし

た。総チェック点数は、2,723

点で、課題を抽出しました。

   

・チェックが担

当者１名のみの

ため、課内で２

次チェックを行

い、課題確認を

する必要があり

ます。また、

「支所だより」

などにも調査対

象を広げ、調査

の有効性を高め

る必要がありま

す。 

― 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・平成 30年 1月～12月に配

付の「支所だより」につい

て掲載情報を種別（1写真、

2図表（イラストも）、3文

章）に分け、男女共同参画

の視点、人権啓発の視点で

チェックします。 

・チェックした「市政だよ

り及び同時配付文書」と

「支所だより」を課内でチ

ェック（2次）し、報告書案

をまとめます。 

・報告書案を男女共同参画

審議会に報告するととも

に、今後の対応を検討しま

す。 

－ 

・平成 30年 1月～12月に配付の

「市政だより及び同時配付文

書」、「支所だより」について課

内でチェック（2次）し、報告書

案をまとめ、男女共同参画審議

会に報告しました。その後、審

議会の意見を踏まえ、担当課に

送付し、意見聴取し、それを踏

まえ、「平成 30年 男女共同参

画に関する調査・研究報告書」

を作成・公表しました。 

・平成 31年１月～令和２年３月

に配付の市政だより及び同時配

付文書について掲載情報を種別

（1写真、2図表（イラスト

も）、3文章）に分け、男女共同

参画の視点、人権啓発の視点で

チェックしました。チェックし

た市政だより及び同時配付文書

を課内でチェック（2次）し、報

告書案をまとめました。 

・広報課発行の「広報活動の手

引き」改訂作業に協力し、内容

の充実を図りました。 

「平成30年 男女

共同参画に関する

調査・研究報告書」

では、無意識の偏

見（アンコンシャ

ス・バイアス）が問

題の一因であるこ

とがわかりまし

た。そのため、無意

識の偏見に気付

き、それを自覚す

る研修などを行う

必要があります。

 － 

令和２年度 

・令和元年度の報告書案を

担当課に送付し、意見聴取

し、男女共同参画審議会に

報告します。それを踏ま

え、報告書を作成、公表し

ます。 

・令和２年４月～令和３年

３月に配付の市政だより及

び同時配付文書について掲

載情報を種別（1写真、2図

表（イラストも）、3文章）

に分け、男女共同参画の視

点、人権啓発の視点でチェ

ックします。 

・チェックした市政だより

及び同時配付文書を課内で

チェック（2次）し、報告書

案をまとめます。 

・無意識の偏見をテーマに

した講座を行います。    

50,000 円

（再掲 

事業№２

の学習・

研修事

業） ※

新潟県女

性財団助

成金

50,000 円

も活用）

・平成 31年１月～令和２年３月

に配付した「市政だより」及び

「同時配付文書」の写真、図

表、文章の計 2,808 点について

て、ウィルながおか及び課内で

チェック（１次・２次）し、報

告書案をまとめ、関係課の意見

を聴取した後、男女共同参画審

議会に報告しました。その後、

審議会の意見を踏まえ、「令和元

年度男女共同参画に関する調

査・研究報告書」を作成・公表

しました。 

・令和２年４月～令和３年３月

に配付の市政だより及び同時配

付文書について掲載情報を種別

（1写真、2図表（イラスト

も）、3文章）に分け、男女共同

参画の視点、人権啓発の視点で

ウィルながおか及び課内でチェ

ック（１次・２次）しました。

このチェックにより、報告書案

をまとめる作業を進めました。 

・外部講師を招き、無意識の偏

見に気付き、それを自覚する研

修を開催しました。 

「令和元年度男女

共同参画に関する

調査・研究報告

書」では、無意識

の偏見による性別

の固定的役割分担

の強調が課題とし

て挙げられたこと

から、市職員や市

民に無意識の偏見

の自覚を促すとと

もに啓発を行う必

要があります。 

 

 

50,000 
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令和３年度 

（最終年度） 

・令和２年度の報告書案を

担当課に送付し、意見聴取

し、男女共同参画審議会に

報告します。それを踏ま

え、報告書を作成、公表し

ます。 

・令和３年４月～令和４年

３月に配付の市政だより及

び同時配付文書について掲

載情報を種別（1写真、2図

表（イラストも）、3文章）

に分け、男女共同参画の視

点、人権啓発の視点でチェ

ックします。 

・市政だより及び同時配付

文書を課内でチェック（1

次・２次）し、報告書案を

まとめます。 

・無意識の偏見による性別

の固定的役割分担を解消に

向けた啓発を行います。 

－ 

・令和２年度の報告書案を作

成し、担当課に意見聴取しま

した。今後、男女共同参画審

議会に報告する予定です。 

・令和３年４月～６月に配付

した市政だより及び同時配付

文書について掲載情報を種別

（1写真、2 図表（イラスト

も）、3文章）に分け、男女共

同参画の視点、人権啓発の視

点でチェックしました。 

 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・メディア・リテラシーに関する、市職員や市民を対象とした講座の開催や市刊行物の調査研究を実施

し、市職員や市民の意識啓発に取り組むことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・市職員を対象にした講座の開催や「男女共同参

画に関する調査・研究報告書」の作成により、メデ

ィア・リテラシーへの意識を全庁的に高まってき

ている。ついては、この取組みを継続させること

により、市職員のメディア・リテラシー向上を図

るとともに、今後は市民に向けた取組みを強化す

る必要がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （１）社会制度・慣行の見直しと意識啓発 

事業№ 03 事業名 男女平等推進センター「ウィルながおか」での意識啓発事業 

内 容 
市民公募委員との協働で、ウィルながおかフォーラムの開催や、情報誌あぜりあの発

行、各種講座を開催し、広く市民への意識啓発を行います。   

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円）

平成 29 年度 

市民ボランティア「ウィルな

がおかサポーター」との協働

で、学習・研修事業、ウィル

ながおかフォーラム、情報誌

「あぜりあ」編集等の事業を

実施します。 

(1)学習・研修事業 

コミュニケーション講座、防

災講座等 

(2)ウィルながおかフォーラ

ム（予定） 

メインイベント講師：坂東眞

理子さん 

ほか分科会、登録団体イベン

ト等 

(3)情報誌「あぜりあ」 

テーマ（予定）：「はたらく」

をキーワードにした内容 

4,966,000

１ 学習・研修事業 

防災講座、健美食講座、コミュニケ

ーション講座、法律セミナーなど７

つの講座を開催しました。 

２ ウィルながおかフォーラム 

・メインイベント「女性の今、これ

からの働き方」講師：坂東眞理子さ

ん 参加者 200 名（28年度 200 名）

女性の活躍が期待される今、女性自

身も意識改革が必要と、働き方の心

構え等をお話しいただきました。 

・分科会１「笑顔で暮らすための片

づけ術」講師：大滝愛弓さん 参加

者 40名 

・分科会２「ココロとカラダのセル

フメンテナンス」講師：水科江利子

さん 参加者 40名 

３ 情報誌「あぜりあ」 

特集「働く」発行部数 4,000 部 

社会人としてに知っておきたい「労

働」の基礎知識を掲載しました。 

女性の活躍は、
制度や法律だ
けでなく、女性
自身が考え方
や行動を変え
ていくことが
重要です。ウィ
ルながおかフ
ォーラムを始
め、各種講座や
情報誌により、
多面的に働き
かけ、意識啓発
を図っていき
ます。 

4,798,593

平成 30 年度 

市民協働で、学習・研修
事業、ウィルながおかフ
ォーラム、情報誌「あぜ
りあ」編集の事業を実施
します。 
(1)学習・研修事業 健美
食講座、防災講座等 
(2)ウィルながおかフォー
ラム メインイベント講
師：女装パフォーマー・
ブルボンヌさん ほか分
科会、登録団体イベント
等 
(3)情報誌「あぜりあ」 
テーマ：デートＤＶにつ
いて（予定）4,000 部発行
予定 

4,969,000

１ 学習・研修事業 

防災講座、健美食講座、リーダー養

成講座、コミュニケーション講座、

法律セミナーなど以下の８つの講座

を開催しました。         

①人材育成講座「男女共同参画合同

学習会」22人（うち女性 20人） 

②学習・研修企画講座「女性のため

のココロとカラダの健美食講座 23人

③学習・研修企画講座「男女共同参

画の視点での防災講座」53人（うち

女性 24人） 

④学習・研修企画講座「リーダー養

成講座」20人（うち女性 13人） 

⑤学習・研修企画講座「コミュニケ

ーション講座」23人（うち女性 21

人） 

⑥学習・研修出前講座「コミュニケ

ーション力 UPで幸せな人生」16人

（うち女性 16人） 

・女性の活躍
は、制度や法律
だけでなく、女
性自身が考え
方や行動を変
えていくこと
が重要です。ウ
ィルながおか
フォーラムを
始め、各種講座
や情報誌によ
り、多面的に働
きかけ、意識啓
発を図ってい
きます。 

4,902,808
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⑦相談室連携講座「夫婦にまつわる

法律セミナー」15人（うち女性 12

人） 

⑧地域連携講座「防災力向上講座 

もし平日・日中に地震が起きたらあ

なたはどうする？」24人（うち女性

3人）   

２ ウィルながおかフォーラム 

・講演会１「女性活躍のまち・長岡

へ－新たな価値観で男女が、地域

が、社会が変わる！－」講師：牛窪

恵さん 参加者 100 名（女性活躍推

進講演会とタイアップ） 女性が自

分らしく活躍していくために必要な

ことをお話いただきました（新規・

兼女性活躍推進講演会）。 

・講演会２「ＬＧＢＴ、男と女って

何だろう？多様な性から社会がわか

る」講師：ブルボンヌさん 参加者

150 名（29年度 200 名） 性的少数

者（ＬＧＢＴ）問題の理解を広げる

活動をしている講師から、多様な生

き方が認められる社会が誰もが生き

やすい社会であるとお話しいただき

ました。 

・分科会「ココロとカラダのセルフ

メンテナンス」講師：水科江利子さ

ん 参加者 30名 

３ 情報誌「あぜりあ」 

特集「どうすれば、恋人とずっと仲

良くいられる？」発行部数 4,000 部

若年層へのデートＤＶ予防啓発の情

報誌を作成しました。 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

市民協働で、学習・研修
事業、ウィルながおかフ
ォーラム、情報誌「あぜ
りあ」編集の事業を実施
します。 
(1)学習・研修事業 
健美食講座、防災講座等 
(2)ウィルながおかフォー
ラム 
メインイベント講師：声
優・女優佐久間レイさん
ほか分科会１・２、登録
団体イベント等 
(3)情報誌「あぜりあ」 
テーマ：（未定）4,000 部
発行予定 

4,863,000

１ 学習・研修事業 
防災講座、健美食講座、セルフ

コーチング、コミュニケーショ

ン講座、法律セミナーなど７つ

の講座を開催しました。（詳細別

紙）             

２ ウィルながおかフォーラム

・メインイベント１講座、分科

会２講座、登録団体主催 10イベ

ントを開催しました。（詳細別

紙） 

３ 情報誌「あぜりあ」 

テーマ：多様な性自認と性的思

考について 

特集「ＳＯＧＩ」 

発行部数：4,000 部 

・男女平等社会
の実現は、制度や
法律だけでなく、
一人ひとり考え
方や行動を変え
ていくことが重
要です。ウィルな
がおかフォーラ
ムを始め、各種講
座や情報誌によ
り、多面的に働き
かけ、意識啓発を
図っていきます。

4,379,417

令和２年度 

市民協働で、学習・研修
事業、ウィルながおかフ
ォーラム、情報誌「あぜ
りあ」編集の事業を実施
します。 
(1)学習・研修事業 
防災講座、企画講座等 
※事業№20女性のための
防災企画講座再掲
（73,000） 
(2)ウィルながおかフォー
ラム 
メインイベント（講師：
東京大学教授 瀬地山角
さん）、分科会１・２、登
録団体イベント等 
(3)情報誌「あぜりあ」 
テーマ：（未定）4,000 部
発行予定 

5,192,000

１ 学習・研修事業 

防災講座、セルフケア、セルフ

コーチング、メディア・リテラ

シー講座など５つの講座を開催

しました。（詳細別紙） 

※このほか、男女共同参画合

同研修会、法律セミナーなど４

つの講座を開催する予定でした

が、新型コロナウイルス感染拡

大のため、中止しました。   

２ ウィルながおかフォーラム

・メインイベント１講座、分科

会２講座、登録団体主催８イベ

ントを開催しました。（詳細別

紙） 

３ 情報誌「あぜりあ」 

テーマ：ストレス対処法につい

て 

特集 疲れ、不安、ストレスに負け

そうなとき「逆転できる自分の作

り方」 

発行部数：4,000 部 

・男女平等社会

の実現は、性別

にかかわらず、

一人ひとりが意

識して考え方や

行動を変えてい

くことが重要で

す。ウィルなが

おかフォーラム

を始め、各種講

座や情報誌によ

り、多面的に働

きかけ、広く市

民への意識啓発

を図っていきま

す 

4,644,845
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令和３年度 

（最終年度） 

市民協働で、学習・研修

事業、ウィルながおかフ

ォーラム、情報誌「あぜ

りあ」編集の事業を実施

します。 

(1)学習・研修事業 

防災講座、企画講座等 

※事業№20女性のための

防災企画講座再掲

（73,000） 

(2)ウィルながおかフォー

ラム 

メインイベント、分科会

１・２、登録団体イベン

ト等 

(3)情報誌「あぜりあ」 

テーマ：（未定）4,000 部

発行予定 

5,354,220

・人材育成講座として、男女

共同参画合同学習会を開催し

ました。テーマ「誰一人取り

残さない社会の実現～SDGs 達

成に向けた長岡技大の取組

み」、参加者数 30名 

  

 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・学習研修企画講座やウィルながおかフォーラムの開催、情報誌の発行等による継続的かつ多面的な

アプローチで広く市民に意識啓発を行うことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・男女平等社会の実現のためには、性別、年代を

問わず市民の意識・行動の変化が重要であること

から、市民の意識啓発につながる講座の開催や情

報誌の発行等を継続する必要がある。 
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学習・研修事業

区分 講座名 参加者数
うち女性参
加者数

学習・研修企画講座 ①男女共同参画の視点での防災講座 23 12

学習・研修企画講座 ②ゆる・ふわストレッチ講座 7 6

学習・研修出前講座 ③セルフコーチング入門 20 15

学習・研修企画講座 ④メディア・リテラシー講座 13 8

地域連携講座 ⑤防災講座　防災を学ぼう 26 9

　　　　合計 89 50

アンケートより

・男性だけ、女性だけの考えでは想いが及ばない。皆で取り組む必要がある。⑤

ウィルながおかフォーラム

区分 講座名 参加者数
うち女性参
加者数

メインイベント
　「ワクワク・ライフ・バランス～今日からできる！家庭円
満のコツ～」

59 37

分科会1 「ココロとカラダのセルフメンテナンス」 21 21

分科会２ 「メディア・リテラシー講座」（学習・研修企画講座④再掲） 13 8

分科会３ 「古くて新しいハラスメント講座～「SOGIハラ」って何？～」 11 7

　　　　合計 104 73

アンケートより

・家事の問題だけでなく、仕事の仕方も夫婦で一緒に考えていきたいです。（メインイベント）

・ずっと硬かった身体と心がすごくほぐれて、本当に参加に参加できてよかったです。（分科会１）

※この他に登録団体主催イベント　８イベント　参加者１８２名

・コロナウイルス禍の中、どんな心の持ち方、どんな考え方、コントロールの仕方をすれば生きやすくなる
のかを分かりやすく学ぶことができた。③

・無意識で視聴しているテレビCM等の中にも心理操作や情報操作を受けていることがわかり、とても興味
深かった。④

・SOGIハラだけでなく人権を尊重しない言動・差別的な発言や行為は、まだまだなくなることはない。で
も、長い目で見ると少しずつ改善されていることも多い。私たちは問題を公にし、常に課題にしていくことが
大切だと思う。（分科会３）
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （１）社会制度・慣行の見直しと意識啓発 

事業№ 04 事業名 家庭教育・地域人材教育活動事業 

内 容 

性別にかかわらず、多様な生き方を選択できる場として、家庭教育では、家庭の教育力を

高めるための親も育つ子育てセミナー、地域人材教育では、地域リーダー育成のための生

涯学習推進大学などを開催します。 

推進課 中央公民館・子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円）
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

平成 29 年度 

・「親も育つ子育てセミナ
ー」を、幼児期コース及び
児童・思春期コースの計２
コース、のべ１６回開催し
ます。 
・「趣味の教室」を 11講
座、21コースを開催しま
す。 
・「生涯学習推進大学」
を、第７期・二年カリキュ
ラムの二年次として 15回
開催します。 
・いずれの講座も、男女の
生涯と通じた生きがいづく
り、健康づくりに繋がるも
のとして、実施します。 

679,000
（中公）

 
 

920,000
(青少
年) 

・「生涯学習推進大学」を、
第７期・二年カリキュラムの
二年次として 15回開催し、各
地域における生涯学習を活性
化させるために必要となる知
識を習得した 51人の修了生を
養成しました。 
・「親も育つ子育てセミナ
ー」を、前年度参加者の意見
をもとに実施時期・回数を見
直し、幼児期コース、児童・
思春期コースを延べ 16回開催
し、延べ 421人が参加し、子
どもを取り巻く状況と対応の
仕方について学びました。(前
年度 540 人。講座回数減によ
り、参加者数も減となった） 

・より地域課題
に対応し、実践
力のある人材を
養成するため、
平成 30年度から
名称及び内容を
一部変更しま
す。 
・ニーズの高い
専門的な内容を
充実させるとと
もに、受講者の
主体的な学びを
促すようなプロ
グラムづくりに
努めます。 

400,065
（中公）

 
 

664,370
(青少年) 

平成 30 年度 

・「地域学びコーディネー
ター講座」を、二年カリキ
ュラムの一年次として 16
回開催します。 
 
・「親も育つ子育てセミナ
ー」を、幼児期コース及び
児童・思春期コースの計 2
コース、延べ 16回開催す
るとともに、休日に講演会
を 1回開催します。 

647,000
（中公）

 
868,000
(青少
年) 

・「地域学びコーディネータ
ー講座」を、二年カリキュラ
ムの一年次として 16回開催
し、各地域における課題を解
決する上で必要な知識や地域
住民の「学びの場」の提供、
「協働」の促し方等の技能の
習得を図りました。 
・「親も育つ子育てセミナ
ー」を、前年度受講者の意見
をもとに内容を見直すととも
に新たな講師を招聘し、幼児
期コース、児童・思春期コー
スを延べ 16 回開催し、延べ
386 人が参加、講演会は 37人
が参加し、子どもを取り巻く
状況と対応の仕方について学
びました。男性の参加者は延
べ 19 人でしたが、「セミナー
で学んだことを夫婦や家族の
中で話題にすることができて
よかった」という感想も見ら
れ、セミナー受講が家庭内で
子育てを考えるきっかけづく
りにもなっていることがわか
りました。 

・更に、市の制
度や取組につい
て情報を得た
り、実習を通し
て「協働」をリ
ードできる技能
習得を図りま
す。 
・ニーズの高い
専門的な内容を
充実させるとと
もに、より多く
の市民が参加で
きるよう、実施
方法の改善・見
直しを行いま
す。 

360,529
（中公）
 
724,814 
(青少年)"
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・「地域学びコーディネー
ター講座」を、二年カリ
キュラムの二年次として
16 回開催します。 
 
・「親も育つ子育てセミナ
ー」を、実施方法を改善
し、昼間５講座、就業し
ている人も参加できるよ
うに夜間５講座の計１０
講座とします（講師及び
内容は昼夜同じ）。また、
連続参加だけでなく、希
望の講座のみの参加も可
とし、参加しやすいセミ
ナーをアピールします。
さらに、講演会を休日に
２回開催し、より多くの
参加者を募ります。
   

633,000 
（中公）
 
620,980 
(青少年) 

・「地域学びコーディネーター
講座」を、二年カリキュラム
の二年次として 16 回開催し、
各地域における課題を解決す
る上で必要な知識を習得した
38 人の修了生を養成しまし
た。 
・「親も育つ子育てセミナー」
を、実施方法を見直し、昼間
５講座、夜間５講座の計１０
講座開催し、延べ２２０人が
参加しました。内１１人が男
性でした。今回から、希望の
講座のみの参加も可としたこ
とで、参加者が大幅に増え、
「参加しやすくなった」とい
う声が多く聞かれました。ま
た、夜間の開催については、
「昼間は仕事で参加できなか
ったので、大変ありがたい」
という声も多くあり、今回の
見直しによって、男性も含め
幅広く参加しやすいセミナー
になったことがわかります。
講演会については、２回開催
で延べ３０９人の参加があり
ました。市子連との共催によ
る４月の講演会は、半数近く
が男性で、母親、父親問わず
参加者を増やすことができま
した。 

・名称や内容を
見直して実施し
た今年度の問題
点や反省を踏ま
え、より地域課
題に対応できる
人材の育成に努
めます 
 
・「昼間」「夜
間」の開催方法
を定着させると
ともに、希望の
講座のみの参加
も可能であるこ
とをアピール
し、男性も含
め、参加者の層
を厚くできるよ
うに努めます。 

211,668 
（中公）
 
395,788  
（青少
年） 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和２年度 

・「地域学びコーディネー
ター講座」を、二年カリ
キュラムの一年次として
15 回開催予定だったが、
コロナ感染拡大防止につ
き、１年延期。（Ｒ３年度
より２か年とする。） 
 
・「親も育つ子育てセミナ
ー」を、前年度の実施方
法を踏襲し、昼間５講
座、夜間５講座の計１０
講座開催します（講師及
び内容は昼夜同じ）。ま
た、講演会を休日に２回
開催します。４月の講演
会は、前年度同様、市子
連との共催により、多く
の男性の参加を見込みま
す。 
 
 
 
 
 

457,000 
（中公）
 
644,770 
(子ど
も・子育
て)  

・「地域学びコーディネーター

講座」を、二年カリキュラムの

一年次として 15回開催予定だ

ったが、コロナウイルス感染拡

大防止につき、１年延期した。

（Ｒ３年度より２か年とす

る。） 

・「親も育つ子育てセミナー」

は、コロナ禍のため計画を見直

し、下半期に昼間５講座を開催

しました。参加者は延べ１３０

人でした。開催時期の遅れやコ

ロナウイルス禍の状況もあり、

参加者の減少も危惧しました

が、実際には多くの参加者があ

り、どの回も講師の話に聴き入

る様子が見られました。こんな

時だからこそ、「何かを得た

い、聴きたい、話し合いたい」

という思いがあったものと思わ

れます。講演会については、下

半期１回の開催となり、４６人

の参加がありました。夫婦での

参加も４組あり、休日開催のね

らいでもある男性参加となりま

した。講座同様、参加者の真摯

な態度や話し合いの盛り上がり

など、充実した講演会となりま

した。 

・コロナ感染対

策に留意しなが

ら、地域課題に

対応できる人材

の育成に努めま

す。 

・ニーズの高い

専門的な内容を

充実させるとと

もに、より多く

の市民が参加で

きるよう、テー

マや内容をしっ

かりと吟味し、

ＰＲを工夫して

いく。 

0 

（中公）

 

267,024  

（子ど

も・子育

て） 

令和３年度 

（最終年度） 

・「地域学びコーディネー
ター講座」を、二年カリ
キュラムの一年次として
15 回開催します。 

・「親も育つ子育てセミナ

ー」を、昼間５講座、夜

間５講座の計１０講座開

催します（講師及び内容

は昼夜同じ）。また、講演

会を休日に２回開催しま

す。４月の講演会は、市

子連との共催により、多

くの男性の参加を見込み

ます。 

470,000 
（中公）
 
615,500 

(子ど

も・子育

て) 

・5月 13 日に第 1回を実施。

その後、コロナウイルス感染

拡大により会場や日程の変更

を余儀なくされ調整中。 

現在、2回分延期となった

が、年度内に 15回実施する予

定 

・講座の申込み状況は良好

で、昼間の講座は、ほぼ定員

に達しました。市独自の「緊

急警戒情報」により中止した

講座についても、可能な限り

代替日を設定し、参加希望者

の要望に応えるよう準備を進

めます。４月に開催した市子

連との共催による講演会は、

参加者が２５０人を超え、そ

の約半数が父親の参加となり

ました。子育てにおける父親

の役割についても理解を深め

てもらえるよい機会となりま

した。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・地域課題対応や実践力の獲得ができるよう、内容の見直しを繰り返し次年度の計画に活かしてきた。

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・地域に沿った課題はこれからも多様化していく

と思われ、対応できる人材の育成に今後も取り組

む必要がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （２）学校などにおける男女平等教育の推進 

事業№ 05 事業名 小・中学校の児童生徒への男女共同参画学習 

内 容 
学習指導要領に基づき、小・中学校において児童生徒の発達段階に応じて、学校教育全体

の中で男女共同参画学習を行います。 

推進課 学校教育課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・市立学校において、児

童生徒の発達段階に応じ

て、男女平等、男女共同

参画に関する学習を実施

します。   

－ 

・市立学校 85校で学習指導要

領に基づき、道徳の時間を中

心に小学校では、「互いに信頼

し、学び合って友情を深め、

男女仲よく協力し、助け合う

こと」中学校では「男女は、

互いの異性についての正しい

理解を深め、相手の人格を尊

重すること」について児童生

徒の発段階に応じて年 1回以

上学習しました。実施回数及

び具体的な指導例は、各学校

の指導計画により異なりま

す。 

今後も道徳の時間

を中心に男女共同

参画に関する学習

を進めていきま

す。 

－ 

平成 30 年度 

・市立学校 83校におい

て、児童生徒の発達段階

に応じて、各校の指導計

画により男女平等、男女

共同参画に関する学習を

１回以上実施します。 

－ 

・市立学校 83校で学習指導要

領に基づき、道徳の時間を中

心に小学校では、「互いに信頼

し、学び合って友情を深め、

男女仲よく協力し、助け合う

こと」中学校では「男女は、

互いの異性についての正しい

理解を深め、相手の人格を尊

重すること」について児童生

徒の発段階に応じて年 1回以

上学習しました。実施回数及

び具体的な指導例は、各学校

の指導計画により異なりま

す。 

今後も道徳の時間

を中心に男女共同

参画に関する学習

を進めていきま

す。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・市立学校 83校におい

て、児童生徒の発達段階

に応じて、各校の指導計

画により男女平等、男女

共同参画に関する学習を

１回以上実施します。 

－ 

・市立学校 83校で学習指導要

領に基づき、道徳の時間を中

心に小学校では、「互いに信頼

し、学び合って友情を深め、

男女仲よく協力し、助け合う

こと」中学校では「男女は、

互いの異性についての正しい

理解を深め、相手の人格を尊

重すること」について児童生

徒の発段階に応じて年 1回以

上学習しました。実施回数及

び具体的な指導例は、各学校

の指導計画により異なりま

す。 

今後も道徳の時間を

中心に男女共同参画

に関する学習を進め

るとともに社会科で

は歴史分野及び公民

内容で男女共同参画

に関する取組につい

て直接指導します。保

健体育において、男女

の体や成長の違いを

指導する際に、男女共

同参画について指導

します。また、他教科・

教育活動においては、

集団での活動やキャ

リア教育に関する活

動において、随時取り

上げて指導していま

す。 

－ 

令和２年度 

・市立学校 83校におい

て、児童生徒の発達段階

に応じて、各校の指導計

画により男女平等、男女

共同参画に関する学習を

１回以上実施します。 

－ 

・市立学校83校で学習指導要

領に基づき、道徳の時間を中

心に小学校では、「友達と互

いに信頼し、学び合って友情

を深め、異性についても理解

しながら、人間関係を築いて

いくこと」中学校では「友情

の尊さを理解して心から信頼

できる友達をもち，互いに励

まし合い、高め合うととも

に、異性についての理解を深

め、悩みや葛藤も経験しなが

ら人間関係を深めていくこ

と」について児童生徒の発達

段階に応じて年1回以上学習し

ました。実施回数及び具体的

な指導例は、各学校の指導計

画により異なります。 

今後も道徳の時間を

中心に男女共同参画

に関する学習を進め

るとともに社会科で

は歴史及び公民分野

で男女共同参画に関

する取組について直

接指導します。保健体

育において、男女の体

や成長の違いを指導

する際に、男女共同参

画について指導しま

す。また、他教科・教

育活動においては、集

団での活動やキャリ

ア教育に関する活動

において、随時取り上

げて指導しています。

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和３年度 

（最終年度） 

・市立学校 83校におい

て、児童生徒の発達段階

に応じて、各校の指導計

画により男女平等、男女

共同参画に関する学習を

１回以上実施します。 

－ 

・市立学校83校で学習指導要

領に基づき、道徳の時間を中

心に小学校では、「友達と互

いに信頼し，学び合って友情

を深め，異性についても理解

しながら，人間関係を築いて

いくこと」中学校では「友情

の尊さを理解して心から信頼

できる友達をもち，互いに励

まし合い，高め合うととも

に，異性についての理解を深

め，悩みや葛藤も経験しなが

ら人間関係を深めていくこ

と」について児童生徒の発達

段階に応じて年1回以上学習す

る予定です。実施回数及び具

体的な指導例は、各学校の指

導計画により異なります。 

 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・小・中学生の発達段階に応じて、道徳の時間を中心に異性について、正しく理解を深めていくことが

できた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・今後も継続して指導をしていくことが必要であ

る。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （２）学校などにおける男女平等教育の推進  

事業№ 06 事業名 小・中学校の教職員を対象とした男女共同参画に関する研修 

内 容 校内研修などで小・中学校の男女共同参画に関する意識啓発を行います。 

推進課 学校教育課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・全市立学校の教職員を

対象とした人権研修会を

年 1回実施します。 

・市立学校において男女

共同参画に関する校内研

修を年 1 回以上実施しま

す。 

－ 

・11 月 1 日（水）に長岡市教

育センターで実施した人権教

育、同和教育研修会におい

て、長岡市の男女共同参画の

取り組みについて長岡市男女

共同参画推進室室長から講義

をいただきました。研修会に

は、86名の教員が参加しまし

た。研修内容を 85 校で伝達講

習を 1回行いました。 

効率的な研修にな

るように工夫をし

ながら継続してい

きます。 

－ 

平成 30 年度 

・全市立学校の教職員を

対象とした人権研修会で

男女共同参画についての

内容の研修を年 1回実施

します。 

・市立学校において男女

共同参画に関する校内研

修を年 1 回以上実施しま

す。 

－ 

・11月 1 日（木）に長岡市教

育センターで実施した人権教

育、同和教育研修会におい

て、長岡市人権教育・啓発推

進計画に基づき、男女共同参

画の取り組みも含めた講義を

行いました。研修会には、82

名の教員が参加しました。併

せて各学校において確実な伝

達講習を実施にするよう指示

し,市内全 83校で伝達講習を

行いました。 

研修内容のより確

実な伝達のため

に、講習の持ち方

について今後も継

続して指導してい

きます。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・全市立学校の教職員を

対象とした人権研修会で

男女共同参画についての

内容の研修を年 1回実施

します。 

・市立学校において男女

共同参画に関する校内研

修を年 1 回以上実施しま

す。 

－ 

・11月 1 日（金）に長岡市教

育センターで実施した人権教

育、同和教育研修会におい

て、長岡市人権教育・啓発推

進計画に基づき、男女共同参

画の取り組みも含めた講義を

行いました。研修会には、85

名の教員が参加しました。併

せて各学校において確実な伝

達講習を実施にするよう指示

し,市内全 83校で伝達講習を

行いました。 

研修内容のより

確実な伝達のた

めに、研修の内容

とともに、各学校

での伝達講習の

持ち方について

今後も継続して

指導していきま

す。 

－ 

令和２年度 

・全市立学校の教職員を

対象とした人権研修会で

男女共同参画についての

内容の研修を年 1回実施

します。 

・市立学校において男女

共同参画に関する校内研

修を年 2 回以上実施しま

す。 

－ 

・11月 6 日（金）に長岡市教

育センター主催の人権教育、

同和教育研修会において、長

岡市人権教育・啓発推進計画

に基づき、男女共同参画の取

組も含めたオンラインによる

講義を行いました。研修会に

は、85名の教員が参加しまし

た。講義動画はダウンロード

可能とし、各学校において動

画等も利用しながら確実な伝

達講習を実施にするよう指示

し,市内全 83校で伝達講習を

行いました。また、これ以外

に、男女共同参画に関する研

修を 1回以上実施しました。

研修内容のより

確実な伝達のた

めに、動画の活

用など、各学校

での伝達講習の

持ち方について

今後も継続して

指導していきま

す。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 
・全市立学校の教職員を

対象とした人権研修会で

男女共同参画についての

内容の研修を年 1回実施

します。 

・市立学校において男女

共同参画に関する校内研

修を年 2 回以上実施しま

す。 

－ 

・11月 5 日（金）に長岡市教

育センター主催の人権教育、

同和教育研修会を実施予定。

長岡市人権教育・啓発推進計

画に基づき、男女共同参画の

取組も含めた講義を行う。研

修会には、各校１名の教員が

必ず参加。研修後は、各学校

において確実な伝達講習を実

施にするよう指示する。ま

た、これ以外に、男女共同参

画に関する研修を 1回以上実

施する予定。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・全ての市立小・中学校の教職員に対して、男女共同参画の研究を実施し、内容を伝達することで理解

を深めることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・今後も継続して研修を実施し、男女共同参画に

関する意識の浸透を図っていく必要がある。 



第２次ながおか男女共同参画基本計画 進捗管理・総括表 

- 22 - 

基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （２）学校などにおける男女平等教育の推進 

事業№ 07 事業名 幼児への男女共同参画教育 

内 容 
幼児を対象に、固定的な性別役割分担意識を植えつけることのないよう幼児教育及び保育

を行います。職員の意識啓発を園内研修などで高めていきます。 

推進課 保育課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・園内研修や職員会議等

を行うことで、固定的な

性別役割分担意識を植え

付けないような幼児教育

及び保育を学び、日々の

保育の中で幼児に対して

実践します。 

290,000

・新潟大学教授や元保育園長など

が各園を訪問して研修を行う園力

ＵＰ研修会について、44園を対

象に 38回実施し、計 545 名の職

員が参加しました。前年は 46園

で 40回実施し、521 名の参加で

した。公立園数が 2園減少してい

るため、実施園数及び回数の微減

がありましたが、参加者数は増加

しました。研修の前半と後半で参

加する職員を分けるなどして、よ

り多くの職員が参加できるよう工

夫を行いました。 

・男女の区別無く平等に保育を行

うことを前提として研修会を実施

することで、通常の保育活動の中

でごく自然な形で男女平等意識の

醸成を行うことができました。 

・幼児のジェンダー

感覚は未発達である

ため、男女共同参画

に特化した教育は実

施しませんが、環境

設定の中で性差を植

え付けることがない

よう注意しながら保

育を実施します。

（例：持ち物や棚の

色を男女で区別しな

い、名前を「さん」

付けで呼ぶ、遊びや

劇等の中でも、男女

の固定的な役割分担

意識を持たせない）

269,000

平成 30 年度 

・男女共同参画に特化し

た教育は実施しません

が、「子どもの性差や個人

差にも留意しつつ、性別

などによる固定的な意識

を植え付けることがない

ようにすること」という

項目を含む新保育指針の

内容について園内研修や

職員会議等で理解を深め

ることで、環境設定等に

注意しながら日々の保育

を実施し、自然な形での

男女平等意識の醸成を図

ります。 

333,000

・ 男女で持ち物を色分けしな

い、男の子は「○○くん」、女の

子は「○○ちゃん」と区別するの

ではなく、「○○さん」と呼ぶよ

う指導するなど、環境づくりの中

で男女平等について子どもたちが

意識できるように日々の保育の中

で実践しました。 

・プライベートゾーンについて、

幼児期からの教育が重要であるこ

とを園長会議で伝え、各園での職

員会議等で共有し、保育での実施

を図りました。 

今後も環境設定の中

で性差を植え付ける

ことがないよう注意

しながら保育を実施

します。 

290,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・園内研修や職員会議等

を通じて理解を深めてい

きます。 

・性別などによる固定的

な意識を植え付けること

がないよう、環境設定等

に注意しながら日々の保

育を実施し、自然な形で

の男女平等意識の醸成を

図ります。 

255,000

・ 男女で持ち物を色分けしな

い、男の子は「○○くん」、女

の子は「○○ちゃん」と区別

するのではなく、「○○さん」

と呼ぶよう指導するなど、環

境づくりの中で男女平等につ

いて子どもたちが意識できる

ように日々の保育の中で実践

しました。 

・プライベートゾーンについ

て、幼児期からの教育が重要

であることを園長会議で伝

え、各園での職員会議等で共

有し、保育での実施を図りま

した。 

今後も日々の保

育の環境設定の

中で、男女の性差

を植え付けるこ

とがないよう注

意しながら保育

を実施します。 

138,000

令和２年度 

・園内研修や職員会議等

で情報共有しながら理解

を深め、男女平等の意識

を継続していきます。 

・引き続き、男女の区別

のない保育の環境設定に

努めます。 

246,000

・ 男女区別することなく「○

○さん」と呼ぶよう指導する

など、環境づくりの中で男女

平等について子どもたちが意

識できるように日々の保育の

中で実践しました。 

・プライベートゾーンについ

て、幼児期からの教育が重要

であることを園長会議で伝

え、各園での職員会議等で共

有し保育での実施を図りまし

た。着替え等の日常生活の中

で機会をとらえ、子どもたち

に指導しました。 

今後も日々の保

育の環境設定や

日常生活の中

で、男女の性差

を植え付けるこ

とがないよう注

意しながら保育

を実施します。 

126,000

令和３年度 

（最終年度） 

 

・園内研修や職員会議等

の情報の共有の中で男女

平等意識を継続していき

ます。幼児教育及び保育

を学び、日々の保育の中

で幼児に対してプライベ

ートゾーンの指導を実践

します。 

 

201,000

保育環境づくりの園内研修や

職員会議等で男女平等につい

ての意識の共有をし継続を図

ります。日々の着脱や 7月の

水遊び・プール遊び前にプラ

イベートゾーンの指導に取り

組みます。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・園内研修等での情報共有を通して、職員の理解が深まり、男女平等意識を培う保育の環境設定に繋げ

ることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・プライベートゾーンについては、幼児期からの

教育が重要であり、引き続き園内研修や職員会議

を通じた職員の意識啓発が必要 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （２）学校などにおける男女平等教育の推進 

事業№ 08 事業名 幼稚園・保育園の保護者を対象とした男女共同参画の意識啓発 

内 容 
保護者を対象に、男女がともに育児参加できる意識啓発を行うとともに、男女共同参画の

視点を持った行事などの企画、運営に配慮します。 

推進課 保育課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・児童の保護者を対象
に、家庭における幼児教
育の資質向上のため、保
護者の参加しやすい環境
を考慮しながら幼児家庭
教育講座を開催し、保護
者の家庭教育に対する男
女共同意識の高揚に努め
ます。 

550,000

・51 園で計 56回行い、1,843
名の保護者から参加していた
だきました。前年は 55園で計
61 回実施し、1,678 名の参加
でした。参加者数が増加した
一方で、実施園数及び回数の
減少が見られました。 
・母親だけでなく父親も講座
に参加し、家庭での男女共同
育児の大切さを学ぶととも
に、家庭教育に対する意識を
高揚できました。 
・参加保護者の男女の内訳
は、男性 244名、女性 1,599
名であり、前年（男性 202
名、女性 1,476 名）と比べる
と、男性参加者の人数は増加
しましたが、男女比に大きな
変化はありませんでした。 

・各園からの報告
をもとに、より多
くの園で講座を実
施してもらう方法
や、男性参加者が
多く参加できるよ
うな環境について
検討します。 

418,000

平成 30 年度 

・児童の保護者を対象

に、家庭における幼児教

育の資質向上のため、幼

児家庭教育講座を開催

し、保護者の家庭教育に

対する男女共同意識の高

揚に努めます。 

・参加保護者数の男女差

が縮まるよう、男女共に

参加しやすい講座内容や

実施日時等を検討し、令

和元年度の事業内容に反

映できるよう見直しを図

ります。 

550,000

・51 園で計 55回行い、1,678

名の保護者から参加していた

だきました。前年は 51園で計

56 回実施し、1,843 名の参加

でした。実施園数及び回数は

ほどんど変化がありませんで

したが、参加者数の減少が見

られました。 

・母親だけでなく父親も講座

に参加し、家庭での男女共同

育児の大切さを学べました。

参加者からは「普段子どもと

ゆっくり触れ合えないので、

良い時間になった。」等の感想

をいただき、家庭教育に対す

る意識を高揚できました。 

・参加保護者の男女の内訳

は、男性 188名、女性 1,490

名であり、前年（男性 244

名、女性 1,599 名）と比べる

と、男性の割合に落ち込みが

ありました。 

・各園からの報告

をもとに、より多

くの園で講座を実

施してもらう方法

や、男性参加者が

多く参加できるよ

うな環境について

検討します。 

412,000
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年度 実施計画 
予算額

（円）
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・児童の保護者を対象に、

家庭における幼児教育の資

質向上のため、幼児家庭教

育講座を開催し、保護者の

家庭教育に対する男女共同

意識の高揚に努めます。・

参加保護者数の男女差が縮

まるよう、男女共に参加し

やすい講座内容や実施日時

等を検討し、令和２年度の

事業内容に反映できるよう

見直しを図ります。 

515,000

・48 園で計 53回行い、

1,648 名の保護者から参加し

ていただきました。新型コロ

ナウイルスの影響で、２・３

月に実施を予定していた園は

中止としたため、昨年度と比

べて実施園数や回数及び参加

者数の減となりました。・性

教育の講座では、参加者から

「デリケートな事なのであま

り人に話せないため、このよ

うな機会に色々聞けて良かっ

た。」「子どもの成長に合わせ

て家族でも話したい。」等の

感想をいただき、家庭教育に

対する意識を高揚できまし

た。・参加保護者の男女の内

訳は、男性 232 名、女性

1,414 名であり、前年（男性

188 名、女性 1,490 名）と比

べると、男性の割合が増加し

ました。 

・各園からの報

告をもとに、よ

り多くの園で講

座を実施しても

らう方法や、男

性参加者が多く

参加できるよう

な環境について

検討します。 

386,000

令和２年度 

・児童の保護者を対象に、

家庭における幼児教育の資

質向上のため、幼児家庭教

育講座を開催し、保護者の

家庭教育に対する男女共同

意識の高揚に努めます。 

470,000

・17 園で計 20回行い、501

名の保護者から参加していた

だきました。新型コロナウイ

ルスの影響で、実施を予定し

ていた園は中止又は規模縮小

したため、昨年度と比べて実

施園数や回数及び参加者数の

減となりました。参加保護者

の男女の内訳は、男性 102

名、女性 399名であり、前年

（男性 232 名、女性 1,414

名）と比べると、男性の割合

が６％増加しました。 

・各園からの報

告をもとに、新

型コロナウイル

スに配慮しなが

らより多くの園

で講座を実施し

てもらう方法

や、男性参加者

が多く参加でき

るような環境に

ついて検討しま

す。 

149,000 
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年度 実施計画 
予算額

（円）
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和３年度 

（最終年度） 

・児童の保護者を対象に、

家庭における幼児教育の資

質向上のため、幼児家庭教

育講座を開催し、保護者の

家庭教育に対する男女共同

意識の高揚に努めます。男

女共に参加しやすい講座内

容や実施日時等を検討し、

事業内容に反映できるよう

に努めます。 

450,000

新型コロナウイルス感染状況

を踏まえながら、時期や内容

を検討して、令和 3年度も男

性参加者が多く参加できるよ

う取り組みます。 

  

 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・令和元年度、令和２年度と男性保護者の参加割合を増やすことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・男女ともに育児参加できるよう、今後も男性参

加者の割合を増やすための環境設定を行う。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （３）審議会などへの女性の参画推進       

事業№ 09 事業名 政策方針決定過程への女性参画割合向上 

内 容 市の審議会・委員会などにおける女性の登用割合を高めます。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・昨年度登用率 29.7％を

上回るよう、全庁に対し

て女性登用について働き

かけを行い、継続して意

識喚起を図ります。 

・各審議会等の委員委嘱

等起案の合議時に確認を

行い、33％未達成の場合

には個別に目標達成に向

けた取り組みを求めま

す。 

－ 

・審議会等の委嘱起案を確認

し、30％未達成の課には次期

改選期での改善を求めたほ

か、年度当初に女性登用につ

いて全庁的に働きかけを行い

ました。審議会等の新設があ

ったものの、全体として平成

29 年度の登用率は 29.8%と昨

年度より 0.1ポイント増とな

り、全体としては徐々に女性

委員の登用が進んでいます。

女性委員のいない

審議会等数は３つ

で昨年度同様です

が、今後も女性委

員のいない審議会

等の解消・登用率

上昇の取り組みを

継続して進めま

す。 

－ 

平成 30 年度 

・昨年度登用率 29.8％を

上回るよう、全庁に対し

て女性登用について働き

かけを行い、継続して意

識喚起を図ります。 

・各審議会等の委員委嘱

等起案の合議時に確認を

行い、33％未達成の場合

には個別に目標達成に向

けた取り組みを求めま

す。 

－ 

・審議会等の委嘱起案を確認

し、33％未達成の課には次期

改選期での改善を求めたほ

か、登用率公表後の 10月に女

性登用について全庁的に働き

かけを行いました。女性委員

のいない期限付きの審議会が

ひとつふえたものの、全体と

して平成 30 年度の登用率は

32.0%と昨年度より 2.2 ポイン

ト増となり、全体としては

徐々に女性委員の登用が進ん

でいます。 

女性委員のいない

審議会等数は昨年

度と同じ３つの

他、更新がない期

限付きの審議会が

２つ増えました。

女性委員のいない

審議会等の解消・

登用率上昇の取り

組みを今後も継続

して進めます。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・登用率が 33.0％を達成

するよう、全庁に対して

女性登用について働きか

けを行い、継続して意識

喚起を図ります。 

・各審議会等の委員委嘱

等起案の合議時に確認を

行い、33％未達成の場合

には個別に目標達成に向

けた取り組みを求めま

す。 

－ 

・審議会等の委嘱起案を確認

し、33％未達成の課には次期

改選期での改善を求めたほ

か、登用率公表後の 10月に女

性登用について全庁的に働き

かけを行いました。女性委員

のいない期限付きの審議会１

つ増え、全体として令和元年

度の登用率は 31.8%と昨年度

より 0.2 ポイント減でした。

より積極的な取り組みを行わ

ないと目標達成が厳しい状況

です。 

女性委員のいな

い審議会等数は

昨年度と同じ３

つのほか、更新が

ない期限付きの

審議会が１つ増

えました。令和 3

年度の 33％の目

標達成に向け、女

性委員のいない

審議会等の解消、

各審議会の登用

率上昇のための

取り組みを継続

して進めます。 

－ 

令和２年度 

・登用率が 33.0％を達成

するよう、全庁に対して

女性登用について働きか

けを行い、継続して意識

喚起を図ります。 

・各審議会等の委員委嘱

等起案の合議時に確認を

行い、必要によっては再

考も依頼し、33％未達成

の場合には個別に目標達

成に向けた取り組みを求

めます。 

－ 

・審議会等の委嘱起案を確認

し、33％未達成の課には次期

改選期での改善を求めたほ

か、登用率公表後の 10月に女

性登用について全庁的に働き

かけを行いました。女性委員

のいない委員会が１つ増えた

ものの、全体として令和２年

度の登用率は 33.9%と昨年度

より 2.1 ポイント増となり、

初めて目標を達成しました。

引き続き、目標達成に向けて

取り組みます。 

女性委員のいな

い審議会等数は

昨年度と同じく

３つのほか、更新

がない期限付き

の審議会が１つ

です。令和 3年度

の 33％の目標達

成に向け、女性委

員のいない審議

会等の解消、各審

議会の登用率上

昇のための取組

みを継続して進

めます。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・国内外で意思決定過程へ

の女性参画推進を目指す

動きが活発化しているこ

とを踏まえ登用率 40.0％

達成を目指すよう、全庁に

対して女性登用について

働きかけを行い、継続して

意識喚起を図ります。 

・各審議会等の委員委嘱等

起案の合議時に確認を行

い、必要によっては再考も

依頼し、33％未達成の場合

には個別に目標達成に向

けた取り組みを求めます。 

－ 

・審議会等の委嘱起案を確認

し、33％未達成の課には次期

改選期での改善を求めていま

す。例年より早い７月をめど

に登用率を集計し、その結果

を分析して、今年度策定予定

の「第３次ながおか男女共同

参画基本計画」に必要な施策

を反映します。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・審議会等への女性の参画割合は、令和２年度時点において「第２次ながおか男女共同参画基本計画」

で定める目標値の 33％を達成している。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・国連で採択された持続可能な開発目標（SDGs）

において、政治、経済、公共分野でのあらゆるレベ

ルの意思決定に、完全かつ効果的な女性の参画及

び平等なリーダーシップの機会を確保することが

掲げられており、国の男女共同参画基本計画にお

いて、市町村の審議会等委員に占める女性割合を

40％以上にする目標が定められていることから、

本市においても更に積極的な取組みを進める必要

がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （３）審議会などへの女性の参画推進 

事業№ 10 事業名 女性職員の管理職登用の推進 

内 容 
研修の実施等により女性職員のキャリア支援を図るとともに、人事考課制度による職務能

力・勤務実績に基づいて、女性職員の管理職への登用を更に推進します。 

推進課 人事課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・人事考課研修を定期的に実

施し、職務能力・勤務実績に

基づく人事考課制度を維持推

進するとともに、これまで女

性職員の配置の少ない部門へ

の配置や管理職候補となり得

る係長や課長補佐への女性登

用を引き続き進めます。 

・女性職員のマネジメント能

力等を高める研修を実施しま

す。 

・女性職員の高度な政策形成

能力や行政管理能力などの向

上に資する外部研修を積極的

に活用します。 

1,440,000

・人事考課研修を定期的に実

施し、職務能力・勤務実績に

基づく人事考課制度の維持推

進に努めました。（H30.4.1 時

点の管理職への女性登用率は

8.9％で昨年度比＋1.9%） 

・高度な政策形成能力や行政

管理能力などの向上に資する

外部研修に女性職員 1 人を派

遣しました。 

 本市職員に係る

「女性職員の活躍の

推進に関する特定事

業主行動計画」にお

いて、令和元年度末

までに女性管理職の

登用率を 10％以上

にするとの目標を定

めていますので、引

き続きこれに向けて

研修、ジョブローテ

ーションや適材適所

の人事配置等を進め

ていきたいと考えま

す。 

624,630 

平成 30 年度 

・人事考課研修を定期的

に実施し、職務能力・勤

務実績に基づく人事考課

制度を維持推進するとと

もに、これまで女性職員

の配置の少ない部門への

配置や管理職候補となり

得る係長や課長補佐への

女性登用を引き続き進め

ます。 

・女性職員のマネジメン

ト能力等を高める研修を

実施します。 

・女性職員の高度な政策

形成能力や行政管理能力

などの向上に資する外部

研修を積極的に活用しま

す。 

1,230,000

・人事考課研修を定期的に実

施し、職務能力・勤務実績に

基づく人事考課制度の維持推

進に努めました。（H31.4.1 時

点の管理職への女性登用率は

10.2％で昨年度比＋1.3%） 

・高度な政策形成能力や行政

管理能力などの向上に資する

外部研修に女性職員 1 人を派

遣しました。 

・外部講師による女性係長級

職員を対象としたフォローア

ップ研修を実施（公募制 16 名

参加）し、係長昇任からこれ

までの経験を振り返りなが

ら、女性の特性や強みを活か

した仕事のマネジメントに関

する理解を深めました。 

 本市職員に係る

「女性職員の活躍の

推進に関する特定事

業主行動計画」にお

いて、平成 31 年度

（令和元年度）末ま

でに女性管理職の登

用率を 10％以上に

するとしていました

が、その目標を１年

前倒しで達成しまし

た。引き続き、人材

育成やジョブローテ

ーション、適材適所

の人事配置等を進め

ていきたいと考えま

す。 

511,600 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 ・人事考課研修を定期的に実

施し、職務能力・勤務実績に

基づく人事考課制度を維持推

進するとともに、これまで女

性職員の配置の少ない部門へ

の配置や管理職候補となり得

る係長や課長補佐への女性登

用を引き続き進めます。 

・女性職員のマネジメント能

力等を高める研修を実施しま

す。 

・女性職員の高度な政策形成

能力や行政管理能力などの向

上に資する外部研修を積極的

に活用します。 

 

 

1,015,000

・人事考課研修を定期的に実

施し、職務能力・勤務実績に

基づく人事考課制度の維持推

進に努めました。（R2.4.1 時

点の管理職への女性登用率は

11.5％で昨年度比＋1.3%） 

・高度な政策形成能力や行政

管理能力などの向上に資する

外部研修に女性職員 1 人を派

遣しました。 

 本市職員に係る

「女性職員の活躍

の推進に関する特

定事業主行動計画」

において、平成 31

年度（令和元年度）

末までに女性管理

職の登用率を 10％

以上とする目標を

達成しました。引き

続き、人材育成やジ

ョブローテーショ

ン、適材適所の人事

配置等を進めてい

きたいと考えます。

373,720

令和２年度 ・「長岡市特定事業主行動計

画」における女性管理職の登

用率の目標値を令和７年度ま

でに 15％以上にすることを

定めました。・人事考課研修

を定期的に実施し、職務能

力・勤務実績に基づく人事考

課制度を維持推進するととも

に、これまで女性職員の配置

の少ない部門への配置や管理

職候補となり得る係長や課長

補佐への女性登用を引き続き

進めます。・女性職員のマネ

ジメント能力等を高める研修

を実施します。・女性職員の

高度な政策形成能力や行政管

理能力などの向上に資する外

部研修を積極的に活用しま

す。 

 

 

1,016,000

・人事考課研修を定期的に実

施し、職務能力・勤務実績に

基づく人事考課制度の維持推

進に努めました。（R3.4.1 時

点の管理職への女性登用率は

12.5％で昨年度比＋1.0%） 

・高度な政策形成能力や行政

管理能力などの向上に資する

外部研修に女性職員 1 人を派

遣する予定でしたが、新型コ

ロナウイルスの感染防止対策

のため中止となりました。 

本市職員に係る

「長岡市特定事業

主行動計画」にお

いて、令和７年度

までに女性管理職

の登用率を 15％以

上にするとの目標

を定めていますの

で、引き続きこれ

に向けて研修、ジ

ョブローテーショ

ンや適材適所の人

事配置等を進めて

いきたいと考えま

す。 

217,800
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令和３年度 

（最終年度） 

・人事考課研修を定期的に実

施し、職務能力・勤務実績に

基づく人事考課制度を維持推

進するとともに、これまで女

性職員の配置の少ない部門へ

の配置や管理職候補となり得

る係長や課長補佐への女性登

用を引き続き進めます。 

・女性職員のマネジメント能

力等を高める研修を実施しま

す。 

・女性職員の高度な政策形成

能力や行政管理能力などの向

上に資する外部研修を積極的

に活用します。 

733,000

・人事考課研修を定期的に実

施し、職務能力・勤務実績に基

づく人事考課制度の維持推進

に努めています。 

・高度な政策形成能力や行政

管理能力などの向上に資する

外部研修に女性職員 1 人を派

遣する予定です。 

  

 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・「女性職員の活躍の推進に関する特定事業主行動計画」において、平成 31 年度（令和元年度）末まで

に女性管理職の登用率を 10％以上とする目標を達成した。また、研修の実施等により女性職員のキャ

リア支援を図るとともに、人事考課制度による職務能力・勤務実績に基づいて、女性職員の管理職への

登用を推進できた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・「長岡市特定事業主行動計画」において、令和７

年度までに女性管理職の登用率を15％以上にする

との目標を定めているので、今後も引き続き女性

職員の管理職への登用を推進する必要がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （３）審議会などへの女性の参画推進 

事業№ 11 事業名 自治会役員への女性の参画促進 

内 容 
町内会活動における意思決定過程への女性の参画を促進するため、意識啓発などの取り組

みを行います。 

推進課 市民協働課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

町内会長名簿により、町

内会における女性役員を

定期的に把握するととも

に、町内会に男女共同参

画について周知し、意識

啓発を図ります。 

－ 

・町内会長名簿により町内会

における女性役員を定期的に

把握するとともに、町内会市

政なんでも相談会において男

女共同参画についてのパンフ

レットを配布し、意識啓発を

図りました。平成 29年度の女

性町内会長数は前年度から 2

名減少し、12名となりまし

た。（町内会数 955、女性町内

会長数 12名(長岡地域 10名、

中之島地域 1名、川口地域 1

名)） 

町内会は自治組織

のため、積極的な

取り組みは難し

い。引き続きパン

フレット配布等で

の意識啓発に努め

ていきます。 

－ 

平成 30 年度 

町内会長名簿により、町

内会における女性役員を

定期的に把握するととも

に、町内会に男女共同参

画について周知し、意識

啓発を図ります。 

－ 

町内会長名簿により町内会に

おける女性会長を把握すると

ともに、町内会市政なんでも

相談会において、男女共同参

画についてのパンフレットを

配布し、意識啓発を図りまし

た。平成 30 年度の女性町内会

長数は前年度の 2倍、24名と

なりました。町内会数 955、

女性町内会長数 24 名（長岡地

域 20 名、中之島地域 1名、寺

泊地域 2 名、与板地域 1名) 

自治組織のため、

市としては積極的

な取組は難しい

が、社会の女性参

画の高まりが、女

性会長の増加にも

大きく影響するこ

とから、引き続き

パンフレット配布

等での意識啓発に

努めていきます。

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

町内会長名簿により、町

内会における女性役員を

定期的に把握するととも

に、町内会に男女共同参

画について周知し、意識

啓発を図ります。 

－ 

町内会長名簿により町内会に

おける女性会長を把握すると

ともに、町内会市政なんでも

相談会において、男女共同参

画についてのパンフレットを

配布し、意識啓発を図りまし

た。令和元年度の女性町内会

長数は前年度から 9名減少

し、15名となりました。町内

会数 955、女性町内会長数 15

名（長岡地域 11名、寺泊地域

1 名、与板地域 1名、川口地

域 2名) 

町内会は自治組

織のため、積極的

な取り組みは難

しいが、社会の女

性参画の高まり

が、女性会長の増

加にも大きく影

響することから

引き続きパンフ

レット配布等で

の意識啓発に努

めていきます。 

－ 

令和２年度 

町内会長名簿により、町

内会における女性役員を

定期的に把握するととも

に、町内会に男女共同参

画について周知し、意識

啓発を図ります。 

－ 

新型コロナウイルスの影響に

より、町内会市政なんでも相

談会を中止したため、男女共

同参画のパンフレット配布に

よる意識啓発が行えなかった

が、町内会長名簿により町内

会における女性会長を把握し

た結果、令和２年度の女性町

内会長数は前年度から 2名増

加し、17 名となりました。町

内会数 955、女性町内会長数

17 名（長岡地域 13 名、和島

地域 1名、寺泊地域 1 名、川

口地域 2 名) 

町内会は自治組

織のため、積極

的な取り組みは

難しいが、社会

の女性参画の高

まりが、女性会

長の増加にも大

きく影響するこ

とから引き続き

パンフレット配

布等での意識啓

発に努めていき

ます。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

町内会長名簿により、町

内会における女性役員を

定期的に把握するととも

に、町内会に男女共同参

画について周知し、意識

啓発を図ります。 

－ 

春の町内会市政なんでも相談

会を中止したため、男女共同

参画のパンフレット配布によ

る意識啓発が行えなかった

が、町内会長名簿により町内

会における女性会長を把握し

た結果、令和３年度の女性町

内会長数は前年度から 5名増

加し、22 名となりました。町

内会数 955、女性町内会長数

22 名（長岡地域 16 名、中之

島地域 1、山古志地域 1名、

和島地域 1名、寺泊地域 1

名、川口地域 2 名) 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・町内会は自治組織のため、市が女性登用に関する目標を掲げることは難しいが、パンフレットの配布

による意識啓発などを行った。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・社会のあらゆる分野における方針決定に男女が

平等に参画する機会が確保されることが男女共同

参画の基本であるため、自治組織である町内会に

おいても、市から継続して意識啓発に努める必要

がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （３）審議会などへの女性の参画推進 

事業№ 12 事業名 コミュニティでの女性の参画促進 

内 容 
コミュニティ活動における意思決定過程への女性の参画を促進するため、意識啓発などの

取り組みを行います。 

推進課 市民協働課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

継続して、コミュニティ

センター非常勤職員の推

薦依頼文送付時に、非常

勤職員及び地域のコミュ

ニティ推進組織の委員選

出時等において、女性を

積極的に登用するよう文

書に記載し、意識啓発を

図ります。 

－ 

・女性センター長（１名） 

女性センター長の就任は、他

地区に向けても良い意識啓発

につながった。 

各地区のコミュニ

ティ推進組織は、

町内会役員や活動

団体等から独自に

委員を選出してお

り、市の附属機関

でないことから、

女性登用に関する

目標を掲げること

は困難であるが、

継続して、意識啓

発に努めていきま

す。 

－ 

平成 30 年度 

コミュニティセンター非

常勤職員の推薦依頼文送

付時に、非常勤職員及び

地域のコミュニティ推進

組織の委員選出時等にお

いて、女性を積極的に登

用するよう文書に記載

し、意識啓発を図りま

す。 

－ 

・女性センター長(１名) 

退職後の女性の活躍の場とし

て、「地域コミュニティ」とい

う選択が認知されてきていま

す。 

女性センター長が複数人にな

ることにより、一層、女性が

参画しやすい環境が作られて

きました。 

＜参考＞ 

コミュニティセンター職員男

女比：女性 61.2％ 男性

38.8％ 

各地区のコミュニ

ティ推進組織は、

町内会役員や活動

団体等から独自に

委員を選出してお

り、市の附属機関

でないことから、

女性登用に関する

目標を掲げること

は困難であるが、

継続して、意識啓

発に努めていきま

す。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

コミュニティセンター非

常勤職員の推薦依頼文送

付時に、非常勤職員及び

地域のコミュニティ推進

組織の委員選出時等にお

いて、女性を積極的に登

用するよう文書に記載

し、意識啓発を図りま

す。 

－ 

・女性センター長(２名) 

 退職後の女性の活躍の場と

して、「地域コミュニティ」と

いう選択が認知されてきてい

ます。 

女性センター長が複数人にな

ることにより、一層、女性が

参画しやすい環境が作られて

きました。 

 

＜参考＞ 

コミュニティセンター職員男

女比：女性 60.9％ 男性

39.1％ 

各地区のコミュ

ニティ推進組織

は、町内会役員や

活動団体等から

独自に委員を選

出しており、市の

附属機関でない

ことから、女性登

用に関する目標

を掲げることは

困難であるが、継

続して、意識啓発

に努めていきま

す。 

 － 

令和２年度 

コミュニティセンター職

員の推薦依頼文送付時

に、職員及び地域のコミ

ュニティ推進組織の委員

選出時等において、女性

を積極的に登用するよう

文書に記載し、意識啓発

を図ります。 

－ 

・女性センター長(３名) 

 退職後の女性の活躍の場と

して、「地域コミュニティ」と

いう選択が認知されてきてい

ます。 

女性センター長が複数人にな

ることにより、一層、女性が

参画しやすい環境が作られて

きました。 

 

＜参考＞ 

コミュニティセンター職員男

女比：女性 61.2％ 男性

38.8％ 

各地区のコミュ

ニティ推進組織

は、町内会役員

や活動団体等か

ら独自に委員を

選出しており、

市の附属機関で

ないことから、

女性登用に関す

る目標を掲げる

ことは困難であ

るが、継続し

て、意識啓発に

努めていきま

す。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

コミュニティセンター職

員の推薦依頼文送付時

に、職員及び地域のコミ

ュニティ推進組織の委員

選出時等において、女性

を積極的に登用するよう

文書に記載し、意識啓発

を図ります。 

－ 

・女性センター長(３名) 

 退職後の女性の活躍の場と

して、「地域コミュニティ」と

いう選択が認知されてきてい

ます。 

女性センター長が複数人にな

ることにより、一層、女性が

参画しやすい環境が作られて

きました。 

 

＜参考＞ 

コミュニティセンター職員男

女比：女性 60.3％ 男性

39.7％ 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・各地区のコミュニティ推進組織は、町内会役員や活動団体等から独自に委員を選出しており、市の附

属機関でないことから、女性登用に関する目標を掲げることは難しいが、女性登用を促す文書を送付し

意識啓発を図ることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・社会のあらゆる分野における方針決定に男女が

平等に参画する機会が確保されることが男女共同

参画の基本であるため、各地区のコミュニティ推

進組織においても、市から継続して意識啓発に努

める必要がある。 



第２次ながおか男女共同参画基本計画 進捗管理・総括表 

- 40 - 

基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （３）審議会などへの女性の参画推進 

事業№ 13 事業名 防災分野での女性の参画促進 

内 容 
防災分野における意思決定過程への女性参画を促進するため、意識啓発などの取り組みを

行います。 

推進課 危機管理防災本部・子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・男女共同参画の視点を

取り入れた防災活動の推

進について、自主防災会

を対象とした研修会等に

おいて意識啓発を行いま

す。 

・地域における男女共同

参画を促進する事業とし

て、コミュニティセンタ

ーと連携し「男女がとも

に担う防災」に関する講

座を実施します。（新）

（事業№39参照） 

－ 

市政出前講座等を通じ、防災

活動への女性参画や、男女の

性差に着目した災害対応につ

いて意識啓発を行いました。

・自主防災会等の地域住民を

対象とした防災対策説明会 5

回 

・市政出前講座 44 回 

・避難所運営検討会 3 回 

・自主防災会長研修会 1回 

・子育てあんしんの支援者養

成講座 2 回 

・各種の機会を通

じ、自主防災会へ

の意識啓発を継続

実施します。 

・子育て関係者へ

の講座の機会を通

じ、地域で活動す

る女性の意識啓発

を行います。 

－ 

平成 30 年度 

自主防災会等を対象とし

た市政出前講座など各種

の機会を通じ、自主防災

活動への女性参画や避難

所運営など男女の性差に

着目した災害対応の重要

性について意識啓発を行

います。（防災対策説明会

5 回程度、市政出前講座

40 回程度、避難所運営検

討会 3回程度、自主防災

会長研修会 1回、子育て

あんしんの支援者講座 2

回） 

－ 

市政出前講座等を通じ、防災

活動への女性参画や、男女の

性差に着目した災害対応につ

いて意識啓発を行いました。

防災対策説明会については開

催回数が大幅に増加しまし

た。 

・自主防災会等の地域住民を

対象とした防災対策説明会 10

回 

・市政出前講座 38 回 

・避難所運営検討会 7 回 

・自主防災会長研修会 1回 

・子育てあんしんの支援者養

成講座 2 回 

・各種の機会を通

じ、自主防災会へ

の意識啓発を継続

実施します。 

・子育て関係者へ

の講座の機会を通

じ、地域で活動す

る女性の意識啓発

を行います。 

・今後の取組みの

参考とするため、

中越市民防災安全

士会女性部と情

報・意見の交換を

行います。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

自主防災会等を対象とし

た講師派遣や市政出前講

座など各種の機会を通

じ、自主防災活動への女

性参画や避難所運営など

男女の性差に着目した災

害対応の重要性について

意識啓発を行います。（防

災対策説明会 10回程度、

講師派遣 95 回程度、市政

出前講座 40 回程度、避難

所運営検討会 3 回程度、

自主防災会長研修会 1

回、子育てあんしんの支

援者講座 1回） 

2,700,000

市政出前講座等を通じ、防

災活動への女性参画や、男

女の性差に着目した災害対

応について意識啓発を行い

ました。 

・自主防災会等の地域住民

を対象とした防災対策説明

会 10 回 

・講師派遣 107 回 

・市政出前講座 29 回 

・避難所運営検討会 6回 

・自主防災会長研修会 0 回

・子育てあんしんの支援者

養成講座 1 回 

・各種の機会を

通じ、自主防災

会への意識啓発

を継続実施しま

す。 

・子育て関係者

への講座の機会

を通じ、地域で

活動する女性の

意識啓発を行い

ます。 

・中越市民防災

安全士会女性部

と連携した意識

啓発を行いま

す。 

2,700,000

令和２年度 

自主防災会等を対象と

した講師派遣や市政出

前講座など各種の機会

を通じ、自主防災活動

への女性参画や避難所

運営など男女の性差に

着目した災害対応の重

要性について意識啓発

を行います。（防災対策

説明会 10回程度、講師

派遣 95 回程度、市政出

前講座 40回程度、避難

所運営検討会 3回程

度、自主防災会長研修

会 1 回、子育てあんし

んの支援者講座 1 回） 

4,800,000

新型コロナウイルス感染症の

影響により実施回数は減少し

たものの、市政出前講座等を

通じ、防災活動への女性参画

や、男女の性差に着目した災

害対応について意識啓発を行

いました。 

・自主防災会等の地域住民を

対象とした防災対策説明会 10

回 

・講師派遣 53回 

・市政出前講座 34 回 

・避難所運営検討会 3 回 

・自主防災会長研修会 0回

（新型コロナ感染症対策のた

め中止） 

・子育てあんしんの支援者養

成講座 2 回（60名参加） 

・各種の機会を

通じ、自主防災

会への意識啓発

を継続実施しま

す。 

・子育て関係者

への講座の機会

を通じ、地域で

活動する女性の

意識啓発を行い

ます。 

・中越市民防災

安全士会女性部

と連携した意識

啓発を行いま

す。 

3,133,841

令和３年度 

（最終年度） 

自主防災会等を対象とし

た講師派遣や市政出前講

座など各種の機会を通

じ、自主防災活動への女

性参画や避難所運営など

男女の性差に着目した災

害対応の重要性について

意識啓発を行います。（防

災対策説明会 10回程度、

講師派遣 95 回程度、市政

出前講座 40 回程度、避難

所運営検討会 3 回程度、

自主防災会長研修会 1

回、子育てあんしんの支

援者講座 2回） 

5,550,000

防災活動への女性参画や、男

女の性差に着目した災害対応

について意識啓発を行いま

す。 

（R3.6.16 現在） 

・自主防災会等の地域住民を

対象とした防災対策説明会 10

回 

・講師派遣２回 

・市政出前講座 0回 

・避難所運営検討会 0 回 

・自主防災会長研修会 0回 

・子育てあんしんの支援者養

成講座 0 回 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・地域への講師派遣を行い、防災分野における女性の参画促進の意識啓発を行うことができた。 

・中越市民防災安全士会女性部との連携を強化し、意識啓発の促進を行うことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・地域での防災活動及び啓発活動において、引き

続き女性参画を促進するとともに、女性の視点を

取り入れた講話等の防災活動を実施していく。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （３）審議会などへの女性の参画推進 

事業№ 14 事業名 農業分野での女性の参画促進 

内 容 
農業分野における意思決定過程への女性参画を促進するため、意識啓発などの取り組みを

行います。 

推進課 農水産政策課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・各種事業の諮問機関で

ある協議会への委員の積

極的女性登用や、意思決

定への参画を促進しま

す。会議・研修等への積

極的参加を後押ししま

す。 

－ 

担い手育成総合協議会の委員

として女性委員１名の参画が

あったほか、先進地視察研修

に参加しました。また、教育

センター研修の講師として地

元野菜を広める活動をしまし

た。さらに、農業まつりにお

いて豚汁のふるまいを行い、

市民に活動の周知を行いまし

た。 

現在実施している

活動は継続して行

い、さらに会議等

への参加を促し、

女性農業者の活躍

の場を提供しま

す。 

－ 

平成 30 年度 

・各種事業の諮問機関で

ある協議会への委員の積

極的女性登用や、意思決

定への参画を促進しま

す。会議・研修等への積

極的参加を後押ししま

す。さらに、講師として

自分の知識を伝える場を

提供します。 

－ 

担い手育成総合協議会の委員

として女性委員１名の参画が

あったほか、先進地視察研修

に参加しました。また、教育

センター研修の講師として地

元野菜を広める活動をしまし

た。さらに、農業まつりにお

いて豚汁のふるまいを行い、

市民に活動の周知を行いまし

た。 

現在実施している

活動は継続して行

い、さらに会議等

への参加を促し、

女性農業者の活躍

の場を提供しま

す。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・各種事業の諮問機関で

ある協議会への委員の積

極的な女性の登用や、意

思決定への参画を促進し

ます。また、会議・研修

等への積極的参加を後押

しします。 

－ 

・長岡市の農業・農村活性化

の推進や担い手育成支援の団

体である長岡市担い手育成総

合支援協議会の委員として、

女性委員１名の参画がありま

した。 

・農業まつりにおいて豚汁の

ふるまいを行い、市民に活動

の周知を行いました。 

現在実施してい

る活動は継続し

て行い、さらに会

議等への参加を

促し、女性農業者

の活躍の場を提

供します。 

－ 

令和２年度 

・各種事業の諮問機関で

ある協議会への委員の積

極的な女性の登用や、意

思決定への参画を促進し

ます。また、会議・研修

等への積極的参加を後押

しします。 

－ 

・長岡市の農業・農村活性化

の推進や担い手育成支援の団

体である長岡市担い手育成総

合支援協議会の委員として、

女性委員１名の参画がありま

した。 

・例年、農業まつりにおいて

豚汁のふるまいを行う等、市

民に活動の周知を行っている

ところですが、新型コロナウ

イルスの感染拡大防止のた

め、中止しました。 

現在実施してい

る活動は継続し

て行い、さらに会

議等への参加を

促し、女性農業者

の活躍の場を提

供します。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・各種事業の諮問機関で

ある協議会への委員の積

極的な女性の登用や、意

思決定への参画を促進し

ます。また、会議・研修

等への積極的参加を後押

しします。 

－ 

・各種事業の諮問機関である

協議会への委員の積極的な女

性の登用を図り、会議・研修

等への積極的参加を後押しし

ました。 

  

 
  



第２次ながおか男女共同参画基本計画 進捗管理・総括表 

- 45 - 

  

  ５か年の評価 ３．計画を下回ったが一定の成果はあった 

上記の評価をした理由 

・農業分野の団体には、女性が少ない現状にあるため。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・女性委員の選出を促すため、農業自体への女性

参入を推進する。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （４）企業・団体などでの女性の参画推進 

事業№ 15 事業名 男女の均等な機会と待遇の確保【女性活躍】 

内 容 
男女が共にやりがいを持って、能力に応じた働き方ができるようになるため、雇用主や労

働者に対し意識啓発などの取り組みを行います。 

推進課 産業立地課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・女性活躍推進法に基づ

く「一般事業主行動計

画」の策定支援講座を実

施します。 

353,000

・働きやすい職場づくりを考

える講座（16名参加）を通じ

て、参加企業が、女性だけで

はなく男性にとっても長く働

き続けられる職場環境を意識

し、優秀な人財の確保・定着

を考えるきっかけになったも

のと考えます。 

・中小企業は一般

事業主行動計画の

策定が努力義務と

なっている。講座

等を通じて企業の

人事担当者等に職

場環境を考えても

らう啓発活動は一

定の効果はあると

考えます。 

200,000

平成 30 年度 

・企業や関係機関からの

提案を受けて、企業向け

に多様な働き方を進める

セミナーや女性活躍推進

セミナーを開催します。 

800,000

・働きやすい職場づくりを考

える「職場環境改善勉強会」

を２回実施（参加者１回目２

７人、２回目１５人）しまし

た。参加者は他社の事例を参

考に、自社の課題解決に向け

た取組みを考えました。 

・女性社員のライフデザイン

とキャリアアップをテーマと

したシンポジウムを実施（参

加者４２名）しました。女性

経営者２名をパネリストに招

き、実際の取組事例を紹介し

ました。 

・興味のあるテー

マで人材採用、定

着をあげる企業が

多く、他企業の取

組みを聞ける本勉

強会を引き続き実

施していきます。

・取組事例が参考

になったとの意見

を受け、ＨＰでも

各社の取組を紹介

するページを新設

しました。 

162,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

・「働き方プラス応援プロ

ジェクト」の取組とし

て、企業向けに人材定着

などの職場環境改善をテ

ーマとしたセミナーを開

催します。（５回開催予

定） 

557,000

・企業の働き方改革を進めて

いくためのテーマ別勉強会を

４回実施しました（参加者数

６８人、女性３７人、男性３

１人）。働き方改革に取り組む

企業訪問や具体的な事例を参

考に、自社の課題解決に向け

た取組みを考えるグループワ

ークなどを行いました。 

人材定着、職場環

境改善について

の事例紹介を要

望する参加者が

多く、他企業の取

組みを聞ける本

勉強会を引き続

き実施していき

ます。 

413,567

令和２年度 

・「働き方プラス応援プロ

ジェクト」の取組とし

て、企業向けに人材定

着、WLB、新型コロナウイ

ルス感染症下の新しい働

き方など職場環境改善を

テーマとしたオンライン

セミナーを開催します。

（８回開催予定） 

・働き方改革や人材育成

等の企業が抱える課題の

解決に向けた相談対応

（１０社対応予定）及

び、意識啓発や、取り組

みを推進するための企業

別研修会を開催します。

（３社対応予定） 

1,000,000

・YouTube 配信によるオンラ

インセミナーでは、テレワー

クの導入やハラスメント防

止、人材採用などをテーマに

計８回配信しました。ハラス

メント防止対策については、

「法改正に伴い事業主が講ず

べき処置」「セクハラ、マタハ

ラの概要と対策」「パワハラの

概要と対策」の３回に分けて

配信しましたが、他の回と比

較して再生回数が高かったこ

とから、ハラスメント対策に

対する企業等の関心が高いこ

とが伺えました。 

・相談会は、３社の申込みが

あり、相談内容は「テレワー

クの導入」「フレックスタイム

制」「男性の育児休業取得促

進」などに関するものでし

た。 

・企業のニーズに応じた企業

別研修会は３社申し込みがあ

り、３社ともハラスメント対

策に関するテーマでの研修会

を実施しました。 

・企業ニーズに応じた研修

会、相談会を実施したことに

より、企業満足度が高いもの

となり、企業が抱える働き方

改革の課題解決に寄与するこ

とができたものと考えます。

・今年度は新型

ウイルス禍によ

り、配信という

形での勉強会と

なってしまいま

したが、今後は

企業同士の交流

ができるような

勉強会を実施し

ていきます。 

・他の企業の優

良事例等を知る

ことで、賛同企

業の意識啓発と

さらなる取り組

みの推進を目指

します。 

1,000,000 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和３年度 

（最終年度） 

・「働き方プラス応援プロ

ジェクト」の取組とし

て、企業向けに「育児休

業・介護休業等と仕事の

両立」「生産性向上」「国

や県の認定マーク取得」

等をテーマとした勉強会

を開催します。（３回開催

予定） 

・働き方改革や人材育成

等の企業が抱える課題の

解決に向けた相談対応

（４社対応予定）及び、

意識啓発や、取り組みを

推進するための企業別研

修会（３社対応予定）を

開催します。 

・企業向けに働き方改革

を進めるうえでのポイン

トや他社の事例を紹介す

る情報誌を作成し、働き

方改革に向けた意識啓発

を図ります。(年３回発

行) 

1,000,000

・計画どおり勉強会・研修会

を実施し、情報誌を作成する

予定です。 

  

 

  

  ５か年の評価 ３．計画を下回ったが一定の成果はあった 

上記の評価をした理由 

・本事業を実施したことにより、取り組みが進んだ企業とあまり進まなかった企業との差が見られた

ため上記のとおりの評価とした。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・働き方改革があまり進まない企業の取り組みを

進めることができるよう、関心を持ってもらえる

ようなテーマ設定や事業内容を検討する必要があ

る。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （４）企業・団体などでの女性の参画推進 

事業№ 16 事業名 女性活躍推進事業【女性活躍】 

内 容 
雇用主や労働者に対し、女性登用の必要性や男女が共に育児・介護など家庭生活に参画すること、

そのための働きやすい環境づくりについて意識啓発などの取り組みを行います。 

推進課 産業立地課、人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・企業向けに、育児・介

護など両立支援に関する

セミナーを開催します。 

働き方改革

推進事例集

等作成業務

委託料の一

部 

2,500,000

・企業向けに、介護・子育て

と仕事の両立等に関するセミ

ナーを 4 回開催しました。（計

61 名参加） 

・若者雇用、女性活躍に関す

る取り組み事例集を 5,000 部

作成しました。 

継続して啓発セミ

ナー等を開催する

ほか、事例集を活

用した周知活動を

展開します。 

2,397,600

平成 30 年度 

（再掲） 

・若者雇用、女性活躍に

関する取り組み事例集を

周知しながら、企業や関

係機関からの意見を踏ま

えたセミナーを開催しま

す。 

 

・広く市民を対象に女性

活躍推進の機運醸成を目

的として女性活躍推進講

演会を開催します。（新） 

日時：11月 4日(日) 

会場：長岡市立中央図書

館 

講師：ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾗｲﾀｰ牛窪

恵さん 

・女性活躍の機運醸成と

活躍する女性人材の育成

を目的として「女性活躍

応援プロジェクト」を実

施します。（新、委託事

業、詳細は調整中） 

①女性のためのエンパワ

ーメントセミナー3 回 

②男性管理職向けセミナ

ー1回 

 

800,000

（産支・再

掲） 

 

 

2,544,000

（人権）

・働きやすい職場づくりを考える

「職場環境改善勉強会」を２回実

施（参加者１回目２７人、２回目

１５人）しました。参加者は他社

の事例を参考に、自社の課題解決

に向けた取組みを考えました。 

・女性社員のライフデザインとキ

ャリアアップをテーマとしたシン

ポジウムを実施（参加者４２名）

しました。女性経営者２名をパネ

リストに招き、実際の取組事例を

紹介しました。 

 

・広く市民を対象に女性活躍推進

の機運醸成を目的とした、女性活

躍推進講演会を新規に開催しまし

た。 

日時：11月 4日 

会場：中央図書館 

演題:「女性活躍のまち長岡へ」

講師：ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞﾗｲﾀｰ牛窪恵さん 

参加者:100 人 

・女性活躍の機運醸成と活躍する

女性人材の育成を目的として女性

活躍応援プロジェクトを実施しま

した（まちなかキャンパスほ

か）。 

 

・興味のあるテー

マで人材採用、定

着をあげる企業が

多く、他企業の取

組みを聞ける本勉

強会が参考になっ

たとの声が多くあ

りました。 

・取組事例が参考

になったとの意見

を受け、ＨＰでも

各社の取組を紹介

するページを新設

しました。 

 

・継続して女性活

躍の機運醸成と活

躍する女性人材の

育成を目的として

「女性活躍応援プ

ロジェクト」を実

施します。各種セ

ミナーは、一部定

員に満たなかった

ことから、カリキ

ュラム、時間、参加

者同士の情報交換

のセッティングな

162,000

（産支）

 

2,544,000

（人権）
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③女性のための再就職準

備セミナー2 回 

・県女性財団との共催で

「働く女性の交流会」を

開催します。 

日時：平成 31年 3 月 2日

(土) 

会場：さいわいプラザ 

講師：社労士・小松弘美

さん 

・県との共催で「ハッピ

ー・パートナー企業交流

会議」を開催します。 

日時：平成 30年 11 月 27

日(火) 

会場：まちなかキャンパ

ス 

（１）女性のためのエンパワーメ

ントセミナー          

開催日：①平成 30年 9月 26日②

平成 30年 10 月 25 日③平成 30年

11 月 28 日           

講師：㈱エム・エスオフィス平池

麻衣氏             

参加者数①10人②23人③27人 

（２）女性活躍推進（管理職向

け）セミナー 

開催日：平成 30年 11 月 19 日  

講師：㈱エム・エスオフィス遠山

肇氏              

参加者数：24名(男性 16人） 

（３）女性のための再就職準備セ

ミナー             

開催日：①平成 30年 9月 21日②

平成 30年 10 月 26 日、講師：㈱

エム・エスオフィス相馬美保子氏

参加者数①11人②15人     

各種セミナーのアンケート調査で

は「将来を考えて、今何をすべき

かという点がわかった」「働き方

は一つではないことを知ることが

できた」「管理職としての役割を

再確認できた」などの意見が寄せ

られ、対象を絞ってセミナーを実

施したことで高い満足度が得られ

ました。 

・県との共催で「ハッピー・パー

トナー企業交流会議」を開催しま

した。 

日時：平成 30年 11 月 27 日(火)

会場：まちなかキャンパス    

参加者数：25人（女性 14

人）              

・県女性財団との共催で「働く女

性の交流会」を開催しました 

日時：平成 31年 3月 2日(土) 

会場：さいわいプラザ 

講師：社労士・小松弘美さん 

参加者数:20 人 

 

ど、参加したくな

る工夫を検討しま

す。 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

・企業向けに人材定着などの

職場環境改善をテーマとした

セミナーを開催します。 

 

・女性活躍の機運醸成と活躍

する女性人材の育成を目的と

して「女性活躍応援プロジェ

クト」を実施します。（委託

事業、詳細は調整中） 

①女性のエンパワーメントセ

ミナー２回 

②経営者・管理者向け女性活

躍推進セミナー1回 

③女性のための再就職準備セ

ミナー１回 

・県や女性財団が開催する各

種講座を支援（協力、共催な

ど）します。（調整中） 

557,000

（産支・再

掲） 

 

1,500,000

（人権）

・企業の働き方改革を進めていく

ためのテーマ別勉強会を４回実施

しました（参加者数６８人、女性

３７人、男性３１人）。働き方改

革に取り組む企業訪問や具体的な

事例を参考に、自社の課題解決に

向けた取組みを考えるグループワ

ークなどを行いました。 

 

・女性活躍の機運醸成と活躍する

女性人材の育成を目的として女性

活躍応援プロジェクトを実施しま

した（まちなかキャンパスほ

か）。 

（１）女性のためのエンパワーメ

ントセミナー          

開催日：①令和元年 10月９日②

令和元年 11月８日、講師：㈱エ

ム・エスオフィス相馬美保子氏  

参加者数①28人②30人 

（２）管理職向けセミナー 

開催日：令和元年９月 24日   

講師：㈱エム・エスオフィス遠山

肇氏              

参加者数：20名(男性 16人） 

（３）女性のための再就職準備セ

ミナー             

開催日：令和元年 9月 27日、講

師：㈱エム・エスオフィス見崎真

由子氏             

参加者数:13 人         

各種セミナーのアンケート調査で

は「協会できることがあり自分だ

けではないと思えた」「何気なく

使っている言葉に差別的表現が含

まれていることがわかった」「5

年、10年後を考えるきっかけに

なった」などの意見が寄せられ、

対象を絞ってセミナーを実施した

ことで高い満足度が得られまし

た。              

・3月 4日に県女性財団との共催

で「女性のための管理職・リーダ

ー育成セミナー」を開催予定でし

たが、新型コロナウィル感染症拡

大のため中止となりました。 

 

人材定着、職場環
境改善についての
事例紹介を要望す
る参加者が多く、
他企業の取組みを
聞ける本勉強会を
引き続き実施して
いきます。 
 
・各種セミナー
は、長岡市女性活
躍推進会議の構成
団体との役割分担
を行い、職階や職
種などに合わせた
より特化した講座
を開催するなど、
より参加したくな
る工夫を検討しま
す。 

413,567 
（産支・再
掲  事 業
No.15） 
 
 
1,500,000 
（人権） 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和２年度 

・「働き方プラス応援プロジ

ェクト」の取組として、企

業向けに人材定着、WLB、新

型コロナウイルス感染症下

の新しい働き方など職場環

境改善をテーマとしたオン

ラインセミナーを開催しま

す。（８回開催予定） 

・働き方改革や人材育成等

の企業が抱える課題の解決

に向けた相談対応（１０社

対応予定）及び、意識啓発

や、取り組みを推進するた

めの企業別研修会を開催し

ます。（３社対応予定） 

 

・女性活躍の機運醸成と活

躍する女性人材の育成を目

的として「女性活躍応援プ

ロジェクト」を実施しま

す。女性のエンパワーメン

トセミナーを２回開催しま

す。（委託事業） 

・県や女性財団が開催する

各種講座を支援（協力、共

催など）します。 

 

 

1,000,000

(産支・再掲

No.15) 

 

500,000 

(人権) 

・YouTube 配信によるオンライン

セミナーでは、テレワークの導入

やハラスメント防止、人材採用な

どをテーマに計８回配信しまし

た。ハラスメント防止対策につい

ては、「法改正に伴い事業主が講

ずべき処置」「セクハラ、マタハ

ラの概要と対策」「パワハラの概

要と対策」の３回に分けて配信し

ましたが、他の回と比較して再生

回数が高かったことから、ハラス

メント対策に対する企業等の関心

が高いことが伺えました。 

・相談会は、３社の申込みがあ

り、相談内容は「テレワークの導

入」「フレックスタイム制」「男性

の育児休業取得促進」などに関す

るものでした。 

・企業のニーズに応じた企業別研

修会は３社申し込みがあり、３社

ともハラスメント対策に関するテ

ーマでの研修会を実施しました。

・企業ニーズに応じた研修会、相

談会を実施したことにより、企業

満足度が高いものとなり、企業が

抱える働き方改革の課題解決に寄

与することができたものと考えま

す。 

・女性活躍の機運醸成と活躍する

女性人材の育成を目的として女性

活躍応援プロジェクトを実施しま

した（まちなかキャンパスほ

か）。 

（１）女性のためのエンパワーメ

ントセミナー          

開催日：①令和２年 10月 21 日②

11月 18 日、講師：㈱エム・エス

オフィス相馬美保子氏      

参加者数①22人②17人    

セミナーのアンケート調査では

「異業種の方と話ができてよかっ

た」「同じ考え方があり安心し、

違う考えがあって参考になっ

た。」「自分の課題がよくわかっ

た」などの意見が寄せられまし

た。感染症対策のため参加者数を

減らして実施しましたが、事例を

多く用いた内容で高い満足度が得

られまし

た。              

・県女性財団主催の「女性のため

の（再）就業等支援セミナー」を

共催し、会場確保・周知に協力し

ました。 

・今年度は新型ウ

イルス禍により、

配信という形での

勉強会となってし

まいましたが、今

後は企業同士の交

流ができるような

勉強会を実施して

いきます。 
 
・開催するセミナ

ーは、長岡市女性

活躍推進会議の構

成団体との役割分

担を考慮し、参加

者がより成果を得

られるよう、職階

や職種などに合わ

せるなど、講座内

容を検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,000,000

(産支・再掲

No.15) 

 

444,400 

（人権）
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和３年度 

（最終年度） 

・「働き方プラス応援プロジ

ェクト」の取組として、企業

向けに「育児休業・介護休業

等と仕事の両立」「生産性向

上」「国や県の認定マーク取

得」等をテーマとした勉強会

を開催します。（３回開催予

定） 

・働き方改革や人材育成等の

企業が抱える課題の解決に向

けた相談対応（４社対応予

定）及び、意識啓発や、取り

組みを推進するための企業別

研修会（３社対応予定）を開

催します。 

・企業向けに働き方改革を進

めるうえでのポイントや他社

の事例を紹介する情報誌を作

成し、働き方改革に向けた意

識啓発を図ります。(年３回

発行)（再掲№15） 

・女性活躍の機運醸成と活躍

する女性人材の育成を目的と

して「女性活躍応援プロジェ

クト」を実施します。女性の

エンパワーメントセミナーを

２回開催します。（委託事

業） 

・県や女性財団が開催する各

種講座を支援（協力、共催な

ど）します。 

 

1,000,000

(産立・再

掲 No.15) 

 

500,000

（人権）

・「働き方プラス応援プロジェ

クト」の取組として、勉強会

を実施ます。 

・企業別研修会を開催しま

す。 

・「女性活躍応援プロジェク

ト」を実施します。 

・県や女性財団の各種講座を

支援します。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・企業に対して、セミナー、相談、研修会といった様々な手段で女性が働きやすい環境づくりについて

意識啓発に取り組むことができた。 

・各種セミナーの開催により、働く場における女性活躍の機運醸成と女性人材の育成を図ることがで

きた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・働き方改革があまり進まない企業の取り組みを

進めることができるよう、関心を持ってもらえる

ようなテーマ設定や事業内容の工夫を検討する。

・働く場における女性の活躍について、企業と労

働者が女性参画の必要性や男女が働きやすい環境

づくりについて意識を高めることは重要であるこ

とから、意識啓発の取組みを継続する。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （５）農林水産業・商工業の分野での女性の参画推進 

事業№ 17 事業名 活き活き農らいふ支援事業【女性活躍】 

内 容 
女性の新しい視点を取り入れた取り組みや、長岡ならではの商品開発・販売手法などの創

出を支援します。 

推進課 農水産政策課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・女性グループの起業意

欲や結束力の向上を目的

に視察研修等への参加を

後押しします。（想定：6

回） 

・元気印おかあちゃん等

支援事業補助金による起

業化への取り組みを支援

します。（想定：4団体） 

・消費者との交流による

販路拡大等を目的に開催

する農園見学ツアー等を

支援します。 

549,000

・地域の女性グループの起業

意欲や結束力の向上に寄与し

ました。 

【県内での研修会や視察研修

への参加】７回 

・元気印おかあちゃん等支援

事業補助金の活用団体はあり

ませんでした。 

・農園見学ツアーについて

は、女性グループの高齢化に

より実施しませんでした。 

・県内での研修会

や視察研修は女性

農業者の要望が高

いため、参加や実

施を支援します。

・元気印おかあち

ゃん等支援事業

は、活用団体が減

少しているため、

制度を廃止しま

す。 

95,343 

平成 30 年度 

・女性グループの起業意

欲や結束力の向上を目的

に視察研修等の実施や参

加を支援します。（想定：

６回） 

102,000

・地域の女性グループの起業

意欲や結束力の向上に寄与し

ました。 

【県内での研修会や視察研修

への参加】５回 

・県内での研修会

や視察研修は女性

農業者からの要望

が高いため、参加

や実施を支援しま

す。 

97,992 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・各種事業の諮問機関で

ある協議会への委員の積

極的な女性の登用や、意

思決定への参画を促進し

ます。また、会議・研修

等への積極的参加を後押

しします。 

113,000

・視察研修を４回実施し（視

察先：新潟市３回、上越市１

回）、延べ 27名の参加があり

ました。 

・研修では園芸施設や直売所

の視察を通して、年間を通じ

た生産や販売方法、状況など

の理解を深め、女性農業者同

士の交流により、女性グルー

プの起業意欲や結束力の向上

に寄与しました。 

・実施した視察研

修は参加した女

性農業者の満足

度が高く、実施の

要望が多いため、

ニーズの把握と

ともに参加者の

拡大と実施を支

援します。 

44,992

令和２年度 

・女性グループの起業意

欲や結束力の向上を目的

に、視察研修等の実施や

参加を支援します。（想

定：４回） 

・参加者のニーズを把握

し、より参加したくなる

ような研修を実施しま

す。 

109,000

・例年、女性農業者に向けて

視察研修の実施を行っている

ところですが、新型コロナウ

イルスの感染拡大防止のた

め、中止しました。 

・新型コロナウ

イルスの感染防

止対策を万全に

行い、女性農業

者のニーズに合

わせた視察研修

の実施を支援し

ます。 

47,223

令和３年度 

（最終年度） 

・女性グループの起業意

欲や結束力の向上を目的

に、視察研修等の実施や

参加を支援します。（想

定：４回） 

・参加者のニーズを把握

し、より参加したくなる

ような研修を実施しま

す。 

112,000
・視察研修等を計画・実施

し、参加を支援します。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・例年開催している視察研修への参加者の満足度は高い。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・新型コロナウイルスの感染拡大防止に万全を期

し、参加者ニーズの把握に努める。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （５）農林水産業・商工業の分野での女性の参画推進 

事業№ 18 事業名 家族経営協定の締結促進【女性活躍】 

内 容 
農業普及指導センターなどと連携し、女性の経営参画促進を目的として、家族経営協定の

必要性の意識啓発などの取り組みを行います。 

推進課 農水産政策課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

家族経営協定締結の際は

女性が農業経営の一員と

して参画し、積極的に活

躍できるよう意識啓発な

どの取組みを行います。 

－ 

・29 年度の家族経営協定締結

としての実績はゼロでありま

したが、従来の家族農業経営

を法人化し、その役員として

経営参画した事例（2人）が

ありました。 

・女性がやり甲斐を

持って家族経営に関

わっていくために協

定締結は有効な手法

と考えており、今後

も経営改善計画の更

新時ヒアリング等の

機会をとらえて推進

します。 

－ 

平成 30 年度 

家族経営協定の制度周知

に一層努めるとともに、

法人経営体に移行する際

の女性の参画・役員登用

を後押ししていきます。 

－ 

・30年度の家族経営協定締結

の実績は２件であり、女性３

人が農業経営の一員として参

画しました。 

・今後も経営改善

計画のヒアリング

等の機会をとらえ

て、女性の農業経

営への参画を推進

します。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

家族経営協定の制度周知

に一層努めるとともに、

法人経営体に移行する際

の女性の参画・役員登用

を後押ししていきます。 

－ 

・令和元年度の家族経営締結

の実績は４件であり、女性２

人が農業経営の一員として参

画しました。 

・今後も経営改善

計画のヒアリン

グ等の機会をと

らえて、女性の農

業経営への参画

を推進します。 

－ 

令和２年度 

家族経営協定の制度周知

に一層努めるとともに、

法人経営体に移行する際

の女性の参画・役員登用

を後押ししていきます。 

－ 

・令和 2 年度の家族経営協定

締結としての実績はゼロであ

りましたが、従来の家族農業

経営を法人化し、その役員と

して経営参画した事例（2

人）がありました。 

・今後も経営改

善計画のヒアリ

ング等の機会を

とらえて、女性

の農業経営への

参画を推進しま

す。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

家族経営協定の制度周知

に一層努めるとともに、

法人経営体に移行する際

の女性の参画・役員登用

を後押ししていきます。 

－ 

・実績は出ておりませんが、

引き続き、女性の参画・役員

登用を後押ししていきます。

  

 

  

  ５か年の評価 ３．計画を下回ったが一定の成果はあった 

上記の評価をした理由 

・年間の家族経営協定の締結数は低いものの、従来の家族農業経営を法人化し、役員として経営参画す

る事例もあった。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・女性が農業経営に参画する有効な手法であり、

今後も制度の周知、役員登用を支援する。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （６）防災活動への女性の参画推進 

事業№ 19 事業名 地域の防災訓練の充実 

内 容 
地域が実施する男女共同参画の視点を取り入れた訓練を支援し、地域の防災力向上を図り

ます。 

推進課 危機管理防災本部・子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

自主防災会等が実施する
地域の防災訓練等につい
て、災害発生時に必要な
備え等の男女共同参画の
視点を踏まえたアドバイ
スやワークショップ等の
支援を行います。 

3,400,000

・市が地域と連携実施する総
合防災訓練において、子育て
世代の災害への備えに関する
講座を実施し、子育て世代を
含む幅広い年齢層の参加者 42
名の多くから、災害の備えを
確認できる良い機会となった
との感想が寄せられました。
・災害食・地域防災講座イン
ストラクター（10名中 9名が
女性）により、男女・幅広い
年齢層に男女共同参画の視点
を踏まえた災害食講座を実施
しました（7団体、参加総数
192 名）。 

・総合防災訓練に
おける子育て世代
向けの講座を継続
実施し、男女共同
参画の視点を踏ま
えた災害への備え
に関する支援を行
います。 
・災害食は女性を
含む幅広い住民が
防災活動に関心を
持ちやすく参加を
促す題材として有
効であり、引き続
き講座実施による
支援を行います。

3,400,000

平成 30 年度 

自主防災会等が実施する

地域の防災訓練等につい

て、主に次の事項を中心

とし、災害発生時に必要

な備え等の男女共同参画

の視点を踏まえたアドバ

イスやワークショップ等

の支援を行います。 

・市が地域と連携実施す

る総合防災訓練において

子育て世代の災害への備

えに関する講座を実施し

ます。 

・災害食・地域防災講座

インストラクターによる

災害食講座を地域の防災

訓練で実施します。 

3,400,000

・市が地域と連携実施する総

合防災訓練において、子育て

世代の災害への備えに関する

講座を実施し、子育て世代を

含む幅広い年齢層の方から参

加があり、参加者は 64名と、

昨年度の 42 名を大きく上回り

ました。参加者からは、「参考

になった。災害への備えが甘

かったので、これから準備し

たい」 などの意見が寄せられ

ました。 

・災害食・地域防災講座イン

ストラクター（23名中 17名

が女性）により、男女・幅広

い年齢層に男女共同参画の視

点を踏まえた災害食講座を実

施しました（5団体、参加総

数 118 名）。 

・総合防災訓練で

は、開催町内区域

に限らず、多くの

地域から参加して

もらい、子育て世

代向けの講座を継

続実施し、男女共

同参画の視点を踏

まえた災害への備

えに関する支援を

行います。 

3,400,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

自主防災会等が実施する

地域の防災訓練等につい

て、主に次の事項を中心

とし、災害発生時に必要

な備え等の男女共同参画

の視点を踏まえたアドバ

イスやワークショップ等

の支援を行います。 

・市が地域と連携実施す

る総合防災訓練において

子育て世代の災害への備

えに関する講座を実施し

ます。 

・災害食・地域防災講座

インストラクターによる

災害食講座を地域の防災

訓練で実施します。 

 

 

2,865,000

・令和元年度は台風 19号の影

響により総合防災訓練を中止

しました。 

・災害食・地域防災講座イン

ストラクター（23名中 17名

が女性）により、男女・幅広

い年齢層に男女共同参画の視

点を踏まえた災害食講座を実

施しました（5団体、参加総

数 137 名）。 

・総合防災訓練な

ど地域と連携し

た訓練において、

子育て世代向け

の講座を実施す

るなど、男女共同

参画の視点を踏

まえた災害への

備えに関する支

援を行います。 

2,865,000

令和２年度 

自主防災会等が実施する

地域の防災訓練等につい

て、主に下記事項を中心

とし、災害発生時に必要

な備え等の男女共同参画

の視点を踏まえたアドバ

イスやワークショップ等

の支援を行います。 

・市が地域と連携実施す

る総合防災訓練において

子育て世代の災害への備

えに関する講座を実施し

ます。 

・市が地域と連携実施す

る水防避難訓練における

講座で男女共同参画の視

点を取り入れます。 

 

 

2,860,000

・10 月 29 日に実施した総合

防災訓練において、液体ミル

クのお試し会や、助産師会に

よる、助産師ならではの目線

での災害への備え講座など、

子育て世代へ向けた防災の啓

蒙を行いました。 

・8月 25 日に実施した水防避

難訓練において避難場所運営

訓練を実施しました。その中

で、避難所運営には女性の視

点も欠かせないこと、避難所

運営委員会には、多くの女性

の参加がふさわしい事を講座

形式で周知しました。 

・総合防災訓練

などの地域と連

携した訓練にお

いて、女性の視

点を取り入れた

訓練内容とワー

クショップ内容

を拡充し、広く

防災力の向上に

向けた支援を行

います。 

2,860,000
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令和３年度 

（最終年度） 

自主防災会等が実施する

地域の防災訓練等につい

て、主に下記事項を中心

とし、災害発生時に必要

な備え等の男女共同参画

の視点を踏まえたアドバ

イスやワークショップ等

の支援を行います。 

・地域と連携実施する総

合防災訓練において男女

共同参画の視点を取り入

れます。 

・中越市民防災安全士会

女性部と連携して、災害

食に関するワークショッ

プを実施します。 

2,062,000

・令和３年８月 29 日（日曜

日）に行う総合防災訓練おい

て、男女共同参画の視点を踏

まえた感染症対策物資の組立

作業を行います。 

・令和３年９月 25 日（土曜

日）、26日（日曜日）に行わ

れる「みんなの防災フェア」

と連携し、男女・幅広い年齢

層を対象に災害食に関する体

験会を開催予定。 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・総合防災訓練などの地域と連携した訓練において、子育て世代向けの講座を実施するなど、男女共同

参画の視点を踏まえた災害への備えに関する支援を実施できた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

地域での防災活動において、引き続き男女共同参

画の視点を取り入れた訓練の支援を継続し、男女・

幅広い年齢層の参加を促し、地域防災力の向上に

取り組む。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （６）防災活動への女性の参画推進 

事業№ 20 事業名 女性のための防災講座の実施 

内 容 
女性の視点に立った災害時に必要な備えや知識を身につけるとともに、主体的に行動出来

る人材の育成を図ります。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・地域の防災リーダーや
避難所運営にあたる市職
員を対象に、「男女共同
参画の視点での防災講
座」を実施します。（８
月 29 日 講師：桑原 
昭さん） 

61,000 

・災害時に避難所勤務となる女
性職員及び地区防災リーダーを
対象に、「男女共同参画の視点で
の防災講座」を実施し、男女共
同参画の視点が必要不可欠であ
ることを学び、グループワーク
では誰もが安心できる避難所づ
くりについて具体的に考えまし
た。 
開催日：8月 29 日／会場：消防
本部／参加：37 名／講師：学校
防災アドバイザー 桑原 昭さ
ん 
・アンケートでは、「女性として
の立場から意見を活かしたり周
囲の方を助けたい」「人と人、男
女がそれぞれ協力し合っていか
なければならないと思った」等
の感想が寄せられました。 

・29 年度は市職
員については女
性のみ対象とし
て実施したが、今
後は性別や年代
に関わらず多様
性に配慮した形
で実施していき
ます。 
事業名は「女性の
ための防災講座」
となっているが、
内容は「男女共同
参画の視点での
防災講座」として
実施していきま
す。 

32,000 

平成 30 年度 

・地区防災センター配置
職員(男女問わず)や自主
防災会長を対象に、「男
女共同参画の視点での防
災講座」を実施します。 
日時：9月 19日 
会場：まちなかキャンパ
ス長岡 
講師：減災と男女共同参
画 研修推進センター 
共同代表 浅野 幸子さ
ん 

72,000 

・災害時に避難所勤務となる女
性職員及び地区防災リーダーを
対象に、「男女共同参画の視点で
の防災講座」を実施し、男女共
同参画の視点が必要不可欠であ
ることを学び、グループワーク
では誰もが安心できる避難所づ
くりについて具体的に考えまし
た。 
開催日：9月 19 日／会場：まち
なかキャンパス長岡／参加：53
名／講師：減災と男女共同参画
研修推進センター 共同代表 
浅野 幸子さん 
・アンケートでは、「男性視点し
かなかったので参考になった」
「『女性は何をする』『男性は何
をする』と決めることなく、自
分が出来る事をすることが大切
だと思った」等の感想が寄せら
れました。 

・引き続き、男女
共同参画の視点
から地区防災セ
ンター配置の市
職員と自主防災
会長を対象に性
別や年代を限定
せず実施する必
要があります。 

60,520 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・地区防災センター配置
職員(男女半々)や自主防
災会長を対象に、「男女共
同参画の視点での防災講
座」を実施します。 
日時：9月４日 
会場：まちなかキャンパ
ス長岡 
講師：静岡大学教授 池
田恵子さん 

72,000

・災害時に避難所勤務となる
女性職員及び地区防災リーダ
ーを対象に、「男女共同参画の
視点での防災講座」を実施
し、男女共同参画の視点が必
要不可欠であることを学び、
グループワークでは誰もが安
心できる避難所づくりについ
て具体的に考え、行動に移す
ための意識啓発を行いまし
た。 
開催日：9月４日／会場：ま
ちなかキャンパス長岡／参
加：58名（うち女性 30名）
／講師：池田恵子さん 
・アンケートでは、「災害であ
っても様々な性暴力が起こり
えると認識できた」「男女共同
参画の考え方を取り入れた研
修を初めて受け、とても勉強
になった」等の感想が寄せら
れました。 

・引き続き、男女
共同参画の視点
から地区防災セ
ンター配置の市
職員と自主防災
会長を対象に性
別や年代を限定
せず実施する必
要があります。 

71,380

令和２年度 

・地区防災センター配置職員

(男女半々)対象に、「男女共

同参画の視点での防災講座」

を実施します。 

日時：9月 16日 

会場：まちなかキャンパス長

岡 

講師：減災と男女共同参画 

研修推進センター共同代表 

浅野幸子さん 

※事業№3の学習研修企画講

座③の再掲 

73,000

・災害時に避難所に勤務する
市職員を対象に、「男女共同参
画の視点での防災講座」を実
施し、男女共同参画の視点が
必要不可欠であることを学
び、グループワークでは誰も
が安心できる避難所づくりに
ついて具体的に考え、行動に
移すための意識啓発を行いま
した。 
開催日：9月 16 日／会場：ま
ちなかキャンパス長岡／参
加：23名（うち女性 12名）
／講師：浅野幸子さん 
・アンケートでは、「様々な視
点、経験を持った多様性のあ
る人々から避難所運営に参画
してもらうことが重要」「意思
決定に女性がいないことを当
たり前に思っているところが
あった」等の感想が寄せられ
ました。 

・引き続き、男
女共同参画の視
点から地区防災
センター配置の
市職員を対象に
性別や年代を限
定せず実施する
必要がありま
す。 

60,840

令和３年度 

（最終年度） 

・地区防災センター配置職員

(男女半々)対象に、「男女共

同参画の視点での防災講座」

を実施します。 

※研修録画の配信を予定 

日時：9月 16日 

会場：まちなかキャンパス長

岡 

講師：減災と男女共同参画 

研修推進センター共同代表 

浅野幸子さん 

※事業№3の学習研修企画講

73,000 ・開催準備中   
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座③の再掲 

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・地区防災センター運営の主体となる市職員や地区防災リーダーから、男女のバランスを考慮して出

席してもらうことで、女性視点で災害時に必要な備えや知識を意識できる人材を育成することができ

た。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・国は「男女共同参画の視点からの防災・復興ガ

イドライン」の中で、地域の防災リーダーの育成

等において女性の視点からの取組を進め地域の災

害対応力を強化するよう市町村に求めています。

本市においても男女の地区防災センター配置職員

や地区防災リーダーを対象とした講座を継続して

開催することで、女性の視点に立った防災活動を

行える人材を育成する必要がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （６）防災活動への女性の参画推進 

事業№ 21 事業名 女性消防団員の育成 

内 容 
女性消防団員を積極的に採用するとともに訓練や研修の受講等を通じて資質向上を図りま

す。 

推進課 消防本部総務課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

 県消防学校のカリキュ

ラムを受講するととも

に、各種訓練、研修及び

高齢者世帯への防火訪問

指導等を実施し、女性消

防団員の資質向上を図り

ます。（新） 

1,825,000

計画どおりの研修・訓練等を

実施したほか、市民等に対す

る応急手当指導を実施しまし

た。 

また、６月の学生消防隊の発

足に伴い、学生の女性消防団

員を 13人採用するなどして、

年度途中で女性消防団員の増

加が認められました。（31人

→44人） 

 

・消防学校女性消防団員科入

校：2 人 

・研修会等：9回 113 人 

・防災訓練等：4回 53 人 

・高齢者世帯防火訪問指導：

13回 40 人 

・防火広報等：25人 

・応急手当指導：19人 

学生以外の女性消

防団員の募集方法

などについて、見

直しを検討すると

ともに、女性消防

団員の魅力ある活

動のＰＲ方法など

を検討していきま

す。 

2,330,641

平成 30 年度 

 県消防学校のカリキュ

ラムを受講するととも

に、各種訓練、研修及び

高齢者世帯への防火訪問

指導等を実施し、女性消

防団員の資質向上を図り

ます。 

また、消防のイベントな

どで活動のＰＲを行うほ

か、市民に対する応急手

当普及活動に積極的に取

り組んでまいります。 

2,172,100

 学生団員の卒業や配偶者の

転勤などにより、前年と比べ

て女性団員数が減少となりま

した（44 人→37人）が、計画

どおりの研修・訓練等を実施

したほか、市民等に対する応

急手当指導も前年と同程度実

施することができました。 

 

・消防学校女性消防団員科入

校：1 人 

・研修会等：12回 110 人 

・防災訓練等：4回 54 人 

・高齢者世帯防火訪問指導：

12回 33 人 

・防火広報等：29人 

・応急手当指導：46人 

各種イベントを通

して女性消防団員

の魅力ある活動を

ＰＲしていくとと

もに、地道な勧誘

活動を行っていき

ます。 

また、学生団員が、

卒業（就職）後も各

地域の消防団員と

して活動に参加で

きるように促して

いきます。 

1,939,491 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

 女性消防団員のスキル

アップのために県消防学

校へ入校するとともに、

各種訓練、研修等を通じ

て資質の向上を図りま

す。また、他市の女性消

防団員と積極的に交流を

図り、女性消防団員の入

団促進について情報交換

を行ってまいります。 

2,235,000

 学生団員の卒業や定年によ

る退団などにより、前年と比

べて女性団員が減少となりま

した（37 人→30人）が計画ど

おりの研修・訓練等を実施し

たほか、市民等に対する応急

手当指導も前年と同程度実施

することができました。 

 

・消防学校女性消防団員科入

校：1 人 

・研修会等：14回 85 人 

・防災訓練等：18回 48 人 

・高齢者世帯防火訪問指導：8

回 26 人 

・防火広報等：29人 

・応急手当指導：30人 

活動内容等を紹

介するリーフレ

ットを作成した

ため、各種イベン

トで積極的に配

布しながら勧誘

活動を行ってい

きます。 

1,959,446 

令和２年度 

 新型コロナウイルス感

染症対策の関係で例年ど

おりのイベント等が開催

できないものの、必要な

訓練や研修などを行い、

スキルアップを図ってま

いります。また、学生消

防団員の活動認証によ

り、学生の消防団活動を

積極的にＰＲしていきま

す。 

2,077,000

 8 月の学生団員入団など、

年度途中で女性消防団員の増

加となりました。（30人→35

人） 

新型コロナウイルス感染拡大

防止のため、イベントの中止

や対面による活動ができず、

防火キャンペーン、防災フェ

ア、防火訪問指導、応急手当

指導などの活躍の機会及び広

報、勧誘機会が減少しまし

た。 

また、研修・訓練等も減少

しました。 

 

・消防学校女性消防団員科入

校：1 人 

・研修会等：3回 21人 

・防災訓練等：2回 5人 

パワーポイント、

動画などを活用

し、活動内容等を

わかりやすく説

明し、ＳＮＳなど

も通して女性消

防団員の魅力あ

る活動をＰＲし

ていくとともに、

地道な勧誘活動

を行っていきま

す。 

また、学生団員

が、卒業（就職）

後も各地域の消

防団員として活

動に参加できる

ように促してい

きます。 

971,200 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和３年度 

（最終年度） 

新型コロナウイルス感染

症の感染拡大が収まら

ず、計画していたイベン

ト等が開催できないもの

もあるが、できる範囲

で、必要な訓練や研修な

どを行い、スキルアップ

を図ってまいります。 

また、学生消防団員の活

動認証により、学生の消

防団活動を積極的にＰＲ

していきます。 

1,946,000

 3 月に学生団員の卒業によ

り 6人が退団したが、6月 1

日付けで学生団員 6人が入団

したことにより、女性消防団

員の増減はありませんでし

た。（35人→35 人） 

新型コロナウイルス感染症

への感染及び感染予防に留意

しながら、各種研修・訓練及

び防火キャンペーン、防災フ

ェアでの予防広報活動、高齢

者世帯への防火訪問指導、市

民への応急手当指導等を実施

する予定です。 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・女性消防団員数は横ばいであるが、県消防学校の研修受講、県内女性消防団との交流、市民への予防

広報活動、応急手当指導などを継続して行ってきたことにより、資質向上が図れた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・全国的に消防団員数が減少する中、女性団員の

採用は、国も重点的に取り組んでおり、増加傾向

にある。本市においても女性消防団員の活躍が期

待されていることから、今後も「防災活動への女

性の参画推進」の施策として引き続き取組みを進

める必要がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （７）男女の生涯を通じた健康支援 

事業№ 22 事業名 ながおかヘルシープラン 21推進事業 

内 容 

男女がともに、市民のありたい姿「人とひと輝く笑顔がはぐくむ健康なまちながおか」を実現する

ため、具体的な健康目標を設定し、その目標の達成に向けて市民、地域、行政が連携しながら、生

涯を通じた健康づくりに取り組みます。 

「からだ」「こころ」｢地域｣での取り組みは、健康寿命の延伸に繋がることを目指しています。 

推進課 健康課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・ながおかヘルシープラン推

進協議会で、毎年の進捗状況

を評価します。 

・健康なまちづくり普及啓発

として生活習慣病予防部会を

開催します。 

・上記部会員で青年期・壮年

期男性の健康づくり事業を実

施します。 

・女性が健康でいきいきと生

活できることを目標に 5回コ

ースの教室「ココカラ・アン

チエイジング」を実施しま

す。 

・地域における活動の推進と

して、健康づくり会議・健康

づくり関係者研修会・ウォー

キングマップの作成を行いま

す。 

・関係機関との連携の強化と

して、事業評価と推進連絡会

議を行います。 

 

553,000

・ながおかヘルシープラン 21推

進協議会を開催しました。学童期

からの食についての健康教育が大

事であることや運動の普及啓発の

必要性が話し合われました。出席

委員 10人中、女性は一人でし

た。関係課、支所、健康課から

36人が出席しました。 

・健康なまちづくり普及啓発とし

て生活習慣病予防部会を開催しま

した。そこでは青年期・壮年期男

性を対象に「父の日企画（家族で

守ろうパパの健康）」イベントを

実施しました。リバーサイド千秋

で、体組成や血糖測定等の健康チ

ェック・医師による健康相談・フ

ィットネスコーナー・栄養士によ

る栄養相談コーナーを設けて、青

年期・壮年期男性から健康に関心

持ってもらえる機会としました。

133 人の参加でしたが 6割が市外

の方でした。 

・女性が健康でいきいきと生活で

きることを目標に 5回コースの教

室「ココカラ・アンチエイジン

グ」を実施しました。29年度は

金曜日の夜に、より参加しやすい

よう 4回コースの講座と単発の講

座を行いました。28人の申し込

みで延べ 120 人の参加でした。 

・地域における活動の推進とし

て、健康づくり会議・健康づくり

関係者研修会・ウォーキングマッ

プの作成を行いました。健康づく

り会議は 5支所地域で行い、子供

から高齢者までテーマは様々です

が、住民参加で地域の健康課題を

検討しました。 

参加者は延べ 83人でした。健康

づくり関係者会議はコミセンや包

括支援センター等が参加し、地域

の健康づくりの啓発について研修

 

・「父の日企画」は

29年度で 8回目。

リバーサイド千秋を

会場に不特定多数の

参加があるが、参加

者のうち市民が 4割

であるため、30年

度は会場をアオーレ

長岡に変更して実施

します。 

・「ココカラ・アン

チエイジング」は 4

年目。青壮年期女性

への健康づくりの啓

発はできたが、内容

や目的が多世代健康

づくりセミナーと重

複するため 30年度

は廃止します。 

・地域における活動

の推進については、

コミセンや関係機関

の意見を伺いなが

ら、地域健康づくり

の推進に向けて会議

や研修会等を継続し

ていきます。 

 

 

・中間評価の結果を

踏まえ、第 2次なが

おかヘルシープラン

21を推進していき

ます。その際には権

利の視点を意識して

進捗管理していきま

す。 

 

344,433
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しました。当初 50名の申し込み

でしたが大雪により 30名と参加

者が減りました。ウォーキングマ

ップは 1地区で作成され、その後

ウォーキング大会が開催されまし

た。 

・関係機関との連携の強化とし

て、中間評価部会で 163 事業につ

いて、お互いの活動や事業を理解

しながら評価を行いました。関係

団体 26、関係課 15、10 支所が参

加しました。 

平成 30 年度 

・ながおかヘルシープラン推

進協議会で、中間評価の結果

で評価が下がっていた青壮年

期男性へのアプローチを検討

していきます。また健康支援

だけでなく、権利の視点も意

識した計画となるよう進捗状

況を評価します。 

・健康なまちづくり普及啓発

として、アプローチしにくい

青壮年期男性対象の「父の日

企画」を継続実施します。医

師や栄養士による健康相談や

健康チェック等で青壮年期男

性の健康への意識を高めてい

きたいため、市民が参加しや

すいアオーレ長岡に会場を変

更します。 

・地域における活動の推進に

ついては、住民参加の健康づ

くりを推進するために、コミ

センと協働で健康づくり会

議、健康づくり関係者研修

会、ウォーキングマップ作成

を継続します。29年度の健康

づくり会議は支所地域のみが

実施しましたが、30年度は 2

コミセンでも実施します。健

康づくり関係者研修会は天候

に左右されずに参加できるよ

う 8月に開催します。ウォー

キングマップは 1地区で作成

します。 

・関係機関との連携強化で

は、引き続き関係団体と各事

業の評価をし、推進連絡会議

を行います。 

516,000

・ながおかヘルシープラン推進協

議会の委員は 2年任期であり、30

年度は新たな委員となりました。

委員は 16名で、その内女性は 7

名で女性登用率は 43.8％です。

推進協議会は 2月 8日に開催し、

13名の委員が出席し、内女性委

員の出席は 5名でした。 

・ヘルシープランの進捗管理とし

て、関係課、関係機関とで年 1回

推進連絡会議を開催しています。

12月 19 日に開催し 37名が出席

し、その内女性は 27名でした。

・ながおかヘルシープラン２１

は、年齢や性別、障がいの有無に

かかわらず、すべての市民が地域

でいきいきと自分らしく暮らせる

ことを目指してつくられた、健康

なまちづくり計画です。育児中で

も健診を受けやすいように、健診

日に保育サービスを設けていま

す。また、推進協議会では外国人

に健康情報が届きやすい環境整備

について意見が出ました。・健康

なまちづくり普及啓発として、ア

プローチしにくい青壮年期男性対

象の「父の日企画」を 6月 3日に

アオーレで開催しました。168 人

の参加があり、その内女性が 103

人でした。例年リバーサイド千秋

を会場にしていましたが、市外の

参加が 5割を超えるため、市民が

参加しやすいよう、アオーレで開

催しました。市内在住者は 9割を

超えましたが、60歳未満が４割

（例年 8割）と激減しました。 

・中間評価の結果を

踏まえ、第２次なが

おかヘルシープラン

を推進していくとと

もに、第３次ながお

かヘルシープラン

21 に向けた準備を

進めていきます。子

育てや介護をしてい

る方が参加しやすい

健診や相談会を工夫

していきます。 ま

た外国人に健康情報

が届きやすい環境整

備について検討して

いきます。     

 

・「父の日企画」は来

年度で 10回目。アオ

ーレ長岡会場では狙

っている青壮年期世

代の参加者が少なか

ったため、来年度の

会場はリバーサイド

千秋に戻します。 

         

・地域における活動

の推進については、

コミセンや関係機関

の意見を伺いなが

ら、地域健康づくり

の推進に向けて会議

や研修会等を継続し

ていきます。    

429,817

  



第２次ながおか男女共同参画基本計画 進捗管理・総括表 

- 71 - 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円）

令和元年度 

・ながおかヘルシープラ
ン推進協議会で、中間評
価の結果を踏まえ青壮年
期男性へのアプローチを
検討していきます。また
子育てや介護をしている
方が利用、参加しやすい
健診や相談会を検討しま
す。外国人に健康情報が
届くような環境整備を検
討します。 
・健康なまちづくり普及
啓発として、アプローチ
しにくい青壮年期男性対
象の「父の日企画」を継
続実施します。 
・地域における活動の推
進については、住民参加
の健康づくりを推進する
ために、コミセンと協働
で健康づくり会議、健康
づくり関係者研修会を継
続します。 
・関係機関との連携強化
では、引き続き関係団体
と各事業の評価をし、推
進連絡会議を行います。 

417,000

・R1 年度のながおかヘルシープ

ラン推進協議会の委員は 2年任期

の 2年目で前年度同様、委員は

16名で、その内女性は 7名で女

性登用率は 43.8％です。推進協

議会は 1月 17日に開催し、14名

の委員が出席し、内女性委員の出

席は 6名でした。 

・ヘルシープランの進捗管理とし

て、関係課、関係機関とで年 1回

推進連絡会議を開催しています。

９月 30日に開催し 34名が出席

し、その内女性は 24名でした。

・ながおかヘルシープラン２１

は、年齢や性別、障がいの有無に

かかわらず、すべての市民が地域

でいきいきと自分らしく暮らせる

ことを目指してつくられた健康な

まちづくり計画です。育児中でも

健診を受けやすいように、健診日

に保育サービスを設けています。

また、H30 年度の推進協議会で外

国人に健康情報が届きやすい環境

整備について意見が出ましたの

で、こころの健康相談会チラシの

英語版を作成しました。 

・健康なまちづくり普及啓発とし

て、アプローチしにくい青壮年期

男性対象の「父の日企画」を 6月

16日にリバーサイド千秋で開催

しました。232人の参加者のうち

男女の比率はほぼ同率で、20～50

歳代が 5割でした。チラシを保育

園に配布したことで、例年より市

内の青壮年期の男性の参加率が伸

びたと考えられます。 

・中間評価の結果
を踏まえ、第２次
ながおかヘルシー
プランを推進して
いくとともに、第
３次ながおかヘル
シープラン 21 に
向けた準備を進め
ていきます。引き
続き子育てや介護
をしている方が参
加しやすい健診や
相談会を工夫する
とともに、年齢や
性別、国籍等によ
らず健康情報が届
きやすい環境整備
について検討して
いきます。 
・「父の日企画」は
実行委員に加え青
年会議所とも話し
合う機会を設け、
働き盛り世代への
健康づくりの普及
啓発を図ります。
・地域における活
動の推進について
は、コミセンや関
係機関の意見を伺
いながら、地域健
康づくりの推進に
向けて会議や研修
会等を継続してい
きます。     

329,289
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和２年度 

・中間評価の結果を踏ま
え、第２次ながおかヘル
シープランを推進してい
くとともに、ながおかヘ
ルシープラン 21推進協議
会では、医療、保健、福
祉、教育等様々な分野の
委員により各ライフステ
ージの健康づくりの推進
について協議します。ま
た第 3次計画に向けて準
備を進めます。 
・関係機関との連携強化
では、引き続き関係団体
と各事業の評価をし、推
進連絡会議を行います。 

321,000

・ヘルシープラン 21推進協議

会は令和 2 年度新たに委員 16

名が就任し、女性登用率は

43.8％です。2年度の協議会は

コロナの影響で書面会議とし

ました。 

・関係機関との連携強化では、

10 月 7 日に推進連絡会議、10

月 13 日に生活習慣病予防部

会、12 月 24 日に歯科保健連絡

会議を開催しました。 

・H29 の中間評価の結果から改

善が見られない青壮年期の健

康課題をテーマに、推進協議

会、推進連絡会議、生活習慣病

予防部会で検討しました。ま

た、歯科保健連絡会議でも、学

校保健以降の口腔ケアの必要

性について意見が出ました。

・第 3次計画に向けて、国、県

の動向を踏まえ準備を進めて

います。 

・中間評価の結果

を踏まえ、第２次

ながおかヘルシー

プランを推進して

いくとともに、国

や県の動向を踏ま

えて、第３次計画

に向けた準備を進

めていきます。 

・計画を推進する

ためには、関係機

関との連携が重要

ですので、コロナ

ウイルス禍ではあ

りますが、顔を合

わせて検討する場

を工夫していきま

す。 

53,565

令和３年度 

（最終年度） 

ながおかヘルシープラン
21 推進協議会では、医
療、保健、福祉、教育等
様々な分野の委員により
各ライフステージの健康
づくりの推進について協
議します。また第 3次計
画に向けて準備を進めま
す。 

・関係機関との連携強化

では、引き続き関係団体

と各事業の評価をし、推

進連絡会議を行います。 

310,000

・ヘルシープラン 21推進協議

会は2年任期の2年目で前年度同

様、委員は 16名で、その内女性は

7名で女性登用率は 43.8％です。

３年度の協議会は 12 月に開催

する予定です。 

・関係機関との連携強化では、

9 月に推進連絡会議、10 月に生

活習慣病予防部会、12 月に歯

科保健連絡会議を開催する予

定です。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・男女がともに、市民のありたい姿「人とひと輝く笑顔がはぐくむ健康なまちながおか」を実現するため、具体

的な健康目標を設定し、その目標の達成に向けて市民、行政、関係機関（医療、保健、福祉、教育等）様々な分

野の方々と連携し、女性視点を取り入れながら各ライフステージの健康づくりに取り組むことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・国の健康日本 21が目指す、健康寿命の延伸に向けて、

第 2次ながおかヘルシープラン 21を評価し、その結果

をもとに第 3次計画を策定し、今後も市民、地域（関係

機関）行政と連携しながら、各ライフステージの健康づ

くりに取り組んでいく必要がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （７）男女の生涯を通じた健康支援 

事業№ 23 事業名 子宮がん・乳がん検診 

内 容 
がんの早期発見・早期治療のため、がん検診を実施するとともに、正しい知識の普及を図

ります。 

推進課 健康課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

平成 29 年度 

・子宮がん、乳がん検診

を実施します。土日検診

を実施し、受診しやすい

体制を整えます。    

・一定年齢の女性に対

し、子宮がん・乳がん検

診の無料クーポン券及び

検診手帳を 20歳(子宮が

ん)、40歳(乳がん)へ配

布します。       

・保育サービスを行う検

診日を設け、育児中でも

検診を受診しやすい体制

を整えます。 

224,120,000

・子宮がん・乳がん検診を実施

し、受診者数は子宮がん検診

5,607 人、乳がん検診 6,582 人

（前年：子宮がん検診 5,821 人、

乳がん検診 6,522 人）でした。子

宮がん検診は微減、乳がん検診は

微増となりました。 

・子宮がん・乳がん検診の無料ク

ーポン券及び検診手帳を配布し、

がん検診の受診促進と正しい知識

の普及・啓発を図りました。 

・育児中でも検診を受診しやすい

ように、健診日に保育サービスを

7日間設けました。昨年度より日

程を 1日増やし、計 83人(前

年:66 人)の利用がありました。

・子宮がん検診の

受診率が伸び悩ん

でおり、特に子宮

がんが増加してい

る 20～30 代の女

性の受診率を上げ

ることが課題であ

ると考えます。 

198,757,580

平成 30 年度 

・子宮がん、乳がん検診
を実施します。土日検診
を実施し、受診しやすい
体制を整えます。  
・若い世代の子宮がん検
診受診率向上のため、市
内の学生向けイベント
や、乳幼児健診での母親
に向けた啓発活動を行っ
ていきます。 
・一定年齢の女性に対
し、子宮がん・乳がん検
診の無料クーポン券及び
検診手帳を 20歳(子宮が
ん)、40歳(乳がん)へ配
布します。       
・保育サービスを行う検
診日を設け、育児中でも
検診を受診しやすい体制
を整えます。 

215,051,000

・子宮がん・乳がん検診を実施

し、受診者数は子宮がん検診

5,598 人、乳がん検診 6,231 人

（前年：子宮がん検診 5,607 人、

乳がん検診 6,582 人）でした。受

診率は乳がん検診 6.9％、子宮が

ん検診 4.8％（県平均：乳がん検

診 8.8％、子宮がん検診 7.1％）

でした。 

・子宮がん・乳がん検診の無料ク

ーポン券及び検診手帳を配布し、

がん検診の受診促進と正しい知識

の普及・啓発を図りました。 

・育児中でも検診を受診しやすい

ように健診日に保育サービスを 8

日間(午前 8回、午後 2回)設け、

計 77人(前年 83人)の利用があり

ました。 

・若い世代の子宮がん検診受診率

向上のため、市内の学生向けイベ

ント等で啓発チラシの配布を行い

ましたが、受診率向上には至りま

せんでした。 

・若年層の子宮が
ん検診受診率向上
のため、イベント
等での啓発を継続
するとともに、リ
コール通知（過去
に一度受診したこ
とがある者へ再通
知）等を実施して
いきます。 
・保育サービスに
ついて、申し込み
が多い午前中の日
程を増やし、より
多くの方に利用し
ていただけるよう
調整します。 

187,278,148
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

・子宮がん、乳がん検診を

実施します。土日検診を実

施し、受診しやすい体制を

整えます。  

・若い世代の子宮がん検診

受診率向上のため、市内の

学生向けイベントや、乳幼

児健診での母親に向けた啓

発活動を行っていきます。 

・若年層の子宮がん検診受

診率向上のため、過去に受

診したことがある者にリコ

ール通知を送付します。 

・一定年齢の女性に対し、

子宮がん・乳がん検診の無

料クーポン券及び検診手帳

を 20歳(子宮がん)、40歳

(乳がん)へ配布します。  

・保育サービスについて日

程を見直し、申し込みが多

い午前中の日程を 1回増や

し、より利用しやすい体制

を整えます。 

235,459,000

・子宮がん・乳がん検診を実施

し、受診者数は子宮がん検診

5,417 人、乳がん検診 6,368 人

（前年：子宮がん検診 5,598

人、乳がん検診 6,231 人）でし

た。受診率は、子宮がん検診

4.7％、乳がん検診 7.1％でし

た。 

・子宮がん・乳がん検診の無料

クーポン券及び検診手帳を配布

し、がん検診の受診促進と正し

い知識の普及・啓発を図りまし

た。 

・育児中でも検診を受診しやす

いように健診日に保育サービス

を 9日間(午前 9回、午後 2回)

設け、計 75人(前年 77人)の利

用がありました。 

・若い世代の子宮がん検診受診

率向上のため、乳幼児健診を受

診した保護者に対して、啓発パ

ンフレットを配布し、受診勧奨

を行いました。 

・若年層の子宮が

ん検診受診率向上

のため、イベント

等での啓発を継続

するとともに、リ

コール通知（過去

に一度受診したこ

とがある者へ再通

知）等を実施して

いきます。 

・引き続き保育サ

ービスを利用でき

る健診日を設け

て、子育て中の方

等、より多くの方

に利用していただ

けるよう調整しま

す。 

205,389,132

令和２年度 

・子宮がん、乳がん検診を

実施します。土日検診を実

施し、受診しやすい体制を

整えます。 

・若い世代の子宮がん検診

受診率向上のため、乳幼児

健診での母親に向けた啓発

活動を行っていきます。 

・若年層の子宮がん検診受

診率向上のため、過去に受

診したことがある者にリコ

ール通知を送付します。 

・一定年齢の女性に対し、

子宮がん・乳がん検診の無

料クーポン券及び検診手帳

を 20歳(子宮がん)、40歳

(乳がん)へ配布します。 

・保育サービスの利用でき

る健診日を設けて、より利

用しやすい体制を整えま

す。 

207,599,000

・子宮がん、乳がん検診を実施

し、受診者数は子宮がん検診

3,712 人（受診率 3.2％）、乳が

ん検診 4,333 人（受診率

4.8％）でした。コロナウイルス

禍の影響により、受診者数は前

年度比約３割減となっていま

す。 

・受診率向上のため、当該年度

無料クーポン券対象者で未受診

者への勧奨通知及びリコール通

知（過去に一度受診したことが

ある者への再勧奨）を計約

3,200 通送付しました。 

・子宮がん、乳がん検診の無料

クーポン券及び検診手帳を約

3,000 部配布し、がん検診の受

診勧奨と正しい知識の普及、啓

発を図りました。 

・育児中でも検診を受診しやす

いよう健診日に保育サービスを

7日間(午前 7回、午後 2回)設

け、計 34人の利用がありまし

た。 

・若い世代の子宮がん検診受診

率向上のため、乳幼児健診を受

診した保護者に対して、啓発パ

ンフレットを約 2,200 枚配布

し、受診勧奨を行いました。 

がん検診受診者数

の減少が課題で

す。コロナウイル

ス禍による受診控

えの影響が、次の

検診受診時の進行

がんの発見につな

がらないよう、引

き続き受診率向上

対策を実施してい

きます。 

・若年層の子宮が

ん検診受診率向上

のため、イベント

等での啓発を継続

するとともに、受

診勧奨通知を送付

していきます。 

・引き続き検診時

の保育サービスや

土日検診の実施、

女性限定検診日等

を設定すること

で、より多くの方

に利用していただ

けるよう調整しま

す。 

147,580,164
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和３年度 

（最終年度） 

・子宮がん、乳がん検診を

実施します。土日検診を実

施し、受診しやすい体制を

整えます。 

・若年層の子宮がん検診受

診率向上のため、過去に受

診したことがある者に受診

勧奨通知を送付します。 

・子宮がん、乳がん検診の

無料クーポン券及び検診手

帳を 20歳(子宮がん)、40

歳(乳がん)の女性へ配布し

ます。 

・保育サービスの利用でき

る健診日を設けて、より利

用しやすい体制を整えま

す。 

・若い世代の子宮がん検診

受診率向上のため、乳幼児

健診で母親に向けた啓発活

動を行っていきます。 

212,197,000

・子宮がん、乳がん検診を実施

しています。市民からの要望に

応えて計 9回女性限定健診日を

計画しています。又、働き盛り

の世代が受診しやすいよう、土

日検診を計 7回計画していま

す。 

・受診率向上のため、過去に受

診したことがある者や今年度無

料クーポン券対象者で未受診者

への勧奨通知送付を計画してい

ます。 

・子宮がん、乳がん検診の無料

クーポン券及び検診手帳を約

2,800 部配布し、がん検診の受

診勧奨と正しい知識の普及、啓

発を図りました。 

・育児中でも検診を受診しやす

いよう、健診日に保育サービス

を 10日間(午前 10回、午後 2

回)計画しています。 

・若い世代の子宮がん検診受診

率向上のため、乳幼児健診を受

診した保護者に対して、啓発パ

ンフレットを配布する予定で

す。 

  

 

  

  ５か年の評価 ３．計画を下回ったが一定の成果はあった 

上記の評価をした理由 

・市民からの要望に基づき、受診しやすい検診体制を整備することができた。 

・平成 29 年度からがん検診受診率は減少傾向である。コロナウイルス禍の影響により、令和２年度は

大幅に受診率が減少した。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・がん検診受診者数減少は全国的な課題である。

今後もがんの早期発見・早期治療及び正しい知識

の普及・啓発のために、国や県と連携してがん検

診受診率向上対策に取り組んでいく必要がある。

・特に子宮がんと乳がんは働き盛り世代に多いが

んであり、若年層へのがん検診受診勧奨が重要で

ある。引き続き受診率向上対策や受診しやすい検

診体制の整備を実施していく。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （７）男女の生涯を通じた健康支援 

事業№ 24 事業名 妊娠・出産期における健康支援 

内 容 

妊娠届を受理し、母子健康手帳を交付します。妊娠届を提出した妊婦に産婦人科医療機関

で妊婦健診を行い、妊娠中の疾病の予防・早期発見により安全な出産に備えます。また保

健指導を行い、母子保健サービスを紹介します。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・母子手帳交付（予定人

数 2,200 人） 

・妊婦健診受診（予定延

べ回数 25,850 回） 

・窓口相談・電話相談を

実施します。 

224,733,000

・母子手帳を 1,949 人に交付

しました。（前年度 1,989 人）

・妊婦健診を 21,985 回（延

べ）実施しました。（前年度

22,530 回） 

・窓口相談 331 件、電話相談

857 件を実施し、妊娠・出産

における健康支援を行いまし

た。（前年度 469 件、1,258

件） 

継続実施 194,549,983

平成 30 年度 

・母子手帳交付（予定人

数 2,100 人） 

・妊婦健診受診（予定延

べ回数 23,920 回） 

・窓口相談・電話相談を

実施します。 

202,928,000

・母子手帳を 1,834 人に交付

しました。（前年度 1,949 人）

・妊婦健診を 20,925 回（延

べ）実施しました。（前年度

21,985 回） 

・窓口相談 356 件、電話相談

927 件を実施し、妊娠・出産

における健康支援を行いまし

た。（前年度 331 件、857 件）

継続実施 189,507,554
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

・母子手帳交付（予定人

数 1,950 人） 

・妊婦健診受診（予定延

べ回数 23,120 回） 

・窓口相談・電話相談を

実施します。 

194,039,000

・母子手帳を 1,704 人に交

付しました。（前年度

1,834 人） 

・妊婦健診を 19,299 回

（延べ）実施しました。

（前年度 20,925 回） 

・窓口相談 303 件、電話相

談 702 件を実施し、妊娠・

出産における健康支援を行

いました。（前年度 356

件、927 件） 

継続実施 175,597,128

令和２年度 

・母子手帳交付（予定

人数 1,900 人） 

・妊婦健診受診（予定

延べ回数 21,524 回） 

・窓口相談・電話相談

を実施します。 

183,916,000

・母子手帳を 1,659 冊（妊

娠届出数 1,640 双胎 19）

交付しました。（前年度

1,704 冊） 

・妊婦健診を 18,908 回

（延べ）実施しました。

（前年度 19,299 回） 

・窓口相談 225 件、電話相

談 734 件を実施し、妊娠・

出産における健康支援を行

いました。（前年度 303

件、702 件） 

 継続実施 172,493,226

令和３年度 

（最終年度） 

・母子手帳交付（予定

数 1,900 冊） 

・妊婦健診受診（予定

延べ回数 21,524 回） 

・窓口相談・電話相談

を実施します。 

178,538,000 実施計画とおりの見込み   

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・母子手帳交付、妊婦健診受診、窓口・電話相談を必要者に実施できた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・対象者が妊娠中から安心・安全に出産を迎えら

れるように行う支援として必要なため。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （７）男女の生涯を通じた健康支援 

事業№ 25 事業名 思春期・青少年相談 

内 容 
20 歳未満の子どもとその保護者を対象に、青少年の非行、学業と進路、交友、男女交際、

不登校、いじめなどの相談を受け付けます。 

推進課 ～R 元 青少年育成課  R２～ 学校教育課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・面接、電話、メールで

の相談を実施します。(受

付時間：月曜日から金曜

日の 9：00～17：00、メー

ルは随時) 

3,552,000

・相談件数は 314 件(前年比

52 件減少)です。内訳はメー

ルが 203 件、電話が 97件、面

接が 14件です。相談者が複数

回の相談をしているので、相

談者実人数は 123 人です。 

・20歳未満の子どもとその保

護者を対象としていますが、

相談対象者は高校生及び無職

少年が圧倒的に多く全体の

89％を占めています。内訳は

「学業進路」が一番多く、続

いて、「非行不良行為」、「不登

校ひきこもり」の順番で、全

体の 82％を占めています。 

・青少年育成センターは、学

校教育課、教育センター、子

ども家庭課との相談業務の連

携を図っています。 

・面接、電話、メー

ルでの相談を実施

し、アドバイスを

したり、情報を提

供しながら問題の

解決に当たりま

す。 

・PR相談カードを

小・中・高校の児童

生徒に配付した

り、PRポスターを

高校及び関係機関

に掲示してもらう

ことで周知の徹底

を図ります。 

3,005,188

平成 30 年度 

・面接、電話、メールで

の相談を実施します。 

（受付期間：月曜日から

金曜日の 9:00 から

17:00、年末年始休日は除

く。メールは随時受付） 

3,585,000

・相談件数は 199 件でした。

内訳はメールが 141 件、電話

が 48 件、面接が 10件でし

た。相談者の中には複数回相

談してくる人がいました。年

間相談者数は 65人でした。ま

た、相談窓口を PR するカード

を市内小・中・高校生に配布

しました。 

・思春期における性や心身に

関する相談については、生涯

を通じた健康支援のひとつと

捉え、成長段階に応じた情報

提供や不安な気持ちに寄り添

いながらアドバイスをしてい

ます。 

・面接、電話、メー

ルでの相談を実施

し、アドバイスを

したり、情報を提

供しながら問題の

解決に当たりま

す。 

・相談PRカードを

小・中・高校の児童

生徒に配付した

り、児童館等に配

付したりします。

・相談PRポスター

を関係機関に掲示

してもらうことで

周知の徹底を図り

ます。 

3,389,182
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・面接、電話、メールで

の相談を実施します。 

（受付期間：月曜日から

金曜日の 9:00 から

17:00、年末年始休日は除

く。夜間及び休日に受け

たメールは翌開館日に返

信） 

3,533,000

・相談件数は 64件でした。内

訳はメールが 14件、電話が

44 件、面接が 6 件でした。年

間相談者数は 58人でした。ま

た、相談窓口を PR するカード

を市内小・中・高校生に配布

しました。 

・思春期における性や心身に

関する相談については、生涯

を通じた健康支援のひとつと

捉え、成長段階に応じた情報

提供や不安な気持ちに寄り添

いながら男女共同参画の視点

も踏まえてアドバイスをして

います。 

教育センターの

教育相談室と青

少年育成センタ

ーの相談機能を

統合したワンス

トップ窓口を開

設し、子どもや保

護者が安心して

相談できる体制

を整備するとと

もに、よりきめ細

かな相談対応を

実施します。 

3,506,163

令和２年度 

・子ども・青少年相談セ

ンターを新設し、面接、

電話、メールでの相談を

実施します。（受付期間：

月曜日から金曜日の 9:00

から 18:00、年末年始休日

は除く。夜間及び休日に

受けたメールは翌開館日

に返信）・カウンセラー兼

スーパーバイザーを配置

し、心のケアや長期化す

る困難事例に男女共同参

画の視点も踏まえて適切

に対応します。 

19,092,000

・面接相談件数は 259 件、面接

相談回数は 2,467 回でした。電

話相談件数は 433 件、電話相談

回数は 871 回でした。年間を通

して寄せられた相談は 692 件、

回数は 3,338 回でした。新しい

相談センターの体制について説

明したパンフレットを 3,000 部

作成し、市内の全ての小・中・

特別支援学校・高等学校・通信

単位制高校・関係機関等に配付

しました。市立学校に向けてリ

モートでの事業説明会を実施し

ました。 

・思春期における性や心身に関

する相談については、生涯を通

じた健康支援のひとつと捉え、

成長段階に応じた情報提供や不

安な気持ちに寄り添いながら男

女共同参画の視点も踏まえてア

ドバイスをしています。 

・小学生から 20

歳未満まで、ワン

ストップで相談

を受ける体制を

続けつつ、外部と

連携したきめ細

かな相談対応を

実施する。 

・自傷や家族の死

に関する相談な

ど深刻なケース

の相談に対応す

るため、カウンセ

ラーの採用と活

用を進める。 

16,557,000

令和３年度 
子ども・青少年相談セン

ターでの面接、電話、メ
20,701,000

・6／13 現在、面接相談件数

は 151 件、面接相談回数は
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（最終年度） ールでの相談を実施しま

す。（受付期間：月曜日か

ら金曜日の 9:00 から

18:00、年末年始休日は除

く。夜間及び休日に受け

たメールは翌開館日に返

信）・カウンセラー兼スー

パーバイザーを拡充し、

心のケアや長期化する困

難事例に男女共同参画の

視点も踏まえて女性に寄

り添い適切に対応しま

す。 

526 回でした。電話相談件数

は 98 件、電話相談回数は 177

回でした。これまでに寄せら

れた相談は 249 件、回数は

703 回でした。相談センター

のパンフレットを 1,500 部作

成し、市内の全ての小・中・

特別支援学校に配付しまし

た。市立学校に向けてリモー

トでの事業説明会を実施しま

した。 

・思春期における性や心身に

関する相談については、生涯

を通じた健康支援のひとつと

捉え、成長段階に応じた情報

提供や不安な気持ちに寄り添

いながら男女共同参画の視点

も踏まえてアドバイスをして

います。 

 

  

  ５か年の評価 ５．計画以上の成果があった 

上記の評価をした理由 

・相談窓口を統一し、相談しやすい体制を構築したことで、相談件数が増加した。 

・カウンセラーの拡充を行い、カウンセラーの指示・助言を受けながら相談をすすめたことで、多くの

相談者の主訴改善につながったのみならず、スタッフのスキルアップを図ることができ、相談の専門性

が向上した。 

・相談時間を１８：００まで延長したことで、来室しやすい環境整備ができ、利便性向上につながっ

た。 

・小学生から 20 歳まで、性的マイノリティに関する相談や、思春期の性の悩み、家庭での性の悩みな

ど、幅広い性の悩みに答えることができたとともに、適切に学校との連携を図り、制服の選択制を取り

入れる、学校での生活環境の配慮を依頼するなど、相談者の問題解決に貢献できた。 

・子ども・青少年の相談を進める中で、母のＤＶ被害や、両親の不仲に関する相談など、相談が家族の

ことに及ぶ場合があり、それらを適切に医療機関や行政機関などの他機関へ引き継ぐことができた。 

・女性に寄り添う男女共同参画の視点を取り入れたことで、女性からの評価も高い。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・子ども・青少年とその保護者の心の拠り所とし

て機能しており、相談数が増加傾向にある。 

・相談員やカウンセラーの拡充が図られてきた

が、施設・設備面で改善を要する点がある。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （７）男女の生涯を通じた健康支援 

事業№ 26 事業名 青少年育成活動 

内 容 

街頭などにおいて、喫煙や怠業、交通マナーなど、青少年の不良行為などに対して声掛け

を行い、反省を促します。また、目に見える不良行為にとどまらず、広く声掛けを行い、

悩みを抱える青少年などへの指導・助言を行います。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・街頭育成活動を
実施します。 
(長岡地域 197
回、栃尾地域 60
回) 

3,812,000 

・街頭育成活動は、長岡地域と栃尾地
域で実施しています。長岡地域では長
岡駅を中心とした地域、川西の大型商
業施設を中心とした２つの地区を、栃
尾地域では主に平日の繁華街や地域で
の祭礼の日に実施しています。 
・街頭育成活動を前年比-66 で 270 回
実施しました。（内訳 長岡 212 回 
栃尾 58回） 
・32 人の青少年に対して、不良行為・
要注意行為にかかわって指導・助言を
行いました。これは、前年比-7です。
（内訳 長岡 31人 栃尾 1 人） 
※近年、街頭育成活動の中では青少年
の不良行為や要注意行為は減る傾向に
あることから、育成員は率先して街中
で見かける青少年に声掛けしていま
す。今年度は 1528 人の青少年に声掛
けをしましたが、前年度比 281 人増と
いう結果でした。（内訳 長岡 1309 人
栃尾 219 人） 

・今後も引き続き
街頭育成活動を
地道に継続し、青
少年がもつ心身
ともに健やかな
成長を遂げてい
こうとする力を
自ら発揮できる
よう、「愛の声か
け」を実施してい
きます。 
・長岡地域におい
ては、商業施設の
分散化が進んで
いるため、育成活
動実施の場所に
ついては育成員
の意見を参考に
検討していきま
す。 

2,422,400

平成 30 年度 

・街頭育成活動を
実施します。 
(長岡地域 180
回、栃尾地域 72
回) 

1,760,000 

・街頭育成活動を 189 回実施しまし
た。 
・16人の青少年に対して、不良行為・
要注意行為にかかわって指導・助言を
行いました。（内訳 男 1人 女 15
人） 
・見た目からは何ら問題がなく見える
青少年が犯罪に巻き込まれるケースが
増えていることから、賞賛や励ましの
声掛けを 1515 人に行いました。（内訳
男 816 人 女 699 人、男女比、男
53.9％、女 46.1％） 
・特に思春期の女性に対しては、性犯
罪に巻き込まれることがないよう華美
な服装や化粧などを見かけたときは、
その場で声掛けをして自分の健康は自
分で守ることの大切さを伝えました。

・今後も引き続き
街頭育成活動を地
道に継続し、青少年
がもつ心身ともに
健やかな成長を遂
げていこうとする
力を自ら発揮でき
るよう、「愛の声か
け」を実施していき
ます。 
・長岡地域におい
ては、商業施設の分
散化に伴い、５地域
１２エリアでの街
頭育成活動を６月
から１０月にかけ
て試行的に実施し
ます。試行的街頭育
成活動の成果と課
題を分析し今後の
街頭育成活動の在
り方を検討します。

1,378,400
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・街頭育成活動を実施し

ます。(長岡地域 208 回、

栃尾地域 52 回) 

1,806,000

・街頭育成活動を 215 回実施

しました。 

・36人の青少年に対して、不

良行為・要注意行為にかかわ

って指導・助言を行いまし

た。（内訳 男 13人 女 23

人） 

・見た目からは何ら問題がな

く見える青少年が犯罪に巻き

込まれるケースが増えている

ことから、称讃や励ましの声

掛けを 1337 人に行いました。

（内訳 男 594 人 女 743

人、男女比、男 44.4％、女

55.6％） 

・特に思春期の女性に対して

は、性犯罪に巻き込まれるこ

とがないよう華美な服装や化

粧などを見かけたときは、そ

の場で声掛けをして自分の健

康は自分で守ることの大切さ

を伝えてきました。 

・令和２年に入

り、新型コロナウ

イルス感染症が

拡大し政府によ

る緊急事態宣言

が発せられたこ

とを受け３月４

日からの活動を

中止してきた。 

・試行的な育成活

動（地域分散型の

活動）は様々な社

会状況を考える

と実施不可能と

判断する。 

・今後も引き続き

街頭育成活動を

実施していくに

は、新しい生活様

式等を考慮しつ

つ、さらに商業施

設経営者への配

慮を十分に心が

けて活動してい

くことが求めら

れる。 

1,341,900

令和２年度 

・街頭育成活動を実施し
ます。 
(長岡地域 120 回、栃尾地
域 24 回) 

916,000

・街頭育成活動を 105 回実施
しました。 
・2人の青少年に対して、不
良行為・要注意行為にかかわ
って指導・助言を行いまし
た。（内訳 男 2人） 
・見た目からは何ら問題がな
く見える青少年が犯罪に巻き
込まれるケースが増えている
ことから、称讃や励ましの声
掛けを 161 人に行いました。
（内訳 男 65人 女 96 人、
男女比、男 40.4％、女
59.6％） 
・特に思春期の女性に対して
は、性犯罪に巻き込まれるこ
とがないよう華美な服装や化
粧などを見かけたときは、そ
の場で声掛けをして自分の健
康は自分で守ることの大切さ
を伝えてきました。 

・新型コロナウ
イルス感染症拡
大防止のため、
４月～６月の活
動を中止した。 
・今後も引き続
き街頭育成活動
を実施していく
には、新しい生
活様式等を考慮
しつつ、さらに
商業施設経営者
への配慮を十分
に心がけて活動
していくことが
求められる。 

538,482 

令和３年度 

（最終年度） 

・街頭育成活動を実施し

ます。 

(長岡地域 120 回、栃尾地

域 24 回) 

911,000

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、可能な範囲で
活動をおこなっていきます。
街中で見かける青少年が少な
くなっていることから今年度
をもって活動を終了する予定
です。 
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  ５か年の評価 ３．計画を下回ったが一定の成果はあった 

上記の評価をした理由 

・青少年の不良行為などは年々見られなくなり、街中で声掛けをする機会は減少したが、広く声掛けを

行うことで、悩みを抱える青少年へ助言を行うことができたため。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・活動が一定の役割を果たしたため。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （７）男女の生涯を通じた健康支援 

事業№ 27 事業名 介護予防事業 

内 容 
高齢者を対象に、介護予防のための事業（運動機能向上事業や認知症予防事業など）を行

います。 

推進課 長寿はつらつ課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・一般介護予防事業とし
て、運動機能向上事業・
認知症予防事業・栄養改
善・うつ予防・口腔機能
向上等事業を実施しま
す。 
・地域において主体的に
介護予防に取り組む団体
やサポーターを支援しま
す。 

63,715,000

・運動機能向上事業を 575
回、延べ 8,629 人、認知症予
防事業を 53 回、延べ 1,101
人、栄養改善・うつ予防・口
腔機能向上等事業を 90回、延
べ 1,712 人に実施し、高齢者
への健康支援を行いました。
・はつらつ広場は、運営経費
として 46団体、介護予防サー
クルは、会場借用費として 29
団体に補助金を交付し、講師
派遣と併せて住民主体の自主
的な介護予防活動が地域にお
いて継続できるように支援を
行いました。また、地域活動
支援事業の担い手として介護
予防サポーター「転ばん隊」
114 人の養成や派遣を行いま
した。 

・参加者が伸び悩
む事業や、リピー
ターが多い様子が
伺われ、方法や内
容など事業の見直
しが必要です。 
・介護予防サーク
ルは高齢化により
活動継続が困難な
団体が増える可能
性があり、必要な
支援を検討しま
す。 

54,967,669

平成 30 年度 

・一般介護予防事業とし
て、運動機能向上事業を
600 回、延べ 9,820 人、認
知症予防事業を 86 回、延
べ 1,785 人、栄養改善・
うつ予防・口腔機能向上
等事業を 93 回、延べ
1,885 人に実施します。 
・はつらつ広場は、新規
に 14 団体拡大し継続団体
と合わせて 60団体に運営
経費を補助し、高齢者の
社会参加と生きがいづく
りを支援します。また、
介護予防サークルの活動
が停滞することなく継続
できるよう 35団体に会場
借用費用を補助し、地域
において主体的に介護予
防に取り組む団体を支援
します。 

60,791,000

・運動機能向上事業を 554
回、延べ 10,243 人、認知症予
防事業を 39 回、延べ 671 人、
栄養改善・うつ予防・口腔機
能向上等事業を 92 回、延べ
1,790 人に実施し、高齢者へ
の健康支援を行いました。 
・はつらつ広場は、運営経費
として 52団体、介護予防サー
クルは、会場借用費として 34
団体に補助金を交付し、講師
派遣と併せて住民主体の自主
的な介護予防活動が地域にお
いて継続できるように支援を
行いました。また、地域活動
支援事業の担い手として介護
予防サポーター「転ばん隊」
87 人の養成や派遣を行いまし
た。 

・参加者が伸び悩
む事業や、リピー
ターが多い様子が
伺われ、方法や内
容など事業の見直
しが必要です。 
・介護予防サーク
ルは高齢化により
活動継続が困難な
団体が増える可能
性があり、必要な
支援を検討しま
す。 

51,503,627
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・一般介護予防事業とし
て、運動機能向上事業を
638 回、延べ 9,848 人、認
知症予防事業を 75 回、延
べ 1,730 人、栄養改善・
うつ予防・口腔機能向上
等事業を 109 回、延べ
2,102 人に実施します。 
・はつらつ広場は、新規
に 8団体拡大し継続団体
と合わせて 60団体に運営
経費を補助し、高齢者の
社会参加と生きがいづく
りを支援します。また、
介護予防サークルの活動
が停滞することなく継続
できるよう 40団体に会場
借用費用を補助し、地域
において主体的に介護予
防に取り組む団体を支援
します。 

57,251,000

・運動機能向上事業を 470
回、延べ 7,856 人、認知症予
防事業を 68 回、延べ 1,270
人、栄養改善・うつ予防・口
腔機能向上等事業を 57回、延
べ 1,070 人に実施し、高齢者
への健康支援を行いました。
・はつらつ広場は、運営経費
として 51団体、介護予防サー
クルは、会場借用費として 38
団体に補助金を交付し、講師
派遣と併せて住民主体の自主
的な介護予防活動が地域にお
いて継続できるように支援を
行いました。また、地域活動
支援事業の担い手として介護
予防サポーター「転ばん隊」
76 人の養成や派遣を行いまし
た。 
・令和元年度から低栄養や口
腔機能低下のリスクが高い方
を対象にした教室を開催し、
性差を含めた個別性に応じた
具体的な助言や支援を行いま
した。 

・参加者が伸び悩
む事業や、リピー
ターが多い教室
が散見されるた
め、小地域での課
題やニーズに合
わせた教室を開
催することで、新
規参加者の獲得
につなげていき
ます。 
・ハイリスク者向
けの教室を開催
することで、引き
続き性差を含め
た個別性に応じ
た具体的な助言
や支援を行い、確
実な生活改善を
促していきます。

45,622,196

令和２年度 

・一般介護予防事業とし
て、運動機能向上事業を
595 回、延べ 9,550 人、認
知症予防事業を 73 回、延
べ 1,615 人、栄養改善・
うつ予防・口腔機能向上
等事業を 78 回、延べ
1,335 人に実施します。 
・はつらつ広場は、51 団
体に運営経費を補助し、
介護予防サークルへは 42
団体に会場借用費用を補
助するとともに、介護予
防に係る講師を派遣する
ことにより、地域におい
て主体的に介護予防に取
り組む団体を支援しま
す。また、地域活動支援
事業の担い手として介護
予防サポーター「転ばん
隊」の養成や派遣を行い
ます。 

50,322,000

・運動機能向上事業を 370

回、延べ 3,666 人、認知症予

防事業を 33 回、延べ 443 人、

栄養改善・うつ予防・口腔機

能向上等事業を 26 回、延べ

250 人に実施し、高齢者への

健康支援を行いました。（新型

コロナウイルス感染拡大防止

のため、2カ月間事業休止） 

・はつらつ広場は、運営経費

として 48団体、介護予防サー

クルは、会場借用費として 35

団体に補助金を交付し、講師

派遣と併せて住民主体の自主

的な介護予防活動が地域にお

いて継続できるように支援を

行いました。また、地域活動

支援事業の担い手として介護

予防サポーター「転ばん隊」

81 人の養成や派遣を行いまし

た。 

・継続教室において、個別性

に応じたアドバイスを行うこ

とで、生涯を通じた健康支援

につなげることができまし

た。 

・これまで介護予
防事業に参加し
ていない方への
働きかけとなる
よう、各地域を回
り共有した課題
に基づき、地域と
共同で教室を開
催していきます。

・小地域での開

催となることか

ら、引き続き個

別性に応じたア

ドバイスを行

い、個人の健康

が維持できるよ

う働きかけてい

きます。 

40,887,962
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和３年度 

（最終年度） 

・一般介護予防事業とし

て、運動機能向上事業を

631 回、延べ 9,735 人、認

知症予防事業を 88 回、延

べ 1,830 人、栄養改善・

うつ予防・口腔機能向上

等事業を 82 回、延べ

1,345 人に実施します。 

・はつらつ広場は、48 団

体に運営経費を補助し、

介護予防サークルへは 42

団体に会場借用費用を補

助するとともに、介護予

防に係る講師を派遣する

ことにより、地域におい

て主体的に介護予防に取

り組む団体を支援しま

す。また、地域活動支援

事業の担い手として介護

予防サポーター「転ばん

隊」の養成や派遣を行い

ます。 

49,948,000

・長岡市緊急警戒情報発出に

伴い、5月 17日から 6月 14

日まで事業を休止しました

が、今後の事業実施により、

当初の目的が達成できるよう

取り組みます。 

  

 

  

  ５か年の評価 ３．計画を下回ったが一定の成果はあった 

上記の評価をした理由 

・介護予防のための事業（運動機能向上事業や認知症予防事業など）により、男女がともに高齢期にお

いても元気に過ごすことができるよう普及啓発を実施することができたため。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・男女の生涯を通じた健康支援として、高齢者へ

の介護予防事業は欠かせないものである。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （８）貧困等により困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境の整備 

事業№ 28 事業名 ひとり親家庭への支援【女性活躍】 

内 容 
母子家庭・父子家庭における経済的自立の支援と福祉の増進を図るため、高等職業訓練促

進給付金等支給事業及び自立支援教育訓練給付事業を行います。 

推進課 生活支援課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

16,730,000

Ｈ29 年度 

高等職業訓練促進給付金 2件

自立支援教育訓練給付金 4件

          計 6 件

     （Ｈ28年度 6件）

ハローワーク等と

連携し、今後も事

業紹介を継続して

行うとともに、支

援希望者へのフォ

ローは手厚く実施

していきます。 

2,273,465

平成 30 年度 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

14,330,000

Ｈ30 年度 

高等職業訓練促進給付金 8件

自立支援教育訓練給付金 1件

          計 9 件

     （Ｈ29年度 6件）

雇用情勢は安定し

ておりますが、国

家資格の取得需要

の高まりを感じて

おります。今後と

も、事業紹介を含

め、キャリアアッ

プの支援を継続し

ていきます。 

7,548,393
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

13,830,000

R1 年度 

高等職業訓練促進給付金 7件

自立支援教育訓練給付金 0件

          計 7 件

（高等職業訓練促進給付金受

給者のうち２名が国家資格を

取得） 

  （Ｈ30年度 9 件）   

キャリアアップ

の支援事業だが、

雇用情勢が安定

しているため、利

用者が少ないの

では思われます。

ハローワーク等

と連携し、今後も

事業紹介を行っ

ていきます。 

7,880,000

令和２年度 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

13,900,000

R2 年度 

高等職業訓練促進給付金 8件

自立支援教育訓練給付金 3件

         計 11 件 

（高等職業訓練促進給付金受

給者のうち４名が国家資格を

取得） 

  （令和元年度 7件） 

コロナウイルス

禍により雇用情

勢が悪化したた

め、自立支援教育

訓練給付金の利

用者が増加した

ものと思われま

す。ハローワーク

等と連携し、今後

も事業紹介を行

っていきます。 

10,684,637

令和３年度 

（最終年度） 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

13,671,000

R3 年度（R3.6 現在） 

高等職業訓練促進給付金 6件

自立支援教育訓練給付金 0件

          計 6件

コロナウイルス禍による雇用

情勢の悪化はしばらく続くこ

と予想されるため、引き続き

ハローワーク等と連携し、ひ

とり親家庭の自立支援を行っ

ていきます 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・本事業を利用したひとり親が看護師などの国家資格を取得し、経済的な自立を図ることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ひとり親世帯の生活の安定と自立促進のために

は、高等技能訓練促進給付金や自立支援教育訓練

給付金の支給による経済的な支援が効果的であ

る。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （８）貧困等により困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境の整備 

事業№ 29 事業名 自立支援策の充実【女性活躍】 

内 容 
母子・父子自立支援員を設置し、申請のあった児童扶養手当受給者に対し、自立支援プロ

グラムを策定し、資格取得や就労などによる経済的自立の促進を図ります。 

推進課 生活支援課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

2,096,000

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図りました。 

計画策定件数 Ｈ29年度 18

件（Ｈ28 年度 9件） 

平成 29 年度はプ

ラン作成者 18 名

のうち 8 名が就

労しました。また、

5 名が就学し国家

資格取得を目指し

ています（継続支

援中 5名）。今後と

も支援が必要な方

には、自立支援員

より積極的な事業

説明を行います。

2,086,555

平成 30 年度 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

2,091,000

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図りました。 

計画策定件数 Ｈ30年度 11

件（Ｈ29 年度 18 件） 

プラン作成者 11

名のうち 6 名が就

労、2 名が就学し

国家資格取得を目

指しています（継

続支援中 3名）。今

後とも支援が必要

な方には、自立支

援員より積極的な

事業説明を行いま

す。 

2,087,040
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

2,095,000

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図りました。 

計画策定件数 R1 年度 13 件

（Ｈ30年度 11 件） 

プラン作成者 13

名のうち 5 名が

就労、4名が就学

し国家資格取得

を目指していま

す（継続支援中 4

名）。今後とも支

援が必要な方に

は、自立支援員よ

り積極的な事業

説明を行います。

2,089,268

令和２年度 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

2,257,000

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図りました。 

計画策定件数 R2 年度 9件

（R1年度 13 件） 

プラン作成者 9

名のうち 6 名が

就労、1名が就学

し国家資格取得

を目指していま

す（継続支援中 2

名）。今後とも支

援が必要な方に

は、自立支援員よ

り積極的な事業

説明を行います。

2,238,209

令和３年度 

（最終年度） 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

2,439,000

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図って行きます。 

計画策定件数 R3 年度 4件

（R3.6 現在） 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・ハローワークと連携し、個々の状況やニーズ等に対応した自立支援プログラムを策定することによ

り、多くの生活保護者やひとり親の就労や就学に結び付けることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ハローワークと連携した就労支援は、求人情報の

提供、職業紹介、職業訓練のあっせんなど、適切な支

援を効果的かつ効率的に行うことができる。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （８）貧困等により困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境の整備 

事業№ 30 事業名 生活困窮者自立相談支援事業【女性活躍】 

内 容 
自立相談支援機関において、多様な問題を抱える生活困窮者に対し、課題の把握と相談援

助を行い、関係機関と連携しながら問題解決に向けた支援を図ります。 

推進課 生活支援課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

経済的に困窮し最低限度

の生活を送ることができ

なくなるおそれのある者

に対し、継続的な相談に

応じ、家計の収支等にか

かる課題解決、各種機関

に繋ぐこと等で総合的に

支援します。【委託事業】

（新） 

34,800,000

Ｈ29 年度  

新規相談登録者数 136 件 

健康、家計、債務等について

の相談が多く、保健師、弁護

士等の支援者および専門機関

へのつなぎを行いました。 

雇用情勢が好転

し、就労相談は減

少しているが、多

重債務や詐欺被害

等の相談が増加し

ています。相談員

のスキル向上と専

門機関との情報交

換を密にするなど

により、多様化す

る相談者に対応し

ます。 

32,956,756

平成 30 年度 

経済的に困窮し最低限度

の生活を送ることができ

なくなるおそれのある者

に対し、面接や電話での

相談に応じ、就労支援、

弁護士による債務相談、

障害手帳、年金取得に向

けた同行支援等、主に関

係機関への繋ぎを行いま

す。【委託事業】 

33,750,000

Ｈ30 年度  

新規相談登録者数 117 件 

雇用情勢が上向いたことか

ら、全体的に就労相談は減少

しましたが、多重債務、障害

等の相談は増加したため、積

極的に同行支援などを行い、

専門機関への適切なつなぎを

行いました。 

困窮相談は迅速な

対応が求められる

ことが多く、その

見極めも重要にな

っています。今後

はアウトリーチの

機会も増やし、よ

りきめ細やかな対

応ができるように

努めてまいりま

す。 

32,699,221
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

経済的に困窮し最低限度

の生活を送ることができ

なくなるおそれのある者

に対し、面接や電話での

相談に応じ、就労支援、

弁護士による債務相談、

障害手帳、年金取得に向

けた同行支援等、主に関

係機関への繋ぎを行いま

す。【委託事業】 

34,100,000

Ｒ1年度 

新規相談登録者数 128 件 

（男性 89人 女性 39 人） 

12 月末から無料職業紹介所の

許可を取得し、就労支援の充

実を図りました。 

女性に特有な相談にも女性相

談員が寄り添って支援を行い

ました。 

新型コロナウイル

ス感染症のによる

経済的影響を受け

やすい母子家庭等

からの相談が今後

増加することが予

想されます。迅速

できめ細やかな対

応ができるよう努

めてまいります。

28,797,243

令和２年度 

経済的に困窮し最低限度

の生活を送ることができ

なくなるおそれのある者

に対し、面接や電話での

相談に応じ、就労支援、

弁護士による債務相談、

障害手帳、年金取得に向

けた同行支援等、主に関

係機関への繋ぎを行いま

す。【委託事業】 

34,100,000

Ｒ２年度 

新規相談登録者数 442 件 

（男性 287 人 女性 155 人）

コロナウイルス禍による休業

や雇止めなどにより、住居確

保給付金の相談申込みが急増

しました。 

男性も増えていますが、特に

40 代女性の新規相談登録者が

増えており、相談支援を行い

ました。 

コロナウイルス禍

による経済的影響

を受けやすい母子

家庭等からの相談

が今後も続くこと

が予想されます。

迅速できめ細やか

な対応ができるよ

う努めてまいりま

す。 

31,910,155

令和３年度 

（最終年度） 

経済的に困窮し最低限度

の生活を送ることができ

なくなるおそれのある者

に対し、面接や電話での

相談に応じ、就労支援、

弁護士による債務相談、

障害手帳、年金取得に向

けた同行支援等、主に関

係機関への繋ぎを行いま

す。【委託事業】 

34,100,000

Ｒ３年度（R3.5.31 現在） 

新規相談件数 168 件 

コロナウイルス禍による影

響で、依然相談件数は例年

よりも大幅に増えた状態が

続いており、今後もしばらく

続くことが予想されるめ、迅

速できめ細やかな対応ができ

るよう努めてまいります。 

  

  



第２次ながおか男女共同参画基本計画 進捗管理・総括表 

- 96 - 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・社会環境の影響を受けやすい女性等の経済的な困窮など様々な問題を抱える生活困窮者に対し、自

立相談支援機関が関係機関と連携しきめの細かい支援を行ったことにより、多くの相談者の問題解決

につなげることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・生活困窮者は経済的に困窮しているだけではな

く、ほかにも様々な問題を抱えている人も多いこ

とから、関係機関と連携を深め、迅速に対応でき

る環境づくりが必要である。 
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基本目標１ 男女平等の実現に向けた社会環境を整備する 

主要施策 （８）貧困等により困難を抱えた人々が安心して暮らせる環境の整備 

事業№ 31 事業名 生活困窮者学習支援事業【女性活躍】 

内 容 
生活保護受給世帯の子どもを含む生活困窮世帯の子どもを対象に、委託事業所において学

習の機会を提供し、貧困連鎖の防止を図ります。 

推進課 生活支援課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

生活困窮世帯の子どもに

対する学習支援や、居場

所の提供などを通じ、社

会的能力の向上を図るこ

とを目的として、常設型

の学習環境を整えます。 

【委託事業】（新） 

2,648,000

生活保護世帯及び就学援助基

準にある世帯で学校等から依

頼のあった小学生、中学生、

高校生を対象に、月～土まで

教室を開設しました。 

Ｈ29年度 利用者 5 名 

利用回数 延べ  455 回 

高等学校への進学

支援、受験対策な

ども行っており、

利用者の満足度は

高い。今後とも学

校、教育委員会と

も連携しながら、

必要な方への支援

を継続して実施し

てまいります。 

2,640,000

平成 30 年度 

NPO 法人への委託事業によ

り、生活保護世帯及び就

学援助基準にある世帯で

学校等から依頼のあった

小学生、中学生、高校生

を対象に、月～土まで常

設の教室を開設し子どの

たちへの学習支援や居場

所の提供を行い、社会的

能力の向上を図ります。 

【委託事業】 

2,640,000

生活保護世帯及び就学援助基

準にある世帯で学校等から依

頼のあった小学生、中学生、

高校生を対象に、月～土まで

教室を開設しました。 

Ｈ30年度 利用者 3 名 

利用回数 延べ  195 回 

利用者の満足度は

継続して高いた

め、今後とも利用

者拡大の視点か

ら、学校や生活保

護担当ケースワー

カーとも連携し、

積極的に事業利用

できるようインフ

ォメーションして

いきます。 

2,640,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

NPO 法人への委託事業によ

り、生活保護世帯及び就

学援助基準にある世帯で

学校等から依頼のあった

小学生、中学生、高校生

を対象に、月～土まで常

設の教室を開設し子ども

たちへの学習支援や居場

所の提供を行い、社会的

能力の向上を図ります。 

【委託事業】 

2,640,000

生活保護世帯及び就学援助基

準にある世帯で学校等から依

頼のあった小学生、中学生、

高校生を対象に、月～土まで

教室を開設しました。 

Ｒ元年度 利用者 8名 

利用回数 延べ  363 回 

子どもの居場所づ

くりや、受験支援

等、利用者の満足

度は高い。新型コ

ロナウイルス感染

症による経済的影

響を受けやすい母

子家庭等の利用者

が増加するよう、

教育委員会や生活

保護担当ケースワ

ーカーとも連携し

取り組んでまいり

ます。 

2,640,000

令和２年度 

NPO 法人への委託事業によ

り、生活保護世帯及び就

学援助基準にある世帯で

学校等から依頼のあった

小学生、中学生、高校生

を対象に、月～土まで常

設の教室を開設し子ども

たちへの学習支援や居場

所の提供を行い、社会的

能力の向上を図ります。 

【委託事業】 

2,640,000

生活保護世帯及び就学援助基

準にある世帯で学校等から依

頼のあった小学生、中学生、

高校生を対象に、月～土まで

教室を開設しました。 

Ｒ２年度 利用者 6名 

利用回数 延べ  336 回 

 

子どもの居場所づ

くりや、受験支援

等、利用者の満足

度は高いので、生

活保護世帯等の利

用者が増加するよ

う、教育委員会や

生活保護担当ケー

スワーカーとも連

携し取り組んでま

いります。 

2,640,000
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令和３年度 

（最終年度） 

NPO 法人への委託事業によ

り、生活保護世帯及び就

学援助基準にある世帯で

学校等から依頼のあった

小学生、中学生、高校生

を対象に、月～土まで常

設の教室を開設し子ども

たちへの学習支援や居場

所の提供を行い、社会的

能力の向上を図ります。 

【委託事業】 

2,640,000

生活保護世帯及び就学援助基

準にある世帯で学校等から依

頼のあった小学生、中学生、

高校生を対象に、月～土まで

教室を開設しています。 

 

Ｒ３年度 利用者 2名 

利用回数 延べ  15 回 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・生活保護受給世帯や就学援助基準にある世帯の子どもなど、経済的な理由から学習の機会を得られない子ど

も達に学びの場を提供したことにより、利用者の成績向上と仲間づくりにも繋げることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・生活困窮世帯などの子ども達への学習支援や居

場所づくりは、経済的な理由などにより学習の機

会を失うことを防ぐために必要である。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （９）市民・事業者への広報・啓発 

事業№ 32 事業名 
仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）や男女
共同参画の情報提供【女性活躍】 

内 容 
ワーク・ライフ・バランスの必要性を周知するため、企業経営者や市民向けの意識啓発事

業を実施します。 

推進課 人権・男女共同参画課、産業立地課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・大学生等の若者を対象
に、ワーク･ライフ･バラ
ンスを意識した働き方等
について学ぶセミナーを
開催します。（第 1 回目：
10月 17 日 （長岡大
学）、第 2回目：調整中） 
・男性の家事・育児参加
の促進を目的として、お
父さんと子どものための
片づけセミナーを開催し
ます。 
日時：7/29（土）10：00
～12：00 
・ワーク・ライフ・バラ
ンスに関する、企業向け
のセミナーを開催しま
す。（時期未定） 
・市内企業経営者 100
人、市部課長級職員 130
人を対象に働き方改革の
必要性について啓発する
ための講演会を１回開催
します。 

275,000
 

働き方改
革推進事
例集等作
成業務委
託料の一

部 
2,500,000

 
1,433,000

・市内 3 大学 1 高専 15専門学
校の学生を対象に、ワーク・
ライフ・バランスや今後の人
生設計について考えてもらう
ためのセミナーを開催しまし
た。 
第 1回：平成 29年 10 月 17
日・長岡大学・参加 80名 
第 2回：平成 29年 11 月 14
日・長岡造形大学・参加 50 名
講師：社労士・高野真規さん
 
アンケートでは受講満足度が
高く、「卒業後の働き方や結婚
後の働き方や生活についてと
ても勉強になった」等の感想
が寄せられ、WLB や人生設計
について考えてもらうための
きっかけとすることができま
した。 
・男性の家事育児参加促進に
つながるよう、親子で片づけ
の考え方を学べるセミナーを
開催しました。 
実施：平成 29年 7 月 29 日・
まちなかキャンパス・参加 8
組 16 名 
 
・現在の働き方に働きやすさ
をプラスする「働き方プラス
応援プロジェクト」を平成 29
年５月に立ち上げて、ワー
ク・ライフ・バランスに関す
るセミナー、講演会を開催し
ました。（６回のべ 578 人参
加） 
・企業に対して、働き方を考
えるプロジェクトに賛同して
もらうように呼びかけ平成 29
年度末において、121 社が参
加しました。 
 

・若者向けセミナ
ーは、卒業後の長
岡市での働き方や
生活について具体
的にイメージして
もらえるような内
容も盛り込んで引
き続き実施してい
きます。 
・男性向けセミナ
ーは、WLB や女性
活躍について効果
的に啓発していく
ため、企業の管理
職向けに実施して
いきます。 
 
・「働き方プラス
応援プロジェク
ト」賛同企業の拡
大を目指し、働き
方改革を実施しよ
うとする企業の支
援を行います。 

231,120
（人権）

 
（産支）
委託料一

部 
400,000

 
講演会 

1,093,516
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平成 30 年度 

・市内 3 大学 1 高専 15専
門学校の学生を対象に、
ワーク・ライフ・バラン
スや今後の人生設計、長
岡で働くことについて具
体的に考えてもらうため
のセミナーを開催しま
す。 
第 1回：長岡大学・11 月
29 日 
第 2回：長岡造形大学(日
程調整中) 
講師：社労士・高野真規
さん 
・「女性活躍応援プロジェ
クト」を通してワーク・
ライフ・バランスの意識
啓発を図ります。（事業№
16 参照） 
①女性のためのエンパワ
ーメントセミナー3 回 
②男性管理職向けセミナ
ー1回 
③女性のための再就職準
備セミナー2 回 
 
 
 
（再掲） 
・「働き方プラス応援プロ
ジェクト」や取り組み事
例集を周知しながら、企
業や関係機関からの意見
を踏まえたセミナーを開
催します。 
 

 
 

200,000
（人権）

 
 
 

800,000
（産支・
再掲） 

 
・市内の学生等を対象に、ワ
ーク・ライフ・バランスや今
後の人生設計、長岡で働くこ
とについて具体的に考えても
らうための若者向けセミナー
を開催しました。 
第 1回：平成 30年 11 月 29
日・長岡大学・76人 
第 2回：平成 30年 12 月 4
日・長岡造形大学・218 人 
講師：社労士・高野真規さん
ほか            
アンケートでは受講満足度が
高く、「卒業後の働き方や結婚
後の働き方や生活についてと
ても勉強になった」等の感想
が寄せられ、WLB や人生設計
について考えてもらうための
きっかけとすることができま
した。 
 
・新規事業「女性活躍応援プ
ロジェクト」を通してワー
ク・ライフ・バランスの意識
啓発を図りました。（事業№16
参照) 
 
・働きやすい職場づくりを考
える「職場環境改善勉強会」
を２回実施（参加者１回目２
７人、２回目１５人）しまし
た。参加者は他社の事例を参
考に、自社の課題解決に向け
た取組みを考えました。 
・女性社員のライフデザイン
とキャリアアップをテーマと
したシンポジウムを実施（参
加者４２名）しました。女性
経営者２名をパネリストに招
き、実際の取組事例を紹介し
ました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・若者向けセミナ
ーは、卒業後の長
岡市での働き方や
生活について具体
的にイメージして
もらえるような内
容など、より工夫
し、引き続き実施
していきます。 
・男性管理職向け
セミナーは、より
効果を上げるため
に、対象を経営者
や管理者に絞って
実施していきま
す。 
 
 
 
 
 
 
・興味のあるテー
マで人材採用、定
着をあげる企業が
多く、他企業の取
組みを聞ける本勉
強会を引き続き実
施していきます。
・取組事例が参考
になったとの意見
を受け、ＨＰでも
各社の取組を紹介
するページを新設
しました。 

 
 

200,000
（人権）

 
 
 

162,000
（産支）
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円） 

令和元年度 

・市内の学生等を対象に、
ワーク・ライフ・バランス
や今後の人生設計、長岡で
働くことについて具体的に
考えてもらうための若者向
けセミナーを開催します。 
講師：社労士・高野真規さ
ん（会場・日程につては調
整
中）           
・「女性活躍応援プロジェ
クト」を通してワーク・ラ
イフ・バランスの意識啓発
を図ります。（事業№16参
照） 
 
・「働き方プラス応援プロ
ジェクト」の取組として、
企業向けに人材定着などの
職場環境改善をテーマとし
たセミナーを開催します。
（５回開催予定） 

80,000 

（人権）

 

557,000

（産支・

再掲） 

・市内の学生等を対象に、ワー
ク・ライフ・バランスや今後の
人生設計、長岡で働くことにつ
いて具体的に考えてもらうため
の若者向けセミナーを開催しま
した。 
第 1回：令和元年 10月 29 日・
長岡造形大学・４人 
第 2回：令和元年 12月 12 日・
長岡大学・41人 
講師：社労士・高野真規さん他
 
アンケートでは受講満足度が高
く、「他人に自分の持ち味を教え
てもらえる機会はなかなかない
ので良かった」「仕事と家庭のバ
ランスが大事ということがわか
った」等の感想が寄せられ、WLB
や人生設計について考えてもら
うためのきっかけとすることが
できました。 
 
・「女性活躍応援プロジェクト」
を通してワーク・ライフ・バラ
ンスの意識啓発を図りました。
（事業№16参照) 
 
・企業の働き方改革を進めてい
くためのテーマ別勉強会を４回
実施しました（参加者数６８
人、女性３７人、男性３１人）。
働き方改革に取り組む企業訪問
や具体的な事例を参考に、自社
の課題解決に向けた取組みを考
えるグループワークなどを行い
ました。 

・若者向けワー
ク・ライフ・バラ
ンスセミナー
は、大勢の学生
が受講可能とな
るカリキュラム
になるよう、大
学担当者との調
整が課題です。
また、今まで実
施していなかっ
た長岡技術科学
大学と連携する
など、より幅広
い働きかけを行
います。 
 
人材定着、職場
環境改善につい
ての事例紹介を
要望する参加者
が多く、他企業
の取組みを聞け
る本勉強会を引
き続き実施して
いきます。 
 

80,000 円 

（人権） 

 

413,567 

（産支・再掲

事業 No.15）

令和２年度 

・長岡造形大学、長岡大学
のほか長岡技術科学大学と
も連携し、市内の学生等を
対象に、ワーク・ライフ・
バランスや今後の人生設
計、長岡で働くことについ
て具体的に考えてもらうた
めの若者向けセミナーを開
催します。 
講師：社労士・高野真規さ
ん（会場・日程については
調整中） 
・「働き方プラス応援プロ
ジェクト」の取組として、
企業向けに人材定着、
WLB、新型コロナウイルス
感染症下の新しい働き方な
ど職場環境改善をテーマと
したオンラインセミナーを
開催します。（８回開催予
定） 

80,000 

（人権）

 

1,000,000

（産支・

再掲

No.15）

・市内の学生等を対象に、ワー
ク・ライフ・バランスや今後の
人生設計、長岡で働くことにつ
いて具体的に考えてもらうため
の若者向けセミナーを開催しま
した。 
第 1回：令和２年 10月 28 日・
長岡技術科学大学・36 人 
第 2回：令和２年 11月４日・長
岡大学・70人 
講師：社労士・高野真規さん他
 
初めて開催した長岡技大のアン
ケートでも受講満足度は高く、
「OGの生の声を詳細に聞けたこ
とは貴重な体験だった」との感
想が寄せられた。また、「女性が
研究者となることの並々ならぬ
努力を感じた」との声がある一
方、「今後の進路への覚悟ややる
気を奮い立たせることができ
た」との感想が寄せられ、人生

・今年度は新型

ウイルス禍によ

り、配信という

形での勉強会と

なってしまいま

したが、今後は

企業同士の交流

ができるような

勉強会を実施し

ていきます。 

・他の企業の優

良事例等を知る

ことで、賛同企

業の意識啓発と

さらなる取り組

みの推進を目指

します。  

80,000 

（人権）

 

1,000,000 

(産支・再掲

No.15) 
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・働き方改革や人材育成等
の企業が抱える課題の解決
に向けた相談対応（１０社
対応予定）及び、意識啓発
や、取り組みを推進するた
めの企業別研修会を開催し
ます。（３社対応予定） 
 

設計について考えてもらうため
のきっかけとすることができま
した。 

・「女性活躍応援プロジェクト」

を通してワーク・ライフ・バラ

ンスの意識啓発を図りました。

（事業№16参照) 

・YouTube 配信によるオンライ

ンセミナーでは、テレワークの

導入やハラスメント防止、人材

採用などをテーマに計８回配信

しました。ハラスメント防止対

策については、「法改正に伴い事

業主が講ずべき処置」「セクハ

ラ、マタハラの概要と対策」「パ

ワハラの概要と対策」の３回に

分けて配信しましたが、他の回

と比較して再生回数が高かった

ことから、ハラスメント対策に

対する企業等の関心が高いこと

が伺えました。 

・相談会は、３社の申込みがあ

り、相談内容は「テレワークの

導入」「フレックスタイム制」

「男性の育児休業取得促進」な

どに関するものでした。 

・企業のニーズに応じた企業別

研修会は３社申し込みがあり、

３社ともハラスメント対策に関

するテーマでの研修会を実施し

ました。 

・企業ニーズに応じた研修会、

相談会を実施したことにより、

企業満足度が高いものとなり、

企業が抱える働き方改革の課題

解決に寄与することができたも

のと考えます。 

令和３年度 

（最終年度） 

・市内４大学１高専と連携
し、市内の学生等を対象
に、ワーク・ライフ・バラ
ンスや今後の人生設計、長
岡で働くことについて具体
的に考えてもらうための若
者向けセミナーを開催しま
す。 
講師：社労士・高野真規さ
ん（会場・日程については
調整中） 

・「働き方プラス応援プロ

ジェクト」の取組として、

企業向けに「育児休業・介

護休業等と仕事の両立」

「生産性向上」「国や県の

認定マーク取得」等をテー

マとした勉強会を開催しま

80,000 

（人権）

 

1,000,000

(産立・再

掲№.15)

・各種セミナー・研修実施に向

け、準備を進めています。 
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す。（３回開催予定） 

・働き方改革や人材育成等

の企業が抱える課題の解決

に向けた相談対応（４社対

応予定）及び、意識啓発

や、取り組みを推進するた

めの企業別研修会（３社対

応予定）を開催します。 

・企業向けに働き方改革を

進めるうえでのポイントや

他社の事例を紹介する情報

誌を作成し、働き方改革に

向けた意識啓発を図りま

す。(年３回発行) 

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・若者向けワーク・ライフ・バランスセミナーは、毎年、受講者満足度が高く、WLB や人生設計につい

て考える貴重な機会となっている。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ワーク・ライフ・バランスの普及のためには、こ

れから社会に出る若者の意識啓発が重要であるこ

とから、取組みを継続する必要がある。ただし、セ

ミナーの内容は学校の特性に合わせて、より効果

の高い方法を考えたい。 

・働き方改革があまり進まない企業の取り組みを

進めることができるよう、関心を持ってもらえる

ようなテーマ設定や事業内容を工夫する必要があ

る。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （９）市民・事業者への広報・啓発 

事業№ 33 事業名 ワーク・ライフ・バランス普及の意識醸成【女性活躍】 

内 容 
事業者や市民、行政が一体となってワーク・ライフ・バランスの普及に向け取り組むため

の体制整備を検討します。 

推進課 人権・男女共同参画課、産業立地課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・女性活躍推進法第 23条

に基づき、行政、企業、

労働者など関係機関が協

力して女性活躍推進に有

用な情報の共有や取り組

みについて協議するため

の「女性活躍推進協議会

（仮称）」を設置します。

（新） 

・行政、市内企業、団体

等が連携しながら働き方

改革、ワーク･ライフ･バ

ランスなどを推進するた

めに「ながおか働き方改

革プラス応援プロジェク

ト」を設立します。（平成

29年度 目標賛同企業数

200 社）（新） 

91,000 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 

・女性活躍の推進に有用な情報共有

や取り組みについて協議するための

「長岡市女性活躍推進会議」を設置

しました。 

設置：平成 29年 11 月 7日 

構成機関：公共職業安定所、労働基

準監督署、地域振興局労政課、日本

産業カウンセラー協会上信越支部、

連合中越、商工会議所、NPO 法人

WWA、長岡市 

各機関が行っている相談・支援業務

について情報共有を行い、相談機関

情報を一つのファイルにまとめて各

機関に配布しました。 

・誰もがいきいきと働き・暮らせる

まちづくりを進めることを目的とし

て、「ながおか働き方プラス応援プロ

ジェクト」を立ち上げました。（H29

年度末における賛同企業 121 社） 

・会議設置時期が遅か

ったことから、女性活

躍に関する事業におい

て具体的に連携するま

でには至らなかった。

今後は会議開催時期を

早め、事業実施にあた

って連携できるように

していきます。 

・今後は、市と市内企

業、団体等で連携しな

がら働き方改革に取り

組んでいきます。また、

賛同企業の拡大を目指

し、働き方改革を実施

しようとする企業に対

し相談員を派遣するな

ど、実現に向けた支援

を行います。 

72,800
（人権）

 
 
 
 
 
 
 
 

－ 

平成 30 年度 

・「長岡市女性活躍推
進会議」を開催し、各
機関の取り組みについ
ての情報共有と、事業
連携について協議しま
す。 
開催時期：9 月頃予定 
 
・はたプラ賛同企業を
対象に、他社の取り組
み事例を参考とする勉
強会を開催します。 
・働き方改革に取り組
む企業に対して、働き
方相談員を派遣してサ
ポートします。 

19,000 
（人権）

 
 

800,000
（産支・
再掲） 

・女性活躍の推進に有用な情報共有や

取り組みについて協議するための「長

岡市女性活躍推進会議」（構成機関：公

共職業安定所、労働基準監督署、地域

振興局労政課、日本産業カウンセラー

協会上信越支部、連合中越、商工会議

所、NPO 法人 WWA、長岡市）で、各機関

が行っている相談・支援業務について

情報共有を行い、相談機関情報を一つ

のファイルにまとめて各機関に配付し

ました（12月開催）。 

・働きやすい職場づくりを考える「職

場環境改善勉強会」を２回実施（参加

者１回目 27人、２回目 15人）しまし

た。参加者は他社の事例を参考に、自

社の課題解決に向けた取組みを考えま

した。 

・女性社員のライフデザインとキャリ

アアップをテーマとしたシンポジウム

を実施（参加者 42名）しました。女性

経営者 2名をパネリストに招き、実際

の取組事例を紹介しました。 

・会議開催時期が 12

月と遅かったことか

ら、女性活躍に関する

事業において具体的

に連携するまでには

至らなかった。今後は

会議開催時期を早め、

事業実施にあたって

連携できるようにし

ていきます。 

・興味のあるテーマ

で人材採用、定着をあ

げる企業が多く、他企

業の取組みを聞ける

本勉強会を引き続き

実施していきます。

・取組事例が参考に

なったとの意見を受

け、ＨＰでも各社の取

組を紹介するページ

を新設しました。 

162,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

・「長岡市女性活躍推進会
議」を開催し、各機関の
取り組みについての情報
共有と、事業連携につい
て協議します。開催時
期：9 月頃予定 
・「働き方プラス応援プロ
ジェクト」の取組とし
て、企業向けに人材定着
などの職場環境改善をテ
ーマとしたセミナーを開
催します。（５回開催予
定）・働き方改革に取り組
む企業に対して、働き方
相談員を派遣してサポー
トします。 

19,000
（人権）

 
577,000
（産支・
再掲）

・12月に「長岡市女性活躍推
進会議」（構成機関：公共職業
安定所、労働基準監督署、地
域振興局労政課、日本産業カ
ウンセラー協会上信越支部、
連合中越、商工会議所、NPO
法人 WWA、長岡市）を開催
し、各機関・団体における女
性活躍推進に向けた取り組み
について情報共有しました。
 
・企業の働き方改革を進めて
いくためのテーマ別勉強会を
４回実施しました（参加者数
６８人、女性３７人、男性３
１人）。働き方改革に取り組む
企業訪問や具体的な事例を参
考に、自社の課題解決に向け
た取組みを考えるグループワ
ークなどを行いました。 
・働き方改革相談員２名によ
るコンサルタントと企業訪問
を行い職場環境改善の支援等
を行いました。（コンサルティ
ング：３社、企業訪問：年間
２２１件） 

・「長岡市女性活
躍推進会議会」単
独で取り組みを
行うことは難し
いですが、より連
携を深めるため、
関係団体の事業
への積極的な後
援や共催を検討
します。 
 
・人材定着、職場
環境改善につい
ての事例紹介を
要望する参加者
が多く、他企業の
取組みを聞ける
本勉強会を引き
続き実施してい
きます。 

9,100 （ 人
権） 
 
413,567 
（産支・再
掲  事 業
No.15） 

令和２年度 

・「長岡市女性活躍推進会
議」を開催し、各機関の
取り組みについての情報
共有と、事業連携につい
て協議します。 
開催時期：9 月頃予定 
・「働き方プラス応援プロ
ジェクト」の取組とし
て、企業向けに人材定
着、WLB、新型コロナウイ
ルス感染症下の新しい働
き方など職場環境改善を
テーマとしたオンライン
セミナーを開催します。
（８回開催予定） 
・働き方改革や人材育成
等の企業が抱える課題の
解決に向けた相談対応
（１０社対応予定）及
び、意識啓発や、取り組
みを推進するための企業
別研修会を開催します。
（３社対応予定） 
・働き方改革に取り組む
企業に対して、働き方相
談員を派遣してサポート
します。 

19,000 

（人権）

 

1,000,000

（産支・再

掲 No.15）

・10 月に「長岡市女性活躍推

進会議」（構成機関：公共職業

安定所、労働基準監督署、地

域振興局労政課、日本産業カ

ウンセラー協会上信越支部、

連合中越、商工会議所、NPO

法人 WWA、長岡市）を開催

し、各機関・団体における女

性活躍推進に向けた取り組み

について情報共有しました。

・YouTube 配信によるオンラ

インセミナーでは、テレワー

クの導入やハラスメント防

止、人材採用などをテーマに

計８回配信しました。ハラス

メント防止対策については、

「法改正に伴い事業主が講ず

べき処置」「セクハラ、マタハ

ラの概要と対策」「パワハラの

概要と対策」の３回に分けて

配信しましたが、他の回と比

較して再生回数が高かったこ

とから、ハラスメント対策に

対する企業等の関心が高いこ

とが伺えました。 

・相談会は、３社の申込みが

あり、相談内容は「テレワー

・「長岡市女性活
躍推進会議」の開
催や構成機関同
士での日常的な
情報共有により、
事業実施体制を
強化します。 

・今年度は新型

ウイルス禍によ

り、配信という

形での勉強会と

なってしまいま

したが、今後は

企業同士の交流

ができるような

勉強会を実施し

ていきます。 

・他の企業の優

良事例等を知る

ことで、賛同企

業の意識啓発と

さらなる取り組

みの推進を目指

します。  

18,200 

（人権）

 

1,000,000 

(産支・再掲

No.15) 
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クの導入」「フレックスタイム

制」「男性の育児休業取得促

進」などに関するものでし

た。 

・企業のニーズに応じた企業

別研修会は３社申し込みがあ

り、３社ともハラスメント対

策に関するテーマでの研修会

を実施しました。 

・企業ニーズに応じた研修

会、相談会を実施したことに

より、企業満足度が高いもの

となり、企業が抱える働き方

改革の課題解決に寄与するこ

とができたものと考えます。

令和３年度 

（最終年度） 

・「長岡市女性活躍推進会

議」を開催し、各機関の

取り組みについての情報

共有と、事業連携につい

て協議します。 

開催時期：9 月頃予定 

 

・「働き方プラス応援プロ

ジェクト」の取組とし

て、企業向けに「育児休

業・介護休業等と仕事の

両立」「生産性向上」「国

や県の認定マーク取得」

等をテーマとした勉強会

を開催します。（３回開催

予定） 

・働き方改革や人材育成

等の企業が抱える課題の

解決に向けた相談対応

（４社対応予定）及び、

意識啓発や、取り組みを

推進するための企業別研

修会（３社対応予定）を

開催します。 

・企業向けに働き方改革

を進めるうえでのポイン

トや他社の事例を紹介す

る情報誌を作成し、働き

方改革に向けた意識啓発

を図ります。(年３回発

行) 

18,200

（人権）

 

1,000,000

(産立・再

掲 No.15)

・会議・勉強会・研修会の実

施に向け、準備をしていま

す。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・「長岡市女性活躍推進会議」の設置及び開催により、庁内外の機関の取組みを共有できる体制を構築

することができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・「長岡市女性活躍推進会議」の構成機関による連

携を維持し、具体的な事業実施につなげる必要が

ある。 

・働き方改革があまり進まない企業の取り組みを

進めることができるよう、関心を持ってもらえる

ようなテーマ設定や事業内容を工夫する必要があ

る。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （10）働きやすい職場環境づくり 

事業№ 34 事業名 働きやすい職場環境推進事業【女性活躍】 

内 容 

働きやすい職場環境づくりに向けたマニュアルの作成やワーク・ライフ・バランスの導

入、ハラスメント防止など各種セミナーの開催、ワーク・ライフ・バランス相談員の派遣

など、企業の働きやすい職場環境づくりを支援します。 

推進課 産業立地課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・働き方改革推進事例集

の作成、各種セミナーの

開催を行います。 

・働き方改革相談員 2 名

を設置し、企業訪問によ

る働き方の見直しの周知

や、コンサルティングを

行います。 

働き方改革

推進事例集

等作成業務

委託料の一

部 

2,500,000

 

2,816,000

・働きやすい職場環境づくり

の参考となる事例がほしいと

要望を受け、市内企業 10社の

事例を分かりやすく紹介する

働き方改革推進事例集を

5,000 部作成し、配布しまし

た。また、企業の人事担当者

等を対象としたセミナー（概

要は、事業№16 のとおり。）

を開催しました。 

・ワークライフバランスやワ

ーカライフバランスにつなが

る働き方の見直しを推進する

ため、働き方改革相談員２名

を設置し、コンサルティン

グ、企業訪問等により支援・

意識啓発を図りました。（コン

サルティング：３社、企業訪

問：月 15社程度） 

企業の意識啓発の

ため、大規模講演

会やセミナーを開

催するほか、働き

方改革相談員の企

業訪問やコンサル

ティングによる改

革支援を行いま

す。 

働き方改革

推進事例集

等作成業務

委託料 

 

2,397,600

 

2,626,555

平成 30 年度 

・働き方改革の必要性に

ついて、企業経営者等を

対象とした大規模講演会

を１回開催します。 

・昨年度に引き続き、働

き方改革相談員による市

内企業の訪問や、改革支

援等を行います。 

（再掲）

800,000

 

1,753,000

 

2,811,000

・働き方改革に関するセミナ

ーやシンポジウム（概要は、

事業 No.15 のとおり。）を開催

しました。 

・働き方改革講演会を開催

し、２３０名が参加しました

（講師：坂東眞理子氏）。 

・働き方改革相談員２名によ

るコンサルタントと企業訪問

を行い職場環境改善の支援等

を行った。（コンサルティン

グ：３社、企業訪問：年間２

８２件） 

 

 

・今後、コンサル

タントをこれまで

の内容にプラスし

フィードバックを

追加して実施して

いきます。 

162,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・「働き方プラス応援プロ

ジェクト」の取組とし

て、企業向けに人材定着

などの職場環境改善をテ

ーマとしたセミナーを開

催します。（５回開催予

定） 

・働き方改革相談員によ

る市内企業の訪問や、改

革支援等を行います。 

（再掲）

577,000

 

3,295,000

・働き方改革に関するセミナー

（概要は、事業 No.15 のとお

り。）を開催しました。 

・働き方改革相談員２名によるコ

ンサルタントと企業訪問を行い職

場環境改善の支援等を行いまし

た。（コンサルティング：３社、

企業訪問：年間２２１件）今年度

は、企業の参加を促すセミナー・

講演会開催から次のステップに移

行し、コンサルティングを強化

し、国・県の認証制度の取得を支

援する取り組みを行いました。 

 

企業が抱えてい

る課題解決には、

社員一人一人の

意識改革が必要

であり、今後はコ

ンサルティング

を廃止し、相談対

応を強化、企業ご

との課題に合わ

せた、個別研修会

を開催していき

ます。 

413,567 

（産支・再

掲  事 業

No.15） 

 

2,720,052

令和２年度 

・「働き方プラス応援プロ

ジェクト」の取組とし

て、企業向けに人材定

着、WLB、新型コロナウイ

ルス感染症下の新しい働

き方など職場環境改善を

テーマとしたオンライン

セミナーを開催します。

（８回開催予定）・働き方

改革や人材育成等の企業

が抱える課題の解決に向

けた相談対応（１０社対

応予定）及び、意識啓発

や、取り組みを推進する

ための企業別研修会を開

催すします。（３社対応予

定）・働き方改革に取り組

む企業に対して、働き方

相談員を派遣してサポー

トします。 

（再掲）

1,000,000

（産支

No.15）

2,109,000

・YouTube 配信によるオンライ

ンセミナーでは、テレワークの

導入やハラスメント防止、人材

採用などをテーマに計８回配信

しました。ハラスメント防止対

策については、「法改正に伴い

事業主が講ずべき処置」「セク

ハラ、マタハラの概要と対策」

「パワハラの概要と対策」の３

回に分けて配信しましたが、他

の回と比較して再生回数が高か

ったことから、ハラスメント対

策に対する企業等の関心が高い

ことが伺えました。 

・相談会は、３社の申込みがあ

り、相談内容は「テレワークの

導入」「フレックスタイム制」

「男性の育児休業取得促進」な

どに関するものでした。 

・企業のニーズに応じた企業別

研修会は３社申し込みがあり、

３社ともハラスメント対策に関

するテーマでの研修会を実施し

ました。 

・企業ニーズに応じた研修会、

相談会を実施したことにより、

企業満足度が高いものとなり、

企業が抱える働き方改革の課題

解決に寄与することができたも

のと考えます。 

・相談員の派遣により、企業の

働き方改革の取り組み状況を把

握し、取り組み状況に応じたア

ドバイスや他社の優良事例等を

実施することができた。 

・今年度は新型

ウイルス禍によ

り、配信という

形での勉強会と

なってしまいま

したが、今後は

企業同士の交流

ができるような

勉強会を実施し

ていきます。 

・他の企業の優

良事例等を知る

ことで、賛同企

業の意識啓発と

さらなる取り組

みの推進を目指

します。  

・相談員のヒア

リングを通じ

て、女性活躍に

向けた働きやす

い職場づくりに

取り組む企業の

事例の情報収集

と他企業への横

展開に取り組ん

でいきます。 

（再掲）

1,000,000

（産支

No.15) 

 

2,109,000
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令和３年度 

（最終年度） 

・「働き方プラス応援プロ

ジェクト」の取組とし

て、企業向けに「育児休

業・介護休業等と仕事の

両立、「生産性向上」「国

や県の認定マーク取得」

等をテーマとした勉強会

を開催します。（３回開催

予定） 

・働き方改革や人材育成

等の企業が抱える課題の

解決に向けた相談対応

（４社対応予定）及び、

意識啓発や、取り組みを

推進するための企業別研

修会（３社対応予定）を

開催します。 

・企業向けに働き方改革

を進めるうえでのポイン

トや他社の事例を紹介す

る情報誌を作成し、働き

方改革に向けた意識啓発

を図ります。 

・働き方改革に取り組む

企業に対して、働き方相

談員を派遣し、企業の働

き方改革の取り組みの進

捗状況の確認やサポート

に取り組みます。 

1,000,000

(産立・再

掲 No.15）

 

2,210,000

・勉強会・研修会実施に向け

準備を進めています。 

・情報誌発行に向け、準備を

進めています。 

・企業のサポートを行いま

す。 

  

 

  

  ５か年の評価 ３．計画を下回ったが一定の成果はあった 

上記の評価をした理由 

・本事業を実施したことにより、取り組みが進んだ企業とあまり進まなかった企業との差が見られた。

・相談員の企業訪問により、ながおか働き方プラス応援プロジェクトに賛同いただける企業が 200 社

となった点については、成果があった。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・働き方改革があまり進まない企業の取り組みを

進めることができるよう、関心を持ってもらえる

ようなテーマ設定や事業内容を検討する必要があ

る。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （10）働きやすい職場環境づくり 

事業№ 35 事業名 ハッピー・パートナー企業登録促進【女性活躍】 

内 容 

県や商工会議所などと連携し、ハッピー・パートナー企業登録を促進するため、意識啓発

などの取り組みを行います。また、市の建設工事入札参加資格審査において、登録企業を

対象に主観点の加算を行います。 

推進課 人権・男女共同参画課、産業支援課、契約検査課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円）
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・男女共同参画週間やワー
ク･ライフ･バランスセミナ
ー、就職ガイダンス等のイベ
ントにおいて市内ハッピー･
パートナー企業取り組み紹介
パネルを展示し、登録企業の
ＰＲと、ハッピー･パートナ
ー企業登録制度の周知を行い
ます。（平成 29 年５月 31日
現在 市内登録 85 社） 
・建設工事入札参加資格審査
において、登録企業を対象に
主観点の加算を行います。 

－ 

・ハッピー・パートナー企業
24 社のパネルを作成し、男女
共同参画週間や就職ガイダン
ス等で展示することにより、
幅広く市民や学生、企業等に
独自の取り組みを紹介・ＰＲ
しました。パネルを作成した
企業は昨年度に比べ２社減少
しましたが、制度登録企業数
は増加しています。（平成 30
年３月 31日現在 市内登録
99 社） 
・働き方改革の講演会や就職
ガイダンスの際に、市内ハッ
ピー・パートナー企業の取り
組みを紹介したパネル展示
し、制度の周知を行いまし
た。 
・建設工事入札参加資格審査
において、登録企業を対象に
主観点の加算を行いました。

・ハッピー・パー
トナー登録制度や
企業の認知度をあ
げるため、積極的
にパネル展示を行
うほか、広報紙や
ソーシャルメディ
ア、ホームページ
を活用してＰＲを
行います。 
 
引き続き、イベン
トの際にはパネル
を展示し、制度周
知に努めます。 

－ 

平成 30 年度 

・男女共同参画週間や就職ガ
イダンス等のイベントにおい
て市内ハッピー･パートナー
企業取り組み紹介パネルを展
示し、登録企業のＰＲと、ハ
ッピー･パートナー企業登録
制度の周知を行います。あわ
せて市政だよりやホームペー
ジでパネル展開催を周知しま
す。（平成 30年５月 31日現
在 市内登録 100 社） 
・県との共催で「ハッピー・
パートナー企業交流会議」を
開催します。 
日時：11月 27 日(火) 
会場：まちなかキャンパス 
・建設工事入札参加資格審査
において、登録企業を対象に
主観点の加算を行います。 

－ 

・ハッピー・パートナー企業
32 社のパネルを作成し、男女
共同参画週間や就職ガイダン
ス等で展示することにより、
幅広く市民や学生、企業等に
独自の取り組みを紹介・ＰＲ
しました。パネルを作成した
企業は昨年度に比べ８社増加
し、制度登録企業数も増加し
ています。（平成 31年３月 31
日現在 市内登録 103 社 パ
ネル展開催回数＝７回） 
・就職ガイダンス等で、市内
ハッピー・パートナー企業の
取り組みを紹介したパネルを
展示し、制度の周知を行いま
した。 
・建設工事入札参加資格審査
において、登録企業を対象に
主観点の加算を行いました。

・ハッピー・パー
トナー登録制度や
企業の認知度をあ
げるため、積極的
にパネル展示を行
うほか、市政だよ
りやホームページ
を活用してＰＲを
行います。 
 
・引き続き、イベ
ントの際にはパネ
ルを展示し、制度
周知に努めます。

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・男女共同参画週間や就
職ガイダンス等のイベン
トにおいて市内ハッピー･
パートナー企業取り組み
紹介パネルを展示し、登
録企業のＰＲと、制度統
合のあったハッピー･パー
トナー企業登録制度の周
知を行います。あわせて
市政だよりやホームペー
ジでパネル展開催を周知
します。（令和元年５月 31
日現在 市内登録 106
社）・就職ガイダンスやメ
ルマガなどでハッピー･パ
ートナー企業登録制度の
周知を行います。 

－ 

・ハッピー・パートナー企業
31 社のパネルを作成し、男女
共同参画週間や就職ガイダン
ス等で展示し、市民や学生、
企業等に独自の取り組みを紹
介・ＰＲしました。パネルを
作成した企業は昨年度に比べ
１社減少しましたが、制度登
録企業数は増加しています。
（令和２年３月 31 日現在 市
内登録 116 社 パネル展開催
回数＝６回） 
・就職ガイダンスが新型コロ
ナウイルス感染症の影響で中
止となってしまったが、他の
市主催の企業説明会イベント
等で、市内ハッピー・パート
ナー企業の取り組みを紹介し
たパネルを展示し、制度の周
知を行いました。 
・建設工事入札参加資格審査
において、登録企業を対象に
主観点の加算を行いました。

・ハッピー・パー
トナー登録制度
や企業の認知度
をあげるため、積
極的にパネル展
示を行うほか、市
政だよりやホー
ムページを活用
してＰＲを行い
ます。 

－ 

令和２年度 

・新型コロナウイルス感
染拡大の影響により、パ
ネル展実施の目処が立た
たないため、今年度のパ
ネル作成は中止ました。 
ウィルながおかフォーラ
ムなどの機会には、昨年
度のパネルを使用して企
業の取り組み紹介や制度
の周知を行います。 
（令和２年５月 29 日現在 
市内登録 119 社） 
・就職ガイダンスやメル
マガなどでハッピー･パー
トナー企業登録制度の周
知を行います。 

－ 

・新型コロナウイルス感染症
の感染拡大により、今年度の
パネル作成は中止しました
が、令和元年度に作成したパ
ネルを使用し、展示を行いま
した。（①10/10～10/21、②
10/23～10/30、③11/15） 

・企業説明会やガイダンスで

の展示は実施できませんでし

た。 

・建設工事入札参加資格審査

において、登録企業を対象に

主観点の加算を行いました。

・ハッピー・パ

ートナー登録制

度や企業の認知

度をあげるた

め、積極的にパ

ネル展示を行う

ほか、市政だよ

りやホームペー

ジを活用してＰ

Ｒを行います。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・男女共同参画週間や就

職ガイダンス等のイベン

トにおいて市内ハッピー･

パートナー企業取り組み

紹介パネルを展示し、登

録企業のＰＲとハッピー･

パートナー企業登録制度

の周知を行います。あわ

せて市政だよりやホーム

ページでパネル展開催を

周知します。（令和３年３

月 31 日現在 市内登録

124 社 パネル作成社・団

体数 20） 

－ 

・男女共同参画週間に合わせ

て、ながおか市民センターで

パネル展を開催しました。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・パッピー・パートナーの市内登録社数は、平成 29 年度から令和２年度までの間に 39社増加した。 

 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・働きやすい職場環境づくりに取り組むハッピ

ー・パートナー企業の増加は重要であることから、

登録企業の認知度を高める取組みの継続と工夫が

必要がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （10）働きやすい職場環境づくり 

事業№ 36 事業名 男女の介護・育児と仕事の両立の支援【女性活躍】 

内 容 
男女が介護や育児などの家庭生活を担いながら、やりがいを持って働き続けられるよう、

雇用主や労働者へ制度の周知や意識啓発などの取り組みを行います。 

推進課 産業立地課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円）
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

市内の事業所を対象に行

う「長岡市景況調査」に

合わせてアンケートを配

布し、育児、介護休業取

得状況、両立支援に関す

る調査を実施します。 

－ 

景況調査を実施し、育児、介護

休業制度の実態を把握しまし

た。育児休業制度のある事業所

は全体の 63％、介護休業制度の

ある事業所は 54％となっていま

す。結果を踏まえて、現在の働

き方に働きやすさをプラスする

「働き方プラス応援プロジェク

ト」を平成２９年５月に立ち上

げたほか、ワーク・ライフ・バ

ランスに関するセミナー、講演

会を開催しました。 

現在の働き方に

働きやすさをプ

ラスするプロジ

ェクトを通じて、

育児休業制度の

男性の取得率向

上や介護休業制

度の導入などを

企業に働きかけ

ていきます。 

－ 

平成 30 年度 

（再掲） 

「働き方プラス応援プロ

ジェクト」に賛同し、働

き方改革に取り組む企業

を増やすため、啓発セミ

ナーなどを実施します。 

－ 

「働き方プラス応援プロジェク

ト」の賛同企業は 155 社とな

り、女性活躍推進などの働き方

改革に対する市内企業の理解が

進んでいます。セミナーでは介

護と仕事の両立のため在宅勤務

制度を導入した企業の事例を取

り上げました。 

【セミナ－等参加者数】 

･職場環境改善勉強会 

 第 1 回 27 人【男 16人女 11

人】 

 第 2 回 15 人【男 8人 女 7

人】 

･女性活躍シンポジウム 

 42 人 【男 25人 女 17 人】 

･働き方改革講演会 

 230 人【男 142 人女 88人】 

「働き方プラス

応援プロジェク

ト」を通じて、育

児や介護に関す

る情報提供を行

い、育児休業制度

の男性の取得率

向上や介護休業

制度の導入など

を企業に働きか

けていきます。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円）
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

「働き方プラス応援プロ

ジェクト」に賛同し、働

き方改革に取り組む企業

を増やすため、啓発セミ

ナーなどを実施します。 

－ 

「働き方プラス応援プロジェク

ト」の賛同企業は 188 社とな

り、女性活躍、働き方改革等に

対する市内企業の理解が進んで

います。勉強会では、上司が積

極的に声がけすることにより、

男性の育休取得率が 100％とな

った企業の事例を紹介しまし

た。 

【セミナ－等参加者数】 

･はたプラ勉強会 

 第 1 回 25 人【男 13人女 12

人】 

 第 2 回 12 人【男 3人女 9人】

 第 3 回 18 人【男 8人女 10 人】

 第 4 回 13 人【男 7人女 6人】

「働き方プラス

応援プロジェク

ト」を通じて、育

児や介護に関す

る情報提供を行

い、育児休業制度

の男性の取得率

向上や介護休業

制度の導入など

を企業に働きか

けていきます。 

－ 

令和２年度 

「働き方プラス応援プロ

ジェクト」に賛同し、働

き方改革に取り組む企業

を増やすため、啓発セミ

ナーなどを実施します。 

－ 
新型ウイルス禍により実施でき

ませんでした。 

はたプラ賛同企

業向けの個別相

談会等で「男性

の育児休業取得

を進めたい」等

の相談が増えて

いることから、

男女問わず育

児・介護と仕事

の両立のための

セミナーを実施

していきます。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

「働き方プラス応援プロ

ジェクト」に賛同し、働

き方改革に取り組む企業

を増やすため、啓発セミ

ナーなどを実施します。 

208 
・セミナー実施に向け、準備を

進めています。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・女性活躍シンポジウムについては、多くの方から参加いただき、女性活躍に向けた意識啓発に取り組

むことができた。 

・セミナーの開催により、ながおか働き方プラス応援プロジェクト賛同企業の増加にもつながった。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・多くの企業から関心を持っていただき、参加い

ただけるようなテーマ設定を検討していく必要が

ある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （10）働きやすい職場環境づくり 

事業№ 37 事業名 相談機能の充実【女性活躍】 

内 容 
子育てと仕事の両立、再就職、職場の人間関係など仕事や職場の悩みについて相談できる

体制を充実します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

子育てと仕事の両立、再

就職、働きやすい職場環

境づくり等、働き方に関

する様々な相談を受ける

相談会を実施します。

（新） 

48,000 

ながおか市民センターにおい

て２月 17日（土曜日）の午

後、産業カウンセラー、市の

子育て関連窓口等の相談機関

が集まり開催しました。ハロ

ーワークや商工会議所、子育

ての駅、保育施設などにチラ

シ 6,800 枚を設置・配布し、

「まるごと生活情報」にも掲

載し周知に努めましたが、申

込みは４名という結果となり

ました。 

市の窓口や施設に

おいて、平日だけ

でなくいつでも気

軽に相談できる状

況の中、ワンスト

ップの良さをより

打ち出して実施し

ていきます。 

19,390 

平成 30 年度 

子育てと仕事の両立、再

就職、働きやすい職場環

境づくり等、働き方に関

する様々な相談を受ける

相談会について、９月頃

開催予定の長岡市女性活

躍推進会議の中で内容を

検討し、実施します。 

73,000 

・ながおか市民センターにお

いて２月 22 日（金曜日）の午

後、産業カウンセラー、市の

子育て関連窓口等の相談機関

の相談員が集まり開催しまし

た。ハローワークや商工会議

所、子育ての駅、保育施設な

どにチラシ 3,000 枚（事前に

必要な枚数を照会）を設置・

配布し、「まいぷれ長岡」にも

掲載し周知に努めましたが、

申込みは２名という結果とな

りました。 

・有効性も含め、

開催方法などを検

討します。 

23,580 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

子育てと仕事の両立、再

就職、働きやすい職場環

境づくり等、働き方に関

する様々な相談を受ける

相談会について、９月頃

開催予定の長岡市女性活

躍推進会議の中で内容を

検討し、実施します。 

73,000

・12 月に開催した長岡市女性活

躍推進会議でアウトリーチ型の相

談会に変更することが決まり、こ

れを受けて、子育ての駅「ぐんぐ

ん」において２月 10日（月）に

長岡市女性活躍推進会議と子育て

の駅の主催による「仕事復帰スペ

シャル＆ちょこっと相談」を開催

しました（シニア産業カウンセラ

ー、ハロワーク・マザーズコーナ

ー相談員、ウィルながおか相談員

などが参加）。23人の参加があ

り、子どもを連れて参加できるこ

ともあり、好評でした。また、

「仕事と家事育児の両立への不

安」「夫婦間の協力体制への不

安」等、母親が仕事復帰を前に

様々な不安を抱えていることがわ

かりました。 

気軽参加できるこ

とで大勢の参加者

があった半面、内容

も多岐にわたって

いたため、一つ一つ

を丁寧に掘り下げ

ることができませ

んでした。フリート

ークの実施など開

催方法を工夫しま

す。 

12,000

令和２年度 

子育てと仕事の両立、再

就職、働きやすい職場環

境づくり等、働き方に関

する様々な相談を受ける

アウトリーチ型の相談会

を実施します。 

73,000

令和２年度長岡市女性活躍推進会

議を開催 

日時：10月 30日（金）  

場所：まちなかキャンパス長岡 

参加者：20人 

内容：昨年に引き続き、子育ての

駅「ぐんぐん」でワンストップ相

談会を開催しました。（シニア産

業カウンセラー、ハローワークマ

ザーズコーナー相談員、ウィルな

がおか相談室が参加） 

再就職や仕事復帰への不安や悩み

を共有し、専門的なことは相談員

が答え、アンケートでは 70％が

満足と回答するなど、好評でし

た。 

また、最も多い悩みは「再就職」

で、次に「職場復帰」となってお

り、新しい職場で自分がやってい

けるか、職場のスピードについて

いけるかなどの不安を抱えている

ことがわかりました。 

悩みの共有がで

きて良かったと

答える方が多か

った一方で、再

就職についても

っと具体的にき

きたいとの回答

があったため、

相談会の後に、

個別に相談でき

る体制をつくる

などの工夫をし

ます。 

24,000
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令和３年度 

（最終年度） 

新型コロナウイルス感染

症の影響で、全国的に雇

用情勢が悪化し、特に非

正規の女性の大きな影響

が懸念されていることを

踏まえ、相談会の回数を

増やすほか、ハローワー

クマザーズコーナーや、

市の雇用担当と連携し、

再就職に結びつく企業説

明会と相談会の同時開催

を行います。 

合わせて、産業カウンセ

ラーやハローワークの相

談員と個別の相談が出来

るよう体制を作ります。 

 

240,000
・実施向け、準備を行ってい

ます。 
  

 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・子育ての駅と連携したことにより、子育て世代の再就職や仕事復帰に対する不安や悩みを聞き、相談

員が丁寧に対応した結果、アンケートでは 70％の人が満足と回答した。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・今後も子育ての駅と連携した結果、不安を抱え

る世代への働きかけが出来た。 

・今後も同様の相談会を重ね、仕事や生活の不安

の解消を図る必要がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （11）女性の就業支援 

事業№ 38 事業名 再就職準備セミナー【女性活躍】 

内 容 
ハローワーク等と連携し、子育てなどで職を離れた方を対象に、再就職準備セミナーを実

施します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円）

平成 29 年度 

・ハローワークと連携
し、結婚や出産・子育
て、介護等により離職し
ブランクのある女性を対
象に、再就職に向けて一
歩踏み出すきっかけとな
るためのセミナーを開催
します。 

48,000 

・２回の連続講座とし、１回目では

再就職に向けた気持ちの整理や自分

らしい働き方について考え、２回目

ではこれまでの自分を棚卸し、具体

的な職業選択の仕方や魅力的な応募

書類の書き方等について実践的に学

ぶ内容で実施しました。また、ハロ

ーワークと連携し、マザーズコーナ

ーや求人情報の紹介を行いました。

第１回：12月 15 日 参加者 14名 

第２回：12月 22 日 参加者９名 

講師：(株)ｴﾑ･ｴｽｵﾌｨｽ見﨑真由子さ

ん 

アンケート結果から、２回ともに参

加者満足度 100%。「再就職に向けて

前向きに考えられるようになった」

「何から始めたらよいのか整理でき

た」等の感想が寄せられ、再就職に

向けて一歩踏み出す自信につなげる

ことができました。 

・今後も再就職
に向けて必要な
考え方や実践的
なノウハウが学
べるよう２回の
連続講座として
実施していきま
す。ただし開催
時期について
は、特に小さな
お子さんを持つ
方が保育園入園
と自身の再就職
をあわせて検討
することが多い
ことから、入園
準備が始まる前
の開催としま
す。 

87,180 

平成 30 年度 

・「女性活躍応援プロジェ
クト」の一環として実施
します。（委託事業） 
２回の連続講座とし、１
回目で再就職における不
安の解消と就業意欲の醸
成につなげ、２回目では
実践的な就職活動方法に
ついて学びます。 
開催時期：保育園入園準
備が始まる 10月までに開
催する予定 

（再掲・№

16） 

2,544,000

・２回の連続講座として、１回
目では再就職活動の進め方や再
就職に関する不安・課題などに
ついて考え、２回目では自分の
強みを発見することや魅力的な
応募書類の書き方等について実
践的に学ぶ内容で実施しまし
た。 
第 1回：9月 21 日 参加者 11
名              
第 2回:10 月 26 日 参加者 15
名              
講師：㈱エム・エスオフィス相
馬美保子さん  
・アンケート結果から、参加者
の満足度は高く、「たくさんの方
の経験を聞くことが出来てよか
った」「強みを知ることが出来
た」などの感想が寄せられ、再
就職に向けて踏み出す機会にで
きました。 

定員に満たなか
ったことから、
カリキュラム、
時間、参加者同
士の情報交換の
セッティングな
ど、参加したく
なる工夫をする
必要がありま
す。令和元年度
の委託先決定
時、対策を指示
します。 

（再掲・№

16） 

2,544,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円）

令和元年度 

・「女性活躍応援プロジェ
クト」の一環として実施
します。委託先：(株)エ
ム・エスオフィス再就職
に向けて必要な考え方や
ノウハウなどについて学
びます。大勢の方々から
参加できるよう開催時間
を午前中にするなどの改
善を図ります。開催時
期：保育園入園準備が始
まる 10月までに開催する
予定。 

（再掲・№

16）

1,500,000

女性のための再就職セミナー
「わたしの働き方が見えてく
る！～自分の歩幅で踏み出す両
立のコツとしごと選び」を１回
実施しました。期日:9月 27 日,
参加者:13 名         
講師：㈱エム・エスオフィス見
崎真由子さん 
・アンケート結果から、参加者
の満足度は高く、「再就職のア
ピールポイントについての不安
が解消出来そう」「自分の今後
を考えるよいきっかけになっ
た」などの感想が寄せられ、再
就職に向けて踏み出す機会にで
きました。 

子育て世代を対
象としたセミナ
ーは、満足度は
高かったが、当
日のキャンセル
も多く定員に達
しなかった。「女
性活躍応援プロ
ジェクト」全体
の検討を行うな
かで、今後の取
り組みを考えま
す。 

（再掲・№

16 ）

1,500,000

令和２年度 

・「女性活躍応援プロジェ
クト」を職階や職種など
に合わせた女性のエンパ
ワーメントを図るための
講座に特化して開催しす
ることから、今年度は、
女性のための再就職セミ
ナーを実施しません。 
・厚生労働省委託事業
「女性就業支援全国展開
事業」などの活用を検討
します。 
・長岡市女性活躍推進会
議の構成団体が行う事業
の周知に協力します。 

－ 

女性のエンパワーメントセミナ
ー 
働き方の不安からの脱却！ 
 with コロナ時代を乗り切るた
めの仕事力アップの鍵とは！？
第 1回「自分も周りもマネジメ
ントする力」がこれからの働き
方のキーワード！ 
期日：10月 21 日（水） 
場所：まちなかキャンパス長岡
参加者：22名 
第 2回 変化の激しい時代に負
けない！～仕事やプライベート
で役立つ必須のスキルとは！？
～  
期日：11月 18 日（水） 
場所：まちなかキャンパス長岡
市役参加者：17 名 
・アンケートの結果から、参加
者の満足度は高く、部下を持つ
女性からは「自分がどう成長し
ていくか、部下との関係につい
て気づきが沢山ありました。」
などの感想が寄せられました。

働く女性を対象

としたエンパワ

ーメントセミナ

ーは満足度が高

く、異業種交流

としても有意義

であった。 

働く女性がさら

に活躍するため

の取り組みを行

います。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・女性が職場や地域で自

分らしくいきいきと活躍

できるよう、エンパワー

メントを中心に、起業な

ども含めた女性のセミナ

ーを開催します。 

 

－ 

・「女性活躍応援プロジェク

ト」実施に向け、準備を行って

います。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・再就職に関するセミナーはハローワークが実施しているため、本事業は女性のエンパワーメントに

特化して実施した。参加した女性は、上司に進められて参加したと答える方も多く、職場における女性

の活躍に関する理解度が深まっている。アンケートの結果も非常に満足度が高かった。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・令和２年１２月に国が策定した「第５次男女共

同参画基本計画では「あらゆる分野における女性

の参画拡大」を大きな柱のひとつとしていること

から、今後も女性のエンパワーメントの取り組み

を進める必要がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （12）地域・社会活動での男女共同参画推進 

事業№ 39 事業名 コミュニティ推進事業 

内 容 
地域活動の場で男女共同参画を推進し、男女がともに地域づくりをしていくため、コミュ

ニティセンターでの男女共同参画関連事業を実施します。 

推進課 市民協働課、人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・男性を対象とした料理
教室等をコミュニティセ
ンターで実施します。 
・地域における男女共同
参画を促進する事業とし
て、コミュニティセンタ
ーと連携し「男女がとも
に担う防災」に関する講
座を実施します。（新） 

108,000

・千手コミュニティセンターほか
11施設で、男性を対象とした料
理教室等を開催しました。（計 43
回、延 432 人） 
・地域の自主的な活動として、男
性料理サークル等の活動が増えま
した。 
・大島コミュニティセンターにお
いて、防災分野における男女共同
参画を推進するため、防災力向上
講座「平日日中の災害発生への備
えを考える」を実施しました。平
日の日中に大地震が発生した場
合、地域に残った人たちでなにが
できるのかをテーマに、中越地震
時の避難所の状況を聞いたり地図
を使った意見交換などを行いまし
た。普段は話し合うことが少ない
方も多く「住民同士のつながりを
大事にする必要がある」といった
感想がありました。 
開催日：平成 29年 10 月６日 
会場：大島コミュニティセンター
参加者数：60人 

・男性の料理によ
る家事参画の意識
が高まってきてい
ることから、今後
も継続して、男性
を対象とした料理
教室の実施をコミ
ュニティセンター
で実施します。 
 
・「平日日中の災
害発生への備えを
考える」講座につ
いては、多くの方
に考える機会をも
ってもらうため、
開催地を替えて継
続実施していきま
す。 

108,000

平成 30 年度 

・男性を対象とした料理
教室等をコミュニティセ
ンターで実施します。 
 
・コミュニティセンター
において男女共同参画の
視点を入れた防災力向上
講座「平日日中の災害発
生への備えを考える」を
開催します。募集の結
果、今年度は川崎コミュ
ニティセンターで実施し
ます。 
開催時期：平成 31 年３月
（予定） 
会場：川崎コミュニティ
センター 

76,000 

・千手コミュニティセンターほか
14施設で、男性を対象とした料
理教室等を開催し（計 44回、延
約 600 人）、男性が地域活動へ参
画するきっかけとなりました。 
・川崎コミュニティセンターにお
いて、防災分野における男女共同
参画を推進するため、防災力向上
講座「もし平日・日中に地震が起
きたら、あなたはどうする？」を
実施しました。平日の日中に地震
が起きた場合、地域に残った人た
ちでなにができるのかをテーマ
に、各町内の日ごろの準備状況を
聞いたり、地図を使った意見交換
などを行いました。 
開催日：平成 31年３月８日 
会場：川崎コミュニティセンター
参加者数：24人 
感想：「普段からの地域のつなが
りが大切」「町内・近所の方々と
日頃からコミュニケーションを図
るようにする」「これからは町内
の集会に参加する」などが寄せら
れました。 

・男性の料理による
家事参画の意識が高
まってきていること
から、今後も継続し
て、男性を対象とし
た料理教室の実施を
コミュニティセンタ
ーで実施します。 
 
・「平日日中の災害
発生への備えを考え
る」講座については、
多くの方に考える機
会をもってもらうた
め、開催地を替えて
継続して実施してい
きます。参加者から
男女共同参画の視点
を持ってもらうため
アンケート設問の見
直しを検討します。

76,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・男性を対象とした料理
教室等をコミュニティセ
ンターで実施します。 
・コミュニティセンター
において男女共同参画の
視点を入れた防災力向上
講座「平日日中の災害発
生への備えを考える」を
開催します。募集の結
果、今年度は新組コミュ
ニティセンターで実施し
ます。開催時期：令和元
年９月 18日（水）（予
定）会場：新組コミュニ
ティセンター 

76,000

・千手コミュニティセンターほか

21施設で、男性を対象とした料

理教室等を開催しました。（計 65

回、延 817 人） 

・男性の地域活動への参画や、家

事に対する理解のきっかけとなり

ました。 

 

・新組コミュニティセンターにお

いて、防災分野における男女共同

参画を推進するため、防災教室

「平日・日中の災害発生への備

え」を実施しました。平日の日中

に災害が起きた場合、地域に残っ

た人たちでなにができるのかをテ

ーマに、避難所における男女共同

参画の視点の学習や、地図による

避難経路の確認などを行いまし

た。開催日：令和元年９月 18日

会場：新組コミュニティセンター

参加者数：20人（うち女性８

人）感想：「女性、子どもの見方

もある。リーダーの一員も。」「男

性スタッフ、女性スタッフが必要

なことを十分感じた。男女関係な

く取り組むことも大切だと思

う。」などが寄せられました。 

・男性の料理によ

る家事参画の意識

が高まってきてい

ることから、今後も

継続して、男性を対

象とした料理教室

をコミュニティセ

ンターで実施しま

す。 

 

・地域での男女共

同参画推進事業に

ついては、集客の面

からも「防災」をテ

ーマとし、継続して

実施します。開催地

を替えることで多

くの市民に広めて

いきます。 

76,000

令和２年度 

・男性を対象とした料理
教室等をコミュニティセ
ンターで実施します。 
 
・コミュニティセンター
において男女共同参画の
視点を入れた防災力向上
講座を開催します。 
開催時期：未定 
会場：未定 

76,000

・表町コミュニティセンター
ほか 13施設で、男性を対象と
した料理教室等を開催しまし
た。（計 25回、延 281 人） 
・男性の地域活動への参画
や、家事に対する理解のきっ
かけとなりました。 

※新型コロナウイルスによる影響

で講座数は例年と比較すると減 

・下川西コミュニティセンターに

おいて、防災分野における男女共

同参画を推進するため、防災教室

「防災を学ぼう」を実施しまし

た。平日の日中に水害が起きた場

合、地域に残った人たちでなにが

できるのかをテーマに、避難所に

おける男女共同参画の視点の学習

を行いました。開催日：令和２年

11月 12 日会場：下川西コミュニ

ティセンター参加者数：26人

（うち女性９人）感想：「男性だ

け、女性だけの考えでは想いが及

ばない。皆で取り組む必要があ

る。」「災害が発生したらどう行動

するかを家族全員が知っておくた

・男性の料理によ
る家事参画の意
識が高まってき
ていることから、
今後も継続して、
男性を対象とし
た料理教室をコ
ミュニティセン
ターで実施しま
す。 

76,000
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め、話し合いが必要。」「サークル

やお茶飲み会など様々な機会で、

防災に関して話し合いができると

よい。」などが寄せられました。

令和３年度 

（最終年度） 

・男性を対象とした料理
教室等をコミュニティセ
ンターで実施します。 
 

開催時期：未定 

会場：未定 

76,000

・コミュニティセンターで男

性を対象とした料理教室等を

開催することにより、男性の

地域活動への参画や、家事に

対する理解のきっかけとなり

ました。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・コミュニティセンターで料理教室等を開催することにより、男性の地域活動への参画や、家事に対す

る理解のきっかけとなった。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・男女共同参画を認識するきっかけにつながるコ

ミュニティ事業について、地域や参加者のニーズ

を踏まえて検討していく必要がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （12）地域・社会活動での男女共同参画推進 

事業№ 40 事業名 まちなかキャンパス長岡管理・運営事業 

内 容 

市内３大学１高専との協働により、多様化、高度化する市民の学びのニーズに応じた講座

や事業を実施します。その中で、保育サービスなど、男女がともに参加しやすい学びの場

の提供に努めます。 

推進課 市民協働課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

まちなかカフェやまちなか大

学、まちなか大学院など、学び

のステージに応じた講座をはじ

め、市民や企業、まちキャンボ

ランティアの皆さんが企画し、

協働で開催する講座、米百俵塾

など、多彩な講座を開催しま

す。その中で子育て中の方が受

講しやすいよう、引き続き保育

サービスを実施します。 

5,000,000

・様々な年代に興味を持っていただ

けるよう多彩な講座を開催しまし

た。なお、子育て中の方が受講でき

るように実施している「保育サービ

ス（無料）」は、７講座（８コマ）で

ご利用がありました。 

・ライフスタイルによ

って受講しやすい曜日

や時間帯が異なること

から、講座の内容に応

じて、より受講しやす

い開催日時の検討を行

います。 

5,000,000

平成 30 年度 

まちなかカフェやまちなか大

学、まちなか大学院など、学び

のステージに応じた講座をはじ

め、市民や企業、まちキャンボ

ランティアの皆さんが企画し、

協働で開催する講座など、多彩

な講座を開催します（81講座、

160 コマ：内訳は別紙のとお

り）。その中で子育て中の方が受

講しやすいよう、引き続き保育

サービスを実施します。 

4,500,000

・様々な方に興味を持っていただけ

るよう、多彩な分野にわたり講座を

開催しました。各分科会において、

委員（男 14名、女 9名）が講座の企

画等を行い、ボランティアスタッフ

（男 16名、女 17名）から運営にご

協力をいただきました。企画から運

営において男女のバランスが極端に

偏らないように考慮することで、受

講者においても男女の偏りなく受講

していただきました（H30 受講者：延

べ 2,870 人。男性 48.7％、女性

51.3％）。また、子育て世代が気軽に

受講できるように実施している「保

育サービス（無料）」は、11講座でご

利用がありました。 

・ライフスタイルによ

って受講しやすい曜日

や時間帯が異なること

から、講座の内容に応

じて、より受講しやす

い開催曜日や時間帯に

ついて、講座アンケー

ト等により検討しま

す。 

3,746,203
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

委員やボランティアスタッフ等

様々な世代の方から関わってい

ただき、まちなかカフェやまち

なか大学、まちなか大学院な

ど、学びのステージに応じた多

彩な講座を企画・開催します

（91講座：予定）。また、子育

て中の方が受講しやすいよう、

引き続き保育サービスを実施し

ます。 

2,000,000

・引き続き様々な方に興味を持って

いただけるよう、多彩な分野にわた

り講座を開催しました。委員（男17

名、女 6名）が、各分科会に分かれ

て講座の企画等を行い、ボランティ

アスタッフ（男 26名、女 20名）か

ら運営にご協力をいただきました。

各分科会での企画検討から当日の運

営において男女のバランスが極端に

偏らないように考慮することで、受

講者においても男女の偏りなく受講

していただきました（H31 受講者：延

べ 2,828 人。男性 46.4％、女性

53.6％）。また、子育て世代が気軽に

受講できるように実施している「保

育サービス（無料）」は、７講座でご

利用がありました。 

・ライフスタイルによ

って受講しやすい曜

日や時間帯が異なる

ことから、講座の内容

に応じて、より受講し

やすい開催曜日や時

間帯について、講座ア

ンケート等により検

討します。 

・企画から運営までの

全体の流れの中で男

女の割合に大きな偏

りが出ないよう、関係

団体に働きかけます。

2,000,000

令和２年度 

委員やボランティアスタッフ等

様々な世代の方から関わってい

ただき、まちなかカフェやまち

なか大学、まちなか大学院な

ど、学びのステージに応じた多

彩な講座を企画・開催します

（84講座企画：うち 51講座は

新型コロナウイルスの影響によ

り中止）。また、子育て中の方が

受講しやすいよう、引き続き保

育サービスを実施し、周知に努

めます。 

2,000,000

・様々な方に興味を持っていただけ

るよう、多彩な分野にわたり講座を

開催しました。また、時事的なテー

マを取り上げることが多いため、講

座によっては男女比に若干の差があ

るものの、大きな偏りはありません

でした（R2受講者：延べ 831 人。男

性 51.3％、女性 48.3％）※令和２年

度の講座内容及び受講者数（男女

比）は別紙のとおり。 

・保育サービス（無料）は、新型コ

ロナウイルスの影響により日中に開

催する講座の半数を中止したことも

あり、ご利用はありませんでした。

・まちなかキャンパス

長岡の方針として基

本的には同じ講座を

開催していないとこ

ろではありますが、

様々なライフスタイ

ルの方々が受講しや

すいよう、同じ講座を

曜日や時間帯を変え

て複数回開催するな

どの工夫が必要と思

われます。講座企画を

行う分科会において

検討します。 

1,500,000

令和３年度 

（最終年度） 

・講座を企画する委員の女性参

画割合が 33％を超えるよう、参

画団体（４大学１高専）に働き

かけを行います。 

・性別年齢に関係なく、様々な

方から講座に興味を持っていた

だけるよう、多彩な講座を企

画・開催します。中でも子育て

中の方が受講しやすいよう、引

き続き保育サービスを実施しま

す。 

3,500,000

（10 周年事

業費

1,500,000 円

含む） 

・委員の女性登用率は 39.4％とな

り、目標を達成しました。参画団体

（４大学１高専）別では達成が難し

い団体もありますが、引き続き働き

かけを行います。 

・新型コロナウイルスの影響によ

り、現時点で開催した講座が少ない

ため、受講者の傾向把握はできてい

ませんが、全体の男女比に大きな偏

りはありません（R3受講者男女比：

男性 49.2％、女性 50.8％）※令和３

年度の講座内容及び受講者数（男女

比）は別紙のとおり。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・講座企画に関わる委員の女性参画割合は、令和３年度において目標値を達成しているうえ、講座受講

者の男女比についても大きな偏りはなく、女性が受講しやすい講座の工夫ができました。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・様々な方々からまちなかキャンパス長岡の講座

に興味を持ってもらい、「学び」を地域に還元する

人材の育成や、地域や世代を超えた新たな「交流」

を創出するため、引き続き男女がともに参加しや

すい「学び」と「交流」の場の提供に取り組む必要

がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （12）地域・社会活動での男女共同参画推進 

事業№ 41 事業名 コミュニティセンターの整備 

内 容 地域における拠点づくりを進め、地域活動の活性化を支援します。 

推進課 市民協働課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・コミュニティセンター

の整備を進めます。（上川

西コミュニティセンター

建設用地造成工事実施設

計、用地取得等） 

5,699,000

計画どおり用地造成実施設計

及び、用地取得を行いまし

た。（2,537.48 ㎡） 

順次計画を進め、

令和 2 年度中の完

成を目指します。

29,900,042

平成 30 年度 

・コミュニティセンター

の整備を進めます。（上川

西コミュニティセンター

建設工事実施設計、地質

調査、予定地造成工事） 

63,600,000

計画どおり実施設計、地質調

査、建設予定地造成工事を行

いました。 

令和元年度に着工

し、令和２年度中

の完成を目指しま

す。 

42,564,960
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

・コミュニティセンター

の整備を進めます。(上川

西コミュニティセンター

建築工事、電気設備工

事、機械設備工事、外構

工事実施設計 等） 

164,528,000

計画どおり建設工事、外構工

事実施設計を行いました。 

 

・令和 2年度秋の

供用開始を目指

します。 

・コミュニティ

活動の新たな拠

点を整備するこ

とにより、地域活

動における男女

共同参画の推進

に努めます。 

135,840,160

令和２年度 

・コミュニティセンター

の整備及び、供用開始の

準備を進めます。（上川西

コミュニティセンター建

築工事、電気設備工事、

機械設備工事、外構工

事、備品整備 等） 

292,059,000

計画どおり建築工事等を行

い、上川西コミュニティセン

ターを 10月 5日に供用を開

始しました。 

 

・コミュニティ

活動の新たな拠

点を活用し、地

域活動における

男女共同参画の

推進に努めま

す。 

277,928,188

令和３年度 

（最終年度） 
－ － － － － 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・狭隘化が顕著であった上川西地区に新しいコミュニティセンターを整備し、地域活動の活性化につ

なげることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・地域活動の活性化のため、コミュニティセンタ

ーの整備は適宜行うが、男女共同参画社会の形成

に関する施策としては直接的でないため 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 42 事業名 職員の育児・家事参加に関する意識啓発【女性活躍】 

内 容 
２つの特定事業主行動計画に基づき、男女を問わず全ての職員に対し、育児や家事参加に
関する職場全体の意識醸成や制度周知を更に推進するとともに、育児に関する休暇等の取
得促進を図ります。 

推進課 人事課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円）

平成 29 年度 

・ワーク・ライフ・
バランスに関する理
解促進を図り、仕事
の進め方や働き方の
見直しなどを進めま
す。 
・育児休業中の職員
の職場復帰に対する
不安の解消を図り、
円滑な職場復帰を支
援します。 
・職員向け子育て支
援セミナーを開催
し、育児の悩みの共
有や不安を取り除き
ます。 
・育児に関する休暇
制度等の周知と活用
促進に努めます。 

278,000

＜研修＞ 
①働き方改革講演会 
・日時：平成 29年５月 29日 
・対象：全部課長級職員(112 名) 
・講師：サイボウズ(株)代表取締役社長 
青野 慶久氏 
「多様な人材を集め個性を活かす手法」 
②働き方改革リーダー研修 
・日時：平成 29年７月３日 
・対象：全課長（73名） 
・内容：リーダーのタイムマネジメント、
仕事の優先順位の付け方やと完了基準の明
確化、リーダーシップ等に関する講義及び
グループワーク 
③職場復帰支援研修 
・日時：平成 30年３月 19日 
・対象：育児休業中の職員や今後予定する
者（９名） 
・内容：復職後の育児支援制度概要の説明
や業務遂行に資する基礎知識やタイムマネ
ジメント手法等について、復職後の子育
て・家庭との両立について 
【評価】 
 平成 29年度は主に上級管理職を中心に
研修を実施したことで、その感想から「公
務能率の向上」や「風通しの良い職場風土
の醸成」に向けた積極的な取組みへの効果
が大きかったと思われる。 
 職場復帰支援研修については、日程の都
合上、参加者が少なかったことは、今後の
課題として改善を図る必要があるが、受講
者から「職場復帰に向けてイメージができ
た」「同じ立場の職員と情報共有ができて
良かった」といった感想があったことは、
当初の研修目的を達成するものであった。
＜制度理解促進等の対策＞ 
・毎月 12日を「家事・育児・WLB の日」と
して周知。 
・全職員向けに育児・介護両立支援制度の
周知を行い、該当者の制度利用と周知の理
解を促進 
・管理職研修において、上記資料を人事課
長が説明し、風通しが良く子育てしやすい
職場環境への理解促進 
・若手職員の各種研修の場での制度周知 
・男性職員が職員互助会の出産祝い金の支
給手続きする際に、育児支援制度パンフレ
ットを交付し制度周知 
・「ゆう活」の実施等による働き方見直し

引き続き、特定
事業主行動計
画に基づき、全
ての職員に対
し、研修等を通
じて育児や家
事参加に関す
る職場全体の
意識情勢や制
度周知を推進
します。 

177,740 
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活動の推進 
【評価】 
 これまで以上に制度周知を図ったことに
加え、新たな取組みとして夏季における
「ゆう活」を始めたことにより、「家族と
過ごす時間が増えた」「通院時間が取りや
すくなった」などの意見が寄せられ、ワー
ク・ライフ・バランスへの関心が高まった
ものと理解している。 

平成 30 年度 

・ワーク・ライフ・バ
ランスに関する理解促
進を図り、仕事の進め
方や働き方の見直しな
どを進めます。 
＜実施予定＞ 
・インバスケット研修 
 日時：８月下旬（予
定） 
 対象：係長級職員 
 内容：インバスケッ
トの手法を学び、仕事
の進め方を見直す。 
・育児休業中の職員の
職場復帰に対する不安
の解消を図り、円滑な
職場復帰を支援しま
す。 
 
 
・職員向け子育て支援
セミナーを開催し、育
児の悩みの共有や不安
を取り除きます。 
・育児に関する休暇制
度等の周知と活用促進
に努めます。 

804,000

＜研修＞ 
①インバスケット研修 
・日時：平成 30年 8月 21日 
・対象：係長級職員（20名） 
・内容：仕事の優先順位の付け方及びグル
ープワーク 
②ワーキングマザー向けキャリア研修（外
部団体主催研修） 
・日時：平成 31年 2月 13日 
・育児休暇から職場復帰した女性職員 2名
を派遣 
・内容：「これから 30年シート」の作成。
「これから 3年」「その先の 3～10年」で
望むキャリアとスキルを考える。 
③職場復帰支援研修 
・日時：平成 31年 2月 28日 
・対象：育児休業中の職員や今後予定する
者（10名） 
・内容：復職後の育児支援制度概要の説明
や業務遂行に資する基礎知識やタイムマネ
ジメント手法等について、復職後の子育
て・家庭との両立について 
【評価】 
 30 年度は係長級以下の階層向けに研修を
実施したことで、幅広い階層においてワー
ク・ライフ・バランスの実現に向けた意識
を高めることができたと考える。いずれの
研修も受講者から「今後の仕事の進め方や
働き方を考えるいい機会となった」「同じ
立場の職員と情報共有ができて良かった」
といった感想があったことは、当初の研修
目的を達成するものであった。 
＜制度理解促進等の対策＞ 
・毎月 12日を「家事・育児・WLB の日」と
して周知。 
・全職員向けに育児・介護両立支援制度の
周知を行い、該当者の制度利用と周知の理
解を促進 
・管理職研修において、上記資料を人事課
長が説明し、風通しが良く子育てしやすい
職場環境への理解促進 
・若手職員の各種研修の場での制度周知 
・男性職員が職員互助会の出産祝い金の支
給手続きする際に、育児支援制度パンフレ
ットを交付し制度周知 
・「ゆう活」の実施等による働き方見直し
活動の推進 
【評価】 
 これまで以上に制度周知を図ったことに
加え、昨年度に引き続き夏季における「ゆ
う活」を実施したことにより、「家族と過
ごす時間が増えた」「通院時間が取りやす
くなった」などの意見が寄せられ、ワー
ク・ライフ・バランスへの関心が高まった
ものと理解している。 

引き続き、特定
事業主行動計
画に基づき、全
ての職員に対
し、研修等を通
じて育児や家
事参加に関す
る職場全体の
意識情勢や制
度周知を推進
します。 

447,200
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円）

令和元年度 

・ワーク・ライフ・バラ
ンスに関する理解促進を
図り、仕事の進め方や働
き方の見直しなどを進め
ます。 
＜実施予定＞ 
・リーダーシップ研修 
 日時：8月下旬（予
定） 
 対象：課長級 
 内容：「公務能率の向
上」や「風通しの良い職
場風土の醸成」に向けた
取組みについて学ぶ。 
・インバスケット研修 
 日時：9月中旬（予
定） 
 対象：係長級職員 
 内容：インバスケット
の手法を学び、仕事の進
め方を見直す。 
・育児休業中の職員の職
場復帰に対する不安の解
消を図り、円滑な職場復
帰を支援します。 
・職員向け子育て支援セ
ミナーを開催し、育児の
悩みの共有や不安を取り
除きます。 
・育児に関する休暇制度
等の周知と活用促進に努
めます。 

902,000

＜研修＞ 
①相談力向上研修 
・日時：令和元年 9月 27日 
・対象：各課長及び課長級職員
（125 名） 
・内容：職場の相談力向上法や部下
の観察法について 
②インバスケット研修 
・日時：令和元年 8月 26日 
・対象：係長級職員（26名） 
・内容：仕事の優先順位の付け方及
びグループワーク 
③職場復帰支援研修 
・日時：令和 2年 2月 20日 
・対象：育児休業中の職員や今後予
定する者（10名） 
・内容：復職後の育児支援制度概要
の説明や業務遂行に資する基礎知識
やタイムマネジメント手法等につい
て、復職後の子育て・家庭との両立
について 
【評価】 
 元年度は管理職から係長級以下の
階層向けに研修を実施したことで、
幅広い階層においてワーク・ライ
フ・バランスの実現に向けた意識を
高めることができたと考える。いず
れの研修も受講者から「自分の仕事
の進め方に気づき今後の改善に役立
てられる」「生産性を持って仕事に
取り組めそう」「家族の協力、職場
の理解を得ながら、仕事と家庭の両
立をしていきたい」といった感想が
あったことから、同様の研修を継続
していくべきと考える。 
＜制度理解促進等の対策＞ 
・毎月 12日を「家事・育児・WLB
の日」として周知。 
・全職員向けに育児・介護両立支援
制度の周知を行い、該当者の制度利
用と周知の理解を促進 
・管理職研修において、上記資料を
人事課長が説明し、風通しが良く子
育てしやすい職場環境への理解促進
・若手職員の各種研修の場での制度
周知 
・男性職員が職員互助会の出産祝い
金の支給手続きする際に、育児支援
制度パンフレットを交付し制度周知
・時差出勤の実施等による働き方見
直し活動の推進 
【評価】 
 これまで以上に制度周知を図った
ことに加え、職員の働き方改革をさ
らに推進するため、５月から時差出
勤制度を試行したことにより、「家
族と過ごす時間が増えた」「より効
率的に業務を進められた」などの意
見が寄せられ、ワーク・ライフ・バ
ランスへの関心が高まったものと理
解している。 
 

引き続き、特定
事業主行動計画
に基づき、全て
の職員に対し、
研修等を通じて
育児や家事参加
に関する職場全
体の意識情勢や
制度周知を推進
します。 

666,124
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令和２年度 

・ワーク・ライフ・バラン

スに関する周知や理解促進

を図り、仕事の進め方や働

き方の見直しなどを進めま

す。 

＜実施予定＞ 

・リーダーシップ研修 

 日時：9月（予定） 

 対象：課長級 

 内容：「適切なコミュニ

ケーション方法」や「風通

しの良い職場風土の醸成」

に向けた取組みについて学

ぶ。 

・インバスケット研修 

 日時：8月下旬（予定） 

 対象：係長級職員 

 内容：インバスケットの

手法を学び、仕事の進め方

を見直す。 

・育児休業中の職員の職場

復帰に対する不安の解消を

図り、円滑な職場復帰を支

援します。 

・職員向け子育て支援セミ

ナーを開催し、育児の悩み

の共有や不安を取り除きま

す。 

・育児に関する休暇制度や

男性の育児参画の促進等の

周知と活用促進に努めま

す。 

902,000

＜研修＞ 
①アンコンシャスバイアス研修 
・日時：令和 3年 2月 25日 
・対象：受講を希望する者（28
名） 
・内容：「無意識の偏見「無意識の
思い込み」「無意識の偏ったものの
見方」に気づくことで、男女の性差
なく多様な考え方を認め合い、一人
ひとりが生き生きと活躍できる良好
な職場風土の醸成について学ぶ。 
②子育て応援研修 
・日時：令和 3年 3月 4日 
・対象：第一子妊娠中の妻を持つ
者、未就園児の第一子を持つ者、育
児に不安を感じているなど、受講を
希望する者（69名） 
・内容：男女問わず仕事と育児を両
立させるために、育児中の女性の心
理状態や悩み、夫に求めるニーズを
知り、男性の育児参画を促進する。
③職場復帰支援研修 
・日時：令和 3年 3月 5日 
・対象：育児休業中の職員や今後予
定する者（24名） 
・内容：復職後の仕事と家庭の両立
を図るため、職場復帰に対する不安
の軽減及び職場復帰に対する心構え
やモチベーションアップの方法を学
ぶ。 
 
【評価】 
 ２年度は新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、リーダーシップ研
修及びインバスケット研修は中止と
なったが、新たにアンコンシャスバ
イアス研修や男性職員を対象とした
子育て応援研修を実施したことで、
ワーク・ライフ・バランスの実現に
向け、男女の性差に対する無意識の
思い込みに気づき、子育てに直面し
ている男性職員は育児参画の意識も
高まったと考えている。いずれの研
修も受講者から「妻の負担に気づか
された」「思っていた以上に家庭の
事は妻に任せきりであることを自覚
した」「女性にしか分からない部分
を分かろうとすることが大切、協力
していこうと思う」といった感想が
あったことから、今後も同様の研修
を継続していくべきと考える。 
 
＜制度理解促進等の対策＞ 
・毎月 12日を「家事・育児・WLB
の日」として周知。 
・全職員向けに育児・介護両立支援
制度の周知を行い、該当者の制度利
用と周知の理解を促進 
・管理職研修において、上記資料を
人事課長が説明し、風通しが良く子
育てしやすい職場環境への理解促進
・若手職員の各種研修の場での制度
周知 
・男性職員が職員互助会の出産祝い
金の支給手続きする際に、育児支援
制度パンフレットを交付し制度周知
・時差出勤やパソコンの一斉シャッ

引き続き、特定

事業主行動計画

に基づき、全て

の職員に対し、

研修等を通じて

育児や家事参加

に関する職場全

体の意識醸成や

制度周知を推進

します。 

395,000



第２次ながおか男女共同参画基本計画 進捗管理・総括表 

- 139 - 

トダウンの実施等による働き方見直
し活動の推進 
【評価】 
 これまで以上に制度周知を図った
ことに加え、職員の働き方改革をさ
らに推進するため、時差出勤制度や
パソコンの一斉シャットダウンを試
行したことにより、「家族と過ごす
時間が増えた」「より効率的に業務
を進められた」などの意見が寄せら
れ、ワーク・ライフ・バランスへの
関心が高まったものと理解してい
る。 
 

令和３年度 

（最終年度） 

〇ワーク・ライフ・バラン

スに関する周知や理解促進

を図り、仕事の進め方や働

き方の見直しなどを進めま

す。 

＜実施予定＞ 

・インバスケット研修 

日時：8月下旬（予定） 

対象：主査級職員 

 

〇育児休業中の職員の職場

復帰に対する不安の解消を

図り、円滑な職場復帰を支

援します。 

＜実施予定＞ 
・職場復帰研修 
日時：3月上旬（予定） 
対象：育児休業中の職員や
今後予定する者 
  
〇職員向け子育て支援研修
を開催し、育児の悩みの共
有や不安を取り除きます。 

＜実施予定＞ 

・アンコンシャスバイアス
研修 
日時：7月中旬（予定） 
対象：各課１名 
・子育て応援研修 

日時：3月上旬（予定） 

対象：第一子妊娠中の妻を

持つ者、未就園児の第一子

を持つ者、育児に不安を感

じているなど、受講を希望

する者（69名） 

 

〇育児に関する休暇制度や

男性の育児参画の促進等の

周知と活用促進に努めま

す。 

900,000

＜制度理解促進等の対策＞ 

・毎月 12日を「家事・育児・WLB

の日」として周知。 

・全職員向けに育児・介護両立支援

制度の周知を行い、該当者の制度利

用と周知の理解を促進 

・管理職研修において、上記資料を

人事課長が説明し、風通しが良く子

育てしやすい職場環境への理解促進

・若手職員の各種研修の場での制度

周知 

・男性職員が職員互助会の出産祝い

金の支給手続きする際に、育児支援

制度パンフレットを交付し制度周知

・時差出勤の実施等による働き方見

直し活動の推進 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・全ての職員に対し、研修等を通じて育児や家事参加に関する職場全体の意識醸成や制度周知を推進

したことで、Ｈ29 には 0.00％だった男性の育休取得率が、Ｒ2 には 24.32％（確定ではない）に上昇し

た。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・育児・介護休業法の改正により「男性版産休」が

新設され、国は低迷する男性の育休取得率を 25年

に 30％まで引き上げる目標を掲げていることか

ら、本市においても引続き職場全体の意識醸成や制

度周知に取組む必要がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 43 事業名 ファミリー・サポート・センター事業【女性活躍】 

内 容 
「育児の援助を受けたい方」（依頼会員）と「育児の援助を行いたい方」（提供会員）が会

員として登録し、相互援助活動を通して地域における子育てを支援します。 

推進課 子ども・子育て課 

】 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・会員養成講習会の開催
（年３回） 
・広報誌の発行（年１
回） 
・交流会、研修会の開催 
・援助活動（会員数 1,300
人、活動件数 4,000 件）
を実施します。 

10,643,000

・会員養成講習会を年３回開催。参

加者数延べ 84人。（前年比 5人増）

・広報誌を５月に発行し、事業の周

知をしました。 

・交流会はサマージャズコンサート

を行いました。参加者数 117 人。ま

た、与板地域において活動を知って

もらうための地域交流会も行いまし

た。参加者数 29人。（前年比 16人

増） 

・研修会は２つ実施しました。①乳

幼児のための救急法をテーマに、救

急隊員から AEDの使用方法などを学

びました。参加者数 28人。（前年比

１人増）②新潟中央短期大学准教授

の久保田真規子氏を講師にお招き

し、地域での子育て支援について学

びました。参加者数 24名。（前年比

10人減） 

・援助活動（提供会員 298 人（前年

比９人減）)、依頼会員 967 人（前年

比 24人増）、両方会員 60人（前年比

３人減）、計 1,325 人（前年比 12人

減）、利用件数 2,887 件（前年比

1,565 件減）を実施し、地域における

子育てを支援しました。利用件数が

前年度から減少しているのは、児童

クラブの預かり時間の延長があり、

その影響があったためです。 

今後も、登録会員
の拡大や事業の充
実を図るため、交
流会の実施や支所
地域における制度
のＰＲを行ってい
きます。 

7,362,238
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平成 30 年度 

・会員養成講習会の開催
（年３回） 
・広報誌の発行（年１
回） 
・交流会、研修会の開催 
・援助活動（会員数 1,300
人、活動件数 3,000 件）
を実施します。 

9,718,000

・会員養成講習会を年３回開催。参

加者数延べ 105人。（前年比 21人

増） 

・広報誌を５月に発行し、事業の周

知をしました。 

・交流会は Xmasファミリーコンサー

トを行いました。参加者数 104 人。

また、２カ所の子育て支援センター

と３ヵ所の子育ての駅において活動

を知ってもらうための地域交流会も

行いました。参加者数 53名人。（前

年比 24人増） 

・研修会は２つ実施しました。①乳

幼児のための救急法をテーマに、救

急隊員から AEDの使用方法などを学

びました。同じ内容で年２回実施。

参加者数 51人。（前年比 23人増）②

学校教育課指導主事の小林浩子氏を

講師にお招きし、配慮の必要な子ど

もへの接し方としての研修会を行い

ました。参加者数 47名。（前年比23

人増） 

 

・援助活動（提供会員 298 人（前年

同数）)、依頼会員 939 人（前年比 28

人減）、両方会員 57人（前年比 3人

減）、計 1,294 人（前年比 31人減）、

利用件数 2,643 件を実施し、地域に

おける子育てを支援しました。利用

件数が前年度から減少しているの

は、これまで兄弟で利用があった場

合、１人で１件のカウントでした

が、国の方針で、兄弟で一度にサー

ビスを提供した場合は１件とカウン

トすることになったことによるもの

です。（前年と同じカウントの場合

3,115 件（前年比 228 件増）） 

今後も、登録会員
の拡大や事業の充
実を図るため、交
流会の実施や支所
地域における制度
のＰＲを行ってい
きます。 

7,262,582
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・会員養成講習会の開催
（年３回） 
・広報誌の発行（年１
回） 
・交流会、研修会の開催 
・援助活動（会員数 1,300
人、活動件数 2,700 件）
を実施します。 

9,184,000

・会員養成講習会を年３回開催。参

加者数延べ 132人。（前年比 27人

増） 

・広報誌を５月に発行し、事業の周

知をしました。 

・交流会は Xmasファミリーコンサー

トを行いました。参加者数 112 人。

また、3カ所の保育園において活動を

知ってもらうための地域交流会も行

いました。参加組数 16組。 

・研修会は２つ実施しました。①乳

幼児のための救急法をテーマに、救

急隊員から AEDの使用方法などを学

びました。同じ内容で年２回実施。

参加者数 56人。（前年比 5人増）②

管理栄養士のますがかみき氏を講師

にお招きし、子どもたちの感性と生

き抜く力を育むには何が大切なの

か、子どもたちの食能について研修

会を行いました。参加者数 32名。

（前年比 15人減） 

・援助活動（提供会員 298 人（前年

比 11妊増）)、依頼会員 940 人（前

年比１人増）、両方会員 60人（前年

比 3人増）、計 1,309 人（前年比 15

人増）、利用件数 3,266 件を実施し、

地域における子育てを支援しまし

た。利用件数が増加しているのは、

保育園・幼稚園、小学校、習い事等

の送迎の依頼が増加したためです。

今後も、登録会員
の拡大や事業の
充実を図るため、
交流会の実施や
支所地域におけ
る制度のＰＲを
行っていきます。

7,479,060

令和２年度 

・会員養成講習会の開
催（年２回） 
・広報誌の発行（年１
回） 
・交流会、研修会の開
催 
・援助活動（会員数
1,320 人、活動件数
3,500 件）を実施しま
す。 

9,474,000

・会員養成講習会を年２回開催。参

加者数延べ 91人。（前年比 41人減）

・広報誌を５月に発行し、事業の周

知をしました。 

・交流会・地域交流会は新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大防止のた

め開催しませんでした。 

・研修会は２つ実施しました。①乳

幼児のための救急法をテーマに、救

急隊員から AEDの使用方法などを学

びました。同じ内容で年 3回実施。

参加者数 48人。（前年比 8人減）②

管理栄養士のますがかみき氏を講師

にお招きし、アレルギーについて研

修会を行いました。参加者数 14名。

（前年比 18人減） 

・援助活動（提供会員 311 人（前年

比 13人増）、依頼会員 922 人（前年

比 18人減）、両方会員 57人（前年比

3人減）、計 1,290 人（前年比 19人

減））、利用件数 2,964 件を実施し、

地域における子育てを支援しまし

た。利用件数が減少したのは、コロ

ナ禍で習い事等の送迎の依頼が減少

したためです。 

今後も、登録会
員の拡大や事業
の充実を図るた
め、交流会の実
施や支所地域に
おける制度のＰ
Ｒを行っていき
ます。 

7,084,359
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和３年度 

（最終年度） 

・会員養成講習会の開

催（年 3回） 

・広報誌の発行（年１

回） 

・交流会、研修会の開

催 

・援助活動（会員数

1,300 人、活動件数

3,000 件）を実施しま

す。 

9,451,000

５月に広報誌を発行しまし

た。 

その他、講習会等の実施に向

け、準備を行っています。 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・会員数も大きく変わらず利用件数も増えているが、育児のサポートが必要な人へ援助が提供できる 

 サービス提供体制が整備できた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・核家族化や少子化の進行、地域での人間関係の

希薄化などで、今後も子育て世帯への育児のサポ

ートが必要となるため。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 44 事業名 こんにちは赤ちゃん訪問【女性活躍】 

内 容 
未熟児・新生児訪問含む、生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を訪問し、子育て支援

の情報提供や保健指導を行います。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・生後 28日以内の新生児

訪問：1,715 件 

・生後４カ月までの乳児

訪問（新生児訪問除く）：

900 件 

・未熟児訪問：70件 

・要継続支援家庭への訪

問：250 件 

 を実施します。 

15,351,000

・生後 28日以内の新生児訪問

1,574 件（前年度 1,555 件）

・生後 4 か月までの乳児訪問

（新生児訪問、未熟児訪問除

く）731 件（前年度 748 件）

・未熟児訪問 73件（前年度

68 件） 

・要継続支援家庭への訪問

276 件（再掲）（前年度 256

件） 

・育児不安や母の体調不安の

相談に対応しました。 

育児不安等の訴え

や虐待予防の観点

から継続支援を要

するケースが増え

ています。 

13,357,842

平成 30 年度 

・生後 28日以内の新生児

訪問：1,575 件 

・生後 4 か月までの乳児

訪問（新生児訪問除く）：

830 件 

・未熟児訪問：70件 

・要継続支援家庭への訪

問：270 件 

を実施します。 

14,620,000

・生後 28日以内の新生児訪問

1,603 件（前年度 1,574 件）

・生後 4 か月までの乳児訪問

（新生児訪問、未熟児訪問除

く）653 件（前年度 731 件）

・未熟児訪問 49件（前年度

73 件） 

・要継続支援家庭への訪問

243 件（再掲）（前年度 276

件） 

・母子手帳交付時や出産後に

きめ細やかな支援を必要とす

る妊産婦に対して、支援プラ

ンを立て支援を実施した件

数：29年度 136 件、30年度

105 件、出産後医療機関から

市へ継続支援依頼のあった件

数：29年度 64件、30 年度は

131 件 

・育児不安や母の体調不安の

相談に対応しました。 

育児不安等の訴え

や虐待予防の観点

から継続支援を要

するケースが増え

ています。 

13,518,137
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・生後 28日以内の新生児

訪問：1,500 件 

・生後 4 か月までの乳児

訪問（新生児訪問除く）：

630 件 

・未熟児訪問：70件 

・要継続支援家庭への訪

問：250 件 

を実施します。 

13,813,000

・生後 28日以内の新生児訪問

1,559 件（前年度 1,603 件） 

・生後 4 か月までの乳児訪問

（新生児訪問、未熟児訪問除

く）697 件（前年度 653 件） 

・未熟児訪問 65件（前年度

49 件） 

・要継続支援家庭への訪問

317 件（再掲）（前年度 243

件） 

・母子手帳交付時や出産後に

きめ細やかな支援を必要とす

る妊産婦に対して、支援プラ

ンを立て支援を実施した件

数：30年度 105 件、元年度

116 件、出産後医療機関から

市へ継続支援依頼のあった件

数：30年度は 131 件、元年度

151 件 

・育児不安や母の体調不安の

相談に対応しました。 

育児不安等の訴

えや虐待予防の

観点から継続支

援を要するケー

スが増えていま

す。 

13,142,854

令和２年度 

・生後 28日以内の新生児

訪問：1,500 件 

・生後 4 か月までの乳児

訪問（新生児訪問除く）：

600 件 

・未熟児訪問：70件 

・要継続支援家庭への訪

問：300 件 

を実施します。 

14,213,000

・生後 28日以内の新生児訪問

1,423 件（前年度 1,567 件） 

（訪問率 87.6％） 

・生後 4 か月までの乳児訪問

（新生児訪問、未熟児訪問除

く）708 件（前年度 697 件） 

・未熟児訪問 48件（前年度

65 件） 

・要継続支援家庭への訪問

372 件（再掲）（前年度 317

件） 

・母子健康手帳時や出産後に

きめ細やかな支援を必要とす

る妊産婦に対して、支援プラ

ンを立て支援を実施した件

数：149 件（前年度 116 件）、

出産後医療機関から市への継

続支援依頼のあった件数：175

件（前年度 151 件） 

・育児不安や母の体調不安の

相談に対応しました。 

育児不安等の訴

えや虐待予防の

観点から継続支

援を要するケー

スが増えていま

す。 

12,623,362
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和３年度 

（最終年度） 

・生後 28日以内の新生児

訪問：1,475 件 

・生後 4 か月までの乳児

訪問（新生児訪問除く）：

600 件 

・未熟児訪問：70件 

・要継続支援家庭への訪

問：350 件 

を実施します。 

14,369,000 実施計画とおりの見込み   

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・生後 28日以内の新生児訪問、生後 4 か月までの乳児訪問（新生児訪問除く）、未熟児訪問、要継続支援家庭へ

の訪問を必要者に実施し、子育て支援の情報提供や保健指導を行うことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・育児不安等の訴えや虐待予防の観点から継続支援を

要するケースが増えており、子育て支援の情報提供や

保健指導を継続して行う必要があるため。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 45 事業名 ブックスタート事業【女性活躍】 

内 容 

絵本の読み聞かせを通した親と子のふれあいや絆づくりのきっかけとして実施します。生

後６か月の赤ちゃん相談で、絵本を開く楽しい体験と一緒にメッセージを伝え、絵本１冊

とオリジナルのアドバイス集を渡します。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・赤ちゃん相談時に実施

します。９会場６４回 

・対象予定者数 2,100 人 

1,347,000

・赤ちゃん相談時に実施し、

絵本１冊とオリジナルのアド

バイス集をお渡ししました。

９会場 64回 

・参加者 1,885 人（父親の

参加５月～３月：４２人） 

  参加者数は、前年度とほと

んど変わりありません。 

・読み聞かせ実施時に、父親

の読み聞かせを促しました。

 

・父親が参加しや

すいよう土日実施

日を設けます。 

1,311,328

平成 30 年度 

・赤ちゃん相談実施時と 5

月 

から月 2 回土日にまちな

か絵本館で実施します。 

10 会場 86回 

・対象予定者数 2,100 人 

1,289,000

・赤ちゃん相談実績 

 9 会場 68回 

 参加者：1778 人（父親の参

加：89人） 

・まちなか絵本館実績 

 参加者：32人（父親の参加

27 人） 

参加者数は前年度とほぼ変化

ありませんが、父親の参加は

増加しています。読み聞かせ

実施時に父親の読み聞かせを

促しました。 

・絵本選定の際は、父親も読

みやすいものを選んでいま

す。 

引き続き父親が参

加しやすい体制づ

くり・読み聞かせ

の促しを行ってい

きます。 

1,281,216
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・赤ちゃん相談実施時及

び月 2回土日にまちなか

絵本館で実施します。 

 

対象予定者数 2,000 人 

1,026,000

・赤ちゃん相談実績 

 6 会場 57回 

 参加者：1623 人（父親の参

加：97人） 

・まちなか絵本館実績 

 参加者：59人（父親の参

加：39人） 

参加者数は前年度とほぼ変化

ありませんが、父親の参加は

増加しています。読み聞かせ

実施時に父親の読み聞かせを

促し、実際に自宅で取り組め

るよう伝えました。 

・絵本選定の際は、父親も読

みやすいものを選んでいま

す。 

引き続き父親が

参加しやすい体

制づくり・読み聞

かせの促しを行

っていきます。絵

本の選択では父

親向けに配慮し

ます。 

928,870

令和２年度 

・赤ちゃん相談実施時及

び月 2回土日にまちなか

絵本館で実施します。 

赤ちゃん相談 6 会場 52回 

まちなか絵本館 24 回 

対象予定者数 1,950 人 

1,000,000

・赤ちゃん相談実績 

6会場 54 回 

参加者：1512 人 

（参加率 93.6%） 

父親の参加：145 人 

（男性率 9.5%） 

・まちなか絵本館実績（月 2回

土・日開催） 

 参加者：11人（父親の参加：

10人） 

・参加率は前年度（93.9%）とほ

ぼ変化はありません。 

・絵本選定の際は、擬音語の繰り

返しや絵本に合わせて遊びにつ

なげることができるよう、父親

も読みやすいものを選んでいま

す。 

引き続き父親が育

児参加しやすい体

制づくり・読み聞

かせの促しを行っ

ていきます。 

月 2回土日に開催

しているまちなか

絵本館でのブック

スタートは、両親

での参加割合が高

いため、今後も継

続します。 

961,752 

令和３年度 

（最終年度） 

・赤ちゃん相談実施時及

び月 2回土日にまちなか

絵本館で実施します。 

赤ちゃん相談 6 会場 52回 

まちなか絵本館 24 回 

対象予定者数 1,750 人 

1,092,000

 
実施計画とおりの見込み   
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・ブックスタートで絵本配布後に、父親による絵本の読み聞かせの状況を把握していないため、配布さ

れた絵本が父親からどの程度活用されているか不明であるが、父親の参加率は、2.2％から 9.5％に増

加した。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・今後も絵本の読み聞かせを通した親と子のふれ

あいや絆づくりのきっかけを目的とし、父親の育

児参加の促進の一つとしてブックスタートは継続

していく予定 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 46 事業名 子育て家庭からの相談に対する支援の充実【女性活躍】 

内 容 

子育てに関する悩みや不安を気軽に相談できる環境を整備します。家庭児童相談室におけ

る電話・来所及び訪問による相談対応のほか、相談員が各地域の子育ての駅や子育て支援

センターなどに出向いて気軽に参加できる相談会等を行います。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・思春期世代の保護者向
けストレスマネジメント
講座（3回）、子育て支援
講座（ＮＰプログラム等 
20 回）、子育ての駅や子育
て支援センターでのグル
ープミーティングや個別
相談会（50回）等を開催
します。 
・また、こども発達相談
室利用者への相談支援
や、子育てに不安を抱え
る母親へのグループ支援
など、関係機関と連携し
ながら相談体制の充実を
図ります。 

9,495,000

・子育てのストレスマネジメント

講座（思春期世代の保護者向け）

の開催：3回、111 人参加(前年比

47人増) 

・子育て支援講座（ＮＰプログラ

ム等）の開催：22回、217 人参加

(前年比 71人増） 

・子育ての駅や子育て支援センタ

ーでのグループミーティングや個

別相談会の参加者数：83回、304

人(前年比 6回・41人減) 

・こども発達相談室利用者への相

談支援：52回 

・子育てに不安を抱える母親への

グループ支援「ぽれぽれ」への参

加親子数 48 組 

・上記のような子育て不安を解消

するための様々な取組を行う中

で、相談しやすい体制づくりと子

育て支援の充実に努めました。 

・子育て支援センターでのグルー

プミーティング開催は利用希望の

多い場所に絞ったため、全体とし

ては減少傾向ですが、各支所での

子育ての駅開設や子育てコンシェ

ルジュの配置、ままのまカフェの

開催、産後デイケアルームの開催

等により、気軽に相談できる場所

が充実してきていることも、開催

要望数の変化に影響していると考

えられます。 

・ストレスマネジメント講座は、

平日夜間に開催し、結果としては

土曜日より参加者数は倍近く増加

しました。 

・また、在宅保健師や保育士と連

携した母親へのグループ支援や、

こども発達相談室と連携した支援

など、家庭児童相談室の人材だけ

でなく他機関で連携することで支

援を充実させるよう努めました。

 

子育てに伴う相
談、子育て支援講
座等を引き続き行
い子育てのストレ
スを解消し児童虐
待の未然防止を図
ります。 

8,963,450
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平成 30 年度 

・思春期世代の保護者向
けストレスマネジメント
講座（3回）、子育て支援
講座（ＮＰプログラム等 
22 回）、子育ての駅や子育
て支援センターでのグル
ープミーティングや個別
相談会（50回）等を開催
します。・また、こども発
達相談室利用者への相談
支援や、子育てに不安を
抱える母親へのグループ
支援など、関係機関と連
携しながら相談体制の充
実を図ります。 

9,251,000

・子育てのストレスマネジメント

講座（思春期世代の保護者向け）

の開催：3回、129 人参加(前年比

18人増)・子育て支援講座（ＮＰ

プログラム等）の開催：22回、

200 人参加(前年比 17人減）・子

育ての駅や子育て支援センターで

のグループミーティングや個別相

談会の参加者数：85回、301 人

(前年比 2回増・３人減)・こども

発達相談室利用者への相談支援：

22回・子育てに不安を抱える母

親へのグループ支援「ぽれぽれ」

への参加親子数 90 組・上記のよ

うな子育て不安を解消するための

様々な取組を行う中で、相談しや

すい体制づくりと子育て支援の充

実に努めました。・また、在宅保

健師や保育士と連携した母親への

グループ支援や、こども発達相談

室と連携した支援など、家庭児童

相談室の人材だけでなく他機関で

連携することで支援を充実させる

よう努めました。 

子育てに伴う相
談、子育て支援講
座等を引き続き行
い子育てのストレ
スを解消し児童虐
待の未然防止を図
ります。 

8,738,798
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・思春期世代の保護者向
けストレスマネジメント
講座（3回）、子育て支援
講座（ＮＰプログラム等 
22 回）、子育ての駅や子
育て支援センターでのグ
ループミーティングや個
別相談会（85回）等を開
催します。 
・また、こども発達相談
室利用者への相談支援
や、子育てに不安を抱え
る母親へのグループ支援
など、関係機関と連携し
ながら相談体制の充実を
図ります。 

9,076,000

・子育てのストレスマネジメント

講座（思春期世代の保護者向け）

の開催：3回、72人参加(前年比

57人減) 

・子育て支援講座（ＮＰプログラ

ム等）の開催：22回、167 人参加

(前年比 33人減） 

・子育ての駅や子育て支援センタ

ーでのグループミーティングや個

別相談会の参加者数：83回、315 

人(前年比 2回減・14人増) 

・こども発達相談室利用者への相

談支援：45回 

・子育てに不安を抱える母親への

グループ支援「ぽれぽれ」への参

加親子数 91 組 

・上記のような子育て不安を解消

するための様々な取組を行う中

で、相談しやすい体制づくりと子

育て支援の充実に努めました。 

・また、在宅保健師や保育士と連

携した母親へのグループ支援や、

こども発達相談室と連携した支援

など、家庭児童相談室の人材だけ

でなく他機関で連携することで支

援を充実させるよう努めました。

子育てに伴う相
談、子育て支援講
座等を引き続き
行い子育てのス
トレスを解消し
児童虐待の未然
防止を図ります。

7,597,521
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和２年度 

・思春期世代の保護者向

けストレスマネジメント

講座（3回）、子育て支援

講座（ＮＰプログラム等 

22 回）、子育ての駅や子

育て支援センターでのグ

ループミーティングや個

別相談会（85回）等を開

催します。 

・また、こども発達相談

室利用者への相談支援

や、子育てに不安を抱え

る母親へのグループ支援

など、関係機関と連携し

ながら相談体制の充実を

図ります。 

20,327,065

・子育てのストレスマネジメント

講座（思春期世代の保護者向け）

の開催：3回、43人参加(前年比

29人減) 

・子育て支援講座（ＮＰプログラ

ム等）の開催：14回、127 人参加

(前年比 40人減） 

・子育ての駅や子育て支援センタ

ーでのグループミーティングや個

別相談会の参加者数：63回、162

人(前年比回減・153 人減) 

・こども発達相談室利用者への相

談支援：59回 

・子育てに不安を抱える母親への

グループ支援「ぽれぽれ」への参

加親子数 63 組 

・上記のような子育て不安を解消

するための様々な取組を行う中

で、相談しやすい体制づくりと子

育て支援の充実に努めました。新

型コロナ対策として事業の中止や

内容の変更等を調整しながら実施

したため、全体的に実績は昨年度

よりも減となっています。 

・また、在宅保健師や保育士と連

携した母親へのグループ支援や、

こども発達相談室と連携した支援

など、家庭児童相談室の人材だけ

でなく他機関で連携することで支

援を充実させるよう努めました。

・子育てに伴う

相談、子育て支

援講座等を引き

続き行い子育て

のストレスを解

消し児童虐待の

未然防止を図り

ます。 

・新型コロナの

感染状況等によ

り開催の可否や

内容等を検討し

ながら実施しま

す。 

8,391,873

令和３年度 

（最終年度） 

・思春期世代の保護者向

けストレスマネジメント

講座（3回）、子育て支援

講座（ＮＰプログラム等 

22 回）、子育ての駅や子

育て支援センターでのグ

ループミーティングや個

別相談会（85回）等を開

催します。 

・また、こども発達相談

室利用者への相談支援

や、子育てに不安を抱え

る母親へのグループ支援

など、関係機関と連携し

ながら相談体制の充実を

図ります。 

10,346,000

・NP プログラムは 5～7月開

催で募集したが、県の特別警

報発出等に伴い中止とした。

今後の状況によって日程を改

めて実施予定。 

・グループミーティング・個

別相談会は、4月～開始し県

の特別警報発出期間中は中止

としたが、以降は予定通り実

施中。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・年度ごとの増減はあるが、毎年度一定数の参加があり定員超過し抽選となる講座もあること、講座の

参加者アンケートの結果から高い満足度が得られていること、個別相談会等から継続的な相談やグル

ープミーティング等に繋がっている人もおり、育児の不安や悩みの軽減という事業のねらいを達成で

きた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・育児負担を抱えていてもそれを相談できる相手

がいない、解決方法が分からないという悩みを抱

えている人は多いため、引き続き各種講座や相談

会等の機会をつくり、家庭児童相談員による相談

対応や保護者同士で情報交換や交流を図る等の相

談環境を整備する必要がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 47 事業名 子育ての駅の運営【女性活躍】 

内 容 

子どもの成長と子育てを支援することを目的に、世代を越えた交流や子育て支援の輪が広

がる拠点施設として、子育ての駅を運営します。子育てに関する情報提供や交流会、講

座、子育て相談などを行います。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

子育ての駅の運営を行い

ます。（全 13駅） 

・相談活動：193 回 

・子育て講座の開催：247

回 

・行事の開催：3042 回 

124,359,000 別紙１のとおり 

子育てしやすい環境

づくりとして、子育て

支援の輪が広がるよ

うに多世代が交流す

る場を提供するとと

もに、いつでも気軽に

相談できるような運

営を行っていきます。

113,291,972

平成 30 年度 別紙２のとおり 121,260,000 別紙３のとおり 

子育てしやすい環境

づくりとして、子育て

支援の輪が広がるよ

うに多世代が交流す

る場を提供するとと

もに、いつでも気軽に

相談できるような運

営を行っていきます。

112,400,519
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 別紙４のとおり 118,415,000 別紙５のとおり 

子育てしやすい環境

づくりとして、子育て

支援の輪が広がるよ

うに多世代が交流す

る場を提供するとと

もに、いつでも気軽に

相談できるような運

営を行っていきます。

108,606,015

令和２年度 別紙６のとおり 120,224,000 別紙７のとおり 

子育てしやすい環境

づくりとして、子育

て支援の輪が広がる

ように多世代が交流

する場を提供すると

ともに、いつでも気

軽に相談できるよう

な運営を行っていき

ます。 

109,829,320

令和３年度 

（最終年度） 
別紙８のとおり 121,114,000

新型コロナウイルスの

感染状況を見ながらイ

ベント等を行っていま

す。 

  

 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・子育て支援拠点施設として、各地域の特徴を活かし地域住民のニーズにも対応した各種講座やイベ 

ントの実施や、多様化する子育て世帯の悩み・相談に対応した子育て相談を開催することで、多世代交

流の促進や子育て支援の輪を広げる役割を果たしている。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・核家族化や少子化の進行、地域での人間関係の

希薄化などで、子育てに困難を抱える家庭が増え

るため、今後も保育・交流・相談・情報提供の機能

を有した子育て支援拠点施設「子育ての駅」の役

割が重要となるため。 
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事業№47 別紙１ 平成 29 年度実施状況・評価       
   
下記のとおり実施し相談・支援体制の整備・充実に努めました。    
 
・子育ての駅ちびっこ広場の運営        

相談活動：15 回 延べ 81 人、子育て講座の開催：13 回 延べ 368 人、行事の開催：443 回 延べ 14,491 人

          
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営       

相談活動：24 回 延べ 470 件、子育て講座の開催：15 回 延べ 644 人、行事の開催：197 回 延べ 14,848
人         

・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」の運営（NPO に運営委託）  
相談活動：25 回 延べ 1,942 件、子育て講座の開催：17 回 延べ 1,107 人、行事の開催：609 回 延べ

19,244 人         
・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」の運営      

相談活動：12 回 延べ 155 件、子育て講座の開催：13 回 延べ 191 人、行事の開催：41 回 延べ 538 人

          
・子育ての駅こしじ「のびのび」の運営       

相談活動：3 回 延べ 24 件、子育て講座の開催：29 回 延べ 717 人、行事の開催：79 回 延べ 1,305 人

          
・子育ての駅みしま「もりもり」の運営（社会福祉法人に運営委託）    

相談活動：14 回 延べ 205 件、子育て講座の開催：34 回 延べ 445 人、行事の開催：125 回 延べ 1,788
人         

・子育ての駅やまこし「やまっこ」の運営（総合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）    
相談活動：12 回 延べ 18 人、子育て講座の開催：6 回 延べ 68 人、行事の開催：29 回 延べ 277 人 

・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」の運営       
相談活動：10 回 延べ 93 件、子育て講座の開催：13 回 延べ 263 人、行事の開催：51 回 延べ 667 人

          
・子育ての駅わしま「わくわく」の運営       

子育て講座の開催：10 回 延べ 218 件、行事の開催：89 回 延べ 2,114 人   
・子育ての駅てらどまり「にこにこ」の運営      

相談活動：0 回、子育て講座の開催：6 回 延べ 150 人、行事の開催：77 回延べ 1,694 人  
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPO に運営委託）     

相談活動：24 回 延べ 259 件、子育て講座の開催：6 回 延べ 240 人、行事の開催：86 回 延べ 2,776 人

          
・子育ての駅よいた「にじの子広場」の運営（社会福祉法人に運営委託）   

相談活動：24 回 延べ 577 件、子育て講座の開催：5 回 延べ 101 人、行事の開催：48 回 延べ 1,081 人

          
・子育ての駅かわぐち「すこやか」の運営        

相談活動：4 回 延べ 64 人、子育て講座の開催：2 回 延べ 35 人、行事の開催：96 回 延べ 1,758 人 
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講座は、保健師、栄養士など専門的な知識を持つ方を講師として、子育てに必要な知識を提供するために、離

乳食や、卒乳に関するテーマで行いました。また、男性の育児参加を促すため、育児協力についての講座やフ

ァミリー講座なども実施しました。        
  
行事では、七夕、クリスマス、ひなまつりなど季節に合わせた行事や、手作り絵本の制作、さつまいもの苗植

え・収穫、消防署の見学、ちまき作りなど、各駅の特徴を活かした行事を行ったほか、体操やダンスなど、親

子で体を動かして楽しむ行事も多数開催しました。       
   
相談では、核家族化や少子化の進行から、家族関係や地域での人間関係が希薄化し、孤独を感じながら子育て

をしている家庭、子育てに悩む家庭が増えてきていることがわかりました。また、子育てに関する情報が氾濫

する中、自分に必要な情報を選べずにいる保護者が増えてきていることがわかりました。  
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事業№47 別紙２ 平成 30 年度実施計画        
        
子育ての駅の運営を行います。（全 13 駅）        
・子育ての駅ちびっこ広場の運営        
相談活動：20 回、子育て講座の開催：17 回、行事の開催：417 回     
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営        
相談活動：24 回、子育て講座の開催：13 回、行事の開催：203 回     
・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」の運営（NPO に運営委託）   
相談活動：16 回、子育て講座の開催：17 回、行事の開催：696 回     
・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」の運営       
相談活動：11 回、子育て講座の開催：27 回、行事の開催：85 回     
・子育ての駅こしじ「のびのび」の運営        
相談活動：6 回、子育て講座の開催：28 回、行事の開催：82 回     
・子育ての駅みしま「もりもり」の運営（社会福祉法人に運営委託）     
相談活動：20 回、子育て講座の開催：66 回、行事の開催：80 回     
・子育ての駅やまこし「やまっこ」の運営（総合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）     
相談活動：12 回、子育て講座の開催：6 回、行事の開催：24 回     
・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」の運営        
相談活動：12 回、子育て講座の開催：11 回、行事の開催：74 回     
・子育ての駅わしま「わくわく」の運営        
相談活動：0 回、子育て講座の開催：32 回、行事の開催：287 回     
・子育ての駅てらどまり「にこにこ」の運営       
相談活動：0 回、子育て講座の開催：8 回、行事の開催：334 回     
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPO に運営委託）      
相談活動：24 回、子育て講座の開催：34 回、行事の開催：61 回     
・子育ての駅よいた「にじの子広場」の運営（社会福祉法人に運営委託）    
相談活動：24 回、子育て講座の開催：11 回、行事の開催：42 回     
・子育ての駅かわぐち「すこやか」の運営        
相談活動：4 回、子育て講座の開催：3 回、行事の開催：109 回     
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事業№47 別紙３ 平成 30 年度実施状況・評価       
   
下記のとおり実施し相談・支援体制の整備・充実に努めました。     
     
・子育ての駅ちびっこ広場の運営         

相談活動：13 回 延べ 234 人、子育て講座の開催：11 回 延べ 471 人、行事の開催：452 回 延べ 12,512 人

          
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営        

相談活動：13 回 延べ 195 件、子育て講座の開催：17 回 延べ 598 人、行事の開催：192 回 延べ 12,544
人          

・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」の運営（NPO に運営委託）   
相談活動：11 回 延べ 2,290 件、子育て講座の開催：14 回 延べ 915 人、行事の開催：722 回 延べ 21,641
人          

・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」の運営       
相談活動：14 回 延べ 172 件、子育て講座の開催：4 回 延べ 53 人、行事の開催：41 回 延べ 538 人 

・子育ての駅こしじ「のびのび」の運営        
相談活動：24 回 延べ 234 件、子育て講座の開催：16 回 延べ 387 人、行事の開催：53 回 延べ 1,012
人          

・子育ての駅みしま「もりもり」の運営（社会福祉法人に運営委託）     
相談活動：31 回 延べ 224 件、子育て講座の開催：64 回 延べ 828 人、行事の開催：249 回 延べ 4,685
人          

・子育ての駅やまこし「やまっこ」の運営（総合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）     
相談活動：2 回 延べ 7 人、子育て講座の開催：8 回 延べ 68 人、行事の開催：23 回 延べ 176 人 

・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」の運営        
相談活動：24 回 延べ 120 件、子育て講座の開催：11 回 延べ 175 人、行事の開催：56 回 延べ 690 人

          
・子育ての駅わしま「わくわく」の運営        

相談活動：11 回 延べ 245 件、子育て講座の開催：10 回 延べ 219 件、行事の開催：79 回 延べ 1,970
人          

・子育ての駅てらどまり「にこにこ」の運営       
相談活動：12 回 延べ 104 件、子育て講座の開催：8 回 延べ 99 人、行事の開催：64 回延べ 1,141 人 

・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPO に運営委託）      
相談活動：23 回 延べ 249 件、子育て講座の開催：6 回 延べ 130 人、行事の開催：86 回 延べ 2,212 人

          
・子育ての駅よいた「にじの子広場」の運営（社会福祉法人に運営委託）    

相談活動：29 回 延べ 332 件、子育て講座の開催：3 回 延べ 72 人、行事の開催：47 回 延べ 1,079 人

          
・子育ての駅かわぐち「すこやか」の運営        

相談活動：25 回 延べ 185 人、子育て講座の開催：3 回 延べ 76 人、行事の開催：60 回 延べ 1,305 人 
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講座は、保健師、栄養士など専門的な知識を持つ方を講師として、子育てに必要な知識を提供するために、離

乳食や、卒乳に関するテーマで行いました。また、男性の育児参加を促すため、育児協力についての講座やフ

ァミリー講座なども実施しました。        
  
行事では、七夕、クリスマス、ひなまつりなど季節に合わせた行事や、手作り絵本の制作、さつまいもの苗植

え・収穫、消防署の見学、ちまき作りなど、各駅の特徴を活かした行事を行ったほか、体操やダンスなど、親

子で体を動かして楽しむ行事も多数開催しました。       
   
"相談では、核家族化や少子化の進行から、家族関係や地域での人間関係が希薄化し、孤独を感じながら子育

てをしている家庭、子育てに悩む家庭が増えてきていることがわかりました。また、子育てに関する情報が氾

濫する中、自分に必要な情報を選べずにいる保護者が増えてきていることがわかりました。 
※ちびっこ広場、てくてく、ぐんぐんの延べ相談件数には、相談会での相談のほか、スタッフへの随時の相談

件数も含む"          
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事業№47 別紙４ 令和元年度実施計画        
        
子育ての駅の運営を行います。（全 13 駅）        
・子育ての駅ちびっこ広場の運営        

相談活動：32 回、子育て講座の開催：11 回、行事の開催：474 回     
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営        

相談活動：26 回、子育て講座の開催：11 回、行事の開催：201 回     
・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」の運営（NPO に運営委託）   

相談活動：26 回、子育て講座の開催：13 回、行事の開催：650 回     
・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」の運営       

相談活動：24 回、子育て講座の開催：10 回、行事の開催：49 回     
・子育ての駅こしじ「のびのび」の運営        

相談活動：39 回、子育て講座の開催：29 回、行事の開催：10 回     
・子育ての駅みしま「もりもり」の運営（社会福祉法人に運営委託）     

相談活動：15 回、子育て講座の開催：79 回、行事の開催：83 回     
・子育ての駅やまこし「やまっこ」の運営（総合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）     

相談活動：12 回、子育て講座の開催：4 回、行事の開催：28 回     
・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」の運営        

相談活動：24 回、子育て講座の開催：12 回、行事の開催：19 回     
・子育ての駅わしま「わくわく」の運営        

相談活動：12 回、子育て講座の開催：19 回、行事の開催：275 回     
・子育ての駅てらどまり「にこにこ」の運営       

相談活動：12 回、子育て講座の開催：8 回、行事の開催：300 回     
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPO に運営委託）      

相談活動：18 回、子育て講座の開催：28 回、行事の開催：56 回     
・子育ての駅よいた「にじの子広場」の運営（社会福祉法人に運営委託）    

相談活動：37 回、子育て講座の開催：2 回、行事の開催：37 回     
・子育ての駅かわぐち「すこやか」の運営        

相談活動：24 回、子育て講座の開催：13 回、行事の開催：92 回  
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事業№47 別紙５ 令和元年度実施状況・評価       
            
下記のとおり実施し相談・支援体制の整備・充実に努めました。     
     
・子育ての駅ちびっこ広場の運営         

相談活動：16 回 延べ 1,383 人、子育て講座の開催：13 回 延べ 540 人、行事の開催：391 回 延べ 12,595
人          

・子育ての駅千秋「てくてく」の運営        
相談活動：12 回 延べ 3,743 件、子育て講座の開催：14 回 延べ 594 人、行事の開催：204 回 延べ 10,639
人          

・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」の運営（NPO に運営委託）   
相談活動：11 回 延べ 1,936 件、子育て講座の開催：12 回 延べ 777 人、行事の開催：1,532 回 延べ

16,736 人          
・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」の運営       

相談活動：11 回 延べ 132 件、子育て講座の開催：4 回 延べ 28 人、行事の開催：35 回 延べ 483 人 
・子育ての駅こしじ「のびのび」の運営        

相談活動：25 回 延べ 187 件、子育て講座の開催：25 回 延べ 315 人、行事の開催：44 回 延べ 735 人 
・子育ての駅みしま「もりもり」の運営（社会福祉法人に運営委託）     

相談活動：10 回 延べ 24 件、子育て講座の開催：93 回 延べ 668 人、行事の開催：254 回 延べ 4,600
人          

・子育ての駅やまこし「やまっこ」の運営（総合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）     
相談活動：5 延べ 11 人、子育て講座の開催：3 回 延べ 18 人、行事の開催：22 回 延べ 158 人  

・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」の運営        
相談活動：12 回 延べ 49 件、子育て講座の開催：15 回 延べ 152 人、行事の開催：65 回 延べ 471 人 

・子育ての駅わしま「わくわく」の運営        
相談活動：12 回 延べ 167 件、子育て講座の開催：7 回 延べ 49 件、行事の開催：68 回 延べ 1,327 人 

・子育ての駅てらどまり「にこにこ」の運営       
相談活動：12 回 延べ 52 件、子育て講座の開催：9 回 延べ 33 人、行事の開催：65 回延べ 511 人 

・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPO に運営委託）      
相談活動：20 回 延べ 207 件、子育て講座の開催：43 回 延べ 445 人、行事の開催：53 回 延べ 1,369
人          

・子育ての駅よいた「にじの子広場」の運営（社会福祉法人に運営委託）    
相談活動：26 回 延べ 236 件、子育て講座の開催：4 回 延べ 33 人、行事の開催：50 回 延べ 1,046 人 

・子育ての駅かわぐち「すこやか」の運営        
相談活動：4 回 延べ 26 人、子育て講座の開催：9 回 延べ 78 人、行事の開催：76 回 延べ 1,255 人 
   
       

          
講座は、保健師、栄養士など専門的な知識を持つ方を講師として、子育てに必要な知識を提供するために、離

乳食や、卒乳に関するテーマで行いました。また、男性の育児参加を促すため、育児協力についての講座やフ

ァミリー講座なども実施しました。        
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行事では、七夕、クリスマス、ひなまつりなど季節に合わせた行事や、手作り絵本の制作、さつまいもの苗植

え・収穫、消防署の見学、ちまき作りなど、各駅の特徴を活かした行事を行ったほか、体操やダンスなど、親

子で体を動かして楽しむ行事も多数開催しました。       
   
"相談では、核家族化や少子化の進行から、家族関係や地域での人間関係が希薄化し、孤独を感じながら子育

てをしている家庭、子育てに悩む家庭が増えてきていることがわかりました。また、子育てに関する情報が氾

濫する中、自分に必要な情報を選べずにいる保護者が増えてきていることがわかりました。 
※ちびっこ広場、てくてく、ぐんぐんの延べ相談件数には、相談会での相談のほか、スタッフへの随時の相談

件数も含む"           
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事業№47 別紙６ 令和２年度実施計画        
        
子育ての駅の運営を行います。（全 13 駅）        
・子育ての駅ちびっこ広場の運営        

相談活動：28 回、子育て講座の開催：14 回、行事の開催：202 回     
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営        

相談活動：30 回、子育て講座の開催：14 回、行事の開催：200 回     
・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」の運営（NPO に運営委託）   

相談活動：28 回、子育て講座の開催：11 回、行事の開催：632 回     
・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」の運営       

相談活動：12 回、子育て講座の開催：1 回、行事の開催：67 回     
・子育ての駅こしじ「のびのび」の運営        

相談活動：4 回、子育て講座の開催：22 回、行事の開催：333 回     
・子育ての駅みしま「もりもり」の運営（社会福祉法人に運営委託）     

相談活動：12 回、子育て講座の開催：66 回、行事の開催：109 回     
・子育ての駅やまこし「やまっこ」の運営（総合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）     

相談活動：11 回、子育て講座の開催：4 回、行事の開催：33 回     
・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」の運営        

相談活動：12 回、子育て講座の開催：13 回、行事の開催：285 回     
・子育ての駅わしま「わくわく」の運営        

相談活動：3 回、子育て講座の開催：10 回、行事の開催：323 回     
・子育ての駅てらどまり「にこにこ」の運営       

相談活動：12 回、子育て講座の開催：18 回、行事の開催：78 回     
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPO に運営委託）      

相談活動：24 回、子育て講座の開催：29 回、行事の開催：77 回     
・子育ての駅よいた「にじの子広場」の運営（社会福祉法人に運営委託）    

相談活動：24 回、子育て講座の開催：14 回、行事の開催：39 回     
・子育ての駅かわぐち「すこやか」の運営        

相談活動：22 回、子育て講座の開催：12 回、行事の開催：100 回     
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事業№47 別紙 7 令和 2 年度実施状況・評価       
            
下記のとおり実施し相談・支援体制の整備・充実に努めました。     
     
・子育ての駅ちびっこ広場の運営         

相談活動：11 回 延べ 199 件、子育て講座の開催：10 回 延べ 255 人、行事の開催：175 回 延べ 2759 人

          
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営        

相談活動：16 回 延べ 103 件、子育て講座の開催：17 回 延べ 580 人、行事の開催：158 回 延べ 7434
人          

・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」の運営（NPO に運営委託）   
相談活動：19 回 延べ 89 件、子育て講座の開催：15 回 延べ 1,591 人、行事の開催：339 回 延べ 9,981
人          

・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」の運営       
相談活動：11 回 延べ 45 件、子育て講座の開催：3 回 延べ 23 人、行事の開催：17 回 延べ 142 人 

・子育ての駅こしじ「のびのび」の運営        
相談活動：3 回 延べ 14 件、子育て講座の開催：16 回 延べ 240 人、行事の開催：39 回 延べ 283 人 

・子育ての駅みしま「もりもり」の運営（社会福祉法人に運営委託）     
相談活動：3 回 延べ 24 件、子育て講座の開催：2 回 延べ 14 人、行事の開催：163 回 延べ 1,826 人  

・子育ての駅やまこし「やまっこ」の運営（総合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）     
相談活動：7 回 延べ 2 件、子育て講座の開催：1 回 延べ 13 人、行事の開催：21 回 延べ 164 人  

・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」の運営        
相談活動：11 回 延べ 52 件、子育て講座の開催：8 回 延べ 125 人、行事の開催：40 回 延べ 369 人 

・子育ての駅わしま「わくわく」の運営        
相談活動：2 回 延べ 15 件、子育て講座の開催：5 回 延べ 61 件、行事の開催：38 回 延べ 491 人 

・子育ての駅てらどまり「にこにこ」の運営       
相談活動：7 回 延べ 60 件、子育て講座の開催：1 回 延べ 7 人、行事の開催：41 回延べ 285 人 

・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPO に運営委託）      
相談活動：12 回 延べ 90 件、子育て講座の開催：3 回 延べ 63 人、行事の開催：56 回 延べ 1,058 人  

・子育ての駅よいた「にじの子広場」の運営（社会福祉法人に運営委託）    
相談活動：20 回 延べ 173 件、子育て講座の開催：2 回 延べ 29 人、行事の開催：29 回 延べ 445 人 

・子育ての駅かわぐち「すこやか」の運営        
相談活動：3 回 延べ 15 件、子育て講座の開催：7 回 延べ 108 人、行事の開催：51 回 延べ 765 人 
   
       

          
講座は、保健師、栄養士など専門的な知識を持つ方を講師として、子育てに必要な知識を提供するために、離

乳食や、卒乳に関するテーマで行いました。また、男性の育児参加を促すため、育児協力についての講座やフ

ァミリー講座なども実施しました。        
  
行事では、七夕、クリスマス、ひなまつりなど季節に合わせた行事や、手作り絵本の制作、さつまいもの苗植 
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え・収穫、各駅の特徴を活かした行事を行ったほか、体操やダンスなど、親子で体を動かして楽しむ行事も多

数開催しました。新型コロナウイルス感染症対策のため、密になりやすいイベントや、飲食を伴うイベントは

中止した。          
"相談では、核家族化や少子化の進行から、家族関係や地域での人間関係が希薄化し、孤独を感じながら子育

てをしている家庭、子育てに悩む家庭が増えてきていることがわかりました。また、子育てに関する情報が氾

濫する中、自分に必要な情報を選べずにいる保護者が増えてきていることがわかりました。 
※ちびっこ広場、てくてく、ぐんぐんの延べ相談件数には、相談会での相談のほか、スタッフへの随時の相談

件数も含む"           
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事業№47 別紙 8 令和 3 年度実施計画        
        
子育ての駅の運営を行います。（全 13 駅）        
・子育ての駅ちびっこ広場の運営        
相談活動：24 回、子育て講座の開催：10 回、行事の開催：200 回     
・子育ての駅千秋「てくてく」の運営        
相談活動：24 回、子育て講座の開催：16 回、行事の開催：190 回     
・子育ての駅ながおか市民防災センター「ぐんぐん」の運営（NPO に運営委託）   
相談活動：17 回、子育て講座の開催：9 回、行事の開催：682 回     
・子育ての駅なかのしま「なかのんひろば」の運営       
相談活動：13 回、子育て講座の開催：0 回、行事の開催：52 回     
・子育ての駅こしじ「のびのび」の運営        
相談活動：3 回、子育て講座の開催：17 回、行事の開催：268 回     
・子育ての駅みしま「もりもり」の運営（社会福祉法人に運営委託）     
相談活動：12 回、子育て講座の開催：36 回、行事の開催：78 回     
・子育ての駅やまこし「やまっこ」の運営（総合型ｸﾗﾌﾞに運営委託）     
相談活動：8 回、子育て講座の開催：4 回、行事の開催：44 回     
・子育ての駅おぐに「たんぽぽ」の運営        
相談活動：12 回、子育て講座の開催：6 回、行事の開催：302 回     
・子育ての駅わしま「わくわく」の運営        
相談活動：3 回、子育て講座の開催：12 回、行事の開催：71 回     
・子育ての駅てらどまり「にこにこ」の運営       
相談活動：8 回、子育て講座の開催：4 回、行事の開催：89 回     
・子育ての駅とちお「すくすく」の運営（NPO に運営委託）      
相談活動：24 回、子育て講座の開催：5 回、行事の開催：70 回     
・子育ての駅よいた「にじの子広場」の運営（社会福祉法人に運営委託）    
相談活動：39 回、子育て講座の開催：0 回、行事の開催：40 回     
・子育ての駅かわぐち「すこやか」の運営        
相談活動：16 回、子育て講座の開催：9 回、行事の開催：61 回     
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 48 事業名 親の子育て力をつける親育ち事業【女性活躍】 

内 容 

 妊娠・出産に関する情報提供と、父親が育児の当事者であるという意識を高めるため、

パパママサークルを開催します。また、子育てについて考えるきっかけとして「父と子の

メモリアルカード」の利用促進を図ります。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・パパママサークルを実

施し、妊娠・出産に関す

る情報提供と父親への意

識啓発を図りました。 

（沐浴実習、父親の妊婦

体験。さいわいプラザ 9

回、越路支所 3 回、中之

島支所 3 回 計 15 回） 

508,000

・パパママサークルを実

施し、妊娠・出産に関す

る情報提供と父親への意

識啓発を図りました。 

（沐浴体験、父親の妊婦

体験。さいわいプラザ９

回、越路支所３回、中之

島支所３回 計 15 回 

延べ参加者数 488 人（前

年度 573 人） 

平成 29年度の妊娠届出数

が 1,929 と前年度（平成

28 年 1,989）よりも減

少しており、事業の参加

者数も減少しています。

平成 30 年度から保健

師・助産師からの情報

提供内容の充実や赤

ちゃんのお世話の体

験を取り入れ、内容を

変更していきます。 

447,616

平成 30 年度 

・パパママサークルを実

施し、妊娠・出産に関す

る情報提供と父親への意

識啓発を図りました。 

（保健師・助産師からの

情報提供、沐浴体験、父

親の妊婦体験。さいわい

プラザ 9 回、越路支所 3

回、中之島支所 3回 計

15 回） 

509,000

・パパママサークルを実

施し、妊娠・出産に関す

る情報提供と父親への意

識啓発を図りました。 

（保健師・助産師からの

情報提供、沐浴体験、父

親の妊婦体験。さいわい

プラザ 9 回、越路支所 3

回、中之島支所 3回 計

15 回 延べ参加者数 568

人） 

平成 30年度の妊娠届数が

1,799 と前年度よりも減

少していますが、事業の

参加者数は増加していま

す。妊婦 282人、夫 280

人、祖母 6人 

支所会場でも本庁地

域の参加が多く、か

つ、参加者数が減少し

ているため、平成31年

度からは会場をさい

わいプラザに集約し、

月 1 回実施の方向で

す。 

394,966
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・パパママサークルを実

施し、妊娠・出産に関す

る情報提供と父親への意

識啓発を図ります。 

（保健師・助産師からの

情報提供、沐浴体験、父

親の妊婦体験。さいわい

プラザ 12回 計 12 回） 

319,000

・パパママサークルを実施

し、妊娠・出産に関する情報

提供と父親への意識啓発を図

りました。（さいわいプラザ

12 回実施、うち 3月は新型コ

ロナ感染症拡大防止のため、

出産予定日の近い方 4 組のみ

ままリラにて実施）延べ参加

者数 520 人 

・沐浴や赤ちゃんのお世話の

ポイントについて体験を交え

ながら参加することで、産後

の育児についてイメージする

きっかけとなり、産後の不安

の軽減につながっています。

また、出産予定日が近い夫婦

と話す機会があることで、出

産・育児についての悩みや不

安の共有につながり、参加者

からは「心強く感じた」とい

う声も聞かれます。 

・夫婦で参加することで、

「夫婦一緒に体験を共有でき

てよかった」「産後のイメー

ジを持てた」という声があ

り、特に夫からは「父親とし

ての自覚が一層増した」「妻

をサポートしながら、育児を

していきたい」という声があ

りました。 

令和元年度同様、

さいわいプラザに

て月 1 回継続実施

します。 

また、新型コロナ

ウイルス感染症防

止対策や遠方の方

の利便性を図るた

め、オンライン講

座を実施します。

343,486

令和２年度 

・パパママサークルを実

施し、妊娠・出産に関す

る情報提供と父親への意

識啓発を図ります。 

（保健師・助産師からの

情報提供、沐浴体験、父

親の妊婦体験。さいわい

プラザ 12回） 

・集合型に加え、オンラ

インでの講座を実施しま

す。（R2.6 月から開始。月

1 回実施予定。沐浴のやり

方、助産師・保健師によ

る出産・子育てに関する

情報提供等） 

380,000

・パパママサークルを実施

し、妊娠・出産に関する情報

提供と父親への意識啓発を図

りました。（さいわいプラザ

12 回実施、延べ参加者数 487

人）沐浴や赤ちゃんのお世話

のポイントについて体験を交

えながら参加することで、産

後の育児についてイメージす

るきっかけとなり、産後の不

安の軽減につながっていま

す。コロナ渦で出産病院での

母親（両親）学級が中止とな

り、市が実施するパパママサ

ークルを希望する方が多くい

たことから、「病院で聞く機

会がなくなり、育児手技等に

不安があったが、パパママサ

ークルに参加したことで少し

イメージがついた」という声

令和２年度同様、

さいわいプラザに

て月 1回継続実施

します。 

また、新型コロナ

ウイルス感染症防

止対策や遠方の方

の利便性を図るた

め、オンライン講

座を継続実施しま

す 

410,307 
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がありました。また、出産予

定日が近い夫婦と話す機会が

あることで、出産・育児につ

いての悩みや不安の共有につ

ながり、参加者からは「自分

だけじゃないんだな、と安心

した」という声も聞かれま

す。 

・夫婦で参加することで、

「夫婦一緒に体験を共有でき

てよかった」「産後のイメー

ジを持てた」という声があ

り、特に夫からは「父親とし

ての自覚が一層増した」「妻

の立場に立て、自分が子育て

をするという意識を高めるこ

とができた」という声があり

ました。 

・新型コロナウイルス感染症

防止対策や遠方の方の利便性

を図るため、令和２年６月か

らオンライン講座を実施しま

した（７回実施、延べ参加者

数 43 人）参加者からは、「人

数が少ない中で、質問しやす

かった」「家にいながら参加

できてよかった」という声が

ありました。 

令和３年度 

（最終年度） 

・パパママサークルを実

施し、体験を通した妊

娠・出産に関する情報提

供と父親への意識啓発を

図ります。 

（保健師・助産師からの

情報提供、沐浴体験、父

親の妊婦体験。さいわい

プラザ 12回） 

・オンラインでの講座を

実施します。 

（沐浴のやり方、助産

師・保健師による出産・

子育てに関する情報提供

等 12 回） 

380,000 実施計画とおりの見込み   
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・妊娠・出産に関する情報提供や、父親への意識啓発を図る内容を取り入れていることで、夫婦一緒に

育児をする大切さや父親としての自覚が増したというアンケート結果から、事業のねらいを達成でき

た。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・夫婦で共に協力しながら育児を行っていく意識

啓発の必要性を感じる。 

・コロナウイルス禍でも、妊娠・出産や育児に関

する不安を少しでも取り、産後の育児についての

イメージをするきっかけづくりとして、必要な場

と感じる。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 49 事業名 児童クラブの充実【女性活躍】 

内 容 

児童の健全な育成と放課後の安心・安全な居場所づくりを推進するため、地域コミュニテ

ィ推進組織や学校と協力し、児童クラブの充実を図るほか、地域の実情に応じて児童クラ

ブの整備をするとともに、大規模児童クラブの解消に取り組みます。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課

題・ 

取組み方向

等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・児童クラブの運営（49
か所）を行います。 
（長岡地域 32か所、中之
島地域 3 か所、越路地域 2
か所、三島地域 2か所、
小国地域 1か所、和島地
域 1か所、寺泊地域 1 か
所、栃尾地域 5 か所、与
板地域 1 か所、川口地域 1
か所） 
・開設時間の延長を有料
で実施します。 
・放課後発達支援コーデ
ィネーターを配置しま
す。 
・民間の放課後児童クラ
ブへ運営費の補助を行い
ます。 
・大島・宮内地域に第二
児童クラブを整備しま
す。 
・環境整備を行います。 

621,898,000

・児童クラブの運営を 49か所(1
か所増)で行いました。 
長岡地域 32 か所(298,707 人)(1
か所増、16,048 人増)、中之島地
域 3か所(14,789 人)(2,273 人
増)、越路地域 2か所(19,741
人)(1,346 人増)、三島地域 2か所
(12,697 人)(1,018 人減)、小国地
域 1か所(4,150 人)(315 人増)、
和島地域 1か所(1,969 人)(205 人
減)、寺泊地域 1か所(2,746
人)(991 人減)、栃尾地域 5か所
(20,338 人)(769 人減)、与板地域
1 か所(7,407 人)(563 人増)、川口
地域 1か所(5,176 人)(329 人減)
・開設時間の延長を有料で実施し
ました。(延 48,823 人利
用)(10,924 人増) 
・放課後発達支援コーディネータ
ーを配置し、配慮を要する児童へ
の対応について、児童厚生員へ助
言・指導・相談を行いました。 
・民間の放課後児童クラブ(１か
所)へ運営費の補助を行いまし
た。 
・大島・宮内地域に第二児童クラ
ブを整備しました。 
・エアコンを設置するなど、環境
整備を行いました。 

今後も、児童
数の推移や地
域の実情に応
じ、必要な箇
所数を整備維
持するととも
に、子どもた
ちの日常の活
動 場 所 と し
て、学校・家
庭・その他関
係機関等との
連携を図りな
がら、一層の
充実を図りま
す。 

527,114,672
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平成 30 年度 

・児童クラブの運営（50
か所）を行います。（長岡
地域 33か所、中之島地域
3 か所、越路地域 2 か所、
三島地域 2か所、小国地
域 1か所、和島地域 1 か
所、寺泊地域 1 か所、栃
尾地域 5 か所、与板地域 1
か所、川口地域 1か所）・
開設時間の延長を有料で
実施します。・放課後発達
支援コーディネーターを
配置します。・民間の放課
後児童クラブへ運営費の
補助を行います。・環境整
備を行います。 

285,632,000

・児童クラブの運営を 50か所(1
か所増)で行いました。長岡地域
33 か所(308,392 人)(1 か所増、
9,685 人増)、中之島地域 3か所
(15,559 人)(770 人増)、越路地域
2 か所(19,125 人)(616 人減)、三
島地域 2 か所(11,392 人)(1,305
人減)、小国地域 1 か所(4,919
人)(769 人増)、和島地域 1か所
(1,499 人)(470 人減)、寺泊地域 1
か所(3,240 人)(494 人増)、栃尾
地域 5か所(21,627 人)(1,289 人
増)、与板地域 1か所(7,566
人)(159 人増)、川口地域 1か所
(5,273 人)(97 人増)・開設時間の
延長を有料で実施しました。(延
51,321 人利用)(2,498 人増)・放
課後発達支援コーディネーターを
配置し、配慮を要する児童への対
応について、児童厚生員へ助言・
指導・相談を行いました。・民間
の放課後児童クラブ(１か所)へ運
営費の補助を行いました。・施設
修繕や備品購入など、環境整備を
行いました。 

今後も、児童
数の推移や地
域の実情に応
じ、必要な箇
所数を整備維
持するととも
に、子どもた
ちの日常の活
動 場 所 と し
て、学校・家
庭・その他関
係機関等との
連携を図りな
がら、一層の
充実を図りま
す。 

251,428,961
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円） 

令和元年度 

・児童クラブの運営（51
か所）を行います。 
（長岡地域 33か所、中
之島地域 3か所、越路地
域 2か所、三島地域 2 か
所、小国地域 1 か所、和
島地域 1 か所、寺泊地域
2 か所、栃尾地域 5 か
所、与板地域 1 か所、川
口地域 1 か所） 
・開設時間の延長を有料
で実施します。 
・放課後発達支援コーデ
ィネーターを配置しま
す。 
・民間の放課後児童クラ
ブへ運営費の補助を行い
ます。 
・豊田地域に第二児童ク
ラブを整備するため、実
施設計等を行います。 
・環境整備を行います。 

337,625,000

・児童クラブの運営を 51か
所(1か所増)で行いました。
長岡地域 33 か所(317,486
人)(9,094 人増)、中之島地
域 3か所(16,705 人)(1,146
人増)、越路地域 2 か所
(19,459 人)(334 人増)、三島
地域 2か所(9,498 人)(1,894
人減)、小国地域 1 か所
(3,876 人)(1,043 人減)、和
島地域 1 か所(1,444 人)(55
人減)、寺泊地域 2 か所(１か
所増、3,677 人)(437 人増)、
栃尾地域 5か所(19,023
人)(2,604 人減)、与板地域 1
か所(6,781 人)(785 人減)、
川口地域 1か所(5,194
人)(79 人減) 
・開設時間の延長を有料で実
施しました。(延 56,647 人利
用)(5,326 人増) 
・放課後発達支援コーディネ
ーターを配置し、配慮を要す
る児童への対応について、児
童厚生員へ助言・指導・相談
を行いました。 
・民間の放課後児童クラブ
(１か所)へ運営費の補助を行
いました。 
・施設修繕や備品購入など、
環境整備を行いました。 

今後も、児童数
の推移や地域の
実情に応じ、必
要な箇所数を整
備維持するとと
もに、子どもた
ちの日常の活動
場所として、学
校・家庭・その他
関係機関等との
連携を図りなが
ら、一層の充実
を図ります。 

284,472,503 
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令和２年度 

・児童クラブの運営（51
か所）を行います。 
（長岡地域 33か所、中
之島地域 3か所、越路地
域 2か所、三島地域 2 か
所、小国地域 1 か所、和
島地域 1 か所、寺泊地域
2 か所、栃尾地域 5 か
所、与板地域 1 か所、川
口地域 1 か所） 
・開設時間の延長を有料
で実施します。 
・放課後発達支援コーデ
ィネーターを配置しま
す。 
・民間の放課後児童クラ
ブへ運営費の補助を行い
ます。 
・豊田地域に第二児童ク
ラブを整備します。 
・上川西地域の児童クラ
ブを改修するため、実施
設計等を行います。 
・青葉台地域の児童クラ
ブを移転整備するため、
実施設計等を行います。 
・環境整備を行います。 

562,066,000

・児童クラブの運営を 51か
所で行いました。 
長岡地域 33 か所(305,684
人)(11,802 人減)、中之島地
域 3か所(16,294 人)(411 人
減)、越路地域 2か所(20,015
人)(556 人増)、三島地域 2
か所(10,524 人)(1,026 人
増)、小国地域 1か所(2,872
人)(1,004 人減)、和島地域 1
か所(1,092 人)(352 人減)、
寺泊地域 2か所(１か所増、
5,095 人)(1,418 人増)、栃尾
地域 5か所(20,011 人)(988
人増)、与板地域 1 か所
(5,165 人)(1,616 人減)、川
口地域 1 か所(5,190 人)(4 人
減) 
・開設時間の延長を有料で実
施しました。(延 43,246 人利
用)(13,401 人減) 
・放課後発達支援コーディネ
ーターを配置し、配慮を要す
る児童への対応について、児
童厚生員へ助言・指導・相談
を行いました。 
・民間の放課後児童クラブ
(１か所)へ運営費の補助を行
いました。 
・豊田地域に第二児童クラブ
を整備しました。 
・上川西地域の児童クラブを
改修するため、実施設計等を
行いました。 
・青葉台地域の児童クラブを
移転整備するため、実施設計
等を行いました。 
・施設修繕や備品購入など、
環境整備を行いました。 

今後も、児童数
の推移や地域の
実情に応じ、必
要な箇所数を整
備維持するとと
もに、子どもた
ちの日常の活動
場所として、学
校・家庭・その他
関係機関等との
連携を図りなが
ら、一層の充実
を図ります。 

428,742,851

令和３年度 

（最終年度） 

・児童クラブの運営（52
か所）を行います。 
（長岡地域 34か所、中
之島地域 3か所、越路地
域 2か所、三島地域 2 か
所、小国地域 1 か所、和
島地域 1 か所、寺泊地域
2 か所、栃尾地域 5 か
所、与板地域 1 か所、川
口地域 1 か所） 
・開設時間の延長を有料
で実施します。 
・放課後発達支援コーデ
ィネーターを配置しま
す。 
・民間の放課後児童クラ
ブへ運営費の補助を行い
ます。 
・上川西地域の児童クラ
ブを改修整備します。 
・青葉台地域の児童クラ
ブを移転整備します。 
・中之島地域（上通）の
児童クラブを移転整備し
ます。 
・環境整備を行います。 

 

586,117,000

 

実施計画とおりの見込み   
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・地域コミュニティ組織や学校と協力し、児童クラブの充実を図るほか、地域の実情に応じて、H29 に

大島、宮内第二児童クラブ、R2 に豊田第二児童クラブを整備し、大規模児童クラブの解消に取り組め

た。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・今後も、児童数の推移や地域の実情に応じ、必

要な箇所を整備維持するとともに、子どもたちの

日常の活動場所として、学校・家庭・その他関係機

関との連携を図りながら一層の充実を図る必要が

ある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
      （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 50 事業名 母子保健推進員活動【女性活躍】 

内 容 

育児の身近な相談相手として家庭訪問を実施します。各地域で子育て支援地区活動として

育児講座の開催やままのまカフェ、自主親子サークルへの支援活動を実施し楽しく子育て

できるよう支援します。 

推進課 子ども・子育て課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

平成 29 年度 

・すこやか妊婦訪問

2,000 件すこやか赤ちゃ

ん訪問 2,100 件 

・子育て支援地区活動：

協議会主催２回、地区母

推主催 40地区 350 回 

を実施します。 

・子育ての駅（3か所）

や地域のコミセン（19 地

域）を会場に茶話会（ま

まのまカフェ）を開催し

地域の情報や仲間づくり

を実施しゆったり過ごせ

る時間を提供します。 

6,752,000

・すこやか妊婦訪問 1,725 件

(82 件減）、すこやか赤ちゃ

ん訪問 1,823 件(86 件減） 

・子育て支援地区活動 

協議会主催２回、地区母推主

催 40 地区 296 回 3,359 組 

・ままのまカフェ 

22 か所（1か所増）189 回

(20 回増）1,739 組(27 組

増） 

出生数の減少により、訪問数

が減少しています。子育て世

代の学びの場・つどいの場へ

の参加が周知強化や実施場所

の増加により、増加しまし

た。 

地域に拠点を置

いた活動を母推

が実施、母親同士

の交流や仲間作

りを引き続き行

っていきます。

5,886,675

平成 30 年度 

・すこやか妊婦訪問

1,900 件すこやか赤ちゃ

ん訪問 2,000 件 

・子育て支援地区活動：

協議会主催２回、地区母

推主催 40地区 300 回 

を実施します。 

・子育ての駅（3か所）

や地域のコミセン（21 地

域）を会場に茶話会（ま

まのまカフェ）を開催し

地域の情報や仲間づくり

を実施しゆったり過ごせ

る時間を提供します。 

6,463,000

・すこやか妊婦訪問 1,659 件

(66 件減）、すこやか赤ちゃ

ん訪問 1,778 件(45 件減） 

・子育て支援地区活動 

協議会主催２回、地区母推主

催 40 地区 219 回 2,149 組 

・ままのまカフェ 

24 か所（2か所増）204 回

(15 回増）1,956 組(217 組

増） 

出生数の減少により、訪問数

が減少しています。ままのま

カフェ 2 か所増設により、参

加者が増えました。 

地域に拠点を置

いた活動を母推

が実施、母親同士

の交流や仲間作

りを引き続き行

っていきます。

6,027,833
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

・すこやか妊婦訪問

1,800 件すこやか赤ちゃ

ん訪問 1,900 件 

・子育て支援地区活動：

協議会主催２回、地区母

推主催 40地区 300 回 

を実施します。 

・子育ての駅（3か所）

や地域のコミセン（21 地

域）を会場に茶話会（ま

まのまカフェ）を開催し

地域の情報や仲間づくり

を実施しゆったり過ごせ

る時間を提供します。 

6,179,000

・すこやか妊婦訪問 1,554 件

(105 件減）、すこやか赤ちゃ

ん訪問 1,678 件（100 件減）

・子育て支援地区活動 

協議会主催２回、地区母推主

催 40 地区 204 回 1,714 組 

・ままのまカフェ 

24 か所 188 回 1,715 組 

出生数の減少により、訪問数

が減少しています。 

新型コロナウイルスの影響で

子育て支援地区活動やままの

まカフェの実施回数と参加者

が減少しています。 

地域に拠点を置

いた活動を母推

が実施、母親同士

の交流や仲間作

りを引き続き行

っていきます。 

5,875,225

令和２年度 

・すこやか妊婦訪問

1,800 件すこやか赤ちゃ

ん訪問 1,900 件・子育て

支援地区活動：協議会主

催２回、地区母推主催 40

地区 250 回 を実施しま

す。・子育ての駅（3か

所）や地域のコミセン

（21地域）を会場に茶話

会（ままのまカフェ）を

開催し地域の情報や仲間

づくりを実施しゆったり

過ごせる時間を提供しま

す。 

5,800,000

・すこやか妊婦訪問 1,528 件

(26 件減）、すこやか赤ちゃ

ん訪問 1,617 件（61件減） 

・子育て支援地区活動 

協議会主催 1回、地区母推主

催 40 地区 123 回 880 組 

・ままのまカフェ 

24 か所 121 回 808 組 

出生数の減少により、訪問件

数が減少しています。 

新型コロナウイルスの影響で

子育て支援地区活動やままの

まカフェの実施回数と参加者

が減少しています。 

地域に拠点を置

いた活動を母推

が実施、母親同

士の交流や仲間

作りを引き続き

行っていきま

す。 

4,537,533
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和３年度 

（最終年度） 

・すこやか妊婦訪問

1,720 件すこやか赤ちゃ

ん訪問 1,720 件・子育て

支援地区活動：協議会主

催２回、地区母推主催 40

地区 200 回 を実施しま

す。・子育ての駅（3か

所）や地域のコミセン

（20地域）を会場に茶話

会（ままのまカフェ）を

開催し地域の情報や仲間

づくりを実施しゆったり

過ごせる時間を提供しま

す。 

5,515,000 実施計画とおりの見込み   

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・母子保健推進員の訪問から地域の活動（ままのまカフェや親子サークル）につながった方も多く、ま

まのまカフェ等においても母子保健推進員が親同士の交流のきっかけになるなど、子育て支援に大き

く寄与しているため。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・地域で楽しく子育てしていくためには、身近に

支援者がいることが重要。 

・ままのまカフェでの相談など、来所者も多く、

必要とされている場である。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 51 事業名 保育園における育児相談窓口の充実【女性活躍】 

内 容 勤務の多様化や核家族化で悩みを抱えている保護者の育児相談の内容の充実を図ります。 

推進課 保育課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・子育て支援センター実

施園（25 園）をはじめ、

事業を実施していない園

についても相談窓口を設

け、充実を図ります。 

95,016,000

・子育て支援センター事業実施園

（25園）をはじめ、事業を実施

していない園についても相談窓口

を開設し、保護者からの保育相談

を実施しました。（相談件数 

2,085 件）前年度は 25園で実施

し、2,416 件の相談がありまし

た。子育ての駅が開設されたこと

により、331 件減少しました。相

談内容は主に子どもが昼寝をしな

い、離乳食を食べてくれない等小

さい子ども（主に 0、1歳）に関

するものでした。 

  

・未就園児が少ない

地域では、相談等の

ニーズが低いため、

平成 30 年度より 1

園減らし、24園で実

施します。 

・平成 30 年度より

保育園併設型の支援

センターにおいて、

乳児の親子を対象と

する「ままナビ」講

座等（子ども家庭課）

を実施することで、

内容の充実を図りま

す。 

94,897,622

平成 30 年度 

・子育て支援センター実

施園（24 園）をはじめ、

事業を実施していない園

についても相談窓口を設

け、充実を図ります。 

・24園のうち 6 園でまま

ナビを実施し、月１回程

度講演会（離乳食講座

等）を開催し、産前産後

の保護者をサポートしま

す。 

94,851,000

・子育て支援センター実施園

（24園）をはじめ、事業を実

施していない園についても相

談窓口を開設し、保護者から

の保育相談を実施しました。

相談内容の多くは離乳食を食

べてくれない等の乳児に関す

るものでした。（相談件数 

1,597 件） 

・24 園のうち 6 園で乳児の親

子を対象としたままナビを実

施し、月 1回程度離乳食講座

等を実施し、産前産後の保護

者をサポートしました。 

子育て支援センタ

ー等での乳児相談

や育児情報の提

供、乳児の親子を

対象とした「まま

ナビ」講座（子ども

家庭課）を実施す

ることで、内容の

充実を図ります。

94,761,659
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・子育て支援センター実

施園（24 園）をはじめ、

事業を実施していない園

についても相談窓口を設

け、充実を図ります。 

・24園のうち 10園でま

まナビを実施し、月１回

程度講習会（離乳食講座

等）を開催し、産前産後

の保護者をサポートしま

す。 

94,827,000

・子育て支援センター実施園

（24園）をはじめ、事業を実

施していない園についても相

談を随時受付け、保護者から

の保育相談を実施しました。

相談内容は卒乳や食事の好き

嫌い、体調に関すること等で

乳児に関するものが中心でし

た。（相談件数 1,471 件） 

・24 園のうち 10園で乳児の

親子を対象としたままナビを

実施し、月 1回程度離乳食講

座等を実施し、産前産後の保

護者をサポートしました。 

子育て支援セン

ター等での乳児

相談や育児情報

の提供、乳児の親

子を対象とした

「ままナビ」講座

（子ども・子育て

課）を実施するこ

とで、内容の充実

を図ります。 

94,642,416

令和２年度 

・子育て支援センター実

施園（23 園）をはじめ、

事業を実施していない園

についても相談を受付

け、充実を図ります。 

・23園のうち 10園でま

まナビを実施し、月１回

程度講習会（離乳食講座

等）を開催し、産前産後

の保護者をサポートしま

す。 

105,123,000

・子育て支援センター実施園

（23 園）における相談受付件

数は 1,155 件でした。主な相談

内容は、離乳などの母子保健に

関すること、子どもの発達や成

長に関すること、母親の体調に

関すること等でした。また、コ

ロナウイルス禍により園見学

等を実施しなかった園が多か

ったためか、入園に向けての準

備などに関する相談も多くあ

りました。 

・23園のうち 10園で、妊産婦

や乳児の保護者を対象とした

講習会「ままナビ講座」を月１

回程度実施し、育児に役立つ内

容を保育士がアドバイスしま

した。 

子育て支援セン

ター等での相談

援助や育児情報

の提供、「ままナ

ビ講座」（子ども・

子育て課）を実施

することで、内容

の充実を図りま

す。 

99,343,206
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和３年度 

（最終年度） 

・子育て支援センター実

施園（23園）をはじめ、事

業を実施していない園に

ついても相談を受け付け、

充実を図ります。 

・23園のうち９園で、妊産

婦や乳児の保護者を対象

とした講習会「ままナビ講

座」を月１回程度実施し、

育児の方法などを保育士

がアドバイスします。 

105,154,000

・子育て支援センター実施園

（23園）をはじめ、事業を実施

していない園についても相談

を受け付けています。 

・23 園のうち９園で「ままナ

ビ講座」を実施しています。

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・少子化の影響や近隣に子育ての駅が設置されたことに伴い、保育園併設子育て支援センターの数及

び相談件数は減少しているが、継続して一定数の相談はある。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・地域の中にある保育園が、悩みを抱えている子

育て中の保護者の相談先として、地域における社

会資源としての役割を果たすことは、引き続き必

要である。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （13）子育て支援体制の整備・充実 

事業№ 52 事業名 多様なニーズに応じた保育の実施【女性活躍】 

内 容 
勤務の多様化や核家族化で悩みを抱えている保護者のため、延長保育・休日保育・一時保

育・病後児保育などの体制を整備し、利用件数を増やします。 

推進課 保育課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円） 

平成 29 年度 

・延長保育（105 園）、
一時保育（35園）、休日
保育（4園）、病児・病
後児保育（1 施設 4
園）を実施し、多様なニ
ーズに応じた保育体制を
整備します。 
・長岡市に病児保育施設
が１施設しかなく、病児
の受け入れが難しい環境
であるため、１施設増設
し、安心して子どもを預
ける環境を整備します。 
・花園南部等での宅地開
発に伴い、近辺の病後児
保育園（１園）だけでは
不足が見込まれるため、
１園増設し、安心して子
どもを預ける環境を整備
します。 

294,412,000

・多様なニーズに応じた保育
体制を整備し、各保育事業を
実施しました。前年度と比
べ、保護者の就労形態によ
り、延長保育、一時保育、病
児・病後児保育は減少しまし
た。また、日曜日・祝日でも
保護者が就労により休日保育
の利用が増加しました。 
 延長保育利用延べ 127,235
人(Ｈ28 105 園 129,603 人)
 一時保育利用延べ 5,922 人
(Ｈ28 園 6,298 人) 
 休日保育利用延べ 929 人
(Ｈ28 4 園 772 人) 
 病児・病後児保育利用延べ
1,220 人 
 (Ｈ28 1 施設 4園 1,430
人) 

・多様なニー
ズ、地域の実情
に応じた保育
体制を整備し
ます。 

171,278,388

平成 30 年度 

・延長保育（103 園）、
一時保育（32園）、休日
保育（4園）、病児・病
後児保育（2 施設 5
園）を実施し、多様なニ
ーズに応じた保育体制を
整備します。 

205,139,000

 
 延長保育利用延べ 113,762
人(Ｈ29 105 園 127,235 人)
 一時保育利用延べ 5,690 人
(Ｈ29 35 園 6,298 人) 
 休日保育利用延べ 746 人
(Ｈ29 4 園 929 人) 
 病児・病後児保育利用延べ
1,476 人 
 (Ｈ29 1 施設 4園 1,220
人） 

・多様なニー
ズ、地域の実情
に応じた保育
体制を整備し
ます。 

138,435,607
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円） 

令和元年度 

・延長保育（98園）、一時

保育（31園）、休日保育（4

園）、病児・病後児保育（2

施設、5園）を実施し、多

様なニーズに応じた保育

体制を整備します。 

179,139,000

 延長保育利用延べ 100,631

人(Ｈ30 103 園 113,762 人)

 一時保育利用延べ 4,239 人

（Ｈ30 31 園 5,690 人） 

 休日保育利用延べ 758 人 

（Ｈ30 4 園 746 人） 

 病児・病後児保育利用延べ

1,497 人 

（Ｈ30 2 施設 5園 1,476 人）

・多様なニー

ズ、地域の実

情に応じた保

育体制を整備

します。 

138,528,086

令和２年度 

・延長保育（97園）、一時

保育（25園）、休日保育（4

園）、病児・病後児保育（2

施設、5園）を実施し、多

様なニーズに応じた保育

体制を整備します。 

183,614,000

・新型コロナウイルス感染症

の流行に伴い前年度と比べ利

用者数が減少しました。 

 延長保育利用延べ 80,880 人

（R1：98 園 100,631 人） 

 一時保育利用延べ 3,239 人

（R1：31 園 4,239 人） 

 休日保育利用延べ 575 人 

（R1：4園 758 人） 

 病児・病後児保育利用延べ

690 人 

（R1：2施設 5園 1,497 人）

・多様なニー

ズ、地域の実

情に応じた保

育体制を整備

します。 

115,116,156

令和３年度 

（最終年度） 

・延長保育（95園）、一時

保育（28園）、休日保育（4

園）、病児・病後児保育（2

施設、6園）を実施し、多

様なニーズに応じた保育

体制を整備します。 

・病後児保育施設は川東

の北長岡地域にはなく、

受入が難しい環境である

ため１施設増設し、安心

して子どもを預ける環境

を整備します。 

175,978,000

・新型コロナウイルス感染症

の流行に伴い、利用者数は令

和２年度同様に少なくなる見

込みです。 

・利用者数は減少したとして

も、保護者の多様な就労形態

に伴う多様な保育ニーズに対

応するため、現行水準の維持

に努めます。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・入園児童数の減少、公立保育園の統廃合などにより、延長保育や一時保育などの利用件数は減少傾向

にあるが、多様な保育ニーズには対応することができている。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・今後も、入園児童数の減少、公立保育園の統廃

合などにより、利用児童数は減る見込みであるが、

引き続き多様な保育ニーズに対応していくため、

現行水準の維持に努める必要がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （14）介護支援体制の整備・充実 

事業№ 53 事業名 高齢者や介護者の相談窓口の運営【女性活躍】 

内 容 
地域の身近な相談窓口である地域包括支援センターにおいて、高齢者や家族の様々な相談

に対応します。 

推進課 長寿はつらつ課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

平成 29 年度 

地域包括支援センターに

おいて、関係機関・団体

と連携しながら、高齢者

に関する様々な相談に対

応します。 

372,848,000

地域包括支援センターに

おいて、関係機関・団体

と連携しながら、高齢者

に関する様々な相談に対

応しました。 

 

Ｈ29 年度相談延件数 

39,755 件 

引き続き、地域包括

支援センターにお

いて、関係機関・団

体と連携しながら、

高 齢 者 に 関 す る

様々な相談に対応

します。 

295,589,230

平成 30 年度 

地域包括支援センターに

おいて、関係機関・団体

と連携しながら、高齢者

に関する様々な相談に対

応します。 

373,741,000

地域包括支援センターに

おいて、関係機関・団体

と連携しながら、高齢者

に関する様々な相談に対

応しました。 

 

Ｈ30 年度相談延件数 

43,423 件 

引き続き、地域包括

支援センターにお

いて、関係機関・団

体と連携しながら、

高 齢 者 に 関 す る

様々な相談に対応

します。 

301,159,410
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

地域包括支援センターに

おいて、関係機関・団体

と連携しながら、高齢者

に関する様々な相談に対

応します。 

365,089,000

地域包括支援センターにお

いて、関係機関・団体と連

携しながら、高齢者に関す

る様々な相談に対応しまし

た。 

 

R 元年度相談延件数 41,925

件 

引き続き、地域

包括支援センタ

ーにおいて、関

係機関・団体と

連携しながら、

高齢者に関する

様々な相談に対

応します。 

303,077,181

令和２年度 

地域包括支援センターに

おいて、関係機関・団体

と連携しながら、高齢者

に関する様々な相談に対

応します。 

364,543,000

地域包括支援センターにお

いて、関係機関・団体と連

携しながら、高齢者に関す

る様々な相談に対応しまし

た。 

 

R２年度相談延件数 42,655

件 

引き続き、地域

包括支援センタ

ーにおいて、関

係機関・団体と

連携しながら、

高齢者に関する

様々な相談に対

応します。 

312,417,302

令和３年度 

（最終年度） 

地域包括支援センターに

おいて、関係機関・団体

と連携しながら、高齢者

に関する様々な相談に対

応します。 

358,008,000

地域包括支援センターにお

いて、関係機関・団体と連

携しながら、高齢者に関す

る様々な相談に対応しまし

た。 

 

R３年度相談延件数 42,000

件（見込） 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・地域包括支援センターでは、高齢者に関する様々な相談に対応し、必要に応じて適切なサービス、関

係機関及び制度の利用につなげる等の支援を行った。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・地域の高齢化に伴い高齢者に関する相談内容は

多様化、複雑化しており、地域包括支援センター

では引き続き関係機関・団体と連携しながら様々

な相談に対応していく必要がある。 
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基本目標２ あらゆる分野における仕事と生活の調和 
            （ワーク・ライフ・バランス）の普及を図る 

主要施策 （14）介護支援体制の整備・充実 

事業№ 54 事業名 在宅介護者への支援の充実【女性活躍】 

内 容 在宅介護者の介護技術向上のための研修会や交流会を開催します。 

推進課 長寿はつらつ課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

在宅介護者の介護技術の

向上、悩みや思いを共

有・情報交換のための研

修会を行います。 

912,000

在宅介護者の介護技術を向上

するための研修会を実施し介

護者の負担軽減及び心身のリ

フレッシュ、介護者同士の情

報交換・交流を図りました。

（22回、延べ 299 人、専門的

研修会は、大雪のため中止）

引き続き、社会福

祉協議会等関係機

関・団体と連携し

ながら実施しま

す。 

501,860

平成 30 年度 

在宅介護者の介護技術の

向上、悩みや思いを共

有・情報交換のための研

修会を行います。 

789,000

在宅介護者の介護技術を向上

するための研修会を実施し介

護者の負担軽減及び心身のリ

フレッシュ、介護者同士の情

報交換・交流を図りました。

（14回、延べ 238 人） 

引き続き、社会福

祉協議会等関係機

関・団体と連携し

ながら実施しま

す。 

375,069
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円） 

令和元年度 

在宅介護者の介護技術の

向上、悩みや思いを共

有・情報交換のための研

修会を行います。 

640,000 

在宅介護者の介護技術を

向上するための研修会を

実施し介護者の負担軽減

及び心身のリフレッシ

ュ、介護者同士の情報交

換・交流を図りました。

（13 回、延べ 205 人参

加、新型コロナ感染拡大

防止のため１回中止、内

訳：男性 24.4％） 

引き続き、社会

福祉協議会等

関係機関・団体

と連携しなが

ら実施します。

また、男性の介

護参加を促す

ような研修の

内容となるよ

うに検討しま

す。 

137,221

令和２年度 

在宅介護者の介護技術

の向上、悩みや思いを

共有・情報交換のため

の研修会を行います。 

308,000 

在宅介護者の介護技術を向上

するための研修会を実施し介

護者の負担軽減及び心身のリ

フレッシュ、介護者同士の情

報交換・交流を図りました。

コロナウイルス禍で参集が困

難であり中止回数が多くなり

ました。一部 Zoom で開催し

ましたが、参加者は少ない状

況でした。（3回、延べ 54人

参加、新型コロナ感染拡大防

止のため 9回中止、内訳：男

性 7.4％） 

介護サービスの

普及と同様の事

業を他団体が実

施していること

や、交流の場と

しては認知症カ

フェが継続的に

開催されている

ことから事業の

実施を終了しま

す。 

58,354

令和３年度 

（最終年度） 
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・この介護研修会により、介護保険サービス利用への啓発や介護技術の向上により、介護者の負担軽減

及び心身のリフレッシュ、介護者同士の情報交換・交流が図られた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

令和 2年度で事業を終了したため（理由は下記のとおり）

・介護保険サービスの普及と他団体が同様の事業を実施して

いる。 

・交流の場としては認知症カフェが継続的に開催されている。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （15）あらゆる暴力の根絶に向けた意識啓発 

事業№ 55 事業名 ＤＶ防止の意識啓発の推進と相談窓口の周知 

内 容 

講演会・学習会の開催や、チラシ･パンフレットの配布、中・高・高専・大学でのＤＶ出

前講座の開催等により、児童生徒・保護者・教職員に向けた啓発活動などを行います。ま

た、ＤＶ相談窓口を記載したカード、パンフレットを設置し、周知を行います。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

平成 29 年度 

・各学校からの依頼に応
じてデートＤＶ出前講座
を開催します。（８回開催
予定） 
・ＤＶ相談窓口を記載し
たカードを公共施設の女
性用トイレに設置しま
す。 

－ 

・デートＤＶ出前講座を中学
校３校、高校６校で開催し、
958 名が受講しました。 
・ＤＶ相談窓口を記載したカ
ードを公共施設の女性用トイ
レに設置しました。 
・市に寄せられたＤＶ相談件
数は、配偶者暴力相談支援セ
ンター、ウィルながおか相談
室、女のスペース・ながおか
の合計で 1,097 件となり、前
年度から 123件増加しまし
た。 

将来ＤＶ加害者・
被害者にならない
ために、学生の啓
発活動を引続き行
います。 
相談窓口や女性用
トイレのパンフレ
ット等の設置は周
知の効果が見込め
るため、継続して
行います。 

－ 

平成 30 年度 

・各学校からの依頼に応
じてデートＤＶ出前講座
を開催します。（７回開催
予定） 
・ＤＶ相談窓口を記載し
たカードを公共施設の女
性用トイレに設置しま
す。 

－ 

・デートＤＶ出前講座を中学
校１校、高校４校（６回）、専
門学校１校で、合計８回開催
し、1,131 人が受講しまし
た。            
・ＤＶ相談窓口を記載したカ
ードを公共施設の女性用トイ
レに設置しました。 
・配偶者暴力相談支援センタ
ー等に寄せられたＤＶ相談件
数は 962 件と前年度から 135
件減少しましたが、外国人や
高齢者など、相談内容が多様
化・複雑化しており、関係機
関と連携して支援しました。
また、事業№03 の「実施状
況・評価」３の再掲になりま
すが、情報誌「あぜりあ」で
ﾃﾞｰﾄ DV 予防啓発の特集を組
み、4000 部を作成しました。

将来ＤＶ加害者・
被害者にならない
ために、学生の啓
発活動を引続き行
います。 
相談窓口や女性用
トイレのパンフレ
ット等の設置は周
知の効果が見込め
るため、継続して
行います。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・各学校からの依頼に応じ
てデートＤＶ出前講座を開
催します。（７回開催予
定） 
・ＤＶ相談窓口を記載した
カードを公共施設の女性用
トイレに設置します。 

－ 

・デートＤＶ出前講座を中学
校１校、高校３校（５回）、合
計６回開催し、591 人が受講
しまし
た。            
・ＤＶ相談窓口を記載したカ
ードを公共施設の女性用トイ
レに設置しまし
た。            
・配偶者暴力相談支援センタ
ー等に寄せられたＤＶ相談件
数は 966 件と前年度から 150
件増加しました。外国人や高
齢者など、相談内容が多様
化・複雑化しており、関係機
関と連携して支援しました。

将来ＤＶ加害者・
被害者にならない
ために、学生の啓
発活動を引続き行
います。 
相談窓口や女性用
トイレのパンフレ
ット等の設置は周
知の効果が見込め
るため、設置方法
などを工夫し、継
続して行います。

－ 

令和２年度 

・各学校からの依頼に応じ
てデートＤＶ出前講座を開
催します。（７回開催予
定） 
・ＤＶ相談窓口を記載した
カードを公共施設の女性用
トイレに設置します。 

－ 

・デートＤＶ出前講座を、中

学校１校、高校３校で開催

し、349 人が受講しました。 

・新型コロナウイルス感染症

の影響で予定していた高校な

どでの実施が出来ませんでし

た。 

・ＤＶ相談窓口記載したトイ

レカードを公共施設の女性用

トイレに設置しました。 

・配偶者暴力相談支援センタ

ー等に寄せられたＤＶ相談件

数は 1,062 件で、前年度より

96 件増加しました。これは、

年度当初に「特別定額給付

金」の決定があり、ＤＶ避難

者からの相談などが主な要因

です。 

 

将来ＤＶ加害者・

被害者にならない

ために、引き続き

学生の啓発活動を

引続き行います。

 

相談窓口や女性用

トイレのパンフレ

ット等の設置は周

知の効果が見込め

るため、継続して

行います。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・各学校からの依頼に応じ

てデートＤＶ出前講座を開

催します。（８回開催予

定） 

・ＤＶ相談窓口を記載した

カードを公共施設の女性用

トイレに設置します。 

 

－ 

・デートＤＶ出前講座を中学

校、高校で随時開催していま

す。 

・ＤＶ相談窓口を記載したカ

ードを作成し、公共施設の女

性用トイレに設置しました。
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・中学生や高校生のうちに、身近なトラブルであるデートＤＶを知り、将来ＤＶの被害者・加害者にな

らないための啓発をすることができた。 

・公共施設へのカードの設置により、ＤＶ相談窓口の周知を行いました。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ＤＶを知ることで、自らの加害者としての行動

を戒め、また、被害者の認識を高めることができ。

トラブルを回避することができる。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （15）あらゆる暴力の根絶に向けた意識啓発 

事業№ 56 事業名 外国人、障害者、高齢者に配慮した相談窓口の周知 

内 容 
被害者が国籍や障害の有無等を問わず相談ができるよう、より分かりやすい相談窓口の周

知方法について検討します。 

推進課 国際交流課・福祉課・長寿はつらつ課・(人権・男女共同参画課) 

 

年度 実施計画 
予算額

（円）
実施状況・評価 

今後の課題・

取組み方向等

決算額

（円）

平成 29 年度 

・外国人市民向けに、多
言語情報誌、ホームペー
ジ、ＦＭ多言語放送にお
いて英語及び中国語によ
る相談窓口の周知を行い
ます。 
・障害者虐待防止の切り
口で、意識啓発、相談窓
口の周知をおこないま
す。また、障害特性に配
慮をした対応を行いま
す。 
・高齢者が相談できるよ
う、より分かりやすい相
談窓口の周知方法を検討
します。 

1,392,000

（国） 

 

1,275,000

（福祉）

・多言語情報誌及びＦＭ多言語放送におい

て、英語及び中国語で相談窓口を周知しまし

た。 

・「長岡暮らしのしおり」の英語版を改訂し、

相談窓口について周知しました。 

・ホームページ（英語、中国語）に「長岡市

ＤＶ防止ネットワーク」へのリンクを掲載し

ており、相談窓口を周知しています。 

・ホームページはイベント情報を中心に日常

的に更新をしており、外国人市民にとって情

報入手手段のひとつとなるよう工夫していま

す。 

・障害者虐待防止のパンフレットは分かりや

すい言葉を使用したり、漢字にルビをふるな

どの配慮を行っています。 

・障害者虐待防止について、自立支援協議会

や相談支援専門員が集まる部会、民生委員協

議会などの関係者への周知だけでなく、個別

相談時にも周知しています。 

・高齢者の相談窓口についてリーフレット等

で周知しました。 

・引き続き、多
様な広報手段
を用いて相談
窓口について
周知します。 
 
・今後も障害者
虐待防止の切
り口で、意識啓
発、相談窓口の
周知をおこな
います。 

1,194,038

（国）

 

374,071

（福祉）

平成 30 年度 

・外国人市民向けに、多
言語情報誌、ホームペー
ジ、ＦＭ多言語放送にお
いて英語及び中国語によ
る相談窓口の周知を行い
ます。 
 
・障害者虐待防止の切り
口で、意識啓発、相談窓
口の周知をおこないま
す。また、障害特性に配
慮をした広報・対応を行
います。 
 
・高齢者が相談しやすい
よう相談窓口の周知を行
います。 

1,037,000

（国） 

 

1,241,000

（福祉） 

・多言語情報誌及びＦＭ多言語放送にお

いて、英語及び中国語で相談窓口を周知

しました。 

・ホームページ（英語、中国語）に「長

岡市ＤＶ防止ネットワーク」へのリンク

を掲載しており、相談窓口を周知してい

ます。 

・ホームページや Facebook はイベント情

報を中心に日常的に更新をしており、外

国人市民にとって情報入手手段のひとつ

となるよう工夫しています。 

・障害者虐待防止のパンフレットは分か

りやすい言葉を使用したり、漢字にルビ

をふるなどの配慮を行っています。 

・障害者虐待防止について、自立支援協

議会や相談支援専門員が集まる部会、民

生委員協議会などの関係者への周知だけ

でなく、個別相談時にも周知していま

す。 

・高齢者の相談窓口についてリーフレッ

ト等で周知しました。 

・引き続き、多
様な広報手段
を用いて相談
窓口について
周知します。 
 
・今後も障害者
虐待防止の切
り口で、意識啓
発、相談窓口の
周知を行いま
す。 

890,698

（国）

 

1,150,950

（福祉）
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・外国人市民向けに、多

言語情報誌、ホームペー

ジ、ＦＭ多言語放送にお

いて英語及び中国語によ

る相談窓口の周知を行い

ます。・障害者虐待防止の

切り口で、意識啓発、相

談窓口の周知をおこない

ます。また、障害特性に

配慮をした広報・対応を

行います。 

・高齢者が相談できるよ

う、より分かりやすい相

談窓口の周知方法を検討

します。 

1,492,000

（国）

912,000

（福祉）

・ホームページ（英語、中国語）

に「長岡市ＤＶ防止ネットワー

ク」へのリンクを掲載しており、

相談窓口を周知しています。・ホ

ームページや Facebook はイベン

ト情報を中心に日常的に更新をし

ており、外国人市民にとって情報

入手手段のひとつとなるよう工夫

しています。 

・障害者虐待防止のパンフレット

は分かりやすい言葉を使用した

り、漢字にルビをふるなどの配慮

を行っています。・障害者虐待防

止について、自立支援協議会や相

談支援専門員が集まる部会、民生

委員協議会などの関係者への周知

だけでなく、個別相談時にも周知

しています。 

・高齢者の相談窓口についてリー

フレット等で周知しました。 

・引き続き、多様

な広報手段を用

いて相談窓口に

ついて周知しま

す。 

・今後も障害者虐

待防止の切り口

で、意識啓発、相

談窓口の周知を

行います。 

1,389,291

（国）

699,980

（福祉）

令和２年度 

・外国人市民向けに、

多言語情報誌、ホーム

ページ、ＦＭ多言語放

送において英語及び中

国語による相談窓口の

周知を行います。 

 

・障害者虐待防止の切

り口で、意識啓発、相

談窓口の周知を行いま

す。また、障害特性に

配慮をした広報・対応

を行います。 

 

・高齢者が相談できる

よう、より分かりやす

い相談窓口の周知方法

を検討します。 

8,310,000

（国） 

 

914,000

（福祉）

・多言語情報誌及びＦＭ多言語放送

において、英語及び中国語で相談窓

口を周知しました。 

・「長岡暮らしのしおり」の英語版を

改訂、また中国語版、ベトナム語版

を作成し、相談窓口について周知し

ました。 

・ホームページ（英語、中国語）に

「長岡市ＤＶ防止ネットワーク」へ

のリンクを掲載しており、相談窓口

を周知しています。 

・ホームページはイベント情報やコ

ロナウイルスに関する情報を更新を

しており、外国人市民にとって情報

入手手段のひとつとなるよう工夫し

ています。 

◆長岡市 HP「地球広場」ページアク

セス件数 令和 2年度 

 日本語：9427件 

  英語：1907件 

 中国語：459 件 

◆「地球広場」Facebook ページ（日

本語のほか、英語、中国語、やさし

い日本語で発信） 

 令和 2年度 24,426 件 

◆電子書籍アプリ「カタログポケッ

ト」での市政だより等配信（日本

・引き続き、多様

な広報手段を用

いて相談窓口に

ついて周知しま

す。 

 

・今後も、障害

をもつ人が相談

しやすいよう、

意識啓発、相談

窓口の周知を行

います。 

6,034,918

（国） 

37,472 

（福祉）
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語、英語、中国語など全 10言語対

応） 

 令和 2年度 1,752 件 

 

・障害者虐待防止のパンフレットは

分かりやすい言葉を使用したり、漢

字にルビをふるなどの配慮を行って

います。 

・障害者虐待防止について、自立支

援協議会や民生委員協議会などの関

係者への周知だけでなく、個別相談

時にも周知しています。 

 

・高齢者の相談窓口についてリーフ

レット等で周知しました。 

令和３年度 

（最終年度） 

・外国人市民向けに、

多言語情報誌、ホーム

ページ、ＦＭ多言語放

送において英語及び中

国語による相談窓口の

周知を行います。 

 

・障害をもつ人が相談し

やすいよう、意識啓発、

相談窓口の周知を行いま

す。また、障害特性に配

慮をした広報・対応を行

います。 

 

・高齢者が相談できるよ

う、より分かりやすい相

談窓口の周知方法を検討

します。 

3,430,000

（国） 

817,000 

（福祉） 

・多言語情報誌及びＦＭ多言語放送に

おいて、英語及び中国語で相談窓口を

周知しています。 
・ホームページ（英語、中国語）に「長

岡市ＤＶ防止ネットワーク」へのリン

クを掲載しており、相談窓口を周知し

ています。 

・ホームページはイベント情報やコロ

ナウイルスに関する情報を更新をし

ており、外国人市民にとって情報入手

手段のひとつとなるよう工夫してい

ます。 

 

・障害者虐待防止のパンフレットは

分かりやすい言葉を使用したり、漢

字にルビをふるなどの配慮を行って

います。 

・障害者虐待防止について、自立支

援協議会や民生委員協議会などの関

係者への周知だけでなく、個別相談

時にも周知しています。 

 

・高齢者の相談窓口についてリーフ

レット等で周知しています。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・当事者だけでなく、関係機関にも周知が図れ、相談につながりやすくなったため。 

・地域包括支援センターへの相談が数多くあり、周知の効果はあったと考えるため。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・必要な情報が得られない被害者がいないよう、

引き続き様々な媒体で周知を行い、今後も相談し

やすい環境を維持する必要がある。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （15）あらゆる暴力の根絶に向けた意識啓発 

事業№ 57 事業名 学校におけるセクシュアル・ハラスメントの防止 

内 容 
学校における教職員の児童生徒に対するセクシュアル・ハラスメント防止に向けての意識

啓発活動に取り組みます。 

推進課 学校教育課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・全市立学校において、

学校におけるセクシャ

ル・ハラスメント防止に

関する意識啓発の講習等

を年 1回以上実施しま

す。 

－ 

・ハラスメントの防止及び起

こった場合の対応について、

新潟県教育委員会の「ハラス

メントの防止及び対応に関す

る指針」をもとに各校で相談

窓口を設置し、児童生徒から

相談があった場合の対応につ

いて職員研修もしくは職員会

議等での確認を市立学校全 86

校で実施しました。 

今後もセクシャ

ル・ハラスメント

防止に向けて、職

員の意識啓発と学

校の防止体制の確

認を継続していき

ます。 

－ 

平成 30 年度 

・全市立学校８４校にお

いて、学校におけるセク

シャル・ハラスメント防

止に関する意識啓発の職

員講習等を年 1 回以上実

施します。 

－ 

・ハラスメントの防止及び起

こった場合の対応について、

新潟県教育委員会の「ハラス

メントの防止及び対応に関す

る指針」をもとに各校で相談

窓口を設置し、児童生徒から

相談があった場合の対応につ

いて職員研修もしくは職員会

議等での確認を市立学校全 84

校で実施しました。 

今後もセクシャ

ル・ハラスメント

防止に向けて、職

員の意識啓発と学

校の防止体制の確

認を継続していき

ます。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・全市立学校８４校にお

いて、学校における非違

行為防止の研修等におい

て、セクシャル・ハラス

メント防止についての意

識啓発を年 1回以上実施

します。 

－ 

・ハラスメントの防止及び起

こった場合の対応について、

新潟県教育委員会の「ハラス

メントの防止及び対応に関す

る指針」をもとに各校で相談

窓口を設置し、児童生徒から

相談があった場合の対応につ

いて職員研修もしくは職員会

議等での確認を市立学校全 84

校で実施しました。 

今後もセクシャ

ル・ハラスメント

防止に向けて、職

員の意識啓発と

学校の防止体制

の確認を継続し

ていきます。 

－ 

令和２年度 

・全市立学校８４校にお

いて、学校における非違

行為防止の研修等におい

て、セクシャル・ハラス

メント防止についての意

識啓発を年 1回以上実施

します。 

－ 

・ハラスメントの防止及び起

こった場合の対応について、

新潟県教育委員会の「ハラス

メントの防止及び対応に関す

る指針」をもとに各校で相談

窓口を設置し、児童生徒から

相談があった場合の対応につ

いて職員研修もしくは職員会

議等での確認を市立学校全 84

校で実施しました。 

今後もセクシャ

ル・ハラスメン

ト防止に向け

て、職員の意識

啓発と学校の防

止体制の確認を

継続していきま

す。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） ・全市立学校８４校にお

いて、学校における非違

行為根絶研修において、

セクシャル・ハラスメン

ト防止についての意識啓

発を年 1 回以上実施しま

す。 

－ 

・ハラスメントの防止及び起

こった場合の対応について、

新潟県教育委員会の「ハラス

メントの防止及び対応に関す

る指針」をもとに各校で相談

窓口を設置し、児童生徒から

相談があった場合の対応につ

いて職員研修もしくは職員会

議等での確認を市立学校全 84

校で実施します。 

今後もセクシャ

ル・ハラスメン

ト防止に向け

て、職員の意識

啓発と学校の防

止体制の確認を

継続していきま

す。 

－ 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・全ての市立小・中学校において、セクシャル・ハラスメント防止研修や相談窓口の設置を行ったこと

により、児童生徒への相談体制を整備することができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・今後もセクシャル・ハラスメント防止のため継続

して研修を進める必要があるため。 



第２次ながおか男女共同参画基本計画 進捗管理・総括表 

- 202 - 

基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （16）相談・保護体制の充実 

事業№ 58 事業名 安全・安心な相談窓口の体制整備 

内 容 
女性相談員が、ウィルながおか相談室及び支所地域の出前相談会場において相談対応を行います。

相談件数の増加や相談内容の広域化、複雑化に対応した相談体制の充実を図ります。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・ウィルながおか相談室

（受付：月～土曜日 10:00

～16:30）、支所地域への

出前相談（受付：月～金

曜日 10:00～16:30）を行

います。 

6,943,000

１ ウィルながおか相談室 

29 年度相談件数：1,183 件

（28年度 1,117 件）30代女性

が 21.7％と最も多く、内容は

夫婦・家族関係が 33.6％を占

めています。また、配偶者暴

力相談支援センター等に寄せ

られたＤＶ相談は 1,097 件と

前年度から 123 件増加してお

り、相談事業の需要は引き続

き高くなっています。 

２ ウィルながおか出前相談

室 

29 年度相談件数：64件（28

年度 47件） 

今後も引き続き、

きめ細かな相談対

応を行っていきま

す。 

6,908,143

平成 30 年度 

・ウィルながおか相談室

（受付：月～土曜日 10:00

～16:30）、支所地域への

出前相談（受付：月～金

曜日 10:00～16:30）を行

います。 

7,905,000

１ ウィルながおか相談室 

30 年度相談件数：1,242 件

（29年度 1,183 件）30代女性

が 25.9％と最も多く、内容は

夫婦・家族関係が 34.8％を占

めています。また、配偶者暴

力相談支援センター等に寄せ

られたＤＶ相談は 962 件と前

年度から 135件減少しました

が、相談内容が多様化・複雑

化しており、関係機関との連

携強化が必要となっていま

す。 

２ ウィルながおか出前相談

室 

30 年度相談件数：130 件（29

年度 64件） 

今後も引き続き、

きめ細かな相談対

応を行っていきま

す。 

7,613,425
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・ウィルながおか相談室

（受付：月～土曜日 10:00

～16:30）、支所地域への

出前相談（受付：月～金

曜日 10:00～16:30）を行

います。 

7,944,000

１ ウィルながおか相談室 

令和元年度相談件数：1,315

件（30年度 1,242 件）。30・

40 代の女性が 43.6％と最も多

く、内容は夫婦・家族関係が

39％を占めています。また、

配偶者暴力相談支援センター

等に寄せられたＤＶ相談は

966 件と前年度から 150 件増

加しました。相談内容が多様

化・複雑化しており、関係機

関との連携強化が必要となっ

ています。 

２ ウィルながおか出前相談

室 

令和元年度相談件数：77件

（30年度 130件） 

今後も引き続き、

きめ細かな相談

対応を行ってい

きます。 

 

7,725,674

令和２年度 

・ウィルながおか相談室

（受付：月～土曜日 9:00

～15:30）、支所地域への

出前相談（受付：月～金

曜日 10:00～16:30）を行

います。 

8,358,000

１ ウィルながおか相談室 

相談件数：（R2）1,270 件 

（R1）1,315 件）。 

30・40 代の女性が 44.6％と最

も多く、内容は夫婦・家族関

係が 35％を占めています。ま

た、配偶者暴力相談支援セン

ター等に寄せられたＤＶ相談

は 1，062 件と前年度から 96

件増加しました。これは、年

度当初に「特別定額給付金」

の決定があり、ＤＶ避難者か

らの相談などが主な要因で

す。 

 

２ ウィルながおか出前相談

室 

令和 2年度相談件数：48件

（元年度 77 件） 

今後も引き続

き、きめ細かな

相談対応を行っ

ていきます。 

8,146,357

令和３年度 

（最終年度） 

・ウィルながおか相談室

（受付：月～土曜日 9:00

～15:30）、支所地域への

出前相談（受付：月～金

曜日 10:00～16:30）を行

います。 

8,766,380

・計画どおり相談室の開設、

出前相談対応を行っていま

す。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・ウィルながおか相談室を土曜日も開設しているほか、支所地域への出前講座も実施し、安心して相談

しやすい体制整備を行った。また、相談内容の多様化・複雑化に対応するため、関係機関と連携し、相

談体制の充実を図った。 

・夫婦間や家族間の悩みは、相談窓口に繋がりにくく、長期間にわたって悩みを抱え続けている相談者

に対し、寄り添い、きめ細かな対応を行うことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・相談内容が多様化・複雑化し、相談件数は年々

増加していることを踏まえ、今後も相談者が安心

して相談できる体制を整備し、きめ細かな対応を

していく必要がある。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （16）相談・保護体制の充実 

事業№ 59 事業名 職場におけるハラスメント相談への対応 

内 容 職場におけるセクハラ・パワハラ被害や、人権侵害などについての相談対応を行います。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

ウィルながおか相談室

「仕事・職場の悩み専門

相談」を実施します。（毎

月第１、３火曜日 受付

18:00～19:30） 

288,000

・29 年度相談件数は 26件で

した（28 年度 26件）。性別：

男性 10件、女性 16件 年

代：30代９件、40 代６件、60

代５件 内容：職場の人間関

係 13 件、再就職５件等。 

相談可能枠に対す

る稼働率は 59％

となっており、今

後、さらに周知を

図ってまいりま

す。 

264,000 

平成 30 年度 

ウィルながおか相談室

「仕事・職場の悩み専門

相談」を実施します。（毎

月第１、３火曜日 受付

18:00～19:30） 

288,000

・30 年度相談件数は 26件で

した（29 年度 26件）。性別：

男性 10件、女性 16件 年

代：40代 11 件、50代 10 件、

60 代２件、20・30・70 代各１

件 内容：職場の人間関係 12

件、再就職２件等。 

相談可能枠に対す

る稼働率は 56％

となっており、今

後、さらに周知を

図ってまいりま

す。 

276,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

ウィルながおか相談室

「仕事・職場の悩み専門

相談」を実施します。（毎

月第１、３火曜日 受付

18:00～19:30） 

288,000

・令和元年度相談件数は 32 件

でした（30年度 26 件）。性

別：男性 15 件、女 17 件 年

代：40代 11 件、20代７件、

30 代５件、50・60 代各４件 

内容：職場の人間関係 12件、

再就職７件、ハラスメント関

係４件等。 

相談可能枠に対

す る 稼 働 率 は

67％となってお

り、今後、さらに

周知を図ってま

いります。 

288,000

令和２年度 

ウィルながおか相談室

「仕事・職場の悩み専門

相談」を実施します。（毎

月第１、３火曜日 受付

18:00～19:30） 

288,000

・令和２年度相談件数は 26 件

でした。性別：男性 7 件、女

19 件 年代：40代 10 件、

20・30.50 代各４件、70代以

上４件 内容：職場の人間関

係 12 件、ハラスメント関係５

件、ワークライフバランス４

件等。 

相談可能枠に対

す る 稼 働 率 は

59％となってお

り、今後、さらに

周知を図ってま

いります。 

252,000

令和３年度 

（最終年度） 

ウィルながおか相談室

「仕事・職場の悩み専門

相談」を実施します。（毎

月第１、３火曜日 受付

18:00～19:30） 

288,000

・計画どおり「仕事・職場の

悩み専門相談」を解説してい

ます。 

 

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・限られた機会であるが、常に相談が寄せられており、その解決・解消に向けた支援をすることができ

た。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・仕事・職場に関する悩みを持つ方は多く、専門

的な相談窓口を設けることは相談者の課題解決に

つながる。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （16）相談・保護体制の充実 

事業№ 60 事業名 相談従事者の研修の充実 

内 容 
女性相談員のための講座・研修会などへの参加や、スーパーバイザーによるケース検討会

の実施により、相談従事者のスキルアップや相談員に対するケアを図ります。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・フェミニストカウンセ

リング学会全国大会、婦

人保護事業研修協議会等

に相談員が参加し、相談

業務のスキルアップを図

ります。 

・毎月１回、ケース検討

会議を開催します。 

・長岡市内の弁護士と情

報交換会を実施します。 

・相談員の心身をケアす

る講座を実施します。 

191,000

・フェミニストカウンセリング学

会全国大会、婦人保護事業研究協

議会等の研修に参加しました。ま

た、相談員によるケース検討会議

を毎月１回開催し、情報共有と資

質向上に努めました。 

・長岡市内の弁護士と相談員が月

１回程度情報交換する会を実施し

ました。 

・相談員が心のセルフケアを行う

ための講座「相談員のためのセル

フメンテナンス講座」を開催し、

市の各部署で相談業務にあたる職

員や、県内の婦人相談員等が参加

しました。 

高齢者や外国人の

相談など、内容が

年々複雑化してき

ているため、適切

なスキルアップの

ための研修に参加

します。また、各部

署の相談員のセル

フケアのための講

座も引き続き開催

していきます。 

154,540 

平成 30 年度 

・国立女性教育会館主催

相談員研修、婦人保護事

業研究協議会等の研修に

相談員が参加し、相談業

務のスキルアップを図り

ます。 

・毎月１回、ケース検討

会議を開催します。 

・長岡市内の弁護士と情

報交換会を実施します。 

・相談員の心身をケアす

る講座を実施します。 

157,000

・全国婦人相談員・心理判定員研

究協議会や婦人保護事業研究協議

会等の研修に参加しました。ま

た、相談員によるケース検討会議

を毎月１回開催し、情報共有と資

質向上に努めました。 

・長岡市内の弁護士と相談員が月

１回程度情報交換する会を実施し

ました。 

・相談員が心のセルフケアを行う

ための講座「相談員のためのセル

フメンテナンス講座」を開催し、

市の各部署で相談業務にあたる職

員 11人が参加しました。 

引き続き、高齢者

や外国人、性的少

数者の相談など、

内容が年々複雑化

してきているた

め、適切なスキル

アップのための研

修に参加します。

また、各部署の相

談員のセルフケア

のための講座も引

き続き開催してい

きます。 

135,540
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・国立女性教育会館主催

相談員研修、婦人保護事

業研究協議会等の研修に

相談員が参加し、相談業

務のスキルアップを図り

ます。 

・毎月１回、ケース検討

会議を開催します。 

・定期的に長岡市内の弁

護士と情報交換会を実施

します。 

・相談員の心身をケアす

る講座を実施します。 

148,000

・全国婦人相談員・心理判定員研

究協議会や婦人保護事業研究協議

会等の研修に参加しました。ま

た、相談員によるケース検討会議

を毎月１回開催し、情報共有と資

質向上に努めました。 

・長岡市内の弁護士と相談員が月

１回程度情報交換する会を実施し

ました。 

・相談員が心のセルフケアを行う

ための講座「相談員のためのセル

フメンテナンス講座」を開催し、

市の各部署で相談業務にあたる職

員 11人が参加しました。 

引き続き、高齢者や

外国人、性的少数者

の相談など、内容が

年々複雑化してき

ているため、適切な

スキルアップのた

めの研修に参加し

ます。また、各部署

の相談員のセルフ

ケアのための講座

も引き続き開催し

ていきます。 

124,240

令和２年度 

・国立女性教育会館主催

相談員研修、婦人保護事

業研究協議会等の研修に

相談員が参加し、相談業

務のスキルアップを図り

ます。 

・毎月１回、ケース検討

会議を開催します。 

・定期的に長岡市内の弁

護士と情報交換会を実施

します。 

・相談員の心身をケアす

る講座を実施します。 

164,000

・新型コロナウイルス感染症の感

染拡大により、参加を予定してい

た研修は開催中止となりました。

・ケース検討会議を開催し、情報

共有と対応検討を行いました。 

・長岡市内の弁護士と相談員が月

１回程度情報交換する会を実施し

ました。 

・新型コロナウイルス感染症の感

染拡大により、「相談員のための

セルフメンテナンス講座」は開催

中止としました。 

高齢者や外国人、

性的少数者の相談

など、内容が年々

複雑化してきてい

るため、今後も適

切なスキルアップ

のための研修に参

加します。また、

各部署の相談員の

セルフケアのため

の講座も引き続き

開催していきま

す。 

0 
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令和３年度 

（最終年度） 

・国立女性教育会館主催

相談員研修、婦人保護事

業研究協議会等の研修に

相談員が参加し、相談業

務のスキルアップを図り

ます。 

・毎月１回、ケース検討

会議を開催します。 

・定期的に長岡市内の弁

護士と情報交換会を実施

します。 

・相談員の心身をケアす

る講座を実施します。 

173,000 

・ケース検討会議を実施して

います。 

・長岡市内の弁護士と情報交

換会を実施しています。 

・7/8（木）に「相談員のため

のセルフメンテナンス講座」

を実施します。 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・新型コロナウイルス感染症の影響もあったが、各種研修への参加や相談員による検討会を重ねたこ

とで、相談員のスキルアップにつながった。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・相談内容や相談体制の充実を図るためには、相

談員のスキルアップやケアが重要であるため。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （16）相談・保護体制の充実 

事業№ 61 事業名 配偶者暴力相談支援センターの運営 

内 容 

ＤＶ被害者支援を行うＮＰＯとの協働でＤＶ被害者及び同伴の子どもなどの相談対応、一

時保護や心理カウンセリングの実施、自立支援に関する情報提供の支援及び関係機関との

コーディネートなどの中心的役割を行います。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯとの協働で配偶者

暴力相談支援センター事

業を実施します。 

（受付：月～土曜日 10:00

～16:30） 

5,624,000

・29 年度相談件数：923 件、

実人数 325 人（28年度 790

件、259 人） 性別：男性９

人、女性 316人 年代：30代

127 人、40代 88 人等 証明書

の発行：44件 一時保護：０

件 

ＤＶや相談窓口の周知が進

み、相談件数は引き続き増加

傾向にあります。 

ＮＰＯとの協働で

ＤＶ被害者及び同

伴の子どもなどの

相談対応、一時保

護や心理カウンセ

リングの実施、自

立支援に関する情

報提供の支援及び

関係機関とのコー

ディネートなどを

行います。 

5,481,168

平成 30 年度 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯとの協働で配偶者

暴力相談支援センター事

業を実施します。 

（受付：月～土曜日 10:00

～16:30、ただし水曜日は

19:00 まで） 

5,703,000

・30 年度相談件数：816 件、

実人数 378 人（29年度 923

件、325 人） 性別：男性 30

人、女性 348人 年代：30代

117 人、40代 115 人等 証明

書の発行：37件 一時保護：

０件 障害の有無を確認:１件

相談件数は減少しましたが、

ＤＶや相談窓口の周知が進

み、ここ数年は増加傾向にあ

ります。 

・引き続き、ＮＰ

Ｏとの協働でＤＶ

被害者及び同伴の

子どもなどの相談

対応、一時保護や

心理カウンセリン

グの実施、自立支

援に関する情報提

供の支援及び関係

機関とのコーディ

ネートなどを行い

ます。 

5,539,324
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯとの協働で配偶者

暴力相談支援センター事

業を実施します。 

（受付：月～土曜日 10:00

～16:30、ただし水曜日は

19:00 まで） 

5,415,000

・令和元年度相談件数：966

件、実人数 442 人（30 年度

816 件、378 人） 性別：男性

24 人、女性 418 人 年代：30

代 147 人、40代 138 人等 証

明書の発行：54 件 一時保

護：２件 障害の有無を確認:

９件 

ＤＶや相談窓口の周知が進

み、ここ数年は増加傾向にあ

ります。 

・引き続き、ＮＰ

Ｏとの協働でＤ

Ｖ被害者及び同

伴の子どもなど

の相談対応、一時

保護や心理カウ

ンセリングの実

施、自立支援に関

する情報提供の

支援及び関係機

関とのコーディ

ネートなどを行

います。 

5,240,566

令和２年度 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯとの協働で配偶者

暴力相談支援センター事

業を実施します。 

（受付：月～金曜日 10:00

～16:30、土曜日 9：00～

15：30、ただし水曜日は

19:00 まで） 

6,354,000

・令和２年度相談件数：1,062

件、実人数 471 人 性別：男

性 24 人、女性 447 人 年代：

40代 162 人、30代 144 人等 

証明書の発行：67件 一時保

護：１件 

・ＤＶや相談窓口の周知が進

み、増加傾向にあります。 

・引き続き、ＮＰ

Ｏとの協働でＤ

Ｖ被害者及び同

伴の子どもなど

の相談対応、一時

保護や心理カウ

ンセリングの実

施、自立支援に関

する情報提供の

支援及び関係機

関とのコーディ

ネートなどを行

います。 

6,090,957

令和３年度 

（最終年度） 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯとの協働で配偶者

暴力相談支援センター事

業を実施します。 

（受付：月～金曜日 10:00

～16:30、土曜日 9：00～

15：30、ただし水曜日は

19:00 まで） 

6,464,400
・配偶者紡織相談支援センタ

ー事業を実施しています。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・配偶者暴力相談支援センター事業を継続することで、増加傾向にある相談に対応し、被害者やその子

どもへの支援を行うことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ＤＶに対する認知やセンターの周知が進み、今

後も相談や支援が必要なケースの増加が見込まれ

るため。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （16）相談・保護体制の充実 

事業№ 62 事業名 関係機関と連携した相談の実施 

内 容 

外国籍のＤＶ被害者に対する通訳支援や、高齢者虐待関係機関、障害者相談支援センタ

ー、要保護児童対策地域協議会と連携した相談対応など、様々な配慮を必要とする被害者

に対し関係機関と連携し適切に対応します。また、それぞれの機関で相談に携わる職員が

ＤＶや虐待について理解を深めるよう啓発を行います。 

推進課 国際交流課・長寿はつらつ課・福祉課・子ども・子育て課・(人権・男女共同参画課) 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課

題・ 

取組み方向

等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・外国人市民からの相談
に対し、専門機関と連携
し、英語及び中国語等に
よる通訳支援を行いま
す。 
・高齢者虐待相談のう
ち、ＤＶ関連ケースつい
ては配偶者暴力相談支援
センター等の専門機関に
つなぎ、DVか高齢者虐待
か線引きが難しいケース
については、情報共有・
役割分担をしたりと関係
機関と連携を図りながら
適切に対応します。 
・高齢者虐待の防止に向
け、普及啓発に努めま
す。 
・障害者相談の中のＤＶ
関連のケースに対し、事
実確認、個別会議を随時
行い、対応します。 
・障害者虐待防止ネット
ワーク会議を行い、関係
機関との連携を強化しま
す。 
・児童虐待相談のうち、
ＤＶ関連ケースについて
は、配偶者暴力相談支援
センターを始め関係機関
と連携しながら、要保護
児童対策地域協議会で支
援及び進捗管理を行いま
す。 
・NPO 法人との協働による
出前子育て講座など、児
童虐待防止に向けた啓発
事業に努めます。 

20,679,000

（国） 

 

 

 

16,487,000

（寿） 

 

 

1,275,000 

（福祉・再

掲） 

 

 

 

15,111,000

（子家庭）

 

・英語、中国語の相談員による生活相

談を実施しましたが、ＤＶ関連の相談

はありませんでした。 

・高齢者虐待相談のうち、DV関連ケー

スについては配偶者暴力相談支援セン

ター等と情報共有・役割分担をしなが

ら対応をしました。 

対応件数 平成 29年度 5件 

【内訳】 

夫から妻への DV案件 3件、認知症の疑

いのある夫から妻への暴力案件1件、

夫婦お互いに暴言・暴力を振るいあっ

た案件 1件 

・障害者相談の中のＤＶ関連のケース

に対し、事実確認、個別会議等を随時

行い、対応しました。 

〈対応件数〉  

 平成 28年度 4件 

 平成 29年度 ７件 

 内訳：夫、妻ともに精神障害がある

夫婦間でＤＶがおこなわれた案件が 1

件、精神障害のある妻に対してＤＶが

おこなわれた案件が 5件、障害のある

女性への暴言があり、障害者基幹相談

支援センターにつながった案件が１件

になります。 

・障害者虐待防止ネットワーク会議の

開催（年 1回） 

・要保護児童対策地域協議会で要保護

児童の進捗管理 

・要保護児童対策地域協議会会議の開

催（年 13回 / 前年どおり） 

・要保護児童対策地域協議会実務担当

者や幼小中学校教諭、保育士を対象と

した対応力向上のための研修を実施（1

回、67人 / 前年とほぼ同数） 

・NPO 法人と協働による保育園・幼稚

園・認定こども園在園児の保護者向け

出前子育て講座の開催（10回、148 人 

/ 新規） 

・上記のような取組みをとおして、児

・専門機関と
連携して適切
に対応してい
くとともに、
相談窓口につ
いて周知に努
めます。 
 
・今後も障害
者相談の中の
ＤＶ関連のケ
ースに対し、
事実確認、個
別会議等を随
時行い、対応
します。 
 
・児童虐待と
ＤＶの関係は
密接であるた
め、今まで以
上に情報連携
を密に行い対
象者に対しよ
り的確な支援
を図ります。

19,732,094

（国） 

 

16,148,978

（寿） 

 

374,071 

（福祉・再

掲） 

 

11,579,681

（子家庭）
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童虐待とＤＶが関係しているケースを

始め、様々なケースに適切に対応でき

るよう関係機関との連携を強化しまし

た。また、民間支援団体のノウハウを

活かしながら、児童虐待防止のための

啓発活動を行いました。なお、幼稚

園・保育園・認定こども園在園児の保

護者向け出前子育て講座は、今年度よ

り開催し、事例を交えて分かりやすく

参加者にしっかり届く講座を開催でき

たと思われます。 

 

平成 30 年度 

・外国人市民からの相談
に対し、専門機関と連携
し、英語及び中国語等に
よる通訳支援を行いま
す。・高齢者虐待につい
て、通報があった場合に
は、すみやかに事実確認
を行い、関係機関と連携
しながら適切に対応しま
す。・高齢者虐待の防止に
向け、普及啓発に努めま
す。・障害者相談の中のＤ
Ｖ関連のケースに対し、
事実確認、個別会議を随
時行い、対応します。・児
童虐待相談のうち、ＤＶ
関連ケースについては、
配偶者暴力相談支援セン
ターを始め関係機関と連
携しながら、要保護児童
対策地域協議会で支援及
び進捗管理を行います。・
NPO 法人との協働による出
前子育て講座など、児童
虐待防止に向けた啓発事
業に努めます。 

20,627,000

（国）

16,585,000

（寿）

1,241,000

（福祉・再

掲）

14,708,000

（子家庭）

・英語、中国語の相談員による生
活相談を実施しましたが、ＤＶ関
連の相談はありませんでした。・
高齢者虐待相談のうち、DV関連ケ
ースについては配偶者暴力相談支
援センター等と情報共有・役割分
担をしながら対応をしました。 
 
対応件数 平成 30 年度 11件 
【内訳】夫から妻への DV・暴力案
件 8件、認知症の疑いのある夫か
ら妻への暴力案件 2件、夫婦お互
いに暴言・暴力を振るいあった案
件 1件・障害者相談の中のＤＶ関
連のケースに対し、事実確認、個
別会議等を随時行い、対応しまし
た。 
【対応件数】  平成 29年度 
７件（うち障害のある女性の件数
７件） 平成 30年度 ５件（う
ち障害のある女性の件数５件）
【内訳】夫、妻ともに精神障害が
ある夫婦間でＤＶがおこなわれた
案件が１件、精神障害のある妻に
対してＤＶがおこなわれた案件が
４件になります。 
・要保護児童対策地域協議会で要
保護児童の進捗管理・要保護児童
対策地域協議会会議の開催（年 13
回 / 前年どおり） 
・要保護児童対策地域協議会実務
担当者や幼小中学校教諭、保育士
を対象とした対応力向上のための
研修を実施（1回、111 人 ） 
・NPO 法人と協働による保育園・
幼稚園・認定こども園在園児の保
護者向け出前子育て講座の開催
（6回、118 人） 
・上記のような取組みをとおし
て、児童虐待とＤＶが関係してい
るケースを始め、様々なケースに
適切に対応できるよう関係機関と
の連携を強化しました。また、民
間支援団体のノウハウを活かしな
がら、児童虐待防止のための啓発
活動を行いました。 

・専門機関と
連携して適切
に対応してい
くとともに、
相談窓口につ
いて周知に努
めます。・今後
も障害者相談
の中のＤＶ関
連のケースに
対し、事実確
認、個別会議
等 を 随 時 行
い、対応しま
す。 

19,972,146

（国）

16,370,666

（長寿）

1,150,950

（福祉・再

掲）

13,626,587

（子家庭）
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・外国人市民からの相談
に対し、専門機関と連携
し、英語及び中国語、ベ
トナム語等による通訳支
援を行います。 
 
・高齢者虐待について、
通報があった場合には、
すみやかに事実確認を行
い、関係機関と連携しな
がら適切に対応します。 
・高齢者虐待の防止に向
け、普及啓発に努めま
す。 
 
・障害者相談の中のＤＶ
関連のケースに対し、事
実確認、個別会議を随時
行い、対応します。 
 
・児童虐待相談のうち、
ＤＶ関連ケースについて
は、配偶者暴力相談支援
センターを始め関係機関
と連携しながら、要保護
児童対策地域協議会で支
援及び進捗管理を行いま
す。 
・NPO 法人との協働による
出前子育て講座など、児
童虐待防止に向けた啓発
事業に努めます。 

18,460,000

（国） 

 

16,815,000

（長寿）

 

912,000

（福祉・再

掲） 

 

14,109,000

（子家庭）

 

・外国人市民生活相談のうち、DV関

連ケースについてはウィルながおか

等と情報共有をしながら対応をしま

した。 

対応件数 令和元年度 2件 

（日本人の夫から外国籍の妻へのDV 

2 件） 

・高齢者虐待相談のうち、DV関連ケ

ースについては配偶者暴力相談セン

ター等と情報共有・役割分担をしな

がら対応をしました。 

対応件数 令和元年度 10件 

【内訳】 

夫から妻への DV・暴力案件 8件、妻

から夫への DV・暴力案件 1件、認知

症の疑いのある夫から妻への暴力案

件 1件 

・障害者相談の中のＤＶ関連のケー

スに対し、事実確認、個別会議等を

随時行い、対応しました。 

【対応件数】  

 平成 30年度 ５件（うち障害のあ

る女性の件数５件） 

 令和元年度 ６件（うち障害のあ

る女性の件数６件） 

【内訳】 

夫、妻ともに精神障害がある夫婦間

でＤＶが行われた案件が１件、精神

障害のある妻に対してＤＶが行われ

た案件が４件、身体障害がある妻に

対してＤＶが行われた案件が１件に

なります。 

・要保護児童対策地域協議会で要保

護児童の進捗管理 

・要保護児童対策地域協議会会議の

開催（年 12回） 

・要保護児童対策地域協議会実務者

及び支援者（就学前の事例を実施し

たため、主に保育士）を対象とした

対応力向上のための研修を実施（1

回、71人） 

・NPO 法人と協働による保育園・幼稚

園・認定こども園在園児の保護者向

け出前子育て講座の開催（2か所、31

人） 

・上記のような取組をとおして、児

童虐待と DVが関係しているケースを

始め、様々なケースに適切に対応で

きるよう関係機関との連携を強化し

ました。また、民間支援団体のノウ

ハウを活かしながら、児童虐待防止

のために啓発活動を行いました。 

・幼稚園・保育園・認定こども園在

園児の保護者向け出前講座について

は、園からの申し込みが少なかった

ため（2か所）、周知方法について検

討が必要と考えます。 

・専門機関と連携
して適切に対応
していくととも
に、相談窓口につ
いて周知に努め
ます。 
 
・今後も障害者相
談の中のＤＶ関
連のケースに対
し、事実確認、個
別会議等を随時
行い、対応しま
す。 
 
・児童虐待と DV
の関係は密接で
あるため、引き続
き情報連携を密
に行い、対象者に
対しより的確な
支援を実施しま
す。 
・出前講座につい
ては、ちらしを配
布するだけでな
く、園長会議でも
ＰＲし、昨年より
実施箇所を増や
すように努めま
す。（目標 6か所）

17,600,433

（国） 

 

16,167,597

（長寿） 

 

699,980 

（福祉・再

掲） 

 

14,174,864

（子家庭）
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和２年度 

・外国人市民からの相談
に対し、専門機関と連携
し、英語及び中国語、ベ
トナム語等による通訳支
援を行います。 
・高齢者虐待について、
通報があった場合には、
すみやかに事実確認を行
い、関係機関と連携しな
がら適切に対応します。 
・高齢者虐待の防止に向
け、普及啓発に努めま
す。 
・障害者相談の中のＤＶ
関連のケースに対し、事
実確認、個別会議を随時
行い、対応します。 
・児童虐待相談のうち、
DV 関連のケースについて
は、配偶者暴力相談支援
センターを始め関係機関
と連携しながら、要保護
児童対策地域協議会で支
援及び管理を行います。 
・NPO 法人との協働による
出前子育て講座など、児
童虐待防止に向けた啓発
事業に努めます。 

15,090,000

（国際）

 

18,502,000

（長寿）

 

914,000

(福祉・再

掲) 

 

20,261,000

（子家庭）

・外国人市民生活相談のうち、DV関

連ケースについてはウィルながおか

等と情報共有をしながら対応をしま

した。 

対応件数 令和 2年度 6件 

（日本人の夫から外国籍の妻へのDV 

2 件） 

 

・高齢者虐待相談のうち、DV関連ケ

ースについては配偶者暴力相談セン

ター等と情報共有・役割分担をしな

がら対応をしました。 

対応件数 令和 2年度 10件 

【内訳】 

夫から妻への DV・暴力案件 8件、認

知症の疑いのある夫から妻への暴力

案件 1件、精神疾患の疑いのある妻

から夫への暴力 1件 

 

・障害者相談のうち、DV関連ケース

について、配偶者暴力相談支援セン

ター等と情報共有をしながら対応を

しました。 

【対応件数】 

 令和 2年度 18 件 

【内訳】 

 夫から妻への DV・暴力案件 16件 

 妻から夫への DV・暴力案件 2件 

 

・要保護児童対策地域協議会で要保

護児童の進捗管理 

・要保護児童対策地域協議会会議の

開催（年 11回） 

・要保護児童対策地域協議会実務者

及び支援者を対象とした対応力向上

のための研修を計画していたが、コ

ロナ感染予防のため中止とした。 

・保育園・幼稚園・こども園運営会

議及び園長部会より、研修の依頼が

あり「虐待と保護者対応」について

事例を用いて研修を実施した。（参加

者：公立保育園園長） 

・NPO 法人と協働による保育園・幼稚

園・認定こども園在園児の保護者向

け出前子育て講座はコロナ感染予防

のため中止とした。 

・コロナ禍で中止となった事業もあ

ったが、実施した取組をとおして、

児童虐待と DVが関係しているケース

を始め、様々なケースに適切に対応

・専門機関と連

携して適切に対

応していくとと

もに、相談窓口

について周知に

努めます。 

 

・今後も障害者

相談のうち、DV

関連ケースに対

し、情報共有・

連携を行いま

す。 

 

・児童虐待と DV

の関係は密接で

あるため、引き

続き情報連携を

密に行い、対象

者に対しより的

確な支援を実施

します。 

・出前講座につ

いては、コロナ

の動向を注視し

ながら実施する

かどうか検討し

ていく必要があ

る。 

14,833,437

（国） 

 

17,315,857

（長寿）

 

37,472 

（福祉・再

掲 事業

№56） 

 

15,899,182

(子家庭)
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できるよう関係機関との連携を強化

しました。 

・コロナ禍で DVが増えている現状か

ら DVと密接に関わる児童虐待予防の

周知として児童虐待防止月間（毎年

11月）での取り組みについて検討が

必要と考えます。 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和３年度 

（最終年度） 

・外国人市民からの相談

に対し、専門機関と連携

し、英語及び中国語、ベ

トナム語等による通訳支

援を行います。 

 

・高齢者虐待について、

通報があった場合には、

すみやかに事実確認を行

い、関係機関と連携しな

がら適切に対応します。 

・高齢者虐待の防止に向

け、普及啓発に努めま

す。 

 

・障害者相談のうち、DV

関連ケースに対し、情報

共有・連携を行います。 

 

・児童虐待相談のうち、

DV 関連のケースについて

は、配偶者暴力相談支援

センターを始め関係機関

と連携しながら、要保護

児童対策地域協議会で支

援及び管理を行います。 

・NPO 法人との協働による

出前子育て講座など、児

童虐待防止に向けた啓発

事業に努めます。 

15,742,000

（国際）

 

19,586,000

（長寿）

 

817,000

（福祉・再

掲 事業

№56） 

 

23,032,000

（子家庭）

・外国人市民生活相談のうち、DV関

連ケースについてはウィルながおか

等と情報共有をしながら対応をしま

す。 

 

・高齢者虐待相談のうち、DV関連ケ

ースについては配偶者暴力相談セン

ター等と情報共有・役割分担をしな

がら対応をしました。 

対応件数 令和 3年度 10件（見込）

 

・障害者相談のうち、DV関連ケース

について、配偶者暴力相談支援セン

ター等と情報共有をしながら対応を

します。 

 

・児童虐待と DVが関係しているケー

スを始め、様々なケースに適切に対

応できるよう関係機関との連携を強

化しました。また、民間支援団体の

ノウハウを活かしながら、児童虐待

防止のために啓発活動を行いまし

た。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・窓口相談や会議を通して、関係機関と情報共有や連携を行う中で、ケースについては関係機関へ相談

を繋いだり一緒に相談対応を行うなど、常に連携を取りながら支援ができた。 

・ＤＶと児童虐待、高齢者虐待等が関係しているケースには専門機関等と連携して迅速かつ適切に対

応し、あらゆる虐待を解消又は低減した。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・様々な配慮を必要とする被害者が相談を行える

ような環境を維持することが必要であり、それぞ

れの専門分野の職員が連携しながら対応すること

が今後も求められる。そのために、各機関の連携

の強化を行い、被害者に対して、必要なサポート

を円滑に行えるようにしなければならない。 

・高齢者虐待防止の啓発に伴い多くの相談があ

り、その内容も複雑化・困難化が進んでいる。今後

も引き続き専門機関等との連携が重要となるほか

迅速かつ適切に対応する必要がある。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （17）自立のための支援の充実 

事業№ 63 事業名 ひとり親家庭への支援（№28の再掲） 

内 容 
母子家庭・父子家庭における経済的自立の支援と福祉の増進を図るため、高等職業訓練促

進給付金等支給事業及び自立支援教育訓練給付事業を行います。 

推進課 生活支援課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

16,730,000

Ｈ29 年度 

高等職業訓練促進給付金 2件

自立支援教育訓練給付金 4件

          計 6 件

     （Ｈ28年度 6件）

ハローワーク等と

連携し、今後も事

業紹介を継続して

行うとともに、支

援希望者へのフォ

ローは手厚く実施

していきます。 

2,273,465

平成 30 年度 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

14,330,000

Ｈ30 年度 

高等職業訓練促進給付金 8件

自立支援教育訓練給付金 1件

          計 9 件

     （Ｈ29年度 6件）

雇用情勢は安定し

ておりますが、国

家資格の取得需要

の高まりを感じて

おります。今後と

も、事業紹介を含

め、キャリアアッ

プの支援を継続し

ていきます。 

7,548,393
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

（再掲）

13,830,000

R1 年度 

高等職業訓練促進給付金 7件

自立支援教育訓練給付金 0件

          計 7 件

（高等職業訓練促進給付金受

給者のうち２名が国家資格を

取得） 

     （Ｈ30年度 9件）

キャリアアップ

の支援事業だが、

雇用情勢が安定

しているため、利

用者が少ないの

では思われます。

ハローワーク等

と連携し、今後も

事業紹介を行っ

ていきます。 

7,880,000

令和２年度 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

13,900,000

R2 年度 

高等職業訓練促進給付金 8件

自立支援教育訓練給付金 3件

         計 11 件 

（高等職業訓練促進給付金受

給者のうち４名が国家資格を

取得） 

  （令和元年度 7件） 

コロナ禍により

雇用情勢が悪化

したため、自立支

援教育訓練給付

金の利用者が増

加したものと思

われます。ハロー

ワーク等と連携

し、今後も事業紹

介を行っていき

ます。 

10,684,637

 

 

令和３年度 

（最終年度） 

ひとり親家庭の自立支援

策として、国家資格取得

等の経済的負担軽減を図

るため、高等職業訓練促

進給付金及び自立支援教

育訓練給付金を支給しま

す。 

13,671,000

R3 年度（R3.6 現在） 

高等職業訓練促進給付金 6件

自立支援教育訓練給付金 0件

          計 6件

コロナウイルス禍による雇用

情勢の悪化はしばらく続くこ

と予想されるため、引き続き

ハローワーク等と連携し、ひ

とり親家庭の自立支援を行っ

ていきます 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・本事業を利用したひとり親が看護師などの国家資格を取得し、経済的な自立を図ることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ひとり親世帯の生活の安定と自立促進のために

は、高等技能訓練促進給付金や自立支援教育訓練

給付金の支給による経済的な支援が効果的であ

る。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （17）自立のための支援の充実 

事業№ 64 事業名 自立支援策の充実（№29の再掲） 

内 容 
母子・父子自立支援員を設置し、申請のあった児童扶養手当受給者に対し、自立支援プロ

グラムを策定し、資格取得や就労などによる経済的自立の促進を図ります。 

推進課 生活支援課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

－ 

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図りました。 

計画策定件数 Ｈ29年度 18

件（Ｈ28 年度 9件） 

平成 29 年度はプ

ラン作成者 18 名

のうち 8 名が就

労しました。また、

5 名が就学し国家

資格取得を目指し

ています（継続支

援中 5名）。今後と

も支援が必要な方

には、自立支援員

より積極的な事業

説明を行います。

2,086,555

平成 30 年度 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

2,091,000

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図りました。 

計画策定件数 Ｈ30年度 11

件（Ｈ29 年度 18 件） 

プラン作成者 11

名のうち 6 名が就

労、2 名が就学し

国家資格取得を目

指しています（継

続支援中 3名）。今

後とも支援が必要

な方には、自立支

援員より積極的な

事業説明を行いま

す。 

2,087,040
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

（再掲）

2,095,000

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図りました。 

計画策定件数 R1 年度 13 件

（Ｈ30年度 11 件） 

プラン作成者 13

名のうち5名が就

労、4 名が就学し

国家資格取得を

目指しています

（継続支援中 4

名）。今後とも支

援が必要な方に

は、自立支援員よ

り積極的な事業

説明を行います。

2,089,268

令和２年度 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

（再掲）

2,257,000

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図りました。 

計画策定件数 R2 年度 9件

（R1年度 13 件） 

プラン作成者9名

のうち 6 名が就

労、１名が就学し

国家資格取得を

目指しています

（継続支援中 2

名）。今後とも支

援が必要な方に

は、自立支援員よ

り積極的な事業

説明を行います。

2,238,209

令和３年度 

（最終年度） 

生活保護者等就労自立促

進事業及び母子・父子自

立支援プログラム策定事

業により、ハローワーク

等と連携しながら児童扶

養手当受給者に対し、自

立支援計画を策定し、早

期就労を図ります。 

（再掲）

2,439,000

 

・ハローワークと連携しなが

ら支援プランを作成し、就職

支援ナビゲーター・マザーズ

コーナー相談員等による支援

を行い、経済的自立の促進を

図って行きます。 

計画策定件数 R3 年度 4件

（R3.6 現在） 

 

  

  



第２次ながおか男女共同参画基本計画 進捗管理・総括表 

- 225 - 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・ハローワークと連携し、個々の状況やニーズ等に対応した自立支援プログラムを策定することによ

り、多くの生活保護者やひとり親の就労や就学に結び付けることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ハローワークと連携した就労支援は、求人情報の

提供、職業紹介、職業訓練のあっせんなど、適切な支

援を効果的かつ効率的に行うことができる。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （17）自立のための支援の充実 

事業№ 65 事業名 ＤＶ被害者の心身の健康回復支援 

内 容 
ＤＶ被害者やその子どもの心身の健康を回復するため、ＤＶ被害者支援を行うＮＰＯと連

携し、カウンセリングや母子同時並行プログラムを実施します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯと協力し、ＤＶ被

害者に対する心理カウン

セリングを行います。ま

た、ＤＶ被害者とその子

の心身の健康回復支援を

同時並行で行うコンカレ

ントプログラムを実施し

ます。（新） 

1,184,000

平成 29年度は 3組の親子が参

加され、ＤＶや逆境下の環境

を乗り越え、明るさを取り戻

していかれました。 

配暴センターのほ

か、要対協などで

周知に努め、ＤＶ

被害者とその子の

心身の回復支援を

行います。 

1,184,000

平成 30 年度 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯと協力し、ＤＶ被

害者に対する心理カウン

セリングを行います。ま

た、ＤＶ被害者とその子

の心身の健康回復支援を

同時並行で行うコンカレ

ントプログラムを実施し

ます。 

1,204,000

平成 30年度は親だけ１人と４

組の親子が参加され、ＤＶや

逆境下の環境を乗り越え、明

るさを取り戻していかれまし

た。 

引き続き、ＮＰＯ

との協働でＤＶ被

害者及び同伴の子

どもなどの相談対

応、一時保護や心

理カウンセリング

の実施、自立支援

に関する情報提供

の支援及び関係機

関とのコーディネ

ートなどを行いま

す。 

1,204,000
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯと協力し、ＤＶ被

害者に対する心理カウン

セリングを行います。ま

た、ＤＶ被害者とその子

の心身の健康回復支援を

同時並行で行うコンカレ

ントプログラムを実施し

ます。 

1,250,000

令和元年度は大人８人、子ど

も５人（計 13人）が参加し、

ＤＶや逆境下の環境を乗り越

え、明るさを取り戻されてい

ました。 

引き続き、ＮＰＯ

との協働でＤＶ

被害者及び同伴

の子どもなどの

相談対応、一時保

護や心理カウン

セリングの実施、

自立支援に関す

る情報提供の支

援及び関係機関

とのコーディネ

ートなどを行い

ます。 

1,250,000

令和２年度 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯと協力し、ＤＶ被

害者に対する心理カウン

セリングを行います。ま

た、包括的な自立・自律

支援を目的とした、ＤＶ

と虐待の予防と回復支援

事業をＮＰＯに委託し実

施します 

1,558,000

・令和２年度は大人９人、子

ども９人（計 18人）が参加し

ました。 

・新型コロナウイルス感染症

の感染拡大により実施回数が

少なくなりましたが、参加者

の回復・関係の回復に向けた

支援ができました。 

引き続き、ＮＰ

Ｏとの協働でＤ

Ｖ被害者及び同

伴の子どもなど

の相談対応、一

時保護や心理カ

ウンセリングの

実施、自立支援

に関する情報提

供の支援及び関

係機関とのコー

ディネートなど

を行います。 

1,558,000

令和３年度 

（最終年度） 

・ＤＶ被害者支援を行う

ＮＰＯと協力し、ＤＶ被

害者に対する心理カウン

セリングを行います。ま

た、包括的な自立・自律

支援を目的とした、ＤＶ

と虐待の予防と回復支援

事業をＮＰＯに委託し実

施します 

1,801,375

・令和３年度もＮＰＯと連携

し、回復支援事業等のＤＶ被

害者支援事業を実施していま

す。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・ＤＶ被害者支援の実績があるＮＰＯと連携し、きめ細やかに寄り添ったプログラムを実施すること

で、ＤＶ被害者やその子どもの心身の健康回復に向けた支援を行うことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・ＤＶ被害者やその子どもの心身の健康回復を図

る事業はこれからも必要とされる。 
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （18）関係機関や民間支援団体との連携強化 

事業№ 66 事業名 関係機関・民間支援団体との連携・協力体制の強化 

内 容 

ＤＶ被害者支援を行うＮＰＯと連携しＤＶ被害者支援体制を充実するとともに、長岡市ＤＶ防止ネ

ットワークの連携を強化し、関係機関同士の顔の見える関係の中で、相談者に対して速やかで適切

な対応を行います。また、性暴力被害者支援センター等の関係機関と連携し、性暴力等の被害者の

相談・支援体制の充実に努めます。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・警察、弁護士会、医師

会、歯科医師会、ＮＰＯ

等で組織するＤＶ防止ネ

ットワークの会議を開催

し、ＤＶへの理解を深

め、情報共有を図りま

す。 

－ 

・ＤＶ防止ネットワーク連絡

会議を１回開催し、警察署、

医師会、弁護士会、行政機関

等 24 名が参加しました。配偶

者暴力相談支援センターの運

営状況やＤＶ防止計画の改訂

について説明し、情報交換を

行いました。 

年１回の連絡会議

で基本事項を共有

し、個別の案件は

その都度必要な関

係機関で協議を

し、連携します。

－ 

平成 30 年度 

・警察、弁護士会、医師

会、歯科医師会、ＮＰＯ

等で組織するＤＶ防止ネ

ットワークの会議を開催

し、ＤＶへの理解を深

め、情報共有を図りま

す。 

－ 

・ＤＶ防止ネットワーク連絡

会議を１回開催し、警察署、

医師会、弁護士会、行政機関

等 23 名が参加しました。配偶

者暴力相談支援センターの運

営状況やＤＶ防止計画の改訂

について説明し、情報交換を

行いました。 

年１回の連絡会議

で基本事項を共有

し、個別の案件は

その都度必要な関

係機関で協議を

し、連携します。

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・警察、弁護士会、医師

会、歯科医師会、ＮＰＯ

等で組織するＤＶ防止ネ

ットワークの会議を開催

し、ＤＶへの理解を深

め、情報共有を図りま

す。 

－ 

令和２年 3月 24日に連絡会議

を予定していましたが、新型

コロナウィル感染症の拡大の

ため、開催を中止しました。

年１回の連絡会

議で基本事項を

共有し、個別の案

件はその都度必

要な関係機関で

協議をし、連携し

ます。 

－ 

令和２年度 

・警察、弁護士会、医師

会、歯科医師会、ＮＰＯ

等で組織するＤＶ防止ネ

ットワークの会議を開催

し、ＤＶへの理解を深

め、情報共有を図りま

す。 

・「医療関係者のための DV

発見対応マニュアル」を

改訂します。 

－ 

・ＤＶ防止ネットワーク連絡

会議を１回開催し、警察署、

医師会、弁護士会、行政機関

等が参加しました。配偶者暴

力相談支援センターの運営状

況、「医療関係者のためのＤＶ

発見対応マニュアル」改訂の

説明、ＮＰＯによるＤＶ被害

者支援の講話等を行い、情報

共有を図りました。 

年１回の連絡会

議で基本事項を

共有し、個別の

案件はその都度

必要な関係機関

で協議をし、連

携します。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・警察、弁護士会、医師会、

歯科医師会、ＮＰＯ等で組

織するＤＶ防止ネットワ

ークの会議を開催し、ＤＶ

への理解を深め、情報共有

を図ります。 

（新型コロナウイルス感

染症のため、開催未定） 

－ 

・実施時期は未定ですが、計

画どおりＤＶ防止ネットワー

ク会議を開催する予定です。

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・庁内外の関係機関との連携を強化し、顔の見える関係の中で、相談者に対して速やかで適切な対応を

行う体制を構築できた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・日頃、接する機会の少ない関係機関が連携・協

力できる体制を維持することは、迅速かつ適切な

被害者支援に欠かせないため、取組みを継続する。
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基本目標３ 配偶者などからの暴力を根絶する 
【配偶者などからの暴力防止及び被害者支援基本計画】 

主要施策 （18）関係機関や民間支援団体との連携強化 

事業№ 67 事業名 ＤＶ防止計画推進のための体制づくり 

内 容 
庁内ＤＶ被害者支援連絡会議を設置し、ＤＶに対する共通理解を図り、スムーズな連携体

制を確立します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

庁内ＤＶ被害者支援連絡

会議を開催し、ＤＶへの

理解を深め、被害者支援

に関する情報を共有しま

す。 

－ 

・ＤＶ被害者支援庁内連絡会

議を１回開催し、被害者支援

の関係課、支所職員等 46名が

参加しました。５月に開催

し、初めて業務に携わる職員

に対し、ＤＶの構造や被害者

支援にあたっての留意事項等

を説明し共通理解を図りまし

た。 

年１回の連絡会議

で基本事項を共有

し、個別の案件は

その都度必要な関

係機関で協議を

し、連携します。

－ 

平成 30 年度 

庁内ＤＶ被害者支援連絡

会議を開催し、ＤＶへの

理解を深め、被害者支援

に関する情報を共有しま

す。 

－ 

・ＤＶ被害者支援庁内連絡会

議を１回開催し、被害者支援

の関係課、支所職員等 37名が

参加しました。５月に開催

し、初めて業務に携わる職員

に対し、ＤＶの構造や被害者

支援にあたっての留意事項等

を説明し共通理解を図りまし

た。 

年１回の連絡会議

で基本事項を共有

し、個別の案件は

その都度必要な関

係機関で協議を

し、連携します。

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

庁内ＤＶ被害者支援連絡

会議を開催し、ＤＶへの

理解を深め、被害者支援

に関する情報を共有しま

す。 

－ 

・ＤＶ被害者支援庁内連絡会

議を 5月 28 日に開催し、被害

者支援の関係課、支所職員等

38 名が参加しました。初めて

業務に携わる職員に対し、Ｄ

Ｖの構造や被害者支援にあた

っての留意事項等を説明し共

通理解を図りました。 

年１回の連絡会

議で基本事項を

共有し、個別の案

件はその都度必

要な関係機関で

協議をし、連携し

ます。 

－ 

令和２年度 

庁内ＤＶ被害者支援連絡

会議を開催し、ＤＶへの

理解を深め、被害者支援

に関する情報を共有しま

す。（新型コロナウイルス

感染症のため開催休止） 

－ 

・新型コロナウイルス感染症

のため、ＤＶ被害者支援庁内

連絡会議は開催しませんでし

たが、庁内外の関係機関によ

るＤＶ防止ネットワーク連絡

会議の情報共有等を文書で行

いました。 

対面での連絡会

議の開催が困難

でも、書面等に

より、年１回、

基本事項を共有

し、個別の案件

はその都度必要

な関係機関で協

議をし、連携し

ます。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

庁内ＤＶ被害者支援連絡

会議を開催し、ＤＶへの

理解を深め、被害者支援

に関する情報を共有しま

す。（新型コロナウイルス

感染症のため開催未定） 

－ 

・関係課に、ＤＶ被害者支援

業務に関する注意喚起を 

文書で通知しました。 

  

 

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・庁内の関係課でＤＶ被害者支援に関する共通認識や役割分担を確認し、円滑な連携体制を構築でき

た。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・庁内における円滑かつ強固なＤＶ被害者支援体

制づくりのため、会議の開催等を継続して実施す

る必要がある。 
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （19）庁内推進体制の充実 

事業№ 68 事業名 男女共同参画審議会の開催 

内 容 
条例第 25条に基づき、男女共同参画社会の形成を総合的かつ効果的に促進する上で必要

な事項を審議します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・男女共同参画審議会を

開催し、男女共同参画基

本計画の進捗状況につい

て報告します。 

91,000 

・8月 24 日に男女共同参画審

議会を開催し、平成 28年度実

施状況及び 29年度実施計画に

ついて報告・説明を行いまし

た。また、29年度の男女共同

参画推進室における主要事業

の説明を行い、各基本目標ご

とに施策に対する助言や取り

組みについて意見交換を行い

ました。 

・引き続き、年に

一度審議会を開催

し、男女共同参画

基本計画の進捗状

況について報告し

ます。 

72,800 

平成 30 年度 

・男女共同参画審議会を

開催し、男女共同参画基

本計画の進捗状況(平成 29

年度実施状況及び平成 30

年度実施計画)について報

告します。 

82,000 

・8月 26 日に男女共同参画審

議会を開催し、平成 29年度実

施状況及び 30年度実施計画に

ついて報告・説明を行い、審

議いただきました。 

・引き続き、年に

一回審議会を開催

し、男女共同参画

基本計画の進捗状

況について報告し

ます。 

63,700 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・男女共同参画審議会を

開催し、男女共同参画基

本計画の進捗状況(平成 30

年度実施状況及び令和元

度実施計画)について報告

します。 

82,000

・8月 26 日に男女共同参画審

議会を開催し、平成 30年度実

施状況及び令和元年度実施計

画について報告・説明を行

い、審議いただきました。 

・引き続き、年に

一回審議会を開

催し、男女共同参

画基本計画の進

捗状況について

報告します。 

72,800

令和２年度 

・男女共同参画審議会を

開催し、男女共同参画基

本計画の進捗状況(令和元

年度実施状況及び令和２

度実施計画)について報告

します。 

82,000 

・8月 27 日に男女共同参画審

議会を開催し、令和元年度実

施状況及び令和２年度実施計

画について報告・説明を行

い、審議いただきました。 

・引き続き、審議

会を開催し、男女

共同参画基本計

画の進捗状況に

ついて報告しま

す。 

72,800

令和３年度 

（最終年度） 

・男女共同参画審議会を

開催し、男女共同参画基

本計画の進捗状況(令和２

年度実施状況及び令和３

度実施計画)について報告

します。 

・その後、第３次計画策

定に向けて審議いただき

ます。 

（年間４回開催予定） 

328,000

・７月に第１回の審議会を開

催し、第２次計画の総括を行

います。 

・その後、第３次計画策定に

向けて審議いただき、３月に

計画案を取りまとめる予定で

す。 

  

 

 

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・男女共同参画社会を形成する上で必要な審議を、有識者等と庁内関係課とで行うことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・本市の男女共同参画施策を推進する上で、審議

会は各立場の委員から率直にご意見をいただく貴

重な機会であることから、継続する必要がある。
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （19）庁内推進体制の充実 

事業№ 69 事業名 男女共同参画施策に対する苦情への対応 

内 容 条例第 24条に基づき、本市の男女共同参画施策に対する苦情への対応を行います。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・苦情処理制度について

の周知を検討するととも

に、市民及び事業者か

ら、本市が実施する男女

共同参画を促進する施策

またはこの促進を阻害す

る施策についての苦情の

申出があった場合、適切

な対応を行います。 

－ 

・苦情の申出はありませんで

した。 

・長岡市ホームページに「男

女共同参画に関する苦情処理

制度」を掲載しました。 

・条例を周知する

ことが苦情処理制

度の周知につなが

ることから、基本

計画冊子や概要版

の配布等によって

男女共同参画社会

基本条例の周知を

進めていきます。

－ 

平成 30 年度 

・各種研修の際に基本計

画概要版を配布するなど

して条例の周知を行いま

す。 

・苦情の申出があった場

合、適切な対応を行いま

す。 

－ 

・苦情の申出はありませんで

し

た。            

・各種研修の際に基本計画概

要版を配布するなどして条例

の周知を行います。 

・条例を周知する

ことが苦情処理制

度の周知につなが

ることから、引き

続き、基本計画冊

子や概要版の配布

等によって男女共

同参画社会基本条

例の周知を進めて

いきます。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・引き続き、各種研修の

際に基本計画概要版を配

布するなどして条例の周

知を行います。 

・苦情の申出があった場

合、適切な対応を行いま

す。また、苦情の申出が

あった場合を想定し、具

体的な手続方法について

検討します。 

－ 

・苦情の申出はありませんで

した。 

・図書コーナーで開催したミ

ニ展示の目録に条例を掲載す

るなどして周知を行いまし

た。 

・条例を周知する

ことが苦情処理

制度の周知につ

ながることから、

引き続き、基本計

画冊子や概要版

の配布等によっ

て男女共同参画

社会基本条例の

周知を進めてい

きます。 

－ 

令和２年度 

・引き続き、各種研修の

際に基本計画概要版を配

布するなどして条例の周

知を行います。 

・苦情の申出があった場

合、適切な対応を行いま

す。また、苦情の申出が

あった場合を想定し、具

体的な手続方法について

検討します。 

－ 

・苦情処理方法を明確にする

ため、長岡市男女共同参画社

会基本条例施行規則を改正

し、迅速に対応できる体制を

つくりました。 

・苦情の申出はありませんで

した。 

・ウィルながおかで条例を掲

載して周知を行いました。 

・条例を周知する

ことが苦情処理

制度の周知につ

ながることから、

引き続き、条例の

広報によって男

女共同参画社会

基本条例の周知

を進めていきま

す。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・引き続き、各種研修時

の基本計画概要版の配布

や条例の掲示などで条例

の周知を行います。 

・苦情の申出があった場

合、適切な対応を行いま

す。また、苦情の申出が

あった場合、適切な対応

を行います。 

－ 

・ウィルながおかで条例を掲

載して周知を行っています。

・６月末現在、苦情の申出は

ありません。 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・苦情の申出があった場合、適切な対応がとれるよう体制を整えた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・引き続き条例の周知により、苦情処理制度の周

知を図るとともに、苦情申出があった場合に適切

な対応がとれるよう適宜体制を見直す必要があ

る。 
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （19）庁内推進体制の充実 

事業№ 70 事業名 基本計画の進捗管理と公表 

内 容 
条例第 20条に基づき、各課事業などの施策の実施状況及びその評価についての報告書を

作成し、公表します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・年度当初に実施計画を

定め、年度末にその実施

状況と評価を取りまと

め、市ホームページ上で

公表します。 

－ 

・報告書の様式を、29 年度か

ら計画最終年度である 33年度

まで一覧で見られるようにし

た他、「今後の課題・取り組み

方向等」の欄を設け、記載が

充実するように改めました。

・8月 24 日の男女共同参画審

議会で報告した後、速やかに

市ホームページ上に公表しま

した。 

・報告書の記載内

容が具体的なもの

となるよう、引き

続き関係課に働き

かけていきます。

－ 

平成 30 年度 

・平成 29年度実施状況及

び 30 年度実施計画につい

ての報告を取りまとめ、

市ホームページ上で公表

します。 

－ 

・8月 29 日の男女共同参画審

議会での審議後、平成 29年度

実施状況及び 30年度実施計画

についての報告を取りまと

め、市ホームページ上で公表

しました。 

・報告書の記載内

容が具体的なもの

となるよう、引き

続き関係課に働き

かけていきます。

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・平成 30年度実施状況及

び令和元年度実施計画に

ついての報告を取りまと

め、市ホームページ上で

公表します。 

－ 

・8月 26 日の男女共同参画審

議会での審議後、平成 30年度

実施状況及び令和元年度実施

計画についての報告を取りま

とめ、市ホームページ上で公

表しました。 

・報告書の記載内

容が具体的なも

のとなるよう、引

き続き関係課に

働きかけていき

ます。 

－ 

令和２年度 

・令和元年度実施状況及

び令和２年度実施計画に

ついての報告を取りまと

め、市ホームページ上で

公表します。 

－ 

・8月 27 日の男女共同参画審

議会での審議後、令和元年度

実施状況及び令和２年度実施

計画についての報告を取りま

とめ、市ホームページ上で公

表しました。 

・第２次ながおか

男女共同参画基

本計画に基づく

事業の進捗管理

の最終年度を向

えることから、こ

れまで以上の実

績を上げられる

よう働きかけて

いきます。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・令和２年度実施状況、

令和３年度実施計画及び

後期計画期間の評価につ

いての報告を取りまと

め、市ホームページ上で

公表します。 

－ 

・令和２年度実施状況、令和

３年度実施計画及び後期計画

期間の評価についての報告を

７月に開催する男女共同参画

審議会の資料とし、委員から

意見をもらう予定です。 

  

 

 
 
 
 

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・年次報告書を作成し、公表することで各施策の実施状況やその評価を把握することができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・男女共同参画基本計画の進捗管理を図る上で、

年次報告書は必要であることから、作成を継続す

る。 
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （19）庁内推進体制の充実 

事業№ 71 事業名 男女共同参画に関する調査・研究 

内 容 
条例第 19条に基づき、男女共同参画社会に関する施策を効果的に実施するため、必要な

調査及び研究を行います。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

ＳＮＳを活用して市の男

女共同参画施策を効果的

に情報発信する取り組み

を行います。 

－ 

・平成 29年６月にウィルなが

おかの facebook を立上げ、市

主催や登録団体主催のイベン

ト情報等を発信しましたが、

投稿数が少なく、ウィルなが

おかや男女共同参画の認知度

を高めるための手法について

調査研究するに至りませんで

した。 

投稿数：44件(平成 29年 6月

～30年 6 月) 

ページへの「いいね！」：24

件 

フォロワー：30 人 

リーチ(どれくらいﾕｰｻﾞｰに届

いたか)：市主催イベントでだ

いたい 20～50 程度 

・引き続きＳＮＳ

での情報発信に取

り組んでいくが、

まずは発信数の増

加に努め、認知度

を高める手法につ

いての研究は留保

します。 

・次年度以降はメ

ディア・リテラシ

ー、人権・男女共同

参画の視点に配慮

した広報について

調査していきま

す。 

－ 

平成 30 年度 

・市が発行した公的刊行

物が男女共同参画の視点

に配慮して作成されてい

るかどうかを調査しま

す。今年度は市政だより

及び同時配布文書につい

て、イラストや写真など

を中心に男女共同参画の

視点でどうであるか調査

します。(事業№02 再掲) 

－ 

・平成 30年 1月～12月に配

付の「市政だより及び同時配

付文書」について、掲載情報

を種別（1写真、2 図表（イラ

ストも）、3文章）に分け、男

女共同参画の視点、人権啓発

の視点でチェックしました。

総チェック点数は、2,723 点

で、課題を抽出しました。 

・チェックが担当者

１名のみのため、課

内で２次チェックを

行い、課題確認をす

る必要があります。

また、「支所だより」

などにも調査対象を

広げ、調査の有効性

を高める必要があり

ます。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・平成 30年 1月～12月に

配付の「支所だより」に

ついて掲載情報を種別（1

写真、2図表（イラスト

も）、3文章）に分け、男

女共同参画の視点、人権

啓発の視点でチェックし

ます。 

・チェックした「市政だ

より及び同時配付文書」

と「支所だより」を課内

でチェック（2次）し、報

告書案をまとめます。 

・報告書案を男女共同参

画審議会に報告するとと

もに、今後の対応を検討

します。 

－ 

・平成 30年 1月～12月に配

付の「市政だより及び同時配

付文書」、「支所だより」につ

いて課内でチェック（2次）

し、報告書案をまとめ、男女

共同参画審議会に報告しまし

た。その後、審議会の意見を

踏まえ、担当課に送付し、意

見聴取し、それを踏まえ、「平

成 30 年 男女共同参画に関す

る調査・研究報告書」を作

成・公表しました。     

・平成 31年１月～令和２年３

月に配付の市政だより及び同

時配付文書について掲載情報

を種別（1写真、2 図表（イラ

ストも）、3文章）に分け、男

女共同参画の視点、人権啓発

の視点でチェックしました。

チェックした市政だより及び

同時配付文書を課内でチェッ

ク（2 次）し、報告書案をま

とめました。 

報告書の作成に

当たっては、市政

だよりの記事を

作成した担当課

がどう課題を認

識し、対応を考え

ているかが重要

であります。その

た め に 報 告 書

（案）がまとまっ

たら、各担当課か

ら意見をもらい、

反映させ、男女共

同参画審議会に

報告することに

します。 

－ 

令和２年度 

・令和元年度の報告書案

を担当課に送付し、意見

聴取し、男女共同参画審

議会に報告します。それ

を踏まえ、報告書を作

成、公表します 

・令和２年４月～令和２

年３月に配付の市政だよ

り及び同時配付文書につ

いて掲載情報を種別（1写

真、2 図表（イラスト

も）、3文章）に分け、男

女共同参画の視点、人権

啓発の視点でチェックし

ます。 

・チェックした市政だよ

り及び同時配付文書を課

内でチェック（2次）し、

報告書案をまとめます。 

－ 

・平成 31年１月～令和２年３月

に配付した「市政だより」及び

「同時配付文書」の写真、図表、

文章の計 2,808 点についてて、ウ

ィルながおか及び課内でチェック

（１次・２次）し、報告書案をま

とめ、関係課の意見を聴取した

後、男女共同参画審議会に報告し

ました。その後、審議会の意見を

踏まえ、「令和元年度男女共同参

画に関する調査・研究報告書」を

作成・公表しました。 

・令和２年４月～令和３年３月に

配付の市政だより及び同時配付文

書について掲載情報を種別（1写

真、2図表（イラストも）、3文

章）に分け、男女共同参画の視

点、人権啓発の視点でウィルなが

おか及び課内でチェック（１次・

２次）しました。このチェックに

より、報告書案をまとめる作業を

進めました。 

 

関係課と調査・

研究の結果を共

有することで、

全庁的に男女共

同参画、人権啓

発の視点が浸透

することを目指

します。 

－ 
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令和３年度 

（最終年度） 

・令和２年度の報告書案を担

当課に送付し、意見聴取し、

男女共同参画審議会に報告し

ます。それを踏まえ、令和４

年度に報告書を作成、公表し

ます。 

・令和３年４月～令和４年３

月に配付の市政だより及び同

時配付文書について掲載情報

を種別（1写真、2図表（イ

ラストも）、3文章）に分

け、男女共同参画の視点、人

権啓発の視点でチェックしま

す。 

・市政だより及び同時配付文

書を課内でチェック（1次・

２次）し、報告書案をまとめ

ます。 

－ 

・令和２年度の報告書案を作

成し、担当課に意見聴取しま

した。男女共同参画審議会に

報告する予定です。 

・令和３年４月～６月に配付

した市政だより及び同時配付

文書について掲載情報を種別

（1写真、2 図表（イラスト

も）、3文章）に分け、男女共

同参画の視点、人権啓発の視

点でチェックしました。 

  

 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・市の公的刊行物を男女共同参画の視点で調査・研究することで、掲載情報の改善や市職員の意識啓発

を図ることができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・年度ごとの「男女共同参画に関する調査・研究

報告書」作成により、市職員の男女共同参画に対

する意識を高めることができたが、平成 30 年度か

ら令和３年度までを改めて研究した最終報告書を

作成し公表することで、公的刊行物における男女

共同参画の課題の洗出しを行い、市職員の意識を

一層高めたい。 
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （19）庁内推進体制の充実 

事業№ 72 事業名 男女共同参画政策推進会議の開催 

内 容 
本市の男女共同参画施策について、全庁的な検討と理解促進を図るため、政策推進会議を

開催します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・基本計画の改訂につい

て報告するとともに、市

の審議会等における女性

委員の登用を市幹部職員

に強く働きかけるため

に、政策推進会議を開催

します。 

－ 

・副市長を議長とした庁議メ

ンバーに対し、基本計画の改

訂について報告するととも

に、審議会等における女性委

員の登用について強力に働き

かけを行いました。 

・引き続き幹部職

員に審議会等にお

ける女性登用につ

いて働きかけを行

います。 

－ 

平成 30 年度 

・政策推進会議を開催

し、審議会等における女

性登用について強く働き

かけるとともに、女性登

用を改善するための取り

組みについて具体的に検

討します。 

－ 

・平成 30年 10 月 10 日に政策

推進会議を開催し、長岡市の

男女共同参画の現状について

報告するとともに、審議会等

における女性登用について、

各部局長に強く働きかけまし

た。 

・引き続き幹部職

員に審議会等にお

ける女性登用につ

いて働きかけを行

います。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・政策推進会議を開催

し、審議会等における女

性登用について強く働き

かけるとともに、女性登

用を改善するための取り

組みについて具体的に検

討します。 

－ 

・令和元年 10月８日に政策推

進会議を開催し、長岡市の男

女共同参画の現状について報

告するとともに、審議会等に

おける女性登用について、各

部局長に強く働きかけまし

た。 

・引き続き幹部職

員に審議会等に

おける女性登用

について働きか

けを行います。 

－ 

令和２年度 

・政策推進会議を開催

し、審議会等における女

性登用について強く働き

かけるとともに、女性登

用を改善するための取り

組みについて具体的に検

討します。 

－ 

・令和２年 10月 27 日に政策

推進会議を開催し、長岡市の

男女共同参画の現状について

報告するとともに、審議会等

における女性登用について、

各部局長に強く働きかけまし

た。 

・幹部職員に審

議会等における

女性登用につい

て一層の働きか

けを行います。 

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・政策推進会議を開催

し、審議会等における女

性登用について強く働き

かけるとともに、女性登

用を改善するための取り

組みについて具体的に検

討します。 

－ 

・令和３年４月 20 日に政策推

進会議を開催し、長岡市の男

女共同参画の現状について報

告するとともに、審議会等に

おける女性登用について、各

部局長に強く働きかけまし

た。 

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・男女共同参画施策について全庁的な促進を図った結果、審議会等への女性の参画割合は、令和２年度

時点において「第２次ながおか男女共同参画基本計画」で定める目標値の 33％を達成している。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・審議会等への女性登用に限らず、男女共同参画

施策への幹部職員の理解促進を図るため、継続的

に会議を開催する必要がある。 
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （19）庁内推進体制の充実 

事業№ 73 事業名 市職員への研修などの実施 

内 容 
市職員を対象に、ワーク・ライフ・バランス、ＤＶの防止についての理解を深めるための

研修などを実施します。 

推進課 人権・男女共同参画課、人事課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課

題・ 

取組み方向

等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・市内企業経営者 100 人、市

部課長級職員 130 人を対象に

働き方改革の必要性について

啓発するための講演会を１回

開催します。（再掲） 

・ウィルながおかフォーラム

や男性向けセミナーなど男女

共同参画推進室が実施する講

座を市職員にも周知し、研修

機会を提供します。 

・7月に各課長（約 120 名）

を対象に、各職場で働き方改

革を実現するための必要なリ

ーダーシップスキルについ

て、外部講師による研修を実

施します。 

・育児に関する休暇制度等の

周知と活用促進に努めます。

（再掲） 

－ 

・ウィルながおかフォーラムや若者向けセ

ミナー、男性向けセミナーについて市職員

にも周知し、研修機会を提供しました。 

＜研修＞ 

①働き方改革講演会 

・日時：平成 29年５月 29日 

・対象：全部課長級職員(112 名) 

・講師：サイボウズ(株)代表取締役社長 青

野 慶久氏 

「多様な人材を集め個性を活かす手法」 

②働き方改革リーダー研修 

・日時：平成 29年７月３日 

・対象：全課長（73名） 

・内容：リーダーのタイムマネジメント、

仕事の優先順位の付け方やと完了基準の明

確化、リーダーシップ等に関する講義及び

グループワーク 

③職場復帰支援研修 

・日時：平成 30年３月 19日 

・対象：育児休業中の職員や今後予定する

者（９名） 

・内容：復職後の育児支援制度概要の説明

や業務遂行に資する基礎知識やタイムマネ

ジメント手法等について、復職後の子育

て・家庭との両立について 

【評価】 

平成 29年度は主に上級管理職を中心に研修

を実施したことで、その感想から「公務能

 

・引き続き人

権・男女共同

参画課／ウィ

ルながおかが

開催する男女

共同参画関連

のイベント情

報を市職員へ

も周知してい

きます。 

 

・引き続き、特

定事業主行動

計 画 に 基 づ

き、全ての職

員に対し、研

修等を通じて

育児や家事参

加に関する職

場全体の意識

情勢や制度周

知を推進しま

す。 

177,740

（人事課・

再掲） 
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率の向上」や「風通しの良い職場風土の醸

成」に向けた積極的な取組みへの効果が大

きかったと思われます。職場復帰支援研修

については、日程の都合上、参加者が少な

かったことは、今後の課題として改善を図

る必要があるが、受講者から「職場復帰に

向けてイメージができた」「同じ立場の職員

と情報共有ができて良かった」といった感

想があったことは、当初の研修目的を達成

するものでした。 

 

＜制度理解促進等の対策＞ 

・毎月 12日を「家事・育児・WLB の日」と

して周知。 

・全職員向けに育児・介護両立支援制度の

周知を行い、該当者の制度利用と周知の理

解を促進 

・管理職研修において、上記資料を人事課

長が説明し、風通しが良く子育てしやすい

職場環境への理解促進 

・若手職員の各種研修の場での制度周知 

・男性職員が職員互助会の出産祝い金の支

給手続きする際に、育児支援制度パンフレ

ットを交付し制度周知  

・「ゆう活」の実施等による働き方見直し活

動の推進 

 

【評価】 

 これまで以上に制度周知を図ったことに

加え、新たな取組みとして夏季における

「ゆう活」を始めたことにより、「家族と過

ごす時間が増えた」「通院時間が取りやすく

なった」などの意見が寄せられ、ワーク・

ライフ・バランスへの関心が高まったもの

と理解しています。 
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平成 30 年度 

 
・ウィルながおかフォーラム
や女性活躍推進講演会、女性
活躍応援プロジェクトなど、
人権・男女共同参画課が実施
するセミナーを市職員にも周
知し、研修機会を提供しま
す。 
 
 
・ワーク・ライフ・バランス
に関する理解促進を図り、仕
事の進め方や働き方の見直し
などを進めます。（№42再
掲） 
＜実施予定＞ 
・インバスケット研修 
 日時：８月下旬（予定） 
 対象：係長級職員 
 内容：インバスケットの手
法を学び、仕事の進め方を見
直す。 
・育児休業中の職員の職場復
帰に対する不安の解消を図
り、円滑な職場復帰を支援し
ます。 

－ 

・ウィルながおかフォーラムや女性活
躍推進講演会、女性活躍応援プロジェ
クトなど、人権・男女共同参画課が実
施するセミナーを市職員に周知し、研
修機会を提供しました。 
＜研修＞ 
①インバスケット研修 
・日時：平成 30年 8月 21日 
・対象：係長級職員（20名） 
・内容：仕事の優先順位の付け方及び
グループワーク 
②ワーキングマザー向けキャリア研修
（外部団体主催研修） 
・日時：平成 31年 2月 13日 
・育児休暇から職場復帰した女性職員
2名を派遣 
・内容：「これから 30年シート」の作
成。「これから 3年」「その先の 3～10
年」で望むキャリアとスキルを考え
る。 
③職場復帰支援研修 
・日時：平成 31年 2月 28日 
・対象：育児休業中の職員や今後予定
する者（10名） 
・内容：復職後の育児支援制度概要の
説明や業務遂行に資する基礎知識やタ
イムマネジメント手法等について、復
職後の子育て・家庭との両立について
【評価】 
 30 年度は係長級以下の階層向けに研
修を実施したことで、幅広い階層にお
いてワーク・ライフ・バランスの実現
に向けた意識を高めることができたと
考えます。いずれの研修も受講者から
「今後の仕事の進め方や働き方を考え
るいい機会となった」「同じ立場の職員
と情報共有ができて良かった」といっ
た感想があったことは、当初の研修目
的を達成するものでした。 
＜制度理解促進等の対策＞ 
・毎月 12日を「家事・育児・WLB の
日」として周知。 
・全職員向けに育児・介護両立支援制
度の周知を行い、該当者の制度利用と
周知の理解を促進 
・管理職研修において、上記資料を人
事課長が説明し、風通しが良く子育て
しやすい職場環境への理解促進 
・若手職員の各種研修の場での制度周
知 
・男性職員が職員互助会の出産祝い金
の支給手続きする際に、育児支援制度
パンフレットを交付し制度周知 
・「ゆう活」の実施等による働き方見直
し活動の推進 
【評価】 
 これまで以上に制度周知を図ったこ
とに加え、昨年度に引き続き夏季にお
ける「ゆう活」を実施したことによ
り、「家族と過ごす時間が増えた」「通
院時間が取りやすくなった」などの意
見が寄せられ、ワーク・ライフ・バラ
ンスへの関心が高まったものと理解し
ています。 

・引き続き人
権・男女共同
参画課（ウィ
ルながおかが
含む）が開催
する男女共同
参画関連のイ
ベント情報を
市職員に周知
し て い き ま
す。あわせて
職員への自己
啓発の呼びか
けを検討しま
す。 
 
 
 
 
引き続き、特
定事業主行動
計 画 に 基 づ
き、全ての職
員に対し、研
修等を通じて
育児や家事参
加に関する職
場全体の意識
情勢や制度周
知を推進しま
す。 
 
 
 
 
 

447,200
（人事課・
再掲） 
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年度 実施計画 
予算額

（円）
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・ウィルながおかフォーラム

や女性活躍応援プロジェクト

など、人権・男女共同参画課

が実施するセミナーを市職員

にも周知し、研修機会を提供

します。また、定期的にウィ

ルながおか図書コーナー（人

権コーナー）のおすすめ図書

を紹介するチラシを発行し、

市民のみなさんはもちろん、

職員にも周知し、自己啓発を

呼びかけます。 

 

・ワーク・ライフ・バランス

に関する理解促進を図り、仕

事の進め方や働き方の見直し

などを進めます。 

＜実施予定＞ 

・リーダーシップ研修 

 日時：8月下旬（予定） 

－ 

・ウィルながおかフォーラムや女性

活躍応援プロジェクトなど、人権・

男女共同参画課が実施するセミナー

などを市職員にも周知し、研修機会

を提供しました。また、ウィルなが

おか図書コーナー（人権コーナー）

のおすすめ図書を紹介するチラシを

２回発行し、市民のみなさんはもち

ろん、職員にも周知し、自己啓発を

呼びかけました。 

＜研修＞ 

①相談力向上研修 

・日時：令和元年 9月 27日 

・対象：各課長及び課長級職員

（125 名） 

・内容：職場の相談力向上法や部下

の観察法について 

②インバスケット研修 

・日時：令和元年 8月 26日 

・対象：係長級職員（26名） 

・内容：仕事の優先順位の付け方及

びグループワーク 

③職場復帰支援研修 

・日時：令和 2年 2月 20日 

・対象：育児休業中の職員や今後予

定する者（10名） 

・内容：復職後の育児支援制度概要

の説明や業務遂行に資する基礎知識

やタイムマネジメント手法等につい

て、復職後の子育て・家庭との両立

について 

【評価】 

 元年度は管理職から係長級以下の

階層向けに研修を実施したことで、

幅広い階層においてワーク・ライ

フ・バランスの実現に向けた意識を

高めることができたと考える。いず

れの研修も受講者から「自分の仕事

の進め方に気づき今後の改善に役立

てられる」「生産性を持って仕事に

取り組めそう」「家族の協力、職場

の理解を得ながら、仕事と家庭の両

立をしていきたい」といった感想が

あったことから、同様の研修を継続

していくべきと考える。 

＜制度理解促進等の対策＞ 

・毎月 12日を「家事・育児・WLB

の日」として周知。 

・全職員向けに育児・介護両立支援

制度の周知を行い、該当者の制度利

用と周知の理解を促進 

・管理職研修において、上記資料を

人事課長が説明し、風通しが良く子

育てしやすい職場環境への理解促進

・若手職員の各種研修の場での制度

周知 

・男性職員が職員互助会の出産祝い

金の支給手続きする際に、育児支援

 
 
引き続き、特定事
業主行動計画に
基づき、全ての職
員に対し、研修等
を通じて育児や
家事参加に関す
る職場全体の意
識情勢や制度周
知を推進します。
 
 
 
 

666,124
（ 人 事
課・再掲）
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制度パンフレットを交付し制度周知

・時差出勤の実施等による働き方見

直し活動の推進 

【評価】 

 これまで以上に制度周知を図った

ことに加え、職員の働き方改革をさ

らに推進するため、５月から時差出

勤制度を試行したことにより、「家

族と過ごす時間が増えた」「より効

率的に業務を進められた」などの意

見が寄せられ、ワーク・ライフ・バ

ランスへの関心が高まったものと理

解している。 

令和２年度 

・ウィルながおかフォーラム

や女性活躍応援プロジェクト

など、人権・男女共同参画課

が実施するセミナーなどを市

職員にも周知し、研修機会を

提供します。また、定期的に

ウィルながおか図書コーナー

（人権コーナー）のおすすめ

図書を紹介するチラシを発行

し、市民のみなさんはもちろ

ん、職員にも周知し、自己啓

発を呼びかけます。 

・ワーク・ライフ・バランス

に関する周知や理解促進を図

り、仕事の進め方や働き方の

見直しなどを進めます。 

＜実施予定＞ 

・リーダーシップ研修 

 日時：9月（予定） 

 対象：課長級 

 内容：「適切なコミュニケ

ーション方法」や「風通しの

良い職場風土の醸成」に向け

た取組みについて学ぶ。 

・インバスケット研修 

 日時：8月下旬（予定） 

 対象：係長級職員 

 内容：インバスケットの手

法を学び、仕事の進め方を見

直す。 

・育児休業中の職員の職場復

帰に対する不安の解消を図

り、円滑な職場復帰を支援し

ます。 

・職員向け子育て支援セミナ

ーを開催し、育児の悩みの共

有や不安を取り除きます。 

・育児に関する休暇制度や男

性の育児参画の促進等の周知

と活用促進に努めます。 

－ 

・ウィルながおかフォーラムや女性

活躍応援プロジェクトなど、人権・

男女共同参画課が実施するセミナー

などを市職員にも周知し、研修機会

を提供しました。また、ウィルなが

おか図書コーナーのおすすめ図書を

紹介するチラシを発行し、市民のみ

なさんはもちろん、職員にも周知

し、自己啓発を呼びかけました。 
＜研修＞ 
①アンコンシャスバイアス研修 
・日時：令和 3年 2月 25日 
・対象：受講を希望する者（28
名） 
・内容：「無意識の偏見「無意識の
思い込み」「無意識の偏ったものの
見方」に気づくことで、男女の性差
なく多様な考え方を認め合い、一人
ひとりが生き生きと活躍できる良好
な職場風土の醸成について学ぶ。 
②子育て応援研修 
・日時：令和 3年 3月 4日 
・対象：第一子妊娠中の妻を持つ
者、未就園児の第一子を持つ者、育
児に不安を感じているなど、受講を
希望する者（69名） 
・内容：男女問わず仕事と育児を両
立させるために、育児中の女性の心
理状態や悩み、夫に求めるニーズを
知り、男性の育児参画を促進する。
③職場復帰支援研修 
・日時：令和 3年 3月 5日 
・対象：育児休業中の職員や今後予
定する者（24名） 
・内容：復職後の仕事と家庭の両立
を図るため、職場復帰に対する不安
の軽減及び職場復帰に対する心構え
やモチベーションアップの方法を学
ぶ。 
 
【評価】 
 ２年度は新型コロナウイルス感染
拡大防止のため、リーダーシップ研
修及びインバスケット研修は中止と
なったが、新たにアンコンシャスバ
イアス研修や男性職員を対象とした
子育て応援研修を実施したことで、
ワーク・ライフ・バランスの実現に
向け、男女の性差に対する無意識の
思い込みに気づき、子育てに直面し
ている男性職員は育児参画の意識も
高まったと考えている。いずれの研

引き続き、特定

事業主行動計画

に基づき、全て

の職員に対し、

研修等を通じて

育児や家事参加

に関する職場全

体の意識醸成や

制度周知を推進

します。 

666,124 
(人事課・
再掲） 
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修も受講者から「妻の負担に気づか
された」「思っていた以上に家庭の
事は妻に任せきりであることを自覚
した」「女性にしか分からない部分
を分かろうとすることが大切、協力
していこうと思う」といった感想が
あったことから、今後も同様の研修
を継続していくべきと考える。 
 
＜制度理解促進等の対策＞ 
・毎月 12日を「家事・育児・WLB
の日」として周知。 
・全職員向けに育児・介護両立支援
制度の周知を行い、該当者の制度利
用と周知の理解を促進 
・管理職研修において、上記資料を
人事課長が説明し、風通しが良く子
育てしやすい職場環境への理解促進
・若手職員の各種研修の場での制度
周知 
・男性職員が職員互助会の出産祝い
金の支給手続きする際に、育児支援
制度パンフレットを交付し制度周知
・時差出勤やパソコンの一斉シャッ
トダウンの実施等による働き方見直
し活動の推進 
【評価】 
 これまで以上に制度周知を図った
ことに加え、職員の働き方改革をさ
らに推進するため、時差出勤制度や
パソコンの一斉シャットダウンを試
行したことにより、「家族と過ごす
時間が増えた」「より効率的に業務
を進められた」などの意見が寄せら
れ、ワーク・ライフ・バランスへの
関心が高まったものと理解してい
る。 
 

令和３年度 

（最終年度） 

・ウィルながおかフォーラム

や女性活躍応援プロジェクト

など、人権・男女共同参画課

が実施するセミナーなどを市

職員にも周知し、研修機会を

提供します。また、定期的に

ウィルながおか図書コーナー

のおすすめ図書を紹介するチ

ラシを発行し、市民のみなさ

んはもちろん、職員にも周知

し、自己啓発を呼びかけま

す。 

・ワーク・ライフ・バランス

に関する周知や理解促進を図

り、仕事の進め方や働き方の

見直しなどを進めます。 

〇ワーク・ライフ・バランス

に関する周知や理解促進を図

り、仕事の進め方や働き方の

見直しなどを進めます。 

＜実施予定＞ 

・インバスケット研修 

日時：8月下旬（予定） 

対象：主査級職員 

－ 

・ウィルながおかフォーラムや女性

活躍応援プロジェクトなど、人権・

男女共同参画課が実施するセミナー

などを市職員にも周知し、研修機会

を提供します。 

【評価】 

 昨年から実施している、アンコン

シャスバイアス研修や男性職員を対

象とした子育て応援研修に加え、女

性のライフスタイルとキャリアデザ

インについての意識啓発を図ること

で、ワーク・ライフ・バランスの充

実を目指し、今後も同様の研修を継

続していくべきと考える。 

 

＜制度理解促進等の対策＞ 

・毎月 12日を「家事・育児・WLB

の日」として周知。 

・全職員向けに育児・介護両立支援

制度の周知を行い、該当者の制度利

用と周知の理解を促進 

・管理職研修において、上記資料を

人事課長が説明し、風通しが良く子
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〇育児休業中の職員の職場復

帰に対する不安の解消を図

り、円滑な職場復帰を支援し

ます。 

＜実施予定＞ 
・職場復帰研修 
日時：3月上旬（予定） 
対象：育児休業中の職員や今
後予定する者 
  
〇職員向け子育て支援研修を
開催し、育児の悩みの共有や
不安を取り除きます。 

＜実施予定＞ 

・アンコンシャスバイアス研
修 
日時：7月中旬（予定） 
対象：各課１名 
・子育て応援研修 

日時：3月上旬（予定） 

対象：第一子妊娠中の妻を持

つ者、未就園児の第一子を持

つ者、育児に不安を感じてい

るなど、受講を希望する者

（69名） 

 

〇育児に関する休暇制度や男

性の育児参画の促進等の周知

と活用促進に努めます。 

育てしやすい職場環境への理解促進

・若手職員の各種研修の場での制度

周知 

・男性職員が職員互助会の出産祝い

金の支給手続きする際に、育児支援

制度パンフレットを交付し制度周知

・時差出勤の実施等による働き方見

直し活動の推進 

 

 

 
  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

全ての職員に対し、研修等を通じて育児や家事参加に関する職場全体の意識醸成や制度周知を推進し

たことで、Ｈ29 には 0.00％だった男性の育休取得率が、Ｒ2 には 24.32％（確定ではない）に増加し

た。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・育児・介護休業法の改正により「男性版産休」が

新設され、国は低迷する男性の育休取得率を 25年

に 30％まで引き上げる目標を掲げていることか

ら、本市においても引続き職場全体の意識醸成や

制度周知に取組む必要がある。 
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （19）庁内推進体制の充実 

事業№ 74 事業名 支所との連携の充実 

内 容 
地域における男女共同参画施策の拠点である支所との連携を緊密にして、協力して事業の

実施や、必要に応じて情報共有及び課題解決のための連絡会議などを行います。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・各支所と連携しウィル

ながおか出前相談事業を

実施します。 

・ウィルながおかフォー

ラム分科会の一つを支所

地域で実施し、男女共同

参画施策の周知を図りま

す。 

－ 

・ＤＶ被害者支援庁内連絡会

議で支所や関係機関と情報共

有をして支援にあたりまし

た。（事業№67参照） 

・ウィルながおか出前相談室

に相談があった都度、相談票

を支所に送付し、連携して相

談にあたりました。 

・ウィルながおかフォーラム

の分科会を越路地域で開催し

ました。（事業№03 参照） 

・支所地域での相

談業務について周

知を図っていきま

す。 

－ 

平成 30 年度 

・支所だよりで周知を図

り、各支所と連携しウィ

ルながおか出前相談事業

を実施します。 

・ウィルながおかフォー

ラム分科会の一つを支所

地域で実施し、男女共同

参画施策の周知を図りま

す。 

－ 

・支所だよりで周知を図り、

各支所と連携しウィルながお

か出前相談事業を実施しまし

た（130 回）。 

・ウィルながおかフォーラム

分科会を寺泊地域で開催し、

男女共同参画施策の周知を図

りました。また、学習研修出

前講座を越路地域で開催しま

した。（事業№03の「１学

習・研修事業」⑥参照） 

・引き続き、支所

と地域での相談業

務について周知を

図っていきます。

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・支所だよりで周知を図

り、各支所と連携しウィ

ルながおか出前相談事業

を実施します。 

・ウィルながおかフォー

ラム分科会の一つを支所

地域で実施し、男女共同

参画施策の周知を図りま

す。 

－ 

・支所だよりで周知を図り、

各支所と連携しウィルながお

か出前相談事業を実施しまし

た（77回）。 

・ウィルながおかフォーラム

分科会を和島地域で開催し、

男女共同参画施策の周知を図

りました。また、学習研修出

前講座を越路地域で開催しま

した。（事業№03の「１学

習・研修事業」参照） 

・引き続き、支所

地域での相談業

務について周知

を図っていきま

す。 

－ 

令和２年度 

・支所だよりで周知を図

り、各支所と連携しウィ

ルながおか出前相談事業

を実施します。 

・ウィルながおかフォー

ラム分科会の一つを支所

地域で実施し、男女共同

参画施策の周知を図りま

す。 

－ 

・各支所と連携し、ウィルな

がおか出前相談事業を実施し

ました（48回）。 

・ウィルながおかフォーラム

分科会を与板地域で開催し、

男女共同参画施策の周知を図

りました。（事業№03の「１

学習・研修事業」参照） 

・ＤＶ被害者支援庁内連絡会

議構成員の支所と被害者支援

に関する情報共有を図りまし

た。（事業№67参照） 

・引き続き、支所

と連携し地域で

の相談業務を実

施していきます。

－ 

令和３年度 

（最終年度） 

・各支所と連携し、ウィ

ルながおか出前相談事業

を実施します。 

・ＤＶ被害者支援庁内連

絡会議で支所と情報共有

を図ります。（事業№67再

掲） 

－ 

・各支所と連携し、ウィルな

がおか出前相談事業を実施し

ています。 

・ＤＶ被害者支援庁内連絡会

議構成員の支所と被害者支援

に関する情報共有を図りまし

た。（事業№67参照） 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・各支所と連携し地域内でウィルながおか出前相談を開催できた。 

・ＤＶ被害者支援庁内会議の連絡会議の開催により、平時から支所との連携を緊密にし、問題発生時に

円滑に対応できる体制を築くことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・各支所との連携による出前相談の実施が浸透

し、多くの相談が寄せられている。 

・会議を通じた情報共有により、支所と連携して

ＤＶ被害者支援にあたる体制が構築できている。
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （20）市民との連携・協働 

事業№ 75 事業名 ウィルながおかの充実 

内 容 

条例第９条、17条及び 18 条に基づき、男女共同参画施策を推進するための拠点であるウ

ィルながおかの機能の充実を図るとともに、ウィルながおか登録団体などの活動支援を行

います。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・ウィルながおかの認知

度を高めるため、ＳＮＳ

を利用した情報発信を行

います。（事業№71 参照） 

・ウィルながおかフォー

ラムで登録団体主催イベ

ントを実施します。 

－ 

・登録団体が実施するイベン

トを市ホームページやウィル

ながおかフェイスブックに掲

載し、広報支援を行いまし

た。 

・ウィルながおかフォーラム

の登録団体イベントは 10団体

が参加し、７講座を開催しま

した。 

・ウィルながおか

登録団体募集の周

知を図っていきま

す。 

－ 

平成 30 年度 

・ウィルながおかの認知

度を高めるため、ＳＮＳ

を利用した情報発信を行

います。 

・ウィルながおかフォー

ラムで登録団体主催イベ

ントを実施します。 

・ホームページなどで、

登録団体募集の周知を行

い、ウィルながおかフォ

ーラムの参加者の増加を

図ります。 

－ 

・ウィルながおかの認知度を

高めるため、ＳＮＳを利用し

た情報発信を行いました（20

回）。 

・ウィルながおかフォーラム

の登録団体主催イベントは、

10 団体が参加し、８講座を開

催しました。 

・ホームページなどで、登録

団体募集の周知を行い、ウィ

ルながおかフォーラムの参加

者の増加を図りました。 

・引き続き、ウィ

ルながおか登録団

体募集の周知を図

っていきます。 

－ 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・ウィルながおかの認知

度を高めるため、ＳＮＳ

を利用した情報発信を行

います。 

・ウィルながおかフォー

ラムで登録団体主催イベ

ントを実施します。 

・ホームページなどで、

登録団体募集の周知を行

い、ウィルながおかフォ

ーラムの参加者の増加を

図ります。 

・ウィルサポーターの活

用について検討します。 

－ 

・ウィルながおかの認知度を

高めるため、ＳＮＳを利用し

た情報発信を行いました（11

回）。 

・ウィルながおかフォーラム

の登録団体主催イベントは、

12 団体が参加し、10講座を開

催しました（「令和元年度事業

実績」参照）。 

・ホームページなどで、登録

団体募集の周知を行い、ウィ

ルながおかフォーラムの参加

者の増加を図りました。 

・ウィルサポーターの活用に

ついては検討を継続すること

になりました。 

・引き続き、ウィ

ルながおか登録

団体募集の周知

を図っていきま

す。 

－ 

令和２年度 

・ウィルながおかの認知

度を高めるため、ＳＮＳ

を利用した情報発信を行

います。 

・ウィルながおかフォー

ラムで登録団体主催イベ

ントを実施します。 

・ホームページなどで、

登録団体募集の周知を行

い、ウィルながおかフォ

ーラムの参加者の増加を

図ります。 

・ウィルサポーターの活

用について引き続き検討

します。 

－ 

・事業紹介等によりウィルな

がおかの認知度を高めるた

め、ＳＮＳを利用した情報発

信を行いました（16回）。 

・ウィルながおかフォーラム

の登録団体主催イベントは、

９団体が参加し、８講座等を

開催しました（「令和２年度事

業実績」参照）。 

・ホームページで、登録団体

募集の周知を行いました。 

・ウィルサポーターの活用に

ついては検討を継続すること

になりました。 

・引き続き、ウ

ィルながおか登

録団体募集の周

知を図っていく

とともに、登録

団体の意向を踏

まえながら活動

支援を行ってい

きます。 

－ 
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令和３年度 

（最終年度） 

・ウィルながおかの認知

度を高めるため、ＳＮＳ

を利用した情報発信を行

います。 

・ウィルながおかフォー

ラムで登録団体主催イベ

ントを実施します。 

・ホームページなどで、

登録団体募集の周知を行

い、ウィルながおかフォ

ーラムの参加者の増加を

図ります。 

・ウィルサポーターの活

用について引き続き検討

します。 

－ 

・事業紹介等によりウィルな

がおかの認知度を高めるた

め、ＳＮＳを利用した情報発

信を行っています。 

・ウィルながおかフォーラム

の登録団体主催イベントを行

うため、参加団体を募集して

います。 

・ホームページで、登録団体

募集の周知を行っています。

  

 

  

  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・ホームページやＳＮＳを活用した情報発信によりウィルながおかの認知度を高めた。 

・市民ボランティアスタッフや登録団体と協働した各種事業の実施や登録団体の活動場所の提供により市民との

連携・協働が図れた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・国の「第５次男女共同参画基本計画」では、男女

共同参画社会の実現のためには国民の暮らしに身

近な地域における取組みが極めて重要であり、こ

のため地方公共団体が男女共同参画センターをは

じめ地域の関係機関・団体とともにそれぞれの機

能を十分に発揮しながら緊密に連携し、地域の男

女共同参画・女性活躍を進めるよう支援の充実を

図るとしている。 

・しかしながら、登録団体の活動が固定化してい

るため、新たな連携の方法を模索する必要がある。

・また、ウィルサポーターとの関わりが定まって

いないことから、市民が気軽に事業参加できる体

制を構築する必要がある。 
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基本目標４ 男女共同参画の推進体制を充実する 

主要施策 （21）国・県などとの連携・協働 

事業№ 76 事業名 国・県および周辺市町村などとの連携 

内 容 国、新潟県及び周辺市町村などと連携して、２次基本計画を推進します。 

推進課 人権・男女共同参画課 

 

年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

平成 29 年度 

・国立女性教育会館主催
研修、内閣府主催男女共
同参画全国会議、フェミ
ニストカウンセリング学
会全国大会、県主催男女
共同参画主管課長会議等
に参加し連携を図るとと
もに、担当職員のスキル
アップにつなげます。 

109.000

・国や県主催の研修等に参加し、

担当職員のスキルアップや連携強

化を図りました。（参加研修一

例：男女共同参画行政職員基礎研

修、ひとひとﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、内閣府男

女共同参画全国会議、男女共同参

画推進リーダー研修、女性活躍推

進トップセミナー、働き方改革推

進シンポジウム、ﾌｪﾐﾆｽﾄｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ

学会全国大会等） 

・配偶者暴力相談支援センター等

職員連絡協議会や婦人相談員研修

会、DV相談窓口調整会議研修会

等に参加し、県内市町村との情報

共有や連携強化を図りました。 

・会議や研修会等
に積極的に参加
し、関係機関と協
働で男女共同参画
を推進していきま
す。 

92,676 

平成 30 年度 

・国や県、関係機関の会議や

研修に積極的に参加し連携を

図るとともに、担当職員のス

キルアップにつなげます。 

・配偶者暴力相談支援センタ

ー等職員連絡協議会を 10月

に開催します。 

・県や関係機関と協働で事業

を実施します。(事業№16再

掲) 

①県女性財団との共催で「働

く女性の交流会」を開催しま

す。 

日時：令和元年 3月 2日(土) 

会場：さいわいプラザ 

講師：社労士・小松弘美さん 

②県との共催で「ハッピー・

パートナー企業交流会議」を

開催します。 

日時：11月 27 日(火) 

会場：まちなかキャンパス 

58,000 

・国や県主催の研修等に参加
し、担当職員のスキルアップ
や連携強化を図りました。（男
女共同参画行政職員基礎研
修、ひとひとﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、男女
共同参画推進リーダー研修、
官官・官民連携促進ＷＳ等）
・配偶者暴力相談支援センタ
ー等職員連絡協議会を県とと
もに 10月に開催しました（26
人出席）。婦人相談員研修会、
DV 相談窓口調整会議研修会等
に参加し、県内市町村との情
報共有や連携強化を図りまし
た。            
・県や関係機関などと協働で
事業を実施しました。(事業№
16 再掲) 

・会議や研修会等
に積極的に参加
し、関係機関と協
働で男女共同参画
を推進していきま
す。 

57,320 
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年度 実施計画 
予算額

（円） 
実施状況・評価 

今後の課題・ 

取組み方向等 

決算額

（円）

令和元年度 

・国や県、関係機関の会

議や研修に積極的に参加

し連携を図るとともに、

担当職員のスキルアップ

につなげます。 

・県や関係機関などと協

働で事業を実施します。

(事業№16再掲) 

57,000

・国や県主催の研修等に参加

し、担当職員のスキルアップ

や連携強化を図りました。（男

女共同参画行政職員基礎研

修、ひとひとﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ、男女

共同参画推進リーダー研修

等） 

・婦人相談員研修会、DV相談

窓口調整会議研修会等に参加

し、県内市町村との情報共有

や連携強化を図りました。 

・県や関係機関などと協働で

事業を実施しました。(事業№

16 再掲) 

・会議や研修会

等に積極的に参

加し、関係機関

と協働で男女共

同参画を推進し

ていきます。 

55,874

令和２年度 

・国や県、関係機関の会

議や研修に積極的に参加

し連携を図るとともに、

担当職員のスキルアップ

につなげます。 

・県や関係機関などと協

働で事業を実施します。

(事業№16再掲) 

78,000

・国や県主催の研修等に参加

し、担当職員のスキルアップ

や連携強化を図りました。（男

女共同参画行政職員基礎研

修、ひとひとﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ等） 

・婦人相談員研修会、DV防止

ネットワーク連絡会議等に参

加し、県内市町村との情報共

有や連携強化を図りました。

・県や関係機関などと協働で

事業を実施しました。(事業№

16 再掲) 

※新型コロナウイルスの感染

拡大により中止となった会議

がありました。 

・会議や研修会

等に積極的に参

加し、関係機関

と協働で男女共

同参画を推進し

ていきます。 

40,186

令和３年度 

（最終年度） 

・国や県、関係機関の会

議や研修に積極的に参加

し連携を図るとともに、

担当職員のスキルアップ

につなげます。 

・県や関係機関などと協

働で事業を実施します。

(事業№16再掲) 

178,000

・国や県主催のオンライン研

修等に参加し、担当職員のス

キルアップや連携強化を図り

ました。（男女共同参画行政職

員基礎研修、男女共同参画推

進リーダー研修等） 
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  ５か年の評価 ４．計画どおりの成果があった 

上記の評価をした理由 

・国、県主催の研修等に参加することで、男女共同参画に関する施策や動向を学ぶことができた。 

・他市町村との会議に参加することで、ネットワークを築くことができた。 

・県、関係機関と協働でセミナーを開催することで、長岡市単独では開催が困難な学びの場を提供する

ことができた。 

今後の方向性と課題 

  継続 

  改善・変更 

  終了・廃止・中止 

《その理由と課題》 

・国の「第５次男女共同参画基本計画」では、男女

共同参画社会の実現に向けた取組みの加速には、

広範かつ多岐にわたる取組みを国、地域及び民間

が連携して推進することが重要としており、国、

県はじめ他市町村との連携を継続させる必要があ

る。 


